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守ります　人と　自然と　この地球

【ロゴマークの説明】
中心の球は大気圏に包まれる地球を表し、表面に地球を周回する大気の流れを描いています。
全体としては芽吹き、海の波など地球が抱える自然現象も表現するものとしています。

【キャッチコピー】
「守ります　人と　自然と　この地球」

【表紙の写真について】
＜背景＞
堺太陽光発電所（関西電力株式会社提供）

＜中央上から時計回りに＞
気象庁のスーパーコンピュータ
次期気象衛星の観測カメラ
地震火山現業室
淡路島風力発電所（関西電力株式会社提供）
昭和 30年代に気象庁が使用していた大型計算機
海外の気象情報を無線放送で入手している昭和 30年頃の様子



は  じ  め  に

　気象庁は、その時代における最新の科学技術を取り入れながら業務を発展させてきました。近年、

急速な発展が見られるICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）につい

ても、その動向に合わせて、国民がより身近に気象サービスを受けられるよう、業務の高度化を進め

る必要があると考えています。今回の「気象業務はいま 2013」では、特集「社会に活きる気象情報」

において、ICT の発展とともに歩んできた気象庁の業務、そして、ICT を活用した新たな気象サービ

スについて取り上げてみました。また、特集では、再生可能エネルギーによる発電など、新たに気象

情報の利活用が期待される分野も取り上げ、関係者からご意見も盛り込みながら、科学技術 ･社会

経済の発展に伴う気象情報の可能性について記述しました。

　東日本大震災や平成 23 年台風第 12 号による大雨災害において、気象庁は警報をはじめとする防

災情報により重大な災害への警戒を呼びかけたものの、災害発生の危険性が住民や地方自治体に十

分には伝わらず、迅速な避難行動に結びつかない例がありました。気象庁では、この事実を重く受け

止め、災害に対する気象庁の危機感を伝えるために、新たに「特別警報」を創設することにしました。

これは、警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、重大な災害の起こる恐れが著しく大きい旨

を警告するものです。この「特別警報」の運用にあたっては、地方自治体や報道機関等の関係機関

と十分に調整を行うこととしております。また、防災気象情報の効果的な発表に向けて、学識経験者、

地方自治体、報道機関などからなる検討会を開催して議論を進めていただいており、その成果を踏ま

えて「特別警報」を含めた一連の防災情報の効果をいっそう高めていきたいと考えております。「特別

警報」の概要や本年 3 月 7日から運用を開始した新しい津波警報について、トピックスで説明させて

いただいております。

　このほか、第 1 部として、防災情報をはじめとする各種情報について解説するとともに、気象･海

洋や地震･ 火山などの監視･ 予測、技術開発といった気象庁の取り組みを、また第 2 部として、昨

年の気象災害や地震、火山活動、異常気象などを紹介しています。

　本書を通じて、国民の皆様が、気象庁の発表する情報に対する関心と理解を深めていただき、自

然災害への備えなどに活用いただくことを願っております。

平成 25 年 6 月1日

気象庁長官　羽鳥　光彦
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　近年、スマートフォンの利用に代表されるように、気象情報の入手手段が多様化していますが、これは

情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）の発展がもたらしたといえます。

気象庁は、これまでも、その時代で最新の技術を取り入れながら、気象情報の作成と提供を行ってきま

した。近年の ICT の進展がもたらす情報の流通と利用環境における劇的な変化に対しても、国民がより

身近に気象情報サービスを受けられるよう、各種の取り組みを進めていきます。

（１）ICT の進展と気象情報  
　「全国一般風ノ向キハ定リナシ天気ハ変リ易シ但シ雨天勝チ」、これは明治 17(1884) 年 6 月 1日に気

象庁（当時は東京気象台）が発表した最初の天気予報です。ご覧の通り、日本全国の予想をたった一つ

の文で表現しています。この天気予報は東京市内の交番に掲示されただけでしたが、当時の通信インフ

ラを考えると住民に情報を伝達する手段として、この方法は、なかなか良いアイデアだったかもしれません。

天気予報をはじめとする気象情報は、今も昔も、自然現象の観測に始まり、観測データの収集と観測デ

ータの解析による監視や予測、情報の作成と伝達という一連の情報処理を通じて国民に伝えられていま

す。ここでは、情報通信技術の変遷に合わせて気象庁がどのように取り組んできたかを振り返るとともに、

近年の ICT の進展によって気象情報のあり方がどのように変化したのか、また、それに合わせた気象庁

の取り組みについて紹介します。

ᶃ؍ଌͱ௨৴ͷཱ֬ʹ͚ ʙͯใ௨৴ࣾձͷᴈ໌ظ（ઓલɾઓ͔ظޙΒ1��0 まͰ）

　気象衛星によって撮影された雲の動きを見るとよく分かるとおり、大気の流れに国境はありません。こ

のため、どの国でも自国の気象の正確な予測には、外国の気象データが必要となります。各国の気象機

関は、インターネットが世界に普及するずっと以前から、気象データを交換する国際通信網を整備してきま

した。我が国においては、昭和 36（1961）年の東京―ニューデリー間の回線開通を皮切りに、国際的な

気象データの交換に参加してきました。このよう

な国際通信網がない、戦前から戦後間もない時

期にかけて、外国の気象情報の入手には、無線

放送の傍受が唯一の手段でした。

　その後、国内外の観測データ、予報・警報及

び気象の実況図や予測図等を国内の気象官署

や外国気象機関に配信するためのシステムが、

全国中枢の役割を担う気象資料自動編集中継

装置（C-ADESS）と全国６箇所の地方中枢気

象資料自動編集中継装置（L-ADESS）を昭和

1 ICT が導く気象情報のさらなる活用

特集　社会に活きる気象情報

外国気象データの受信の様子 （昭和30年頃）

ͷ気象ใΛແઢ์ૹ͔Β入खͯ͠いΔɻࠃ֎
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特集　社会に活きる気象情報

62（1987）年までに整備することで実現しました。

　一方、観測分野については、昭和 49（1974）年に、当時データ通信に開放されたばかりの電話網を活

用して、全国約 1300 地点の気象状況を遠隔監視できる観測網を構築しました。これが、アメダスです。

また、昭和 29（1954）年に整備した気象レーダー、昭和 52（1977）年に日本初の実用衛星として打ち上

げられた静止気象衛星「ひまわり」等を組み合わせて、職員の手と目による現場の正確な観測に加え、

面的にリアルタイムで気象を把握できる観測網を構築しました。

　この時代、気象通信網と観測網が急速に発展しました。しかしながら、人々が気象情報を入手する手

段は、新聞・ラジオ・テレビや１７７天気予報電話サービス等に限定されており、気象情報の利用の多様

化は、高度情報化社会の到来を待たなければなりませんでした。

ᶄΠϯλʔωοτ࣌ͷ気象業務ʙߴใԽࣾձͷ౸དྷ（1��0 Ҏ߱）

　1990 年代に入ると、パソコンが一般にも普及し、家庭でもインターネットが利用されるようになりました。

1980 年代に登場した携帯電話も1990 年代に急速に普及し、平成 11（1999）年に NTTドコモが i モー

ドサービスを開始したように、高度な情報通信サービスを誰でも簡単に利用できる時代が到来しました。

ɾ気象ிͷج൫ใγεςϜʮ気象ࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜ（$04.&54）ʯͷੜ

　気象庁の情報システムは、国の

防災関係機関、報道機関、民間

事業者や外国の気象機関等と接続

しています。高度情報化社会の到

来により、大量の情報を安定的に

伝達する必要が一層高まりました。

　昭和 63（1988）年には、スーパ

ーコンピュータと C-ADESS を統

合した気象資料総合処理システム

（COSMETS）の運用を開始しま

し た。 平 成 8（1996） 年 に は、

COSMETS の処理能力強化に伴

い大型化したシステムを本庁舎に

設置できなくなったことから、気象衛星センター（東京都清瀬市）に建設した新庁舎に第二世代

COSMETS を整備しました。その後、C-ADESS と L-ADESS を統合し、障害時のバックアップを可

能とする二中枢のシステムとして、平成 17（2005）年に東日本アデス（東京）、平成 20（2008）年に西日

本アデス（大阪）を整備しました。

　スーパーコンピュータでは、気温などの大気の時間変化を物理法則を基にシミュレーションしています（第

２章第１節参照）。空間解像度が高く、より現実に近いシミュレーションの実施には、スーパーコンピュー

タの計算能力の向上が不可欠です。気象庁は、昭和 34（1959）年にわが国の官公庁として初めて科学

気象資料総合処理システム （COSMETS）
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計算用の大型コンピュータを導入して以降、コンピュータ技術の進歩に合わせて計算機を更新してきまし

た。平成 24（2012）年 6 月に運用開始した９代目のスーパーコンピュータは、1 秒間に８百兆回の四則演

算を行う能力を持ち、局地的な大雨などに対する防災気象情報の高度化や、季節予報の精度向上に役立

てるほか、気象衛星データの処理も行っています。

　このように気象庁では、高度情報化社会において 24 時間絶え間なく情報を提供するために、情報シ

ステムの機能強化と安定性を高める取り組みを続けています。

ɾຽؒ気象ࣄ業ऀʹΑΔ͖Ίͷ͔ࡉいαʔϏεͷ࣮ݱ（気象༧ใ੍࢜）

　情報通信技術の発達とともに、気象情報についても、例えばファクシミリネットワークを通じて「欲しい

時に欲しい情報」を入手したいというニーズが高まってきました。また、CATV を中心として、地域に密

着した情報を提供するメディアの展開が進み、気象情報についても、質の高い局地的気象予測情報の提

供が求められるようになりました。さらには、コンピュータを用いて気象情報を加工し、企業経営に活か

すようなユーザーも誕生してきました。このような情報化の進展に伴う気象情報へのニーズの多様化にき

め細かく対応するため、気象庁では、平成 5（1993）年に気象予報士制度を創設しました。これは、民

間気象事業者による高度な気象サービスの普及を促進するため、気象庁以外の者が行う予報業務の一層

の充実を目指した制度です。加えて同年には、スーパーコンピュータによる気象予測シミュレーション結果

等、気象庁が作成した大容量のデータを民間事業者が入手できるよう、民間気象業務支援センターを通

じて気象情報を提供する体制を整備しました。民間気象業務支援センターからオンラインで配信されてい

るデータの量は、年々増加しており、2011 年では、新聞朝刊に換算して 36 年分のデータが毎日提供さ

れています（右下図）。

　現在、多くの気象予報

士が民間気象事業者等で

活躍しており、インターネ

ット環境の充実など社会

で進む ICT の発展の中、

民間事業者はスマートフォ

ン等の携帯端末を活用し

たサービスの拡 充など、

個々の利用者の要求に対

応したサービスを展開して

います。 今 後も最 新 の

ICT を活用した幅広いニ

ーズに対応したきめ細かな気象サービスの提供に向け、民間気象事業者が重要な役割を担うことが期待

されます。

民間気象業務支援センターから配信している１日あたりのデータ量
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ᶅ *$5ͷܶతͳਐలͱ気象業務ʙݱͱ͜Ε͔Β

　天気予報をはじめとする気象情報を入手する際、みなさんはどのような手段を利用しているでしょうか。

テレビの気象コーナーを観る人もいれば、同じテレビでもデータ放送を利用して、目的の場所の気象情報

を入手する方もいるでしょう。また、スマートフォンのアプリケーションで、いつでも最新の気象情報を入

手している方もいるでしょう。ICT の進展は、個人が受け身の姿勢で情報を得るだけでなく、自らのニー

ズに合った情報の入手と活用を可能としました。

ɾΠϯλʔωοτはఱ気༧ใͷ入खݩͱͯ͠ ୈ̎ͷϝσΟΞ

　総務省情報通信国際戦略局情報通信経済室が行った調査（右上図）によると、天気予報の入手元とし

て「最も利用するメディア」との問いに対し、

70% を超える方がテレビと回答しています。イン

ターネットについては、報道機関のサイトや一

般サイトなどを合計すると、18% を超える方が

天気予報の入手元としてインターネットを最も利

用しています。この割合は新聞・雑誌やラジオ

を大きく上回り、インターネットは天気予報の入

手元としてテレビに次ぐ第２位の地位にあると言

えます。ただし、インターネットの中でも報道機

関の文字サイトを利用している割合が大きく、

既存のメディアと合わせると、依然として報道

機関を介した利用が大半を占めています。近年、

報道機関や行政機関とは異なる情報の入手元と

して、ソーシャルメディアの存在が注目されてい

ます。同じ調査報告から天気予報の入手元とし

て利用されているインターネット関連のメディア

（右下表）を見てみると、ソーシャルメディアは

報道機関のサイトには遠く及ばないものの、行

政・企業サイトと同等に利用されており、今後

の動向が注目されます。

ɾεϚʔτϑΥϯͷొ

　平成 24 年版情報通信白書によると、我が国ではモバイルインターネットの普及率が 89.5%（平
成 22 年）と世界各国と比較しても先行しています。同白書では、我が国におけるモバイルインタ
ーネット利用回数について、従来型携帯電話利用では毎日 1 回以上が 5 割強にとどまっているのに
対し、スマートフォン利用では約 8 割に達しており、スマートフォンの急速な普及は、データトラ

天気予報の入手元として 「最も利用するメディア」

૯務লʮ*$5ج�൫ɾαʔϏεͷߴԽʹ͏ར༻ऀҙࣝͷมԽʹؔ͢Δ
ௐࠪڀݚʯ（ฏ 24）Λͱʹ気象ி࡞ɻ

報道 /文字サイト

報道 /映像サイト

一般サイト

一般映像サイト

ソーシャルメディア
行政・企業サイト

ネットラジオ

35.3%

6.3%

4.4%

2.8%

2.5%

2.4%

1.6%

天気予報の入手元として「利用しているメディア*」

� Πϯλʔωοτؔ࿈ͷΈ
૯務লʮ*$5ج�൫ɾαʔϏεͷߴԽʹ͏ར༻ऀҙࣝͷมԽʹؔ͢Δ
ௐࠪڀݚʯ（ฏ 24）Λͱʹ気象ி࡞ɻ
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ヒックの急増をもたらしていると報告しています。スマートフォンの登場により、個人が活動して
いるそれぞれの現場にいながら、インターネット上に展開する多種多様なサービスの利用が可能と
なっています。気象情報についても、情報通信事業者や民間気象事業者が、個人の自発的な選択に
合わせたきめの細かいサービスを展開しています。

ɾʮεϚʔτֵ໋ʯͱ気象ใ

　ICT の革新などにより、企業等による多種多量のデータ（ビッグデータ）の生成・収集・蓄積が可能・

容易になりました。その分析・活用による異変の察知や近未来の予測等を通じ、利用者個々のニーズに

即したサービスの提供、業務運営の効率化等が可能になると期待されています。気象データを取り入れた

ビッグデータの分析については、来店者の年齢・性別等と気象条件を組み合わせた顧客分析、交通情報

と降雨情報を活用した渋滞予測、土壌情報や農作物市況と組み合わせた気象情報の営農への活用等の

事例が報告 * されているように、人々の暮らしや産業と密接に関わる気象情報は、ビッグデータの活用に

おいても重要な役割を担う可能性があります。平成 24 年版情報通信白書では、スマートフォン等の普及

により実現したユビキタス環境（『いつでも』、『どこでも』、『何でも』、『誰でも』ネットワークに接続でき

る社会）の完成とビッグデータの活用が融合し、「スマート革命」ともいえるICT の新たな革新がもたら

される可能性を指摘しています。時間的・空間的に変化する気象情報を ICT に合わせた形で提供するこ

とにより、気象情報がより一層生活や経済社会に浸透し、人々の安全や便利な暮らし、また、産業の発

展に役立つ可能性があります。気象庁が現在進めている具体的な取り組みや民間事業者等の動向につい

て、以下で紹介したいと思います。

に分析した ICTがもたらす
成長への 2つの道筋、すな
わち企業・家計・政府が生
産性向上その他様々な課題
解決の原動力としての役割
と、アプリケーションサー
ビス、通信サービス、機器
製造など ICT産業の裾野の
広い生産・雇用創造の役割
双方が飛躍的に強化される
ことが見込まれる。いわば、
ユビキタスネットワーク環
境と「スマート化」の融合
が、「スマート革命」ともい
える ICTの新たな革新をも
たらし、成長のエンジンと
しての ICT、万能ツールと
しての ICTの機能を強化し
つつ、我が国の社会経済活動全体の風景を変える可能性を秘めているといえよう。

インターネット・
携帯電話の
世界的普及

ネットワーク環境の統合化
（クラウド・ワイヤレス）

ソーシャルサービス
の定着

デバイスの進化
（マルチスクリーン、Ｍ２Ｍ）

（
個
人・企
業・政
府
）

社
会
基
盤
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

（
開
発
途
上
国
を
含
む
）

携
帯
電
話
の
発
展
基
盤
化

クラウド
ɾ͋ΒΏΔใ͕ωοτ
ɹϫʔΫ্Ͱྲྀ௨ɾੵ

ソーシャル
ɾ͋ΒΏΔਓͷ
ɹʮͭͳ͕ΓʯΛ࣮ݱ

スマートフォン等
の普及

ɾ͍ͭͰɺͲ͜Ͱɺ̥̘
ɹ૬ͷػͰΞΫηε

Ｍ２Ｍ通信
の可能性

ɾ͋ΒΏΔϞϊ
ɹʮͭͳ͕Γʯͷର象ʹ

ビッグデータの活用
ɾωοτϫʔΫ্ʹۃΊͯେྔʹྲྀ௨ɾੵ͢Δ
ɹσʔλΛߴͰऩूɾղੳ͢Δ͜ͱʹΑΓɺࣾձ
ɹࡁܦͷ՝ղܾαʔϏεͷՃՁ্

ワイヤレス
ɾ8JpීٴʹΑΔ༗ઢɾ
ɹແઢͷ࿈ܞ
ɾ์ૹͷσδλϧԽʹΑΔɹ
ɹ௨৴ɾ์ૹ࿈ܞ

ス
マ
ー
ト
革
命

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
「
ス
マ
ー
ト
」
の
融
合ωοτϫʔΫɺϝσΟΞɾαʔϏεɺσόΠε֤のʮεϚʔτԽʯのਐల

ʮϢϏΩλεωοτϫʔΫڥʯの࣮ݱ

× ×

ɺ̢ٴͷεϚʔτϑΥϯͷීۙ࠷˔ ̢̎ ௨৴ͷՄੑɺϏοάσʔλͷ׆༻ͷ৽ைྲྀ͕ɺ
ɹʮϢϏΩλεʯͱʮεϚʔτʯͷ༥߹ΛՃ͠ɺʮεϚʔτֵ໋ʯ

ਤද ������� 「スマート革命」のイメージ

サイバー空間の在り方に関する国際議論の動向2

（1）サイバー空間とその役割
　インターネットは、その上で多様なサービスのサプライチェーンやコミュニティなどが形成され、いわば一つの
新たな社会領域（「サイバー空間」）となっている。このようなサイバー空間の持つ重要性や価値の認識が高まって
いく中、近年、サイバー空間の在り方に関して様々な国際機関や国際会合で議論が繰り広げられている。

（2）新興・途上国における規制・管理強化の動き
　2010 年（平成 22年）12月から 2011 年（平成 23年）1月にかけて、チュニジアにおいて「ジャスミン革命」
と呼ばれる民主化運動が起こり、長期政権に終止符が打たれた。この革命に端を発し、中東・北アフリカ地域の多
くの国において、いわゆる「アラブの春」と呼ばれる民主化運動が発現し、エジプト・リビアなどにおいても長期
政権が崩壊した。
　平成 23年版情報通信白書（第 2節）において、先進国以外でも、インターネット利用率は低いものの、チュニ
ジア等ソーシャルメディアの利活用が進展している国が存在していることを指摘したが、これらの一連の動きにお
いては、市民同士のリアルタイムな連絡や国内外への情報の発信などにおいて、インターネットやソーシャルメディ
アが大きな役割を果たしたといわれている（トピック「『アラブの春』とソーシャルメディア」参照）。
　アラブの春においてインターネットやソーシャルメディアが民主化運動に大きな役割を果たしたことを受けて、
新興・途上国においては、ネットへの規制や政府の管理を強化する動きが強まっている。
　例えば、イランでは 2011 年（平成 23年）6月に通信大臣が、国外のインターネットから切断された「ナショナル・
インターネット」構築のためのテストを開始する旨を発表した。
　また、中国においては、同年 11月に中国国家インターネット情報弁公室がインターネット接続事業者に対し健
全なインターネット文化発展のための管理強化を要請したほか、同年 12月には北京市政府が中国版Twitter「微
博（ウェイボー）」の実名登録を義務付ける新たな規定を施行している。
　ベラルーシにおいては 2012 年（平成 24年）1月に自国民・自国在住民による国外のウェブサイトへのアクセ
スを禁止し、違反した場合に罰金を科す法律が導入された。

*$5͕ಋ͘ࡂ෮ڵɾຊ࠶ੜのಓےୈ��෦�

第

　
　
章
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「
ス
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140 平成24年版　情報通信白書

「スマート革命」のイメージ

ˎʮใ௨৴৹ٞձ�̞̘̩جຊઓུϘʔυ�Ϗοάσʔλͷ׆༻ʹؔ͢ΔΞυϗοΫάϧʔϓ�औΓまͱΊ（ฏ 24 5�݄ 17 ）ʯΑΓ

૯務লʮฏ 24൛ɹใ௨৴നॻʯΑΓ
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特集　社会に活きる気象情報

（２）ICT が切り拓く新たな防災気象情報　
　ICT の進展は、大量の情報が迅速に伝えられることに加え、巨大な組織のみならず個人までが高度な

情報処理を行うことを可能とします。ICT を活用し、防災気象情報をより効果的に利用していただくため

の取り組みについて紹介します。

ᶃ ใʯٸۓ気象ใʮࡂ৽ͨͳͨ͠ݱ$5͕࣮*

　地震波には、地震発生後最初に伝わってくるP 波（縦波）と、強い揺れにより建物等に被害をもたら

す S 波（横波）があり、P 波は S 波よりも速く伝わります。地震波の伝わる速度は毎秒数キロメートル

程度ですが、地震計のデータや発表した情報は、ほぼ光の速度（約毎秒 30 万キロメートル）で伝達でき

ることから、地震の発生場所に近い地震計で P 波を観測した段階で、各地の震度を推定し伝えることに

より、S 波が伝わってくる前に、強い揺れが迫っていることを知らせることが可能となります（下図）。

　この原理を利用して緊急地震速報を実用化するためには、地震計のデータを速やかに気象庁に収集し、

瞬時にコンピュータで解析、情報として伝達する手段が必要でした。これらは、近年の ICT 技術の発達

があって初めて実現されたものです。さらに、緊急地震速報は、鉄道運行の自動制御、エレベーターの

自動停止、学校・工場・商業施設での館内自動放送、個人が持つ携帯電話への一斉配信など、いまま

での防災気象情報にはなかった受け手側での高度な利活用が行われています。このように、情報の作成・

伝達・利用いずれの場面でも、緊急地震速報は ICT に支えられています。

ᶄ *$5ͷ׆༻Ͱଟ༷Խ͢Δใୡखஈ

　気象庁では、気象、地震・津波、火山などに関する防災情報を、防災関係機関にオンラインで迅速に

伝達すると同時に、テレビ・ラジオやインターネット等を通じて広く国民に発表しています。さらに、近年

の ICT 技術のさらなる進展を受けて、情報伝達の手段は一層多様化しています。

　例えば、気象庁が発表する緊急地震速報や津波警報等の防災情報は、消防庁が整備している全国瞬

時警報システム（Ｊアラート）により、消防庁から人工衛星を経由して市町村に迅速に伝達されるだけで

なく、市町村に設置されている防災行政無線を自動的に起動させて、住民の皆様に瞬時に情報を伝える

緊急地震速報の原理
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ことが可能となっています。

　緊急地震速報や津波警報、自治体が発令する避難に関する情報などを、該当する地域にいる一人ひと

りの携帯電話に一斉に同報配信する「エリアメール」「緊急速報メール」等と呼ばれるサービスも、ICT

技術の進展によって可能となりました。

　さらに、最近ではスマートフォンの普及が爆発的に進んでおり、一人ひとりが必要な防災情報を手軽に

手に入れることができるアプリケーションが多数提供されています。

ᶅ *$5�ͷਐలʹ߹Θͤͨࡂใͷఏڙ（ࡂใͷ9.-Խ）

　これまで気象庁は、気象警報、津波警報、地震情報などを、それぞれの分野によって個別の異なる

形式（フォーマット）で提供してきました。これは情報の内容の特性に応じて、従来の低速な通信環境で

伝達することに対応したものでしたが、高度に ICT 化された現代社会において、より詳細で高度化され

た防災情報をより効果的に活用していただくため、情報の種類によらない統一したフォーマットとして「気

象庁防災情報 XML フォーマット」を策定し、平成 23 年 5 月12 日より使用しています。このフォーマット

では、汎用性が高く、インターネットの世界で広く一般に普及しているXML 形式（次ページ質問箱参照）

を採用しました。

　これによって気象庁から提供される様々なデータを統一的に処理することができ、利用者はそのニーズ

に合わせて自由に情報を加工することができるようになりました。例えばハザードマップや河川の水位情

多様な情報伝達手段

12
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報、避難情報など他機関の情報も組み合わせることによって、より効果的な利活用が広がると期待され

ます。

　気象庁では引き続き XML 形式による防災情報の普及を図るとともに、利活用の状況等を踏まえて今

後更に利用者の活用の幅を拡げる取り組みを進めていきます。

質  問  箱

　9.-は、Σϒϖーδに༻いΒれる
)5.-とಉ͘͡コϯピϡーλޠݴのҰͭͰ
͋り、จষにཧతなߏ、ҙຯをࢦఆする
ことがՄなςキετࣜܗのهड़ޠݴͰす。
มߏ、ցॲཧにΑるใのબผとऔಘػ
ことがͰき、औりѻ͏ٕज़͏ߦを༰қに
のඪ४Խॆ࣮しͨιϑτΣΞといͬͨ
ۙ、もͬていること͔Βڥ はඪ४తなσ
ーλのهड़ࣜܗとして෯͘ར༻͞れてい
ます。

ใΛެ։すΔϝϦοτʁؾͰࣜܗ-.9˙
　このΑ͏なಛをࣜܗ-.9ͭ࣋Ͱ気象
ใをఏڙすることͰ、ར༻ऀがඞཁとする
ใをऔりग़し、ؔ ࿈するଞのσーλと݁ͼͭ
͚て׆༻するのߴなར༻がՄとなり、
まͰఆしていな͔ͬͨに͓͚る気象ࠓ
ใの͞Βなる׆༻にもͭながるとظ͞
れます。まͨ、気象地といͬͨҟなる
のใを౷ҰతにॲཧͰきる΄͔、ใ
༰のվળ、৽ͨなใのఏڙにもॊೈ
にରԠすることがͰきるΑ͏になり、ར༻ऀ
ଆのෛ୲もܰ͞ݮれます。

XMLによる気象庁防災情報の共有化

ɹ気象ிͰはɺ気象ிࡂใ9.-ϑΥʔϚοτΛࡦఆ͢Δʹ͋ͨΓɺ9.-ͷར׆༻ਪਐʹऔΓΉඇӦརஂମʮ9.-ίϯιʔγΞϜʯͷྗڠ
Λಘͯݕ౼ΛਐΊまͨ͠ɻまͨɺํެஂڞମʹ͓͚Δใͷڞ௨ར༻ɾ࿈ܞɺॅຽʹର͢Δඞཁͳใͷਝɾਖ਼֬ͳఏڙΛతͱ͢ΔऔΓ
Έͱ࿈͢ܞΔɺ9.-ࣜܗʹΑΔࡂใͷڞ༗ɺؔؔػͱͷ࿈ܞΛਪਐ͖ͯ͠まͨ͠ɻ
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ᶆϝογϡσʔλ͕ࣾձΛม͑Δ

　気象庁では、警報・注意報や天気予報など様々

な防災気象情報を発表しています。これらの基とな

る気象の監視・予測データの多くは、地図を等間隔

に区切った網目状に値をもつ「メッシュデータ」です。

　例えば降水量は、地上の雨量計にレーダーによる

観測を組み合わせて、全国を1キロメートル四方（メ

ッシュ）ごとに解析しています。また、過去の雨雲

の動きから、1 時間先までの 5 分ごとの降水の強さ

を予測する「降水ナウキャスト」や、6 時間先までの 1 時間ごとの降水量を予測する「降水短時間予報」も、

同じく1キロメートルメッシュのデータです。平成 25 年度からは、気象庁ホームページで新たに土砂災害

の危険度を 5 キロメートルメッシュで示す「土砂災害警戒判定メッシュ情報」の提供も開始します。

　メッシュデータを用いて、降雨や災害の危険度の分布を図で確認することができます。さらに、ある地

点に注目して時間的な変化を見ることで、その地点で今後の降雨や災害の危険度がどう推移するか確認

することもできます。例えば、降雨予測のメッシュデータで自宅が位置するメッシュを常に監視し、雨が降

り出すおそれがある場合にスマートフォンへ通知するようなことができます。

　また、メッシュデータは他の様々な地理情報と組み合わせることで、災害から身の安全を確保すること

にも役立てることができます。例えば、従来から地方自治体が配布しているハザードマップには、災害の

おそれのある地域や避難所が示されています。雨の降り方や災害の危険度を示すメッシュデータと、ハザ

ードマップに示された情報を組み合わせることで、大雨の際に危険な地域を特定したり、最寄りの安全な

避難所を判断したりすることができます。

メッシュデータのイメージ

コラム  

　࠭ܯࡂռఆϝッγϡใは、࣮ ͼ༧ଌٴگ
Ӎྔにͮجいて、࠭ൃࡂੜのݥةを � キロ
ϝーτϧϝッγϡ͝と֊ڃ表ࣔしͨਤͰす。
　このਤにΑり、࠭ൃࡂੜのݥةのߴい
地Ҭを͓͓ΑͦѲすることがͰきます。　
　ආࠂק、自ओආのஅにࡍしては、この
ใ͚ͩͰはな͘、࠭ܯࡂռ۠Ҭなども߹ͤて૯
߹తにஅするඞཁが͋ります。
　な͓、ར༻に͋ͨͬては、࠭ܯࡂռใ、大
Ӎܯใʢ࠭ࡂʣ、大Ӎҙใは、気象ঢ়گを
૯߹తにஅしてൃ表して͓り、これΒのൃ表ঢ়گ
とҰகしない߹が͋ることにཹҙしてԼ͞い。

࠭ܯࡂռఆϝογϡใ ࠭災ܯռఆメッシュ情報のදࣔྫ（ݝޱࢁ）
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特集　社会に活きる気象情報

　今では携帯電話やスマートフォンの

GPS 技術を用いて簡単に現在地を取得

することができるため、災害の危険度が

高まった時に、危険な地域にいる人たち

にピンポイントで情報を伝達し、さらに近

くの避難所を教えてくれるようなことが技

術的には可能になっています。

　こうした情報の伝達を支える環境も整

いつつあります。スマートフォンの利用が

急速に拡大し、高速無線通信網の整備

が着実に進むことで、外出先でも自宅と

変わらず必要な情報が得られるようにな

ってきています。将来的には、最新の気

象のメッシュデータを基に溢れた水が低

いところへ向かって流れる様子をシミュレ

ーションするなど、刻 と々変化する災害の

危険度をリアルタイムに計算することが可能となり、位置情報はビルの階層や地下街での正確な位置といった 3

次元で取得可能になることが期待されます。さらに、スマートフォンが、スケジュール帳のデータや日ごろの行動

パターンから、あなたがどこにいて、どこに向かおうとしているかを推測してくれるようになれば、災害のおそれが

ある場合には、その危険性をお知らせするとともに、安全な場所へ向かったり危険を回避するルートを提案して

くれたり、あるいは、しばらくビルの高層階にとどまっていた方がよいといったアドバイスをしてくれるなど、その時々

に応じた最適な行動の判断に必要な情報を提供してくれる、そんな技術が実現することが期待されます。

　昨今の情報通信技術（ICT）では「ビッグデータ」がキーワードになっています。インターネット上には、様 な々

種類のデジタルデータが日々 爆発的に生成されており、異なった種類のデータを組み合わせて解析することによ

り新たなビジネスの創造や便利なサービスの提供に繋がることが期待されています。アメリカでは、2012 年にニ

ューヨークを襲ったハリケーン「サンディ」の接近に際して、公的機関の発表する気象情報や避難に関する情報と、

ソーシャルメディアから抽出した被害情報などを地図上で重ね合わせて見ることができるサイトが立ち上がり、情

報発信の強力なツールとして機能しました。このようなデータ融合の流れは、今後もますます加速していくことに

疑いの余地はありません。

　社会活動から私たちの日常の生活に至るまで、あらゆる活動は気象に左右されています。防災という観点に

限らず、ビッグデータとしてのメッシュデータの活用には大きな可能性があります。ICT の発展によりこうしたデー

タが広く流通することで、我々の想像を超えた多くの便利なサービスが新たに展開され、多くの人が気象情報の

恩恵を受けることができるようになるでしょう。

メッシュデータと様々な地理情報の重ね合わせのイメージ

ϝογϡσʔλ༷ʑͳཧใ͕༰қʹऔಘͰ͖ΔΑ͏ʹͳΓɺͩΕ͕Ͳ͜ʹいͯɺ
ಈͷஅʹඞཁͳใΛεϚʔߦదͳ࠷ʑʹԠͨ࣌͡Λ͓Βͤ͠ɺͦͷੑݥةͷࡂ
τϑΥϯ͕ఏͯ͘͠ڙΕΔΑ͏ʹͳΔɻ
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コラム  
˙:BIPP��+"1"/͕औりΉࡂใʢ:BIPP��+"1"/ߘدʣ

ɾใͷࡌܝ

　:BIPP�� +"1"/Ͱは、ࣾ ձの՝ղܾのͻとͭとして、����͔Β地ൃੜ࣌に地ใを全ϖーδ
Ͱのࡌܝを࢝Ίるなど、ࡂにཱͭαーϏεの։ൃにྗをೖれています。ۙ࠷Ͱは、εマーτϑΥϯͰのα
ーϏεにಛにྗをいれて͓り、ٸۓ地ใ、地ใ、߽ Ӎ༧ใなどをϓッγϡ௨するࡂใ、地ਤ
্にӍӢのมԽを表ࣔする「ӍӢζーϜϨーμー」などをఏڙしています。
　まͨ、地ํ自࣏体とのڠࡂఆをక݁し、ආॴのใを地ਤ্にࡌܝする「ආॴマッϓ」も։࢝し、自࣏
体͔Βのආࠂקආࣔࢦใも����Ն͔Βࡌܝを։࢝する༧ఆͰす。
　౦ຊ大ൃࡂੜ࣌、ఀ ిにΑりςϨϏ、ϥδΦ、ωッτのどれもえないとい͏ঢ়گ、ҰํͰϥδΦ͚ͩ
はえるঢ়گ、ి はͭながΒないがωッτはえるঢ়گなど、༷ ʑなࣄଶがൃੜしましͨ。ͦ こͰ:BIPP��
+"1"/は、࣌ࡂにωッτがえる߹には、࠷大ݶօ͞まにཱͭαーϏεをఏڙしͨいとߟえましͨ。ς
ϨϏϥδΦのସखஈとしてのωッτͰはな͘、ࡂにඋえるͨΊには、ෳのใೖखखஈをͬ࣋て͓͘
ことが大ͩࣄとߟえ、౦ຊ大ࡂҎ߱、ߋにऔりΈをڧԽしています。

ʢ�ʣࡂใとεϚʔτϑΥϯ߽͚Ӎ༧ใʹ͍ͭͯ
　౦ຊ大ޙࡂの、�����݄͔Β、「ࡂใ」とい͏、̔छྨのࡂใʢ地ใ、߽ Ӎ༧ใ、波༧
ใ、気象ܯใ、Րܯใ、์ ࣹઢྔ、ి 気༻ঢ়ܭ、گըఀిʣをεマーτϑΥϯʢJ1IPOF"OESPJEʣ༻ΞϓϦ
ϝーϧͰ৴するαーϏεを։࢝しています。ར༻ऀの現ࡏ地、ઃఆしͨ地Ҭ、͝ࡂとのઃఆʢ地の
、߽ Ӎ༧ใのӍྔʣに͋Θͤて、ར༻ऀにඞཁなใを৴しています。ಛにϢーβー͔Βධなのが、߱
ਫφキャετのσーλをجにし߽ͨӍ༧ใͰす。Ϣーβーが��NN�I、��NN�I、��NN�I、��NN�Iの

̏ Ҏ্ͷ͕ൃੜ͢Δͱ:BIPP��+"1"/શϖʔδʹใ͕ࡌ͞ܝ ΕΔɻ

ӍӢζʔϜϨʔμʔ

ਤ্ʹφΩϟετͷ߱ӍใΛ͢ࡌܝΔ
ӍӢζʔϜϨʔμʔɻ

ᶇݸਓͷχʔζΛ͔ͭΉαʔϏεͷʙ:BIPP��+"P"/ͷऔΓΈྫࣄ

　ICT の進展により、今までになく高度な防災気象情報の作成・伝達・利用が可能とりました。なかでも大き

な変化と言えるのが、気象庁が発表する情報がそのまま利用されるばかりでなく、ネットワーク上に気象情報が

流通することで、様 な々主体による個人レベルのニーズに合ったサービスの創造が期待できるようになったこと

です。このような取り組みをYahoo! JAPAN に紹介いただきました。
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中͔Β௨する߱ਫڧをઃఆすると、ઃఆしͨ地Ҭ現ࡏ地Ͱ、ؒ࣌�Ҏに、ઃఆҎ্の߱ਫڧが༧ଌ͞
れͨ࣌に、ؒ࣌̍ޙࠓのӍの༧ଌを৴します。Ϣーβー͔Βධなは、φキャετの༧σーλをར༻す
るࣄͰ、Ӎが߱るલに৴͞れるϦΞϧλΠϜੑと、ͦ のϢーβーのઃఆ現ࡏ地の߽Ӎ༧ଌのΈが৴͞れる
ύーιφϥΠζੑͰす。ࠓまͰのଟ͘のύιコϯ͚α
ーϏεͰは、全ࠃのใを地ਤҰཡͰࡌܝして、ར༻
ऀが地Ҭなど自にඞཁなใを୳す流れがҰൠతͰし
ͨが、Ӎが߱るલにαΠτͰࡧݕすることはし͘、ར༻
ऀがりͨいのはこれ͔ΒͦのॴͰӍが߱る͔ど͏͔
Ͱ͋り、全ࠃのใはඞཁ͋りまͤΜ。φキャετの༧
σーλと、εマーτϑΥϯのϓッγϡ௨Ґஔใػ
をΈ߹ΘͤるࣄにΑり、Ӎが߱るલに௨するϦΞ
ϧλΠϜੑとύーιφϥΠζੑを࣮現しͨことがຊαー
ϏεのϙΠϯτͩとࢥいます。

ʢ�ʣεϚʔτϑΥϯ͚৴ͰඞཁとͳΔσʔλ
ͦ。ΊΒれますٻますます、ΠϯλーωッταーϏεは、ύーιφϥΠζੑとϦΞϧλΠϜੑが、ޙࠓ　 の߹に
ඞཁと͞れるσーλは、۠ࢢொଜΑりもキロϝッγϡ、̍ؒ࣌୯ҐΑりも̍୯Ґと、ΑりڱいΤϦΞのΑり
いִؒのσーλͰす。まͨ、ͦ こ͔ΒٻΊΒれるۙいະདྷの༧ଌσーλのχーζが͘ߴなるとߟえΒれます。ς
ϨϏϥδΦなどの์ૹͰは、ଟ͘の人にҰ൪ॏཁなใをݶΒれͨؒ࣌Ͱえるඞཁが͋るͨΊ、全体のಛ
を؆ܿにえるใがඞཁと͞れるとࢥいますが、ΠϯλーωッταーϏεͰは、「ࡉԽ͞れͨใ」がٻ
ΊΒれる、とい͏が大きなҧいͰす。
　まͨ、༧σーλとಉ༷に、࣌ࡂにߦಈをࣔࢦするใもとても大Ͱす。�����݄に「ιーγャϧ
࿅܇するආূݕにආͰきる͔をݩと5XJUUFSのใを「ใࡂ」、てͬ࿅」とい͏εマーτϑΥϯを܇ࡂ
を࣮ࢪしましͨ。܇࿅のࢀ、ޙՃऀにͨͬߦΞϯέーτͰは、5XJUUFSに流れるใがଟ͘、ਖ਼ࣜなආ༠ಋの
ใをきͪΜと͚ͮͭݟΒ͔ͬͨとい͏ҙݟが࠷もଟͤ͘دΒれましͨ。࣌ࡂに৴͞れるආࠂקආ
、ແઢなど͔Β৴͞れることがଟ͘ߦࡂ体がཧ͞れ、地Ҭの࣏ொଜなどの自۠ࢢ、とい͏ใはࣔࢦ
σδλϧԽ͞れΠϯλーωッτ্Ͱ৴͞れるྫࣄはまͩまͩগないのが現ঢ়Ͱす。ま֤ͨ自࣏体͝とにใ
がཧ͞れているͨΊに、全ࠃにରԠしͨαーϏεの։ൃがしいとい͏も͋ります。:BIPP�� +"1"/
Ͱは、これΒの՝をղܾす͘、ެ のࣔࢦආ、ࠂקのආ࣌ࡂし、����Ն͔ΒܞใコϞϯζと࿈ڞ
ใを「ࡂใ」「:BIPP�ఱ気ɾࡂ」Ͱࡌܝɾ৴を։࢝する༧ఆͰす。

ʢ̏ʣεϚʔτϑΥϯࡂ͚ใのޙࠓ
߽、きઌの߽Ӎ༧ใの৴ߦている͔ͬは、ར༻ऀがޙࠓ　 Ӎのආ͚ͨφϏήーγϣϯ、ར༻ऀのՈߏ
、ੜ׆圏に͋ΘͤͨαーϏεのఏڙなど、͞ ΒなるύーιφϥΠζԽ、ϦΞϧλΠϜԽがਐΉとߟえΒれま
す。いͣれにしても、૿ Ճするσーλの中͔Β、ͦ の人にใを࠷దԽして৴するࣄがॏཁとߟえ、:BIPP��
+"1"/としてもࡂにඋえるαーϏεの։ൃにऔりΜͰいきͨいとࢥいます。

ࡂใ ࡂใͷ߽Ӎ༧ใ

特集　社会に活きる気象情報

̔छྨͷࡂʹରԠͨ͠ࡂ
ใΞϓϦ

Ҏʹ߽Ӎ͕༧ଌ͞ΕΔؒ࣌1
߹ʹ௨ɻ
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　これまͰ気象ใのୡは「マεϝσΟΞ」にґଘしてきましͨ。と͘にใੑとࢹ
֮ੑとい͏ಛ͔Β「ςϨϏ์ૹ」が中心Ͱしͨ。์ ૹとは、ଟ͘の人にಉ͡ใをҰ
੪にୡすることͰ、ӳޠͰは「ϒローυキャετ」といいます。ͦ のయܕが、全ࠃに
���� ΄どࡏするΞϝμε؍ଌ͔Βのσーλをもとにし 「ͨ気象ใ」のఏڙͰ
す。ຊ全ࠃの気象ঢ়گをλΠϧの৭のมԽとしてຖ࣌のχϡーεͰҰཡͰきることは、
ま͞にςϨϏとい͏ϝσΟΞがͭ࣋ಛੑをੜ͔しͨใఏڙखஈとして、ͪͨࢲのੜ׆
にし͔ͬりఆணしています。し͔し、ใのղ૾とい͏Ͱは��LNϝッγϡの࣌�
ͦ。৽Ͱすߋؒ のղ૾Ͱは表現Ͱきない現象もଟʑ͋ります。
　現ࡏ、気象ใは֨ஈにͦのղ૾とใߋ৽සを૿し、ਫ਼の্がਤΒれてき
ましͨ。ͨ とえ気象Ϩーμーのใは、�ᶳϝッγϡのղ૾のใが � ͝とにߋ

৽に͞れます。ൃ ৴͞れるใྔをΞϝμεとൺֱすると、��ʷ�� �̫�ʹ���� ഒになるのͰす。これはैདྷ
のマεϝσΟΞͰୡͰきるใྔのݶքをえています。いい͔えれ、こ͏しͨଟྔのใをୡͰきる৽
しいϝσΟΞのඞཁੑがߴまͬているのͰす。
　マεϝσΟΞもมԽしています。ςϨϏも地্波σδλϧにҠߦし、ఏڙͰきるใྔは̏ഒとなり、σーλ
์ૹも࢝まりましͨ。σーλ์ૹを௨して、は̏ؒ࣌͝と、こ͏�िؒは�͝とに、自のりͨい地
Ҭの気象ঢ়گをいͭͰもることがՄとなりましͨ。ಉ͡ことはύιコϯͰもՄͰ、༣ศ൪߸୯ҐͰ気象
ใをることがͰきるΑ͏になりましͨ。ཱྀ ཱྀ、にはࡍըするܭをߦ ઌの気ީをる্Ͱ大ม༗ޮなใݯになͬ
ています。こ͏しֵͨ৽のഎܠには *$5 のൃୡが͋ります。ΠϯλーωッτにͭながͬͨςϨϏύιコϯは、
これまͰのҰํతなϒローυキャετใͰはな͘、ํコϛϡχέーγϣϯखஈとਐԽし、ఏ͞ڙれる
ଟྔな気象ใの中͔Βར༻ऀが自自のχーζにԠ͡て、ඞཁとする地Ҭの気象ใ͚ͩをೖखすることが
ͰきるΑ͏になりましͨ。
　し͔し、ͦ れͰもऔり͞れている人ʑがいます。ͦ れはҠಈしている人ʑͰす。σーλ์ૹύιコϯはج
ຊతにݻఆしͨॴͰの༻をఆしている͔ΒͰす。/),のੜؒ࣌׆ௐࠪにΑれ、ͪͨࢲは௨ۈɾ௨ֶに全
Ͱฏۉฏࠃ � ͦ。Ҏ্をඅしていますؒ࣌ れҎ֎にもϓϥΠϕーτに֎ग़ཱྀߦなどͰ、֎をҠಈしてい
るؒ࣌は͔なりなؒ࣌になります。ೃછΈのないॴͰ、ٸに気象のมԽにݟΘれるなど、Ҡಈ中こͦ気象
ใはඞཁとなる߹もগな͋͘りまͤΜ。ͦ のΑ͏な߹にどのΑ͏にすれ気象ใをಧ͚ることはՄͰ
しΐ͏͔。えは(14ܞଳをͬ࣋ていれՄͰす。
　(14 ܞଳとはࣖ׳れないݴいํͰすが、ཁはεマーτϑΥϯの地ਤػͰ͋り、ৗ࣌ଓܕのΧーφ
ϏのことͰす。いͣれも (14 Ӵと௨৴しながΒ自の現ࡏҐஔをೝࣝして、地ਤ্に自のҐஔを表ࣔし、
ಓҊするֻ͚Ͱす。�
　(14 ܞଳを͏と͞ま͟まなことがՄͰす。ྫ を͋͛れ、ٸۓ地ใͰす。地のඃが༧
͞れる地Ҭに͚ͩ地波の౸ୡલに地ൃੜをΒͤるٸۓ地ใのଘࡏは౦ຊ大ࡂͰଟ͘の人にೝࣝ
͞れましͨ。まͨ、ؒ࣌�に��ϛϦҎ্のӍྔが��ޙに༧͞れるं྆にରして、ҙىשのใをఏڙす
るαーϏεを࣮༻Խしている自ಈंϝーΧーも͋ります。
　こ͏しͨ自ͨͪにとͬてࠓඞཁとなるきΊの͔ࡉいใを、Ҡಈ中の人にもಧ͚ることがͰきる *$5 の
Έを「マΠクロϝσΟΞ」と໊͚ましͨ。ͦ してマΠクロϝσΟΞは気象ใをୡするこれ͔Βのओ体とな
るϝσΟΞʢʹୡํ๏ʣͰ͋るとͬࢥています。これを׆༻しͨ৽しいใαーϏεはٕज़తにはすͰにՄ
Ͱす。͞れͨ՝は੍のඋͰす。ͦ のҙຯͰもΠϯλーωッτ্のใをࣾձが࣍�ར༻するࡍのج४の
උがٸなのͰす。

˙ϚΠΫϩϝσΟΞαʔϏεのීٴΛΊͯ͟͠
तڭ　ॴ　ྛ　य़உڀݚࡂେֶ　ژ　

ᶈ *$5ͷظͱ՝

　ICT が実現する防災気象情報の新たな利用への期待ついて、京都大学防災研究所の林　春男教授にご寄

稿いただきました。
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特集　社会に活きる気象情報

　東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センターの田中　淳センター長には、防災気象情報に与えら

れている課題についてご寄稿いただきました。

　気象庁では、気象や地震等の技術的な事項だけでなく、社会活動の変化に伴う防災気象情報のあり方と

いった事項についても、検討会の開催等を通じて学識経験者や関係機関のご意見を伺いながら、業務の高

度化に取り組んでいます（トピックス４（１）参照）。ICT の進展についても、その動向にあった対応となるよう、

関係者との連携に努めます。

コラム  

　ใ௨৴ٕज़のൃలは、気象ிがൃ表するࡂใੜ׆ใを大き͘มえてきて
͓り、ޙࠓも大き͘มえてい͘ことはؒҧえのないことͰしΐ͏。これまͰ、छʑの自
然現象を༧ଌすること、ͦ の༧ଌの݁Ռをえるとい͏面Ͱ、ใ௨৴ٕज़はݙߩし
てきましͨ。ͨ とえ、ٸۓ地ใは、ॲཧٕज़の্とୡٕज़の্ൈきには
ఏ͞ڙれえな͔ͬͨใͰ͋り、ཽ ҙใのൃ表も、υッϓϥーɾϨーμーのඋר
と大気のঢ়ଶのղੳٕज़ൈきにはൃ表することはͰきな͔ͬͨͰしΐ͏。
、にܠใにଟ͘のをूΊるΑ͏になͬͨのは、これΒのٕज़ൃలをഎࡂ、ۙ࠷　
ఏڙͰきるใがग़てき͔ͨΒͰす。ͨ ͩ、これ΄どまͰにࡂใが͞れるΑ
͏になͬͨのは、ٕ ज़のൃల͚ͩͰは͋りまͤΜ。ຊのࡂରࡦが面しているࡂ
ൃ、が ੜするසはいがۃΊて大نな͔ͩࡂΒͰす。これまͰのྺ࢙をͭ࣋
͋、ઃඋͰࢪ るఔのنのࡂがൃੜしても、ੜ໋࢈ࡒにඃをड͚ͣにすΉ

Α͏になͬてきましͨ。し͔し、ࢪઃඋܭըをえるࡂは現࣮にൃੜしえます。ま͞に౦ຊ大ࡂは、
ൃੜするසはいがۃΊて大نなࡂが、現࣮にൃੜし͏ることをզʑのにま͟ま͟と͚ͨͭͤݟのͰ
す。ͦ れ͚ͩに、ࢪઃ͚ͩͰ෧͡ࠐΊるରࡦҎ֎の、ආڭࡂҭを௨ͨ͡ආ地ར༻といͬͨରࡦの
ඞཁੑが͞れるΑ͏になりましͨ。このආのػܖとなり、ޙ࠷のޙԡしをするのが気象ܯใのࡂ
ใ͔ͩΒこͦ、大きなظとをूΊているとݴえます。
　ใ௨৴ٕज़のൃలは、気象ใのੜ࢈、ୡ、ར༻のいͣれのଆ面に͓いてもԻとなりえます。し͔し、
ଌ͔Βใをऩूする؍Ͱす。ୈ�に、ऩूγεςϜの੬ऑੑͰす。ଟ͘の࣮ࣄの՝が͋ることも͔ͭز
γεςϜは、面తに͘するͨΊ、࠭ҠಈఀిなどのӨڹをड͚す͘、ൃࡂੜ࣌の、し͔もඃ
のܹしい地のใがܽଌとなͬͨྫࣄはえきれまͤΜ。これは、気象γεςϜ͚ͩͰはな͘、༷ ʑなϞχ
λϦϯάɾγεςϜڞ௨の՝Ͱす。
　ୈ�に、ୡ面Ͱݴえ、ใ௨৴ٕज़のద༻γεςϜは、ి ྗと௨৴のػঢ়گにґଘします。نが大
きなࡂͰは、ఀ ిしͨり、௨৴がཧతにඃをड͚ͨり、しͨりします。ͨ とえ、ઋࢢͰ自
に大きなඃをड͚ͣ、ආもしな͔ͬͨ人Ͱも、౦ຊ大ൃࡂੜにΠϯλーωッτをえͨのは�ˋ、
�ͨͬても�ׂの人はえまͤΜͰしͨ。もͬとも大ࣄなؒظにえな͔ͬͨとい͏࣮ࣄは、ਅにड͚ࢭ
Ίな͘てはなりまͤΜ。
　これΒの՝は、いͣれはٕज़తにվળ͞れ、ղܾ͞れてい͘ことͰしΐ͏。もͬともし͘、ղܾしな͚
れなΒないは、ࡂใの׆༻をਤることͰす。༧ଌにはෆ࣮֬ੑがͭきまと͏ことはආ͚ΒれまͤΜ。
どれ͚ͩਫ਼が্がͬても、ෆ࣮֬ੑをআڈすることはͰきまͤΜ。まして、ස大نࡂをର象にٞ
するݶり、ར༻ऀに体ݧをظすることはͰきまͤΜ。これまͰのڀݚの͔ݟΒݟると、ᾜʣաڈの໊ࡂに
Ίることに༗ޮͰはない、ᾞʣϨϕϧߴをײഭۓは͋まりߋใ໊শのมܯΊる、ᾝʣߴをײഭۓすることはٴݴ
が͋がͬͨとい͏現象のಈきをࣔす表現は༗ޮͰ͋る、ᾟʣใ͚ͩͰはな͘、ͨ とえচ্ਁਫといͬ
ͨඃをΠϝーδͰきる表現が͚ՃΘるとۓഭײが༗ҙに૿す、といͬͨをࢦఠͰきます。ใ௨৴ٕ
ज़のൃలは、֬ ࣮にఏڙՄなใを૿し、ͦ のਫ਼を্ͤ͞、地Ҭతղ૾を্͛ることͰしΐ͏。ͦ
のことは、ݸʑの気象ใにରして͚ͩͰはな͘、気象ใ全体のΈに、ར༻ऀの׆༻͔ΒΈͨใੜ࢈
༰と表現とをөͤ͞ることがٻΊΒれます。

Λࢹの༺׆ใશମのΈʹརؾ˙
　౦ژେֶେֶӃใֶ　૯߹ࡂใڀݚηϯλʔ　
　ాத　३　ηϯλʔ　
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（３）新たな気象サービスの創造に向けて
ᶃ気象ใͷωοτϫʔΫ্ Ͱͷྲྀ௨ଅਐʙ9.-ిจͷϗʔϜϖʔδΛ௨ͨ͡ެ։

　近年、ICT 技術の発展やソーシャルメディアの普及が進む中で、より幅広い情報を、汎用性の高い形

で公開することへのニーズが高まっています。また、平成 24 年７月に「電子行政オープンデータ戦略」が

策定され、政府全体として公共データのより幅広い公開と利活用を推進する方向性が示されました。

コラム  

　౦ຊ大ࡂͰは、ใのԣの࿈ܞの
ॏཁੑがվΊてೝࣝ͞れましͨ。ྫ え、
࣌ࡂにߦのอ༗するආॴใなど
のؔࡂ࿈ใを地ਤσーλをར༻し
て͘周ͤ͞Α͏としても、σーλのܗ
ࣜのͰ人खにΑͬて࠶ೖྗしな͚れ
い͚ないなど、ใのूೋ࣍ར༻
にଟ͘のؒ࣌とखؒがඞཁと͞れるέー
εが͞ݟࢄれましͨ。
　このͨΊ、現ࡢ、ࡏ݄̓に*5ઓུຊ෦
Ͱܾఆ͞れ Φーϓϯσーλઓߦࢠిͨ」
ུ」にͮجき、ެ σーλをΑりར༻しڞ
す͘するͨΊのݕ౼がߦΘれています。
　このݕ౼の中Ͱ、૯লは、をえ
ͨσーλの流௨ɾ࿈ܞɾར׆༻をޮՌతに
࣍ೋࣜܗΊにඞཁとなる、σーλͨ͏ߦ
ར༻にؔするϧーϧのཱ֬のͨΊの࣮
。ていますͬߦをݧ࣮ূ
　ྫえ、ެ し࣮ͨূ࣮༺׆௨ใをަڞ
Ͱは、ෳのమಓόεのϦΞϧλΠϜݧ
なӡߦใが׆༻ՄとなることͰ、࣮ ࡍ
のԆใをྀߟしͨ࠷దなϧーτҊ
のαーϏεが࣮現Ͱきることをূݕして
います。まͨ、ࡂɾؔࡂ࿈ใを׆༻し
Ͱは、ϦΞϧλΠϜの༷ʑな気ݧ࣮ূ࣮ͨ
象σーλと地ํެஂڞ体がఏڙしている
ϋβーυマッϓのใとをಉ͡地ਤ্Ͱ
Έ߹ΘͤることʢマッγϡΞッϓʣͰ、ॅ ຽのආ地ํެஂڞ体のߦஅにཱてΒれるΑ͏なใのެ
։ɾར׆༻にͭいてূݕしています。気象ிは、この࣮ূ࣮ݧに͓いて、気象σーλのఏڙにྗڠしています。
࣮、ޙࠓ　 ༷、にཹまΒͣݧ࣮ূ ʑなެڞσーλがར༻しすいܗͰެ։͞れることにΑり、気象σーλにͭい
ても、༷ ʑなのσーλとΈ߹Θ͞れ、ࡂʑのΒしの中Ͱ、ै དྷͰは૾Ͱきな͔ͬͨܗͰ׆༻͞
れることがظ͞れます。

૯務ল࣮ূ࣮ݧ（ྫ）

ग़యɿ૯ল࡞成ࢿྉ

˙ΦʔϓϯσʔλઓུのਪਐʹΑΔ৽αʔϏεの
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コラム  

ଆもΦーϓऀڙれてこͦΦーϓϯԽしてい͘ҙٛが͋ります。ఏ͞༺׆Ͱܗσーλは、ར༻ऀに༷ʑなڞެ　
ϯԽのҙٛをཧղͰきて、は͡ΊてΦーϓϯԽがଅਐ͞れます。
このͨΊ、Φーϓϯσーλઓུのਪਐにͨͬては、ެ すれྫえこ͏い͏৽ͨなΞϓϦέー༺׆σーλをڞ
γϣϯがੜまれるといͬͨྫࣄを։ൃし、ΦーϓϯԽのϝϦッτがར༻ऀにݟえるܗにしてい͘ことʢՄࢹԽʣが
ॏཁͰす。
　「ϋッΧιϯ」とは、ͦ し͏ͨΦーϓϯԽのϝϦッτのՄࢹԽをͨ͏ߦΊのΠϕϯτのことͰ、「ϋックʢIBDLʣ」と
「マϥιϯʢNBSBUIPOʣ」をΈ߹ΘͤͨޠͰす。۩体తには、ಛఆのσーλをର象にςーマをܾΊてظ
ʢؒྫえ̍ʣͰ։͞࠵れるものͰ、ࢀՃऀはෳのチーϜに͔れて、࣮ ߦを࡞にΞϓϦέーγϣϯのࡍ
います。
��݄�には、ଟ͘の人にとͬࡢ　 てۙͰ͔りすいとい͏؍͔Β、気象σーλをର象としͨϋッΧι
ϯが、Φーϓϯσーλ流௨ਪਐコϯιーγΞϜのओ࠵ͰߦΘれ、��໊がࢀՃし、ςーマผに̒ チーϜに͔
れてݕ౼͞れましͨ。気象ிは、このΠϕϯτにࢀՃするとともに、気象σーλをఏڙしましͨ。まͨ、ϋッΧιϯ
の։࠵にઌཱͪ、༷ ʑなΞΠσΞをدͪ࣋り、͓ し͋͏Πϕϯτ「ΞΠσΞιϯ」ʢ「ΞΠσΞʢJEFBʣ」౼ݕいにޓ
と「マϥιϯʢNBSBUIPOʣ」をΈ߹Θͤͨޠʣが'BDFCPPL্Ͱ ϲ݄̍ؒߦΘれ、��Ҏ্のΞΠσΞが
ग़͞れましͨ。
もこޙࠓ　 し͏ͨΠϕϯτを௨͡て、ެ 。͞れますظ༗͞れることがڞσーλのΦーϓϯԽのϝϦッτがڞ

気象σʔλɾΞΠσΞιϯʗϋοΧιϯ

࠵σʔλɾΞΠσΞιϯʗϋοΧιϯの։ؾ˙

ຬͪҾきϚοϓ

ΈΜͳのڕ

ΈΜͳのొࢁه

झຯ ͦのଞ

ਓݸ

ަ通൚༻

༧

ศར

ଞσーλͱのൺֱ

աڈのσーλੳ

؍ ɾޫҬ

ೋൺֱ

αーϏス͚ۀا

าߦσーλとの࿈ܞ

おચ୕:�/෦͠ׯ:�/
৹ஂ

2ۀ��

ҿ৯ళけؾใ ಉ݄ಉ߱ਫ֬

ೋࢢ間ൺֱπーϧ

Ӎஉ・ӍঁνΣοΧー

おؾݩ༧ใ

ੜきͯるՐࢁਤؑ

ਫϚοϓף

ΩπωのՇೖΓϩέーλー

΄ΜとにٿԹஆ化ʁ

աڈのେࡂ

େੲ͔ΒのؾԹม化

ใとौ༧ଌのؾ
ϚογϡΞοϓ

ަ௨ӡߦ༧ใ

Ұਓউͪࢠのଉࢣړ
おఱؾ༧ήーϜ

ఱؾ༧ใのَ

༧ήーϜؾ

Ֆค֬༧ใ

動২けఱؾ༧ใ

౷ܭσーλϕーεと
ܞσーλの࿈ؾ

ࡂใ9.-の׆༻

�EBUB�PO�UIF�.BQؾ

Ϛοϓऀױٸٹผگঢ়ؾ

ఱؾとిྗফඅྔ

ਫྗൃిと߱ਫྔ

ίーϧηϯλーにͤدΒΕる
࣭とؾσーλのؔ

ఱީとථ

ࣄ のؔؾとނࣄ݅・

ࠜઇのՄࢹ化

զ͕ொの
のग़・のೖΓ

σーλؾҊとޫ؍

ఱީ�νΣοΧー

特集　社会に活きる気象情報
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　気象庁では、警報等の様々な情報を気象庁防災情報 XML フォーマット形式の電文データ（XML 電文）

として防災機関に提供するとともに、民間気象業務支援センターを通じて民間事業者等に提供すること

で、広く国民に伝えてきました。さらに、府省横断的なオープンデータへの取り組み等の近年の動きを踏

まえ、気象情報の利活用の推進を図るために、気象庁ホームページを通じた XML 電文の公開を平成 24

年 12 月より開始しました *。これにより、汎用性が高く情報の加工等が容易な XML 形式の気象情報が

インターネットを利用して誰でも入手できるようになり、気象情報利活用の裾野がより拡がることが期待さ

れます。現在、ホームページを通じた XML 電文の公開は試行的な運用として実施していますが、利活用

の状況等を確認しながら本格的な運用に向けて課題の整理を進めていきます。

* http://xml.kishou.go.jp/open_trial/index.html　

ᶄ৽ͨͳ気象αʔϏεͷʹ͚ͯ

　これまで見てきたように、ICT を活用した新たな気象サービスが始まっています。このようなサービスに

より、今まで以上に防災気象情報が一人ひとりに直接的に活用され、避難行動の支援といった形で国民

の安全につながることが期待されます。また、自治体や防災関係機関でも、最新の ICT を取り入れたシ

ステムにより、防災情報等を伝達し、住民に知らせています。

　さらに、前ページで紹介したアイデアソン・ハッカソンといった活動にみられるように、ICT の進展により、

新たな主体が、新たなサービスを産み出す可能性が広がりました。また、ネットワーク上に流通している様々

なデータを統合・分析して、あらたな価値を生み出す試みが進められています。

　気象庁では、社会のあらゆる場面で気象情報が利活用されるような環境の充実に向けて、今後も最新

の情報通信技術を活用した情報の作成・伝達、また、メッシュデータ（（２）④参照）のような新たな情

報の開発に取り組みます。さらに、様々な主体によって新たな気象サービスが創造され、国民がそれを享

受できるよう、気象情報の流通と利活用の促進に、より一層努力いたします。
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コラム  

　気象ிͰは、ఱ気༧ใܯใのଈ࣌తなใ͚ͩͰはな͘、ʑの気象؍ଌσーλにͭいても、
ར׆༻のଅਐをਤͬています。
ྫ、քに͓いてはۀ࢈　 えళ಄
Ͱのചり্͛が気ީのӨڹを大き
͘ड͚ることがೝࣝ͞れていまし
ͨが、ͦ のӨڹをఆྔతにੵݟも
ることはこれまͰ͋まり࣮͞ࢪれ
ていまͤΜͰしͨ。気象ிが༷ʑ
なۀ࢈のຽؒٴۀاͼ自࣏
体をର象に࣮ࢪしͨΞϯέーτ݁
ՌにΑると、気ީσーλがར༻しͮ
ΒいこともҰҼͰ͋ることがΘ͔
りましͨ。
　ͦのͨΊ、気象ிͰは、༷ ʑな࢈
のఆڹに͓いて気ީのӨۀ
ྔతなධՁにར༻してい͚ͨͩるΑ͏に、ฏ��ʢ����ʣ�݄にաڈの気象σーλをࡧݕしてར
༻しすいࣜܗͰμϯローυͰきるػを気象ிϗーϜϖーδに৽ͨに։ઃしましͨ。このػͰ
は、気象؍ଌσーλのೖखのΈなΒͣ、ࡢとのࠩ、աڈ�ฏۉとのࠩ、ࢦఆしͨを্回ͬͨ
、ར༻ऀのඞཁにԠ͡て༷ʑな౷ࢉܭܭを؆୯にߦい、ͦ の݁ՌをμϯローυͰきます。
　このσーλを׆༻することにΑͬて、ചり্͛と気Թとのؔをௐる、ࣾ ձ׆ࡁܦಈにରして気
ީのมಈが༩えるӨڹをఆྔతにѲすることがՄになります。ͦ の݁Ռをقઅ༧ใの༧ଌσー
λとΈ߹Θͤて༻いるこ
とにΑり、気ީのมಈにΑる
ചり্͛のӨڹをখ͘͞
するରࡦʢ気ީϦεクཧʣ
をとることがͰきるΑ͏にな
ります。
　気象؍ଌσーλをར༻し
ͨ気ީϦεクཧをଅਐす
るͨΊ、気象ிϗーϜϖーδ
には、気ީϦεクཧのߟえ
ํ࣮ྫもհしͨαΠτ
「気象ใを׆༻して気ީの
ӨڹをܰݮしてΈまͤΜ
͔ʁ」も͋Θͤて։ઃしまし
ͨ。気象ிͰは、ޙࠓも、気
ީσーλར༻ऀのࢹにཱ
ͬてใのఏڙをਐΊてい
きます。

աڈͷ気象σʔλͷࡧݕɾμϯϩʔυͷը໘ྫ

ڙଌσʔλのఏ؍ؾϦεΫධՁのͨΊのީؾ˙

ʮ気象ใΛ׆༻ͯ͠ 気ީͷӨڹΛܰͯ͠ݮ ΈまͤΜ ʁ͔ʯͷϝΠϯϖʔδ

IUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�HNE�SJTL�JOEFY�IUNM

IUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�HNE�SJTL�PCTEM�JOEFY�QIQ

特集　社会に活きる気象情報
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　「このౙはפい日が続いたため、コンビニエンスストアではおでんのചり上げが調だった。」といった

ニュースが流れることがあります。気温や日照時間等は、人々の日常の生活に大きく影ڹします。また、天

気予報をはじめとする気象の予測情報や観測データは、産業活動においても重要な役割を演じています。

ここでは、人々のより良い暮らしや産業での活用という視点で、気象情報の可能性について紹介します。

 ੜՄΤωϧΪーと気象情報࠶（１）
ᶃ࠶ੜՄΤωϧΪʔͷීٴͱ気象ใ

　ଠཅ光、水力、風力などのエネルΪーは、一度利用しても比較的短期間に࠶生が可能で、資ݯがރ

ׇしないエネルΪーであるため 「࠶生可能エネルΪー」といわれます。これら࠶生可能エネルΪーの導入

が、様々な主体によって進められています。ଠཅ光や風力等による発電は、次の２つの点で気象情報と

密接に関わっています。

　第一に、ଠཅ光や風の強さはどこでも同じではありません。このため、ଠཅ光や風力等による発電に

適した場所を選Ϳ際は、設置場所の気象条件を考ྀする必要があります。

　第二に、ଠཅ光や風力等による発電では、気象条件の時々刻々の変化による発電量の変動があります。

発電所から送電線、変電所等の設備を経て、ध要の現場まで電力がಧけられる過程の全ての要ૉを組

み合わせた「電力ܥ統」を安定運用させるためには、発電量とध要量をバランスさせる必要があります。

このため、࠶生可能エネルΪーによる発電においては、気象情報を用いた発電量の正確な予測が必要と

なります。

ᶄൃిઃඋͷඋʹ༻いΒΕΔ気象ใ

　気象庁のアメダス等による全天日

ࣹ量や日照時間、風向・風速の観

測値は、発電施設の適地選定や発

電事業者が自ら行った気象観測の検

ূに利用されています。また、長期

間にわたる観測データがे分に得ら

れない༸上に施設を整備する場合な

どには、観測データとシミュレーショ

ン技術を用いて作成した気象やւ流

のメッシュデータが活用出来ます。

෩ྗൃిॴ

୶࿏ౡ෩ྗൃిॴ
ࣸਅఏڙɿؔిྗࣜגձࣾ

� ら͠ۀ࢈ʹཱͭ気象情報
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ᶅଠཅޫൃిͷൃిྔ༧ଌ

　気象研究所は、平成 22 年度からଠཅ光発電に関する研究を（ಠ）産業技術総合研究所、東京大学、

会と共同で実施していますڠ日本気象（ࡒ一）、ෞ大学ذ *。

　この研究では、ଠཅ光発電を他の発電方法（火力、水力、原子力等）と組み合わせて電力システムを

構成した場合のシミュレーションが行われています。シミュレーションに用いる発電量の予測の基ૅとなる

のは日ࣹ量の予測です。日ࣹ量の予測値は、毎日の天気予報を作成するための基ૅとなっている「数値

予報モデル」（スーパーコンピュータで将来の大気の状ଶを予測する技術で、詳しくは 1 ෦ 2 章 1 節参照。）

を用いて計算しています。気象研究所は、日ࣹ量の予測精度の向上とともに、予測の精度やࠩޡの特

を明確にするためのվ良・開発を担当しています。日ࣹ量の予測値は、工学的な処理によって発電量予

測に変換されます。シミュレーションの結果から、日ࣹ量の予測精度が向上することにより、火力発電で

用いる೩料を節約した発電計ըで電力システムを運用できるため、発電コストが低下することが明らかに

なってきました。

「ൃి量ਪఆと予ଌٕज़」のڀݚの֓೦ਤ

ʮ༧ใϞσϧʯͰ͞ࢉܭΕΔࣹྔͷ༧ଌ͕ɺଠཅޫʹΑΔൃిྔ༧ଌͷૅجͱͳͬͯいま͢ɻ͜ͷൃిྔ༧ଌはɺిྗγεςϜͷγϛϡ
ϨʔγϣϯͳͲʹར༻͞Εま͢ɻ

�（ಠ）৽ΤωϧΪʔɾ࢈業ٕज़૯߹։ൃ（%0&/）ߏػͷެืϓϩδΣΫτʮଠཅޫൃిγεςϜੈ࣍ੑߴٕज़ͷ։ൃʯ（ฏ 22ʙ 26 ）
Λߏ͢Δ 6ͭͷ՝தͷʮൃిྔਪఆͱ༧ଌٕज़ʯͷҰͱͯ͠औΓΜͰいま͢ɻ
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（２）ిྗधཁ༧ଌதରࡦと気象情報 
ᶃ気象ใΛ׆༻ͨ͠ిྗधཁ༧ଌ

　東日本大震災以降、Ն期やౙ期に広く節電が求められました。気温をはじめとする気象条件は電力ध

要に大きく影ڹします。従来、電力会社は、天気予報やि間予報を電力ध要予測に利用していましたが、

電力धڅのひっ迫がݒ೦される場合、対策の検討や४備のために出来るだけૣい段階からध要見通しが

必要となります。このため気象庁は、資ݯエネルΪー庁及び電気事業連合会からの要に基ͮき、平成

24 年のՆ期と同年末からཌ年はじめのౙ期において、異常天ީૣ期警戒情報（次ページコラム参照）を

活用した２ि目の気温予測値を同連合会に提供しました。電力会社は、この予測値を利用して２ि目の 

「でんき予報」を作成し、ホームページで公表しました。

ᶄதରࡦʹؔ͢Δ気Թ༧ଌใ

　気象庁では、中への注意の呼びかけとして、ཌ日ຢは当

日を対象とした「高温注意情報」、向こう１ि間を対象とした「高

温に関する気象情報」、5 ʙ 14 日後を対象とした「異常天ީૣ期

警戒情報」を発表しています。これらの情報の中で、水分のこ

まめなิڅ、ྫྷ の適切な利用等の具体的な中対策を示し、

コラム  

　ؔిྗͰは、ฏ��のՆに�回のઅిの͓ئいをͤ͞ていͨͩきましͨ。こ
れは、౦ຊ大͓ࡂΑͼౡୈҰిൃྗࢠݪॴのނࣄをड͚て、ఆࠪݕظ中のݪ
ి、௨しがཱͨないこと͔ΒݟՔಈの࠶ॴのిൃྗࢠ ྗधڅঢ়گがݫし͘、Ҭతな
ఀిを回ආͰきないՄੑが͋ͬͨͨΊͰす。Ͱきる͚͓ͩ٬͞まのෛ୲をগな͘અ
ిしていͨͩͨ͘Ίには、͋ Β͔͡Ίܭըがඞཁとなるઅ ʢి ɿྫۈγϑτのมߋʣと
ؒظͰ࣮ࢪՄなઅ ʢి ɿྫΤΞコϯのఀࢭʣを্ख͘Έ߹Θͤていͨͩ͘ことが
ॏཁͰ͋り、͓ ٬͞ま͔Βも、४උؒظが�िؒ͋れ、ରԠͰきるઅిࡦࢪが૿え
る、との͝ҙݟをͬて͓り、�िʢཌʑिʣのधݟڅ௨しをެ表するχーζがߴまͬ
てきましͨ。
　し͔しながΒ、ి ྗधཁに大きなӨڹを༩える気Թなどの気象ใにͭいては、気

象ிຽؒ気象ձࣾに͓いてもिؒఱ気༧ใΑりઌはฏۉ気Թの֬ใし͔な͔ͬͨͨΊ、ి ྗधཁの༧
に׆༻することはࠔͰしͨ。ͦ こͰ、気象ிとి気ۀࣄ࿈߹ձ͓ΑͼిྗձࣾͰ૬ஊし、�िのͦれͧれの
のఱ気༧ใを͏ߦことのし͞をڞ༗しながΒ、͓ ٬͞まのχーζに߹ͬͨిྗधཁの༧ͦのͨΊにඞ
ཁとなる気象ใにͭいてٞをॏͶましͨ。͓ ٬͞まに͓いて�िのઅిのऔΈの҆としていͨͩͨ͘
Ίに、ి ྗձࣾはͰΜき༧ใͰ�िの࠷もݫしいのधڅঢ়گをެ表することとし、気象ிに�िの「ؒظ
中のߴ࠷気Թのߴ࠷」を༧するख๏をߏஙいͨͩき、ࡢՆのͰΜき༧ใ͔Βެ表することがͰきましͨ。
。して͓りますظにͭいてͦのڙͰきる気象ใのఏ༺׆にۀ࢈、とも、気象ிにはޙࠓ　

͍ͯͭʹिのʮͰΜ͖༧ใʯ̎ͨ͠༺׆ใΛؾ˙

ؔిྗࣜגձࣾɹ
ిྗྲྀ௨ۀࣄຊ෦ɹ
ըάϧʔϓϚωδϟʔɹܭిڅ
ɹྗాࢁ

最 ɾ最気Թ予ਤߴ
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注意をש起しています。これらに加え、電力धڅひっ迫時には、より一層気温の情報が重要となること

から、「最高最低気温分布予想図」の提供を平成 24 年７月より開始しました。これは、全国を20 キロメ

ートル四方の格子に分け、ཌ日または当日の最高・最低気温の予想を地図上に表示するもので、気象庁

ホームページに掲ࡌしています（「天気分布予報」にリンクがあります。）。

コラム  

　気象ிは、िؒఱ気༧ใΑりઌʢ�िؒޙま
ͰʣにؒҎ্ଓ͘ஶしいߴԹԹの
ռܯظͼ͔͚る「ҟৗఱީૣݺにظռをૣܯ
ใ」をฏ��ʢ����ʣ�݄Αりൃ表して
います。このใは、ఱީのӨڹをड͚すい
ؔػؔۀを中心に׆༻͞れていますが、
ઇରࡦの׆༻に͚て、ฏ��ʢ
����ʣ��݄Αり、߱ ઇにରするܯռのݺ
ͼ͔͚を৽ͨに։࢝しましͨ。
　大نなภ෩のऄߦにい、ڧいפ気が
্ۭに流れࠐΜͰౙܕの気ѹஔとなるが
ଓ͘と、ຊ海ଆの地ҬͰはまとまͬͨઇが
Ҏ্にΘͨͬて߱りଓきます。֓ Ͷ�िؒޙ
͔Βの̓ؒをର象とし 「ͨԹにؔするҟৗ
ఱީૣܯظռใ」をൃ表するࡍに、ຊ海ଆ
を中心としͨ地Ҭをର象に、̓ؒ߱ઇྔがฏ
Αり͔なりଟ͘なると༧͞れͨ߹、߱ ઇ
にؔするใをՃし、ҙをݺͼ͔͚ていま
す。
　߱ઇがଟ͘なると人ʑのৗੜ׆に大きな
Өڹが現れてきますが、すͰにੵઇがଟ͘なͬ
ている߹には、ͦ の͞ޙΒにੵઇが૿えるこ
とにΑͬてӨڹがਙ大となります。
ใɾҙใఱ気༧ใとともに、ຊใをܯ　
༗ޮに׆༻していͨͩき、ಓ࿏ࠜઇの
ఆ、ࡦըのܭલࣄɾࢪのআઇഉઇの࣮ظૣ
͞、などࢭれંࢬڧઃのิࢪۀ ま͟まな
ઇにରするରࡦにཱてていͨͩきͨいと
。えていますߟ

߱ઇʹؔ͢Δใൃදͷର象Ҭ

˙ҟৗఱީૣܯظռใの֦ॆ

ࠜઇͷআઇͷޙͷ༷ࢠ
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コラム  

　ΞύϨϧɾϑΝッγϣϯڠۀ࢈ձͰは、気象ிとڞಉͰ気
ީใのར׆༻にݕ͚ͨ౼をਐΊています。これまͰ、
ΞύϨϧɾϑΝッγϣϯۀքͰは、ళ಄Ͱのചり্͛には気
ީが大き͘Өڹしていることが҉のཫにʠۀքのৗࣝʡ
となͬて͓り、まͨ、ల։にऔりೖれていましͨ。し͔
しながΒ、これΒのʠৗࣝʡは౷తにड͚ܧがれていͨも
のͰ͋り、ఆྔతなධՁがな͞れていͨΘ͚Ͱは͋りま
ͤΜ。֤ ࣾのӦۀマーέςΟϯά୲ऀは、このʠৗࣝʡ
を、ಠ自のݧܦにͮجきマーέςΟϯάࡦࢪに׆༻してい
ましͨ。
をఆྔతにੳؒのछผళ಄ചり্͛の࣮σーλと気象σーλとのؔڈಉͰ、աڞ回、気象ிとࠓ　
しています。もͪΖΜ、ചり্͛は気象͚ͩͰܾまるものͰは͋りまͤΜが、ྫ え、気Թとコーτのചり্͛をൺ
ֱすると、͋ るҰఆの気ԹをԼ回るとചり্͛が৳ͼていることがΘ͔りましͨ。ͭ まりʠۀքのৗࣝʡが۩体తに
࣮ূ͞れͨことになり、気Թのใをۀに׆༻ͰきるՄੑを֬ೝすることがͰきましͨ。
　し͔しながΒ、ʑのۀの中Ͱ気象ใをޮՌతに׆༻するͨΊには、՝も͋ります。�ͭは֤ࣾのചり্
࣮͛をཧするとともに、ۀに͓͚るରࡦをとるͨΊのج४をઃఆすること、も͏�ͭは気象ใのૅجతな
ࣝをڞ༗することͰす。
にどのΑ͏なΞΠςϜをखすれΑい͔ѲͰきるΑ͏になظ࣌これΒの՝のղܾにऔりΈ、どの、ޙࠓ　
ると、ᶃదなൢചظ࣌のઃఆ、ᶄదなݿࡏཧ、ᶅళ಄7.%ʢϏδϡΞϧマーチャϯμΠδϯάʀ֮ࢹతԋग़ޮ
Ռʣࡦࢪ、にԠ༻ͰきるՄੑががͬて͘るとߟえます。このΑ͏にաڈの気象σーλ༧ଌにؔするใを
マーέςΟϯάੳに׆༻することにΑͬて、ΑりҰ͓٬༷にຬしてい͚ͨͩるఏڙがͰきるΑ͏になる
ことをظしています。

˙ΞύϨϧɾϑΝογϣϯۀքʹ͓͚Δؾσʔλの׆༻
Ұൠࣾஂ๏ਓɹ
ຊΞύϨϧɾϑΝογϣϯڠۀ࢈ձ�
ਓࡐҭ成ҕһձҕһ
ʢʢגʣΦϯϫʔυֽࢁ�
औకઐࣥߦһʣ
ੴాɹത

ίートのൢചと気Թとのؔ

ίʔτͷൢചͱฏۉ気Թͷա̏ڈؒͷ૬ؔ（ൢചɺ気Թͱ
7Ҡಈฏۉ）ɻ25ˆҎԼΛ҆ʹച্࢝͑૿͕ߴΊͯいΔ͜ͱ͕
͔Γま͢ɻ

と気象情報ۀ࢈（３）
　気象庁では、気ީ変動や異常気象による影ڹを受ける分野がଛࣦや被害を回避・軽ݮするために

必要な気ީ情報とその利活用のあり方に関して、交通政策৹ٞ会気象分科会の提言を受け、利用者

との対話や、関係機関との連携・ڠ力を通して、気ީ情報活用策の成ޭ事例の創出とその普及を進

めていくこととしています。

　ここでは、アパレル・ファッション業界とړ業において気ީ情報が活用されている事例について

紹介いたします。
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コラム  

ア . かつおについて
　ਫݯࢿ࢈ੜのಈଶをѲするͨΊには、֫ړ
のظ࣌ɾ海Ҭɾྔ のใにฒΜͰ、海༸のใがඞཁと
なります。ຊコϥϜͰはຊのਫݯࢿ࢈の中Ͱもとり
Θ͚ॏཁͰ͔ͭ、͞ ま͟まなࠃにΑͬてར༻͞れる「ࠃ
ͦ、Ͱ͋る「͔͓ͭ」をର象とし「ݯࢿࡍ のಈଶ༧
ଌのͨΊにඞཁなσーλのҰ෦としてࠇைைに
表͞れるຊ周ลの海流ਫԹを࠶現ɾ༧ଌする気
象ிのଠฏ༸海༸σーλಉԽγεςϜ

ʢ.07&�.3*�$0.�8/1ɿҎԼ気象ி.07&ˎʣのσーλをऔりೖれٕͨज़։ൃにͭいてհします。
　͔͓ͭはਫ࢈ੜの中Ͱも海༸のಛとともにհ͞れ、「͔͓ͭはࠇைにͬてͬて͘る」といͬͨݴ༿を
ฉいͨことが͋る͔とࢥいます。表現のՊֶతなੋඇはとも͔͘、これにはೆ͔Β͔͓ͭをいながΒ֫ړするҰ
ຊりのΠϝーδが大きい͔もしれまͤΜ。͔ ͓ͭを֫ړするओཁなړ๏は、まき、りʢԕ༸とۙ海ʣ、Ԋ؛ͻ
きೄが͋り、現ࡏͰはͦの中Ͱもྔ֫ړが࠷もଟいのはまきͰす。����のσーλをݩにしますと、ੈ քの͔
は�����ສτϯͰओཁ͔ͭྔ֫ړ͓ͭ ɾ͓ま͙Ζ ʢྨϏϯφΨ、ϝόチ、キϋμ、クロマάロ、ϛφϛマάロʣの߹ړܭ
֫ྔ���ສτϯの�ׂをڕ�छͰΊていることになります。この͔Β͚ͩͰも地球نの৯ྉڅڙに
͓いて、͔ ͓ͭがനݯࢿとしてॏཁͰ͋ることがΘ͔ります。ຊۙ海に͓͚る中心తړͰ͋るৗ൬ɾࡾԭ
͞ڹにӨڥにؔ࿈する海༸ܗړと্回༡ɾྔݯࢿͰの͔͓ͭདྷ༡ྔは、の中心Ͱ͋るଳҬのړ
れるとߟえΒれています。ۙ 、ຊۙ海Ͱの͔͓ͭړのૢڥۀはݫし͘なͬて͓り、ړ୳ࡧのޮԽړ
બのͨΊの༗ྗなॿ͚となるਫ਼のߴいړ༧ଌがまれるΑ͏になͬてきています。これまͰのړ༧ଌख
๏は、աڈのړと海گをॏͶ߹ΘͤにΑるݧܦଇにͮجいていましͨ。ͦ こͰຊڀݚͰは、͔ ͓ͭのੜಛੑと
ੜଉదਫԹ、ҠಈをྀߟしͨݯࢿಈଶϞσϧをద༻しͨݯࢿಈଶのѲをతとしましͨ。

˙ຊۙւの͔͓ͭݯࢿಈଶ༧ଌとͦの࣮ར༻ʹ͚ͯ
ಠཱߦ๏ਓ
ਫ࢈૯߹ڀݚηϯλʔɾ
ॴ͔ͭڀݚݯࢿ࢈ਫࡍࠃ ɾ͓
·͙Ζݯࢿ෦
һɹਗ਼౻लཧڀݚ

ੈքのか͓ͭɾ·͙Ζྨの֫ړ量と日ຊۙւのか͓ͭ資ݯಈଶ予ଌ

MPCBM�5VOB�$BUDIFT�CZ�TUPDL)�0"'）ྔ֫ړքͷओཁ͔͓ͭɾま͙Ζྨͷੈ（ࠨ） ͔ΒҾ༻）
（ӈ）2011  �݄த०ͷΧπΦ（42��DNҎ্）༧ଌਤͱ࣮ࡍͷ֫ړҐஔͱྔ֫ړ（ؙɿɺ੨ؙɿま͖）

特集　社会に活きる気象情報
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イ. かつお資源分布動態の予測
�4QBUJBM	ಈଶを༧ଌするͨΊにద༻しͨํ๏は、4&"10%:.ݯࢿ͓͔ͭ　 &DPTZTUFN� BOE�10QVMBUJPO�
%ZOBNJD� .PEFM
とݺれるݯࢿಈଶϞσϧͰす。このϞσϧはڥと֫ړのӨڹをྀߟにೖれͨख๏Ͱ、࣋ଓ
తなਫݯࢿ࢈のར༻をతとしてϑϥϯεの$-4ࣾの1BUSJDL��-FIPEFZത࢜を中心に։ൃ͞れてきましͨ。ࡍࠃ
ਫڀݚݯࢿ࢈ॴͰは����͔Β$-4ࣾとのڞಉڀݚとしてこのϞσϧをద༻し͔͓ͨͭݯࢿಈଶにؔ
するڀݚをߦしてきましͨ。このϞσϧのతは、海༸ڥσーλʢਫԹ、流、༹ ଘࢎૉ、ૅجੜ࢈ʣをೖྗσー
λとし、͔ ͓ͭのڥのԠをྀߟしͨྸผのݯࢿಈଶを༧ଌすることͰす。このϞσϧのओなಛは、海༸
ཧʵ࣭॥݁߹Ϟσϧ、ӤੜϞσϧ、͔ ͞れていることߏಈଶϞσϧの�ͭのαϒϞσϧ͔Β܈体ݸ͓ͭ
Ͱす。͔ 、ಈଶのѲに͓いて、ਫԹと流はੜଉҬҠಈにؔ࿈するύϥϝーλとしてॏཁになりݯࢿ͓ͭ
これΒのύϥϝーλをಘるͨΊに気象ி.07&のσーλを༻しています。Ұྫとして4&"10%:.にΑͬてਪ
ఆ͞れͨ�����݄中०の����ηϯチϝーτϧҎ্のΧπΦを、ಉظ࣌のʢؙʣとまきʢ੨ؙʣの֤
���Αりଆに֬ೝͰき、ಛにೆܦ༧ଌ͞れͨ海Ҭは、౦͘ߴのをॏͶ߹Θͤてࣔします。ີがۀړ
ॾౡ周ลͰߴいをࣔしています。ٯに౦ܦ���のଆの海Ҭࠇை流࿏ԊいͰは͘༧ଌ͞れていま
す。࣮ ༧ଌ͞れͨ海Ҭとྑ͘ߴ͞れ、ີがൺֱతܗԭのҢ��ۙにࡾはओにړのظ࣌のこのࡍ
いҰகをࣔしましͨ。し͔し、ړがしていないѥଳ海ҬͰ͔͓ͭがଟ͘するΑ͏にਪఆ͞れて͓り、こ
のにͭいては͔͓ͭにؔ࿈するཁҼのݕ࠶౼などもؚΊてޙࠓの՝Ͱす。
　現ࡏはݧࢼஈ֊Ͱすが、�͔݄ઌまͰ༧ଌしͨ気象ி.07&のσーλを०ผにॲཧ、ೖྗして༧ଌ͞れ͔͓ͨͭ
ਤを࡞し、ਫ࢈૯߹ڀݚηϯλーɾ։ൃௐࠪηϯλーともڞಉしてりધを༻しͨ༧ଌҬのଥੑにͭい
てূݕを࣮ࢪしています。ޙࠓは͔͓ͭ༧ଌਫ਼の্をਤるとともに、४ϦΞϧλΠϜͰの৴ํ๏༧ଌ
Ҭの描ըなどにͭいてݕ౼してい͘༧ఆͰす。কདྷతにߴਫ਼な༧ଌが࣮現ग़དྷれ、ཧのͨΊのπーϧとして
のར༻がՄとߟえています。
ˎւ༸σʔλಉԽγεςϜʢ気象庁.07&ʣɿ͕গͳۭؒ͘తʹؒ࣌తʹภ͍ͯ͠ࡏΔւ༸؍ଌσʔλ͔ΒɺϞσϧΛ༻͍ۭͯؒతŋؒ࣌త
σʔλΛੜ成͢ΔγεςϜɻࢠͳ࣭֨ۉʹ
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特集　社会に活きる気象情報

（̐）ར༻ऀとのରのଅ進ɹ
　これまで見てきたように、気象情報は人々の生活や社会経済活動と密接に関わっており、その利活用

を推進することで、より良い暮らしや産業の発展にݙߩできると考えています。このような認識のもとに、

気象庁としては第一に、気象やւ༸の数値予測モデルに代表される基൫的技術のվ良と開発を進めます。

さらに、࠶生可能エネルΪーのような新しく気象情報の活用が期待される分野においては、利用者との

対話をਂめることで、より高度な利用方法を୳っていきます。このような取組として、気象庁が持ってい

る情報と技術をઐ分野の研究者や技術者に提示し、気象情報の活用研究を共同で実施しています。

その他にも、産業界、民間気象事業者、関係省庁との対話をさらにਂめ、気象情報のվ良と利活用の

推進に取り組んでいきます。

メΨιーϥー

ɹଠཅޫൃిͷൃిྔ༧ଌͰはɺগͳ͘ͱ 1िؒલɺ�લఔɺલɺேͷͦΕͧΕͷλΠϛϯάͰͷࣹྔ༧ଌͷχʔζ͕͋Δͱ͞
Εͯいま͢ɻޙࠓɺେنͳଠཅޫൃిॴ͕֤ʹඋ͞ΕΕɺࣹྔ༧ଌʹͭいͯɺҰͭͷൃిॴͷਅ্ͷ༧ଌΑΓɺ͋Δఔͷ͞Λͬ
ͨྖҬʹର͢Δਖ਼֬ͳ༧ଌ͕ΑΓॏཁʹͳΔ͜ͱ͑ߟΒΕま͢ɻ気象ிͰはɺ࠷৽ͷڀݚϓϩδΣΫτͷࢀըʹΑΓɺར༻ऀχʔζͷѲ
ʹΊま͢ɻ

ଠཅޫൃిॴࡖ
ࣸਅఏڙɿؔిྗࣜגձࣾ
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ス　東日本大震災では、気象庁は大津波警報などを発表しましたが、必ずしも住民の迅速な避難に繋がら

なかった例がありました。また、平成 23 年台風第 12 ߸による大雨災害等においては、気象庁は警報に

より重大な災害への警戒を呼びかけたものの、災害発生の危険性がஶしく高いことを༗効に伝える手段

がなく、関係市町村長による適時的確な避難ק告・指示の発令や、住民自らの迅速な避難行動に必ずし

も結びつきませんでした。そのため、地方公共ஂ体及び住民等の皆様からは、直ちに防災対応をとる

き状況であるࢫのわかる、危険性を明確に示した情報の提供がまれています。

　中ԝ防災会ٞの防災対策推進検討会ٞは平成 24 年７月に、東日本大震災等を踏まえた我が国の今

後の防災対策の理೦や具体的方策をとりまとめました。この中には、災害の危険性や避難の必要性を分

かりやすく伝えるための情報提供方法のվળや、国及び地方公共ஂ体の連携による警報等の情報の住

民等への確実な伝達など、気象業務に関連する提言もりࠐまれています。そして、我が国における防

災対策の一層の充実・強化のため、ૣ急に必要な制度のվળ・拡充を行い、具体的な対策の推進に取

り組んでいくきと結ばれています。

　これらを踏まえ、広いൣғで多くの人命が危険にさらされる大災害は今後も発生し得るものであること

から、東日本大震災を踏まえた防災対策全般の見直しに向け、国、地方公共ஂ体等で多くの取り組みが

行われています。気象庁としても、このような防災対策の動向及び近年における気象業務に関する技術

の進展に対応し、災害から多くの生命をकるため、重大な災害の起こるおそれがஶしく大きいࢫを警告す

る「特別警報」の制度を創設することとしています。

τϐοΫε̍ �ʮಛผܯ報ʯのઃ

トピックス

ʮಛผܯ報ʯのΠϝーδ
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　「特別警報」は、予想される大雨や火山の火、津波等の現象が特に異常であるため、重大な災害の

起こるおそれがஶしく大きく、避難などの防災対応を直ちにとるき状況にあるという危険性を伝えるも

のです。

　したがって「特別警報」は、市町村長が発令する避難ק告や避難指示、都道府ݝ等の防災関係機関

の防災対応を判断する際に重要な情報となるものであり、ඇ常時においてこれを༗効に活用していただく

ため、「特別警報」を発表する基४については、あらかじめ都道府ݝ知事や市町村長の意見をௌいて定

めることとしています。

　また、「警報」や「特別警報」の通知先に消防庁を新たに加え、同庁が整備を進めているＪアラート（全

国瞬時警報システム）を活用した警報等の伝達ルートの多重化を図るとともに、「特別警報」については、

都道府ݝから市町村への伝達、市町村から住民等へのप知のા置をそれぞれ直ちに行うことをٛ務け

ることとしています。 

　「特別警報」の創設により、気象庁が発表する情報や住民等の皆さんの対応はどのように変わるので

しょうか。

　大雨の場合を例にすると次のようになります。１日程度先に大雨が降る可能性が高くなった時点で、大

雨等に関する気象情報を発表し、大雨の始まる数時間前には「大雨注意報」や「大雨警報」を発表しま

す。その後、例えばこの大雨が数े年に一度の大雨になると予想した時点において、新たに「大雨特別

警報」を発表することとなります。ただし、「大雨警報」が発表された後には、「大雨特別警報」が発表

されなくても重大な災害のおそれがありますので、「特別警報がまだ発表されないから」といってܾして安

心するのではなく、大雨に備えたૣめの避難行動を心がけることが重要です。「大雨特別警報」は、さら

にஶしい大雨を予想した場合に発表するものですので、情報を収集し一刻もૣく安全確保のための行動

をとるなど、一層ݫ重な警戒が必要となります。市町村の避難ק告等にしたがって直ちに避難所へ避難

する、҃いはすでに外出することが危険な状ଶのときは、無理をせず家の中で比較的安全な場所にとど

まる、といった命をकる行動ををとる必要があります。

　また、津波や火等については、現行の「大津波警報」や「火警戒レベル４૬当以上の火警報」

などの危険性が高いレベルのものを「特別警報」と位置ける予定としており、これまでと同様に、直ち

に安全な場所に避難するなどの行動をとる必要があります。

τϐοΫε

˞৭ҹはैདྷͷܯใΑΓୡ͕ڧԽ͞ΕΔ෦
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ॳΊͯൃදͨ͠ɺهతͳେӍʹؔすΔؾใ
˞߸తͳେӍʹؔ͢Δશൠ気象ใɹୈ̐ه
ฏ݄̎̐̓̍̎̌̒̍̐࣌ɹ気象ி༧ใ෦ൃද

（ग़͠ݟ）
ͱͷͳいΑ͏ͳͨ͜͠ݧܦʹΛத৺ʹɺ͜ΕまͰݝͱେݝຊ۽
େӍʹͳͬͯいま͢ɻ͜ͷҬͷํはݫॏʹܯռͯͩ͘͠͞いɻ

（ຊจ）
ͳ͠ɻ

˞ൃද൪߸はશൠ気象ใશମΛ௨ׂͯ͡ΓৼΒΕΔͨΊɺ
ୈ 4߸ͱͳͬͯいΔɻ

�݄��࣌�の地্ఱؾਤٴͼɺ�݄��͔࣌�Β�݄���� まͰの૯߱ਫྔʢղੳӍྔʹΑΔʣ࣌

（１）ฏ ��  � ݄भ෦߽Ӎ
　7 月11 日から14 日にかけて、ԫւから本भ近にのびるക雨前線にԊってඇ常に࣪った空気が流れ

。的な大雨になりましたهभ෦地方を中心に、みࠐ

　特に、12 日未明から明け方にかけて۽本ݝと大分ݝを中心にな雨が降り、۽本ݝѨો市ѨોԵ

ඣ（ŗťśŪűŸ）では 1 時間に 80ミリを超えるな大雨が 3 時から 6 時にかけて降り続き、1 時から7 時

までの 6 時間では、7月の月降水量平年値 570.1ミリの 8 割を超える459.5ミリの雨を観測しました。また、

13 日はࠤլݝ、Ԭݝを中心に、14 日は、Ԭݝ、大分ݝを中心に大雨となり、11日から14 日までの

間に、3 時間降水量で計 7 地点、24 時間降水量で計 8 地点が観測࢙上 1 位の値を更新しました。

　これらの大雨により、河川のはんཞや土ੴ流、がけ่れ等が発生し、۽本ݝ、大分ݝ、Ԭݝでࢮ

者 30 ໊、行方不明者 2 ໊となったほか、भ෦地方を中心に 1 万౩を超える住家のଛյ・浸水等が

発生しました。また、停電被害や交通障害等も発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月10 日18 

時 00 分現在の総務省消防庁の情報による）

　この様なਙ大な被害を踏まえて、気象庁は 7月 11日から14 日にかけてभ෦地方を中心に降った

大雨について、「平成 24 年 7月भ෦߽雨」と命໊しました。

 11日から降り始めた雨は、12 日未明には۽本

を中心にな雨となり、降り続くݝと大分ݝ

大雨により重大な災害が一層ࠩし迫っている状

況と考えられました。

　このため、気象庁として初めての「ه的な

大雨に関する気象情報」を発表し、「これまで

に経験したことのないような大雨」という文言

を用いて最大限の警戒を呼びかけました。

�τϐοΫε̎ ɹฏ��のओな෩ਫ
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ฏ ��  �݄��ʹ߱ؒ࣌りଓ͍ͨͳӍの༷ࢠ

　気象台では、普段から自治体の防災対応を支援する取り組みを進めており、今回の大雨では、自治体

へ直接電話し、気象状況がかなり危険な状ଶになっていることを伝えたほか、報道機関を通じて気象解

આを行うなど、危険な気象状況と今後の見通しについてઆ明を行いました。また、災害対策本෦への職

員ݣや、政府調査ஂによる現地調査へのਵ行、自治体の災害応急活動等を支援するために災害時気

象支援資料の提供を行うなど、災害への対応と 1日もૣい෮چのための支援に努めました。

　また、気象研究所では今回の߽雨の発生要Ҽを調査し、その結果について 7月 23 日に報道発表を行

っています。

τϐοΫε
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৭ͷઢは෩ͷܦ࿏（ઢ෦はԹଳ気ѹʹมΘͬͨޙͷܦ࿏）ɺؙは ؒ࣌�

͝ͱͷ෩ͷҐஔɻؙࠇͷࣈはߴ࠷ைҐΛߋ৽ͨ͠

（ࣈは࣍දͷ൪߸ʹରԠ）ɻ

৭ͷઢは෩ͷܦ࿏ɺؙは ͱؒ࣌͝�

ͷ෩ͷҐஔɻനؙͷࣈはߴ࠷ைҐΛߋ

৽ͨ͠（ࣈは࣍දͷ൪߸ʹରԠ）ɻ

ฏ �� ෩ୈ��߸ٴͼ෩ୈ��߸のܦ࿏とߴ࠷ைҐΛߋ৽ͨ͠地

ฏ �� ෩ୈ��߸ٴͼ෩ୈ��߸ʹΑΔߴ࠷ைҐ

෩ୈ��߸

෩ୈ��߸

෩ୈ��߸

（２）෩ୈ �� ߸ɾ�� ߸にΑΔைҐهٴͼߴை災
　平成 24 年には、台風第 16 ߸が接近・通過した際に西日本の 13 地点、台風第 17 ߸の際に東ւ地方

を中心とした 8 地点で、過去最高ை位を超えるもしくは過去最高ை位にฒͿை位を観測しました。その

要Ҽとしては、以下の４つの条件が重なったことがあげられます。

　　　ᶃ台風によるٵい上げ・ਧき寄せ効果でのை位上ঢがあったこと

　　　ᶄւ水温が高いことなどにより一年の中で最もை位が高くなる時期であったこと

　　　ᶅ大ை（ຬ月や新月の前後でຬைのை位が高くなる時期）であったこと

　　　④多くの地点で台風の接近・通過時間帯がຬை時間帯であったこと
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	ˎ
 ைҐ؍ଌは൫มಈʹΑΓඪ͕ߴมಈ͠ま͢ɻ͜ΕまͰͷߴ࠷ைҐは࣌ͷඪͮجʹߴいͨͰ͢ɻ

෩ୈ��߸

ฏ 24 �݄ 17 ேͷ࡚ݝౡࢢݪʹ͓͚Δߴைͷঢ়گ（ࣸࠨਅ）ͱಉ͡ॴͷฏৗ࣌ͷঢ়گ（ӈࣸਅɿฏ 25 Ө）ɻࡱ2݄

෩ୈ 16߸ͰはߴைʹΑΓைҐ͕ஶ্͘͠ঢ͠ɺ؛นۙ͘ͷඪߴͷいͱ͜Ζʹ͋ΔॅډͰはচ্ਁਫͷඃൃ͕ੜ͠まͨ͠ɻ

ฏ �� ෩ୈ��߸ʹΑΔߴைのঢ়گʢࣸࠨਅɿ࡚ݝౡࢢݪఏڙɺӈࣸਅɿ࡚ւ༸ؾࡱӨʣ

　なお、台風第 16 ߸の際には、ௗ取ݝの田後では台風がれてから最高ை位を観測しました。これは、

台風第 16 ߸が日本ւ西෦を通過した際に気ѹ低下によるٵい上げや風のਧき寄せによって発生したւ水

の高まりが、その後「୨波」と呼ばれるඇ常にゆっくりした速度で進行する波として東へ伝し、それ

がຬைに重なったために発生したものと考えられます。また、9 月下०には東ւ地方を中心として、ࠇை

からࢬ分かれしたւ流がԊ؛域を流れることによってை位が天文ை位より20 ʙ 30 センチ程度高い状ଶ

が継続するいわゆる「異常ை位」が発生していました。「異常ை位」の発生と台風第 17 ߸の接近・通過

が重なったこともෳ数の地点で過去最高ை位を超えるை位となった要Ҽとなりました。

　これら台風による高ைで、台風第 16 ߸の際にはԭೄ۽、ݝ本ݝ及び長࡚ݝを中心に、台風第 17 ߸

の際にはѪ知ݝとࡾ重ݝでচ上浸水の被害が発生しました。台風や低気ѹの接近が予想される場合に

は高ைにे分注意・警戒することが必要です。各地の気象台が発表する高ை警報・注意報等を確認して

ください。

τϐοΫε
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ؚまΕͯいΔ߹͕͋Γま͢ɻҎ֎ͷඃרまͨ͠ɻཽ͠ܭूʹجྉΛࢿͷؔػࡂはইऀʗՈඃࢮ

ຊʹ͓͚Δओͳཽࡂרʦ���� Ҏ߱ʧ

20125݄6

ࢢԆԬݝ࡚ٶ

201111݄1�
200611݄7
2006�݄17
1����݄24
1��012݄11
1��02݄1�

Ѫݝ๛ࢢڮ
ઍ༿ݝໜࢢݪ
ࢢປ࡚ݝౡࣇࣛ

ւಓৗ࿊ࠤ܊࿊ؒொ
ಙ೭ౡொ܈େౡݝౡࣇࣛ

ҵݝৗ૯ࢢ
ҵͭݝ ͘ࢢ

1໊ɺෛইऀ1�໊ɺશյ2�౩ɺյ��౩ऀࢮ
1໊ɺෛইऀ7�໊ɺશյ�2౩ɺյ161౩ऀࢮ

ෛইऀ415໊ɺશյ40౩ɺյ�0�౩
ɺෛইऀ14�໊ɺશյ7�౩ɺյ�4�౩໊�ऀࢮ
ɺෛইऀ�1໊ɺશյ7౩ɺյ7౩໊�ऀࢮ

ɺશյ1౩໊�ऀࢮ

1໊ɺෛইऀ�7໊ɺશյ76౩ɺյ15�౩ऀࢮ

ਤதͷ֯ࡾ˚͕気象ڀݚॴͷϨʔμʔͷҐஔɻפ৭ܥはϨʔμʔʹ

ۙͮ͘෩ͷྖҬΛɺஆ৭ܥはԕ͔͟Δ෩ͷྖҬΛද͢ɻܭ࣌ճΓ

ͷӔ͕ͭ͘ࢢ্ۭ۠ʹଊ͑ΒΕͨ（֦େਤ）ɻ

γϛϡϨʔγϣϯʹΑΓɺεʔύʔηϧʹಛతͳߏͰ͋Δɺ

ؙఱҪͱいΘΕΔӢͷແいತঢ়ͷྖҬϝιαΠΫϩϯ（ܘ LN

ʙे LNఔͷہతͳ気ѹ）Λݱ࠶ɻ

υοϓϥʔ 	N�T


��ʣ࣌��ॴυοϓϥʔϨʔμʔʢ�ڀݚؾ γϛϡϨʔγϣϯࢠॴ���̼֨ڀݚؾ

（３）� ݄ � にൃੜ͠たҵͭݝくࢢɾৗ૯ࢢのཽר
　平成 24 年（2012 年）5月 6 日12 時 35 分ࠒに発生したと推定されるཽרにより、ҵݝ常総市からつ

くば市近にかけて大きな被害が発生したため、気象庁は、6 日から7 日にかけて気象庁機動調査൝

（JMA-MOT）を現地にݣして調査を実施しました。この現地調査の結果やෳ数の研究機関の局地的

な風速の推定値等から、ཽרの強さは౻田スケールで '3（毎秒 70 ʙ 92 メートルの風速）と推定してい

ます。ཽרの強さについては、平成 18 年（2006 年）のւ道ࠤ࿊間町で発生した '3 のཽרなどと共に、

国内では最大ڃとなりました。

　このཽרについて、気象研究所で開発中の二重ภ波ݻ体ૉ子ドップラーレーダーでは大気下層の時計

回りのӔをଊえており、このӔは現地調査による被害分布とよく対応していることから、ཽרに伴うものと

考えています。また、気象研究所のスーパーコンピュータを用いた 250m 格子の水平分解能での数値シミュ

レーションによると、強いཽרをもたらす積ཚ雲の特であるスーパーセルの構造が解析されました。

　気象庁では引き続き、ཽר等のܹしいಥ風をもたらすݦஶ現象の実ଶ解明とその予測に向けて、研究

と開発を着実に進めていきます。
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（̍）ฏ̎̏ （̎̌ ̍̍ ）7݄৽ׁɾౡ߽Ӎ

　平成 24 年 12 月 7日17 時 18 分、ࡾԭを震ݯとするマグニチュード 7.3 の地震が発生し（注）、੨ݝ、

市҂רで震度̑ऑを観測しました。この地震により津波が発生し、ੴݝಢ、ݝҵ、ݝٶ、ݝ手ؠ

川で 98 センチメートルなど、東地方のଠ平༸Ԋ؛で津波を観測しました。

　また、この地震により、ࢮ者 1 人、ෛই者 15 人、住家一෦ഁଛ 1 ౩の被害がありました（総務省消防

庁調）。

　気象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 6.6 秒後に東地方と関東地方の一෦に対して

緊急地震速報（警報）を発表しました。また、17 時 22 分にٶݝのԊ؛に津波警報（津波）、੨ݝଠ

平༸Ԋؠ、؛手ݝ、ౡݝ、ҵݝのԊ؛に津波注意報を発表（同日19 時 20 分にすて解আ）しまし

た。

 　この地震は、「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」の余震域で発生した地震で、マグニチ

ュード 7.0 以上の余震は平成 23 年 7月10 日のࡾԭを震ݯとするマグニチュード 7.3 の地震以来約 1 年

5 か月Ϳり、また、津波警報を発表したのは平成 23 年 4 月 7 日のٶݝԭを震ݯとするマグニチュード

7.2 の地震、平成 23 年 4 月11日のౡݝ通りを震ݯとするマグニチュード 7.0 の地震以来約 1 年 8 か

月Ϳりでした。

　東地方ଠ平༸ԭ地震の余震は全体的

には次第にগなくなってきており、マグニチ

ュード 7.0 以上の大きな余震が発生する可

能性は低くなってきましたが、今後もまれに

大きな余震が発生することがあり、最大震

度 5 ऑ以上の強い揺れや、ւ域で発生した

場合には津波が発生する可能性がありま

す。また、これよりنのখさな地震でも

Ԋ؛域や域で発生すると震ݯ近では強

い揺れになることがありますので、引き続き

余震に対する注意が必要です。

 

τϐοΫε

τϐοΫε̏ ɹฏ��1� �݄のࡾԭのʙ1�͔݄ ͿΓʹ ܯ報Λൃද

（）ɹ͜ͷͷ � ඵલʹは �0 Ωϩϝʔτϧೆ౦ͰϚάχνϡʔυ 7Ϋϥεͱਪఆ͞ΕΔ͕ൃੜ͠ま͕ͨ͠ɺޙʹൃੜͨ͠Ϛάχνϡʔ
ɹɹɹυ 7�� ͷͷӨڹͰϚάχνϡʔυΛਖ਼֬ʹܾఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖まͤΜͰͨ͠ɻまͨɺ͜ΕΒͷ̎ͭͷはۙͨ͠ҬͰ΄΅ಉ࣌ʹൃ
ɹɹɹੜͨͨ͠Ίɺͷ͕Ͱ͖まͤΜɻ

ଌ͝とのਤ؍
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ձのؔ౼ݕ֤

3

ʮࡂ気象ใͷվળʹؔ͢Δݕ౼ձʯͰ֤ʹ͓͚Δใվળ
ͷํੑ౿ま͑ͭͭɺࡂ気象ใશମͷվળΛਐΊΔɻ

（１）防災気象情報にؔ͢Δͭࡾのݕ౼ձ
ᶃཽרಥ෩༧ଌใվળݕ౼ձ

 　平成 24 年 5月 6 日にҵݝつくば市等でཽרによる被害が発生したことを踏まえ、気象庁ではཽר

等のಥ風に関する情報の現状ฒびに住民への伝達と利活用における課題等をվめて整理し、今後の情報

のվળに向けた検討を行うこととしました。これまで、気象庁ではཕ注意報、ཽר注意情報（平成 20 年

3 月から）、ཽר発生確度ナウキャスト（平成 22 年 5月から）といった情報を発表していました。

　検討会を通じて平成 24 年 7月に、これらの予測情報の発表、伝達のあり方、ཽרの実ଶ把握の強化

などからなる提言がまとめられました。

ᶄ࠭ࡂͷܯռͷݺͼ͔͚ʹؔ͢Δݕ౼ձ

　平成 23 年台風第 12 ߸による和Վ山ݝやಸ良ݝで

の土砂災害における課題等を踏まえ、土砂災害への

警戒の呼びかけに関わるさらなるվળ方策について検

討を行うこととしました。

　検討会では、都道府ݝ砂防෦局と地方気象台等が

共同で発表する「土砂災害警戒情報」の全国運用開

始から約 4 年が経過したことを踏まえ、これまでの利

活用状況や運用実、技術の進展などをධ価し、平

成 25 年 3 月に、土砂災害への警戒の呼びかけ方の

վળの方向性などを示した提言がまとめられました。

ᶅࡂ気象ใͷվળʹؔ͢Δݕ౼ձ

　気象庁では、様々な風水害による被害を踏まえて、

地方公共ஂ体の防災活動や国民の防災行動に資する

よう、警報・注意報を市町村毎に発表するなど防災

気象情報のվળを進めてきました。

　一方、市町村の合ซによる広域化、ICT 技術の進展等、防災気象情報を取りרく環境は大きく変化し

てきています。このような中、最近の災害により新たな課題も明らかになっています。

　これらのことから、ᶃとᶄの検討会の提言も踏まえつつ、気象庁の防災気象情報が地方公共ஂ体の防

災活動や国民の防災行動により一層༗効に活用されるよう、防災気象情報のあり方とվળの方向性につ

いて検討を行うため、学識経験者、地方自治体、報道機関等から構成される「防災気象情報のվળに関

する検討会」を開催しており、平成 25 年 8 月を目్に検討結果をとりまとめる予定です。

　なお、トピックス１で示したように、平成 25 年から重大な災害の発生のおそれがஶしく大きくなった場

合において、特別警報を実施することとしていますが、さらに本検討会の成果をөさせ、注意報・警報・

特別警報等の一連の情報についてより効果的な発表を推進していくこととしています。　

τϐοΫε̐ɹࡂ気象情報のڧԽ
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�はɺ気象υοϓϥʔϨʔμʔͷ؍ଌൣғΛࣔͯ͠ いま͢ɻ

ଌ؍υοϓϥʔϨʔμʔؾ Ϩʔμʔߋ৽උ࣌の༷ࢠ

ɹϨʔμʔはඪߴ 2000N ۙいࢁͷ্ʹ͋ΓɺࡐࢿࣄΛϔϦ
ίϓλʔͰ༌ૹ͢ΔͳͲɺ͠い݅ԼͰͷߋ৽උͱͳΓまͨ͠ɻ
ɹϨʔμʔは 2012  11݄ 15 ɺ੩ԬϨʔμʔは 2012  12
݄ 20ɺ໊Ϩʔμʔは 201�  �݄14ʹɺ気象υοϓϥʔϨʔ
μʔͷඋ͕ྃ͠ɺ؍ଌΛ։ͯ࢝͠ いま͢ɻ

（２）気象υοϓϥーϨーμー؍ଌが
 気象庁では、平成 18 年 3 月の東京レーダーを皮切りに、ॱ次、全国 20 か所の気象レーダーを気象ドッ

プラーレーダーに更新してきました。平成 24 年度には、長野、静Ԭ及び໊瀬に気象ドップラーレーダーを

更新整備し、全国をカバーする気象ドップラーレーダー観測網が完成しました。

　気象ドップラーレーダーは、従来の気象レーダーが持つ降水の強さや分布を観測する機能に加えて、電

波のドップラー効果を利用して雨やઇの動きをଊえることによって、集中߽雨やཽרなどのಥ風をもたらす

積ཚ雲内෦の風の向きや強さを立体的に観測することができます。

　気象ドップラーレーダーの風の観測データは数値予測モデルの基ૅデータとして利用しており、きめ細か

な降水の監視・予測に役立っています。また、ཽר等ಥ風の予測に༗効なメソサイクロン（発達した積ཚ

雲の中に発生する直ܘ数キロメートルからे数キロメートルの局地的な低気ѹ）の検出にも活用しており、

大雨やཽר等ಥ風に対する監視・予測機能が強化されました。気象庁では、引き続き、観測データ処理

の高度化を図りつつ「降水ナウキャスト」などの気象情報のさらなる精៛化と精度向上を目指します。

τϐοΫε
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ϫʔΫγϣοϓࢀՃऀʹΑΔ࣮श ϫʔΫγϣοϓٛߨ

ˎ気象ଌݕثఆݧࢼηϯλʔ（ͭ͘）はɺ8.0ୈᶘ۠ͷ۠ଌثηϯλʔ（3FHJPOBM�*OTUSVNFOUT�$FOUSF��3*$）ͷׂΛ୲ͬͯいま͢ɻ
3*$ ͭ͘Ͱはɺಉ֤۠ࠃͷॴ༗͢Δ気象؍ଌج४ثͷ校ਖ਼ɺ気象ଌثͷอक校ਖ਼ʹؔ͢Δٕज़తࢦಋΛͯͬߦいま͢ɻ

　世界各国の気象機関では、リアルタイムで૬ޓに観測データを交換していますが、్上国から観測デー

タが安定的に通報されないことや、通報された観測データの質にもしばしば問題があり、そのվળが国

際的な課題となっています。

　毎日の天気予報や気ީ変動の監視などを支える高質の気象観測データを得るためには、精度の確か

な気象測ثで統一された方法で観測を行うとともに、観測機ثのҡ持理を行う高いઐ知識を༗する

技術者のཆ成が欠かせません。このため、世界気象機関（8MO）は、アジア地区の気象観測データの

質理能力強化のためのパイロットプロジΣクトを推進しています。気象庁は、そのコーディネータとして、

地区内の気象データの質վળに不可欠な気象測ثの校正と保क技術の向上にݙߩしてきました。

　今回、この取り組みに対するフォローアップとして、気象庁は、8MOとの共催で、平成 25 年（2013 年）

2 月19 日から22 日にかけて、「気象測ثの校正及び保कに関するワークショップ」を気象庁（東京）及び

気象測ث検定試験センター（つくば）* において開催しました。8MO では、気象機関以外の観測データも

ؚめた様々な観測システムを統合し、より効率的・効果的な観測網の実現を目指し、8MO 統合全ٿ観

測システム（8MO Integrated GloCal OCserWing System：8IGOS）を推進しており、この活動は、アジ

ア地区の実施計ըにもݙߩするものです。

　ワークショップには、アジア域の14 カ国から気象測ثのҡ持理業務に従事している実務者が参加し、

気象測ثの保कと校正に係るٛߨと実शを行いました。気象庁では、本ワークショップを通じて得られた

各国における校正や保कの現状と問題点を踏まえ、引き続き、アジア域の気象測ثの保क・校正技術の

さらなるվળに取り組み、8MO のアジア域での観測データの質向上に係る活動の一層の推進を図って

いきます。

τϐοΫε̑ ɹΞδΞҬの؍ଌଌثのߍਖ਼ٴͼอकཧのॆ࣮ʹ
ɹɹɹɹ͚ͯ������ɹʙࡍࠃϫʔΫγϣοϓΛ։࠵ʙ
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৽͍͠ܯใɾҙใのྨとɺ؍ଌใのൃද༰

৽͠いܯใɾҙใͷྨͱɺͦΕΒͷൃද࣌ʹ༧͞ΕΔͷ͞ߴ؍ଌΛͲͷΑ͏ʹද͢ݱΔ͔Λࣔ͢ɻ

（１）ܯ報のվળ
　気象庁は、「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」によるਙ大な津波被害を踏まえ、༗識者

や防災関係機関等からなる「東地方ଠ平༸ԭ地震による津波被害を踏まえた津波警報վળに向けたษ

強会」を開催し、同年 9 月、「東地方ଠ平༸ԭ地震による津波被害を踏まえた津波警報のվળの方向

性について」をとりまとめました。さらに、「津波警報の発表基४等と情報文のあり方に関する検討会」を

開催して津波警報等の内容の具体的なվળ策を検討し、平成 24 年 2 月、「津波警報の発表基४等と情

報文のあり方に関する提言」をとりまとめました。これらの結果に基ͮき、平成 25 年 3 月 7 日正ޕから、

新しい津波警報の運用を開始しています。

ᶃ�ܯใͷൃදͱ༧͞ΕΔͷ͞ߴͷ۠

　津波警報・注意報は、地震のنをもとに地震発生後̏分程度で発表しますが、マグニチュード８を超

えるような巨大地震では、正確な地震のنを即時に推定できず、過খにධ価してしまう可能性がありま

す。そのため、気象庁は、地震のنが過খධ価されている可能性を速やかに判定し、その可能性が確

認された場合は、地震が発生したւ域で想定される最大ڃの津波予想を用い、安全サイドに立った津波

警報の第一報を発表します。その後、正確な地震のنを算出し、より確度の高い津波警報に更新します。

　予想される津波の高さは、その高さが大きいほどࠩޡが大きくなることや、被害との関係を踏まえて、վ

ળ前の８段階から̑ 段階に集約し、各区分の高い方の値で発表します（例：高さ予想が̏ʙ̼̑ の場合は「̑

」̼と発表）。想定される最大ڃの津波予想を用いる場合は、最初に発表する大津波警報や津波警報では、

「巨大」や「高い」という言༿で発表してඇ常事ଶであることを伝えます。その後、正確な地震のنが

分かった時点で津波警報を更新し、予想される津波の高さも数値で発表します。

ᶄ�؍ଌʹؔ͢Δใ

　津波観測に関する情報では、第 1 波の到達時刻と初動に加え、観測された最大波を「これまでの最大波」

の表現で発表しますが、観測値が予想される津波の高さより大幅に低い間は、安心情報と受け取られな

いよう「観測中」と発表します。また、新たに「ԭ合の津波観測に関する情報」を設け、ԭ合で津波が観

測された事実をいちૣく伝えるとともに、ԭ合の津波観測値に基ͮいてԊ؛での津波の高さ等を推定し、

津波警報を迅速に更新します。これらの観測値・推定値についても、Ԋ؛での観測と同じように、一定の

基४をຬたすまではԭ合の観測値を「観測中」、Ԋ؛の推定値を「推定中」という言༿で発表します。

τϐοΫε

τϐοΫε̒ ɹɾ情報のߴԽʹ͚ͨಈ͖
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質  問  箱

　波ܯใҙใをൃ表しͨࡍ、波の౸ୡ༧ࠁ࣌༧͞れる波の͞ߴもซͤてൃ表します。৽
しい波ܯใͰは、この༧͞れる波の͞ߴをͰはな͘、「ڊ大」「ߴい」とい͏ݴ༿Ͱൃ表する߹
が͋ります。�
　マάχチϡーὑをえるΑ͏なڊ大地がൃੜしͨ߹は、̏ఔͰ地のنをਖ਼֬にٻΊる
ことがͰきないͨΊ、ͦ の海Ҭに͓͚る࠷大ڃの波をఆして波ܯใのୈҰใをൃ表します。このと
き、ඇৗࣄଶͰ͋ることを؆ܿにえるͨΊ、༧͞れる波の͞ߴを「ڊ大」ʢ大波ܯใの߹ʣ、「ߴい」
ʢ波ܯใの߹ʣとい͏ݴ༿Ͱൃ表します。�
　このΑ͏に「ڊ大」とい͏ݴ༿をͬて大波ܯใがൃ表͞れͨ࣌は、౦ຊ大ࡂクϥεの波がऻ
͏Α͏なඇৗࣄଶͰすのͰ、ͨ ͩͪにͰきるݶりߴいॴආしてͩ͘͞い。��
大地がൃੜしͨ߹Ͱも、地ൃੜ͔Β̍̑ڊ　 ΄どͰਖ਼֬な地のنをѲし、༧͞れる波
の͞ߴをͰൃ表しな͓します。まͨ、ڊ大地Ͱはな͘、地ൃੜ͔ޙΒਖ਼֬な地のنが͔
ͬͨ߹には、ॳΊ͔ΒͰൃ表します。このΑ͏に波の͞ߴがͰൃ表͞れͨ߹Ͱも、波は
ඇৗにڧいྗͰ人をԡし流しますのͰ、波ܯใがൃ表͞れͨ࣌には、ඞͣආしてͩ͘͞い。

ܯใͰʮڊେʯとൃද͞ΕΔのͲΜͳと͖ʁ
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質  問  箱

　ԭ߹Ԋ؛の波؍ଌࢪઃͰ波が؍ଌ͞れͨ࣌には、ͦ の͞ߴࠁ࣌を؍ଌใとしてൃ表しま
す。波の؍ଌใは、波が౸ୡしͨとい͏࣮ࣄをえる大なものͰす。し͔し、大きな波が༧
͞れているな͔Ͱ、౸ୡしͨ波のୈ�波の͞ߴが「���̼」Ͱ͋ることをえることは、ࠓ回の波
がখ͞いとい͏҆ͨͬޡ心ײを༩えてしま͏͓ͦれが͋ります。�
　こ͏しͨこと͔Β、؍ଌ͞れͨ波が༧Αりもेにখ͞い߹は、をൃ表ͤͣ「؍ଌ中」と
ൃ表します。波は܁りฦしऻͬてきて、͋ と͔Βདྷる波のํがߴい߹もଟ͋͘ります。「؍ଌ中」と
ൃ表͞れͨ࣌は、すͰに波が؍ଌ͞れているものの、これ͔Βߴい波が͘るՄੑが͋ることをࣔ
しています。ܾ して༉அͤͣ、̓ 全なॴをれないͰͩ͘͞い。

˙�の؍ଌใのʮ؍ଌதʯとʁ

τϐοΫε
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質  問  箱

　ฏ����݄̓࣌����ࡾ、ࠒԭͰマάχチϡーυ���の地がൃੜし、波が؍ଌ͞れまし
。ࠨͨ ্のਤはͦのときのைҐ波ܗͰす。࣌、気象ிͰは、Ԋ؛の波؍ଌܭ、��キロϝーτϧఔ
まͰのԭ߹にઃஔ͞れͨ(14波࿘ٴܭͼͦれΑりԭ߹にల։͞れͨਫѹܭを༻いて波をࢹし
て͓り、このときは、ԭ߹��キロϝーτϧに͋るٶۚ՚ࢁԭ(14波࿘ܭͰ࣌����に波の౸ୡ
をݕしͨ࣌��、ޙ��に���ϝーτϧの͞ߴの波を؍ଌしましͨ。Ұํ、Ԋ؛のੴࢢר҂の波
����に࣌��、しݕ��に波の౸ୡを࣌��Αり�いܭԭ(14波࿘ࢁۚ՚ٶ、ଌͰは؍
ηϯチϝーτϧの͞ߴの波を؍ଌしましͨ。
　このΑ͏に、ԭ߹の波؍ଌ地Ͱは、いͪૣ͘波のདྷऻをとΒえることがͰきます。気象ிは、
ԭ߹の؍ଌͰ波を؍ଌしͨ߹、ԭ߹Ͱの؍ଌ、ਪఆ͞れるԊ؛Ͱの波の౸ୡࠁ࣌ɾ͞ߴを
ൃ表する͚ͩͰな͘、༧Αりߴい波がਪఆ͞れる߹の波ܯใのߋ৽に׆༻しています。
　し͔し、ਝな波ݕに༗ޮなҰํ、ҙしな͚れい͚ないことも͋ります。Ұൠに、ԭ߹Ͱの
波の͞ߴの؍ଌは、Ԋ؛に͓͚る؍ଌΑりখ͘͞なります。これは、波には、Ԋ؛にۙͮ͘にͭれ
てͦの波ߴが૿してい͘ੑ࣭が͋るͨΊͰす。ͦ のͨΊ、ԭ߹Ͱ؍ଌ͞れͨ波がখ͞い͔Βといͬて
҆心してはい͚まͤΜ。もͬと大きな波が౸ୡするとͬࢥてߦಈすることが大Ͱす。まͨ、いͪૣ͘
波をとΒえるとはいえ、ԭ߹の波؍ଌ地͔ΒԊ؛まͰ、波はす͙にͬてきます。ԭ߹Ͱ波
が؍ଌ͞れるのをͨͣ、ڧい༳れऑ͘てもい༳れをͨ͡ײり、波ܯใをݟฉきしͨりしͨΒ
す͙にආを։࢝するඞཁが͋ります。
　な͓、気象ிは、౦地ํの͞Βにԭ߹に̏جのϒΠࣜ海ఈ波ܭをઃஔし、ӡ༻を։࢝しましͨ。
ӈ্にͦのஔਤをࣔします。これにΑり、ຊ海ߔۙͰൃੜしͨ波をΑりਝにݕͰきること
がظ͞れます。

2012  12 ݄ 7 ʹɺٶۚ՚ࢁԭ (P4 ࿘ܭɺٴͼੴ
ɻ̨ܗଌ͞Εͨ؍Ͱܭଌ؍҂ࢢר は౸ୡࠁ࣌
Λࣔ͢ɻԭ߹ʹઃஔ͞Εͨ (P4 ࿘ܭͰɺΑΓૣ͘؍ଌ
͞Εͨ͜ͱ͕͔Δɻ

12 ݄ 7 ࣌ͷ౦ํͷ؍ଌ（ ɿ̝Ԋ؛ͷ؍
ଌܭɺ̨ɿ(P4 ࿘ܭ）ͱɺͦͷޙӡ༻Λ։ͨ࢝͠ϒΠࣜ
ւఈܭ（ʴ）ɻݯΛʷͰࣔ͢ɻ

ԭ߹とԊ؛Ͱ؍ଌ͞Εͨܗ
ʢ���� ��݄̓ʣ ౦地ํの؍ଌ

˙�ԭ߹Ͱ؍ଌ͞ΕΔͲΜͳಛ͕͋Δのʁ
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質  問  箱

　気象ிͰは、地がൃੜしͨ࣌は地の
ൃੜॴʢݯʣ地のنʢマάχチ
ϡーυʣをଈ࠲にਪఆし、波にΑるࡂ
のൃੜが༧͞れる߹には、地ൃੜ͔
Β̏Ͱ波ܯใ波ҙใをൃ表し
ます。し͔し、波の͞ߴをਖ਼֬に༧す
るには、ݯマάχチϡーυ͚ͩͰな͘、
地にΑるஅのͣれのきஅのಈい
ͨྖҬなどをղੳするඞཁが͋り、地ൃ
ੜޙ̏ͰはこれΒをղੳすることはͰ
きまͤΜ。
　ྫえ、ݯとマάχチϡーυがಉ͡地
Ͱも、海ఈのஅのͣれのきにΑͬて、
ൃੜする波の大き͞はҟなͬてきます
ʢӈ্ਤʣ。まͨ、அのಈいͨྖҬにΑ
り波のൃੜするॴがҟなるͨΊ、֤ 地
に౸ୡする波の͞ߴがҟなͬてきます
ʢӈԼਤʣ。
　このͨΊ、波ܯใ波ҙใは、地
ൃੜޙのݶΒれͨσーλをもとにՊֶ
తに͋りಘる࠷大のݥةをえる༰Ͱ
ൃ表します。ͦ の݁Ռとして、࣮ の波ࡍ
Αり大きΊの༧ଌとなる߹波が؍ଌ
͞れない߹が͋ります。
　波のདྷऻ࣌には、波をݟて͔Βආ
をஅしͨのͰは໋を守れまͤΜ。波ܯ
ใがൃ表͞れͨ߹は、波がདྷऻするՄ
ੑがߴいこと、波はにݟえて͔ΒͰ
はආがؒに߹Θないことをेཧղして
࣮֬にආߦಈをとることがॏཁͰす。
波ܯใがൃ表͞れͨΒඞͣߴなどආ
し、波ҙใがൃ表͞れͨΒඞͣ海͔
Β্がͬて海͔؛Βれてͩ͘͞い。

ʹΑΔւఈͷஅͷͣΕ্͕Լํͷ߹ɺͦͷ্ͷւਫ্͕͓͠
͛ΒΕେ͖ͳ͕ൃੜ͢Δɻ

ʹΑΔւఈͷஅͷͣΕ͕ԣํͷ߹ɺେ͖ͳはൃੜ͠ʹ͘
いɻ�

ݯϚάχνϡʔυ（̢）͕ಉ͡ͰɺஅͷಈいͨྖҬʹΑΓ
ͷൃੜॴ͕ҟͳΔͨΊɺ֤ʹ౸ୡ͢Δͷ͕͞ߴҟͳͬͯ͘Δɻ

地ʹΑΔஅのͣΕの͖と
ൃੜすΔのେ͖͞

のൃੜॴと֤地ʹ౸ୡすΔの͞ߴ

˙�ܯใ͕ൃද͞Ε͕ͯこͳ͍こと͕͋Δのͳͥʁ

τϐοΫε
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コラム

˙�ൃܒࡂϏσΦʮ͔Βʹ͛Δʯɺʮʹඋ͑Δʯ
　౦ຊ大ࡂͰは波ڭࡂҭ波͔ΒのҰ人ͻとりの自ओతなආのॏཁੑが明Β͔に
なͬͨこと͔Β、気象ிͰは、ֶ にؔΘるࣝをޮՌࡂใ波ܯ৫Ͱ波ࡂ自ओߍ
తにֶるΑ͏、̎ छྨの波ൃܒࡂϏσΦ、「波͔Βに͛る」ʢখֶੜ͚ʣと「波にඋ
える」ʢ中ֶੜҎ্͚ʣを࡞し、全ࠃのখ中ֶٴߍͼߴֶߍͦのଞؔػؔࡂ
し ま し ͨ 。֤ 地 の 気 象  ͔ Β の ି ग़ も ߦ ͬ て ͓ り 、気 象 ி ϗ ー Ϝ ϖ ー δ
（http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/public.html）Ͱもެ։していますのͰ、ͥͻֶߍ地
ҬͰ͝׆༻ͩ͘͞い。

˓ʮ͔Βʹ͛Δʯʢখֶੜ͚ɺຊฤ��ʣ
　ຊฤはᶃ౦ຊ大ࡂに͓͚る波ආのΞχϝーγϣϯ、ᶄආしͨઌੜとੜెのΠϯλϏϡ
ー、ᶅ波のࣝのクΠζ、ᶆ地Ҭのࡂマッϓの࡞、の̐ͭのύーτに͔れて͓り、波͔
Β自Βஅしてආすること、͔ࠒΒඋえて͓͘ことの大͞をڙࢠͰもきͣに͔りす͘
ֶるとಉ࣌に、波ආに大なࣝもし͔ͬりֶͿことがͰきます。͞Βに、तۀͰ׆༻し
すいΑ͏、ϏσΦࢹௌޙに༰をৼりฦͬͨりࣝをิ͏ϋϯυϒック、クΠζの༰などを
ৄし͘説明しͨઌੜํ͚のղ説ϏσΦも࡞しましͨ。ࢿྉूʢ��ʣには、波の࣮ݧө
૾、ආ܇࿅のө૾、波にؔするੴൾաڈのඃө૾がऩΊΒれて͓り、ඞཁにԠ͡て͞Β
にࣝをิ͏ことがग़དྷます。খֶ͚ͩߍͰな͘中ֶߴ、ߍֶߍͰも׆༻いͨͩいていま
す。

˓ʮʹඋ͑ΔʯʢதֶੜҎ্͚ɺຊฤ��ʣ
　ຊฤはલͰ波ൃੜのし͘ΈಛをཧղすることͰ波にඋえ、ޙは波͔ΒどのΑ͏に
ආする͔をͬてඋえるとい͏ߏͰす。波のಛをるύーτͰは、波はなͥڪΖしいഁ
յྗをͭ࣋の͔、な͔ͥޙΒߴい波がऻͬてདྷることが͋るの͔などを$(γϛϡϨーγϣϯө
૾にΑりΘ͔りす͘ཧղするこ
とͰ、໋を守るͨΊには波͔Βਝ
にආするඞཁが͋ることをֶ
ます。ආのํ๏をるύーτͰ
は、ڧい༳れͰは波ܯใをまͨͣ
にආがඞཁなこと、ऑ͘ても͘
Ώͬ͘り༳れͨ߹は大きな波が
ऻ͏Մੑが͋ることなどを、体ݧ
ऀのΠϯλϏϡーなどͰΑりۙに
ྉूࢿ。ながΒཧղͰきます͡ײ
ʢ��ʣにऩΊΒれͨ、৽しい
波ܯใの༰ղ説、地ҬͰの波
に͓ͪいりࡍのऔりΈ、ආのࡂ
すい心ཧのղ説などは、ࡂにؔ
するऔりΈのॿ͚となります。ֶ
。ྉͰすࢿしてい͚ͨͩる༺׆ಈにऔりΉํʑにも༗ޮに׆ࡂͰな͘、地ҬͰ͚ͩߍ

ൃܒࡂϏσΦʮ͔Βʹ͛Δʯの γ̍ʔϯ
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༺׆ͰのϏσΦのߍֶ˓
　͞れͨϏσΦを׆༻しͨࡂतۀ
ΘれていまߦͰࠃ࿅のऔりΈも全܇ࡂ
す。
ҭҕһձと気ڭͰはฏ��にݝॏࡾ　
象が࿈ܞしֶͨߍڭࡂҭのࢧԉのҰ
として、気象৬һݝの୲ऀにΑるࡂ
にؔするतۀがߦΘれましͨ。海のۙ͘のখ
ۃのい͔͚にもੵޙͰは、ϏσΦؑߍֶ
తにखを͛ڍ、波の࣮ݧө૾にڻきのを
্͛るなど、ൃ׆なतۀがߦΘれましͨ。

ۀतࡂͰのߍொཱେཎখֶ໌܊ؾଟݝॏࡾ

τϐοΫε
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（２）पظಈにؔ͢Δ情報のൃදに向けて
　巨大地震に伴って発生する長प期地震動により、प期数秒からे数秒のݻ༗प期を༗する高層ビルや、

ੴ༉タンク、長大ڮྊ等の長大構造物等において大きな揺れが生じるとݒ೦されています。「平成23年（2011

年）東地方ଠ平༸ԭ地震」では、大都市ݍに立地する高層ビル内で、ॄث等がస・移動するといっ

た被害が発生しました。

　気象庁は、地震発生後直ちに震度に関する情報を発表していますが、震度はप期数秒以下の地震動を

処理して用いているため、長大構造物内の揺れの大きさや被害の程度を表現出来ない、という課題があ

ります。長大構造物を༗する地域における人的・物的被害のૣ期把握や、迅速かつ的確な災害応急体制

の確立等を支援するためには、観測された地震動から長大構造物における揺れの状況を迅速に分析し、

被害発生の可能性等についてධ価し、一般の方や防災関係機関に揺れの大きさや特等を分かりやすい

情報として発表することが༗効であると考えられます。

　このため気象庁は、平成 23 年度、༗識者や防災関係機関等からなる「長प期地震動に関する情報の

あり方検討会」を開催し、長प期地震動に関する情報の役割や内容の基本的な考え方等についての検討

を行い、平成 24 年 4 月報告書をとりまとめました。

　さらに平成 24 年度には、「長प期地震動に関する情報検討会」を開催して情報の内容について具体的

な検討を行い、平成 25 年 3 月より長प期地震動に関する観測情報を気象庁 )P上で試行的に発表して

います。この情報では、長प期地震動が観測された地域や、観測点毎の長प期地震動の揺れの大きさ、

波形データ等の詳細な情報をお知らせしています。

पظಈにؔ͢Δ情報（気象ி )1）
　

पظಈͷ؍ଌ͞ΕͨҬ（্ਤ）ͱ؍ଌຖͷ༳Εͷେ͖ （͞Լਤ）
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質  問  箱

　地がൃੜすると༷ʑな周ظをͭ࣋༳れʢ地ಈʣがൃੜします。周ظ地ಈは、ඵ͔Βेඵ
ͰΏͬ͘り܁りฦすい周ظの地ಈのことͰ、マάχチϡーυが大きい地΄ど周ظの波を͘ڧग़
します。周ظ地ಈは、い周ظの波にൺてݮਰしに͘いͨΊ、ԕ͘まͰΘるੑ࣭が͋り、大
ଓ͘༳ؒ࣌地ಈは૿෯͞れ、大き͘てظのฏをް͘෴ͬているॊΒ͔いଯੵに͓いて、周ࢢ
れを࡞りग़します。
　౦ژ、大ࡕ、໊ ྊڮϏϧੴ༉λϯク、大ߴをड͚るڹ地ಈのӨظには、周ࢢの大ݹ
の大ߏがଟཱ͘地しています。ಛにۙ、大ࢢ圏を中心にॅډのߴԽがਐΈߴ、 Ϗϧに
。ߴする人はʑ૿Ճしていますؔ Ϗϧは、周ظの༳れにڞৼしすいݻ༗周ظʢ༳れすい周
。༳れますؒ࣌Ί、Ϗϧが大きͨͭ࣋͘ʣをظ
　「ฏ��ʢ����ʣ౦地ํଠฏ༸ԭ地」Ͱは、周ظ地ಈにΑりट圏のߴϏϧͰ、大
きؒ࣌͘༳れଓ͚、Ո۩ॄثがసɾҠಈしͨり、ΤϨϕーλのোがൃੜしましͨ。まͨ、ݯ
͔Βԕ͘れͨ大ࢢࡕのߴϏϧͰも周ظ地ಈにΑる大きな༳れがൃੜし、ΤϨϕーλのఀࢭ
ด͡ࠐΊ、ࡐのഁଛがੜ͡ましͨ。まͨ、「ฏ��ʢ����ʣे উԭ地」Ͱは、ԝ͔Β
���キロϝーτϧれͨখࢢͰ周ظ地ಈにΑるੴ༉λϯクのՐࡂがൃੜする、周ظ
地ಈಛ༗のඃがൃੜしています。

ʮฏ 2�（2011 ）౦ํଠฏ༸ԭʯͰɺ౦ژͷߴϏ
ϧͰपظಈʹΑΔେ͖ͳ༳ΕΛ؍ଌ

ʮฏ 15（200� ）े উԭʯͰɺখࢢͰपظಈʹ
ΑΔੴ༉λϯΫͷՐൃ͕ࡂੜ

౦ژのߴϏϧのঢ়گʢ����݄̏��ʣ খࢢのੴ༉λϯΫՐࡂʢ����݄̕��ʣ

˙�पظ地ಈͲΜͳ߹ʹ؍ଌ͞ΕΔのʁ

τϐοΫε
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　平成 23 年ʙ 24 年にかけて、中ԝ防災会 （ٞ会長：内ֳ総理大ਉ）において、防災基本計ը（火山

災害対策編）が大幅にվ定され、火時や火の前兆現象が現れた場合の火警報（火警戒レベル）

に応じた避難ק告や入山ن制等の防災対応は、「火山防災ٞڠ会」（都道府ݝ、市町村、気象台、砂防

෦局、火山ઐ家等で構成）において共同で策定する避難計ըに基ͮき実施することと明確に定められ

ました。

　これを受けて気象庁では、各火山の地元の気象台から関係機関にಇきかけて火山防災ٞڠ会の設置

や開催を推進し、火山災害から登山者や住民の生命をकるための取組み（火シナリオ、火山ハザード

マップ、火警戒レベル、避難計ը、

防災マップ、防災܇࿅等の作成や

実施）を火山防災ٞڠ会の場で

地元関係機関と共同で進めていま

す。

　具体的な動きとして、士山で

は、平常時から火時の避難計ը

等を策定することを目的として、山

སݝ、静Ԭݝ、ਆಸ川ݝの̏ݝと

पล市町村、国の機関、火山ઐ

家等の 58 機関（気象庁本庁、

東京区気象台、ߕ府・静Ԭ・横

地方気象台をؚむ。）が参加し、平成 24 年（2012 年）6 月 8 日に「士山火山防災対策ٞڠ会」を

設立しました。設立に当たっては、同ٞڠ会が防災基本計ըに基ͮく避難の共同検討体制としてे分に

機能するように、ࡩౡの火山防災ٞڠ会の特である、以下の４つの条件をຬたしたن約が合意されて

います。

の４つの特（ౡ爆発災害対策連བྷ会ٞࡩ）会ٞڠౡの火山防災ࡩ　　

　˓ 火山防災ٞڠ会が「ݝの地域防災計ը」（災害対策基本法第 40 条）に基ͮき、設置されている。

　˓ 火山防災ٞڠ会が、市町村長に対して「避難対象地域をॿ言」する役割を担っている。

　˓ 避難時期・避難対象地域の技術的な検討を行う「コアグループ会ٞ」が設置されている。

　˓ コアグループ会ٞに「火山ઐ家」が正式な構成員として参ըしている。

　士山の火時に想定される火山現象の及Ϳൣғはෳ数の市町村にまたがっており、段階的な避難計

ըを、共同で検討しています。避難計ը策定後、̏ݝ合同の避難܇࿅が実施される予定です。

τϐοΫἐ ɹՐࢁʹؔ る͢情報のߴԽͱࡂରԠ

Րࢁ防災ٞڠձとίΞάϧーϓ
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コラム
˙�৽ׁমࢁՐࢁٞڠࡂձのこΕ͔Β

　৽ׁমࢁͰは、ฏ��ʢ����ʣ�݄͔ΒՐܯռϨϕϧのӡ༻が
։࢝͞れ、Ր࣌のೖ੍نࢁආのࡂରࡦの֨ࠎがいましͨ。ま
ͨ、جࡂຊܭըのվఆをड͚ͨݝ地Ҭܭࡂըにͮ͘جՐࢁٞڠࡂ
ձにͭいても、ࢢொଜ、ࠃのؔػ、ઐՈٴͼؔؔػのྗڠをಘてฏ
��݄̍にൃし、૯߹తなՐࢁࡂରݕࡦ౼のͨΊのثがͰきͨと
こΖͰす。
　Ҿきଓき、ՐࢁٞڠࡂձとしてઐՈのઌੜํもؚΊͨߏһが「إ
のݟえるؔ」をߏஙし、Րࡅ流ట流などのՐ͔ࡂࢁΒॅຽのੜ໋を
守るͨΊの࣮ફతなආܭըのࡦఆ߹ಉ܇࿅の࣮ࢪにڞ、͚ಉͰ
औりΜͰいきͨいとߟえています。

৽ׁݝہࡂاࡂը՝
ඌاࡦըһ

　さらに、平成 25 年（2013 年）1 月 16 日には、新ׁম山（新ׁݝのڕࢳ川市とົ高市にまたがり、

長野ݝのখ୩村にも危険を及ぼす火山）の火時の避難計ըを検討する「新ׁম山火山防災ٞڠ会」

が、新ׁ・長野྆ݝのもとで設置されました。士山と同じく、ࡩౡの火山防災ٞڠ会の４つの特

も取り入れられています。さらには同ٞڠ会の下෦組織としてコアグループ会ٞのほか「避難計

ը検討ワーキンググループ会ٞ」と「緊急調査・緊急対応ワーキンググループ会ٞ」の２つの会ٞ

が設置され、防

災・砂防関係機

関の緊密な連携

のもと、ソフト

とハードのバラ

ンスのとれた火

山防災対策を共

同で推進する体

制がとられてい

ます。

　火山防災ٞڠ

会でのこうした

共同検討は、地

域の関係者の間

で「إの見える関係」（૬手がܾめることについてもおޓいに意見を言い合える信པ関係）と「防災

対応のイメージ共༗」（火警戒レベルに応じた具体的な防災対応についての認識の共༗）を確立す

ることにつながり、火時等には関係機関が、組織をӽえたチームワークを発شして防災対応をと

ることが可能となります。

τϐοΫε

Րࢁ防災ٞڠձとίΞάϧーϓ
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���ౡେਖ਼Ր͔Βࡩ（２） 
˓は͡Ίʹ

ౡはೆभのѬ良（あいら）カルデラ（ೆࡩ　 17km、東西 23km）のೆԑ෦に位置する安山ؠʙデイ

サイトの成層火山で、ַ、中ַ、ೆַの̏ๆと側火山からなり、人ޱが

密集するࣛࣇౡ市の市街地に近接しています。ྺ 時代に、「天平ๅ字」、「文࢙

明」、「安Ӭ」、「大正」の４大火が発生しています。これらの大火はす

て山ෲ火で、火山փの出から火が始まり、火ࡅ流の発生、多量

の༹ؠの流出と推移しました。このうち、大正̏年（1914 年）の大正火

は、我が国が 20 世لに経験した最大の火山火で、来年（平成 26 年）

１月には 100 प年をܴえます。

˓େਖ਼େՐ

　大正̏年（1914 年）１月12 日10 時̑分西山ෲで、同 15 分には東山ෲ

でܹしい火が始まり、13 日 20 時 14 分には西山ෲで火ࡅ流が発生して

西ࡩౡの集མはমࣦしました。その後、西山ෲと東山ෲから༹ؠ流出が

始まり、東山ෲからの༹ؠ流は瀬ށւڦをຒめ、１月末ࠒ大۱半ౡに達し、

当時ࣛࣇౡにුかͿ火山ౡであったࡩౡは大۱半ౡと続きになりまし

た。火開始から約８時間後の 12 日 18 時 29 分にはマグニチュード 7.1

の大きな地震が発生し、ࣛࣇౡ市街地では家のյ等の大きな被害が

ありました。火による降փは東地方のઋ台まで達しました。この火

による٘ਜ਼者は 58 （໊うち地震による٘ਜ਼者は 29 ໊）でした。

　この火の前年には、पลの地震活動の活発化が見られ、また、火

の 1 ʙ 2 ϲ月前からࡩౡౡ内でもҪށ水の水位低下や火の数日前からは

体にײじる地震が多発しました。村役場はࣛࣇౡ測ީ所（現・ࣛࣇౡ地

方気象台）に火の༗無を問い合わせました。しかし、当時の測ީ所にはچ式の機ց式地震計が１台し

かなく、地震活動の詳細を把握することができず、Ҫށ水等の異常現象は伝わっていませんでしたので、「

火なし」という返答がなされました。大෦分の住民は自らの判断で避難しましたが、測ީ所の言を信用し

た一෦の人たちがಀげれる事ଶをটき、その経Ңは、東ࡩౡখ学校の「ࡩౡ爆発ه೦ൾ」にされて

います。

˓Ր؍ࢁଌɾՐ༧ڀݚͷਐา

　大正火以降ࡩౡは 20 年間を保っていましたが、昭和 10 年（1935 年）ࠒからೆַ山でখن

な火が間欠的に発生するようになり、昭和 14 年ೆַ東ೆ東中ෲ（昭和火ޱ生成）から火が始まり、

昭和 21 年に昭和火ޱから༹ؠを流出する火が発生しました（昭和火）。ࣛࣇౡ測ީ所は、昭和̏年

に当時最新式の地震計（ウィーϔルト地震計）を設置、昭和 14 年の火において、直ちに現地調査を

行っています。昭和 30 年にはೆַ山で火が発生し、ࣛࣇౡ地方気象台では高ײ度地震計による監

視体制が強化され、昭和 35 年には京都大学がࡩౡ火山観測所（現防災研究所ෟଐ火山活動研究センタ

ౡपลのਤࡩ

࢝Ր։ͨݟΒ͔ࢁࢢౡࣇࣛ 25 ޙͷ
Ԏ（ࣛࣇౡཱݝതؗॴଂ）
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ー）を設置、我が国をリードする火山監視・観測研究が行われるようになりました。

　昭和 47 年（1972 年）10 月２日に発生したنの大きな火をܖ機として火山活動がܹ化し、1974 年

ʙ 1992 年まで毎年 500 万ʙ 2000 万トンの多量の火山փが放出されるようになり、農作物等への被害、

交通障害、土ੴ流による被害がස発するようになりました。昭和 48 年「活動火山対策特別ા置法」が

制定され、国としての火山災害対策の取組みが始まりました。ཌ年には、「火山火予知計ը」（文෦省

測地学৹ٞ会建ٞ）も始まり、大学関係の観測体制も強化され、1970 年代末にはࡩౡで発生する爆発

地震や火山性地震・ඍ動の発生メカニズムや火予知の研究が進展しました。1980 年代半ばからは、観

測道や観測Ҫによる地֪変動の観測から、山火の直前にඍখな地൫のོ起・ுをัଊすること

に成ޭしました。水४測量などѬ良カルデラの広域の地֪変動、火直前のඍখな地֪変動などの研究

が継続的に実施され、また、火山体地下の構造୳査により、ࡩౡ・Ѭ良カルデラのマグマཷまりやマグ

マの移動経࿏など地下構造とマグマ供ܥڅと火に至る火山活動のプロセスが次第に明らかになりまし

た。

˓ۙͷࡩౡͷՐࢁࡂମ੍

ౡೆַの火活動はࡩ　 1980 年代にピ

ークをܴえ、出物（大きなੴ、火山れ

き、火山փ、火山Ψス）や爆発時の空振、

二次災害としての土ੴ流により各方面に被

害を及ぼしました。21 世لに入ってから火

山活動はやや低調になってきていました

が、平成 18 年（2006 年）６月に昭和火

からの火が始まり、2008ޱ 年からは爆

発的火をසൟに܁り返すようになりまし

た。2008 年ʙ 2012 年の爆発回数は約

4300 回に達しています。

　平成９年（1997 年）、ࣛࣇౡݝは、地域防災計ըを見直し、警戒区域の設定や住民への避難ק告等に

ついて関係自治体に対してॿ言を行うことを目的として、ݝ、関係市町村、ࣛࣇౡ地方気象台、大۱河川

国道事務所、京都大学等の関係機関で構成される火山防災ٞڠ会「ࡩౡ爆発災害対策連བྷ会ٞ」を設

置しました。平成 18 年（2006 年）6 月の昭和火ޱの火では、火山防災ٞڠ会のॿ言に基ͮき、ೆַ山

火ޱ及び昭和火ޱから２km 以内のൣғについても立入ې止とするા置がなされました。平成19 年（2007

年）12 月から気象庁の火警戒レベルの運用開始（火警報の発表開始）に際しても、火山防災ٞڠ会

における共同検討を通じて、火警戒レベルに応じた段階的な「警戒が必要なൣғ」と「とるき防災対応」

がݝ・市町村の「地域防災計ը」に定められています。また、火山防災マップが整備・配され、大正

火が発生した１月12 日には毎年避難計ըに基ͮく総合防災܇࿅が行われています。こうした火山防災ڠ

ٞ会の活動は、全国の火山防災ٞڠ会のお手本となるものとされています。

　来年、大正火から100 年をܴえるࡩౡは、火山観測・監視、調査研究の推進と火山防災体制の充実

の྆面で、世界をリードする存在と言えます。

τϐοΫε

防災ϚοϓࢁౡのՐࡩ
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ᶃࠃͰ400QQNΛ͑ΔೋࢎԽૉೱΛه

　気象庁の二ࢎ化ૉ観測地点（ؠ手ݝ大ધ市ҁཬ、東京都খּ原村ೆௗౡ、ԭೄݝീ重山܊与

ಹ国ౡ）のうち、ҁཬでは平成 24 年（2012 年）3 月の月平ۉ値（速報値）が、401.2ppm となり、昭和

62 年（1987 年）の観測開始以降初めて400ppm を超える値をهしました。

　二ࢎ化ૉは地ٿ温ஆ化に及ぼす影ڹがもっとも大きな温室効果Ψスです。人間活動に伴う化ੴ೩

料の消අ、セメント生産、林ഁյなど土地利用の変化により、大気中の二ࢎ化ૉೱ度は増加し続

けています。

ᶄւ༸෦ͷਫԹͷظมԽ

　気ީ変動に伴って増加したの多くはւ༸に

蓄積されています。このため、地ٿ温ஆ化の実

ଶを把握するためにはւ༸内෦の水温の変化を

知ることが必要です。過去 50 年以上の世界中

の観測データをもとに解析したところ、ւ面から

ਂさ700 メートルまでの平ۉ水温は過去 50 年以

上にわたって上ঢしていることが分かりました。

ւ༸内෦の水温上ঢに伴って、ւ面水位の上ঢ

もݒ೦されます。この地ٿ温ஆ化に伴うւ༸内

෦の水温の長期変化向について、詳しくは 1

෦ 1 章 3 節（3）のコラムを参照ください。

τϐοΫἑ ɹҟৗ気象ɾٿԹஆԽͱ気象ிのରԠ

ҁཬɺೆௗౡɺ༩ಹࠃౡに͓けΔେ気தೋࢎԽૉ݄ฏۉೱのܦมԽɹ（QQN � ��� ສのҰ）

（੨）ҁཬͷܦมԽɺ（）ೆௗౡͷܦมԽɺ（）༩ಹࠃౡͷܦมԽ

ւ໘͔Βਂ͞700�ϝʔτϧまͰฏͨ͠ۉදਫԹฏࠩɻฏۉฏࠩΛ࣮
ઢɺղੳͷ �5��৴པ۠ؒΛӄӨͰࣔ͠ま͢ɻฏは1��1�͔Β2010�
ͷ �0�ฏۉͰ͢ɻ্ঢͷʶは �5��ͷ৴པ۠ؒΛද͠ま͢ɻ

ւ༸෦のਫԹのظมԽ向
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ᶅۃҬͷ 2012 ՆقͷւණҬ໘ੵ͕؍ଌ࠷্࢙খΛه

　気象庁では、気ީを監視するために、

1978 年から人工衛星のデータを利用し

て、ۃ域やೆۃ域のւණの監視を

続けています。

　2012 年Ն季は、ۃ域のւණ域面

積が観測࢙上最もখさくなりました。

ۃ域のւණ域面積は、例年 9 月ࠒ

খとなります。春からՆにかけւණۃ

が解けてւණ域面積がݮってゆき、例

年 8 月に入るとւණ域面積のݮগ速度

がಷりますが、2012 年 8 月は月を通じ

てւණ域面積の急速なݮগが続きまし

た。8 月19 日に、これまでの最খだっ

た 2007 年のه（431 万平方キロメートル）を下回り、9 月 15 日にはւණ域面積は観測࢙上最খの

336 万平方キロメートルとなりました。

　ۃ域のւණ域面積は長期的にݮগしています。特にՆ季のւණ域面積のݮগがݦஶで、気ީ変動

に関する政府間パネル（IPCC）は、第 4 次ධ価報告書で地ٿ温ஆ化との関連を指摘しています。2012

年Ն季のݦஶなւණݮগは、こうした長期的なւණ域面積のݮগに加え、ւණ域面積をݮগさせる気象

条件が重なった結果と考えられます。

τϐοΫε

ۃҬのւණҬ໘ੵの࠷খのܦมԽ

੨৭ͷંΕઢはɺۃҬͷւණҬ໘ੵͷ࠷খͷܦมԽɺഁઢはมԽ
Λࣔ͢ɻ
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（２） ଠฏ༸に͓けΔւ༸ੑࢎԽ
　ւ༸は、人間活動によりഉ出された二ࢎ化ૉの約 3 分の 1をٵ収することにより、大気中の二ࢎ化

ૉೱ度の増加を制し、地ٿ温ஆ化の進行を؇和しています。しかしながら、ւ༸に蓄積された二ࢎ

化ૉが増えつͮけることにより、ւ༸がࢎ性化（水ૉイオンೱ度指数（p)）が低下）している可能性

が指摘され、近年注目されています。ւ༸ࢎ性化が進行すると、ւ༸の二ࢎ化ૉٵ収能力が低下し、

大気中にる二ࢎ化ૉの割合が増えるため、地ٿ温ஆ化を加速する可能性があります。またւ༸ࢎ性

化の進行は、プランクトンやサンΰ等の成長を્害してւ༸の生ଶܥに大きな影ڹを与える可能性があり、

水産業や、サンΰ等に依存する観光産業に打ܸを与えるなど、経済活動への影ڹもݒ೦されます。

　気象庁では地ٿ温ஆ化やւ༸ࢎ性化の状況を把握すく、西ଠ平༸を対象に長期にわたり継続し

てւ༸気象観測ધによるւ༸観測を実施しています。その観測データをもとに、西ଠ平༸ւ域（東経

137 度線上のҢ 3 度ʙ 34 度）の表面ւ水中におけるւ༸ࢎ性化の状況について解析を行いました（下

図）。その結果、東経 137 度線にԊったւ域では、観測を行っているすてのҢ度帯においてp) が 10

年あたり約 0.02 低下し、ւ༸ࢎ性化が進行していることが分かりました。

　今回の解析結果をもとに、気象庁は、平成 24 年（2012 年）11 月に国内で初めてւ༸ࢎ性化に関す

る定期的な情報の提供を開始しました。この情報は、水温やւ流などのւ況情報や、地ٿ温ஆ化に関

わるւ༸の長期変動についての情報などとともに、ホームページ「ւ༸の݈߁断表」（http://XXX.

data.kishou.go.jp/kaiyou/shindan/index.html）を通じて公開しています。

ଠฏ༸に͓けΔද໘ւਫதのւ༸ੑࢎԽのঢ়گ

౦ܦ 1�7 ઢͷҢ 1020�0 ʹ͓͚Δද໘ւਫதͷਫૉΠΦϯೱࢦ（Q)）ͷظมԽ（ࠨਤ）ͱɺղੳର象ւҬ（ӈਤ）ɻਤதͷࣈは
10 ͋ͨΓͷ Q)ͷมԽɻQ)ͷ͕ ͳ͘Δ΄Ͳɺʮւ༸ੑࢎԽʯ͕ਐͯ͠ߦ いΔ͜ͱΛࣔ͢ɻɹ
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（３）ຊۙのৄࡉなٿԹஆԽ༧ଌΛެද
　大気中の温室効果Ψスೱ度の増加に伴って、世界نでの気温やւ水温の上ঢ、降水量の変化が予

測されています。地ٿ温ஆ化による影ڹのධ価や対策について検討するための基ૅとなる資料として、

国や地域نで見た詳細な気ީ変化予測が必要です。気象庁は、地ٿ温ஆ化が進行した将来における

我が国の気ީ変化について、日本ྻౡのෳ雑な地形の影ڹ等を考ྀした気ީモデルで新たに予測し、そ

の結果をとりまとめて「地ٿ温ஆ化予測情報第 8 。として公表しました「ר

　今回実施した予測では、平ۉ気温や年降水量等の変化だけでなく、ۃ端な高温や大雨の変化につい

ても分析しています。例えば、21 世لの末ࠒには、ॵ日（日最高気温が 35ˆ以上の日）の日数は、東

日本から西日本にかけての地域平ۉで年間 10 日程度増加すると予測されています。また、1 時間降水量

が 50ミリ以上の短時間強雨の発生回数は、全国的に増加すると予測されています。

τϐοΫε

ॵののมԽ༧ଌ

いάϥϑはҬผʹฏͨ͠ۉؒͷॵͷมԽ༧ଌɺࠇいॎ
はʑͷมಈ෯ͷ҆Λࣔͯ͠ いま͢ɻ気ީϞσϧʹΑΔ21ੈلࠒͷ
気ީ༧ଌ࣮ݧͱ20 ͷ݁ՌΛൺֱͨ͠ͷͰ͢ɻݧ࣮ݱ࠶ͷ気ީلੈ
ͳ͓ɺॵはɺ͝ͱͷͷҧい͕େ͖いͨΊɺ͜ͷਤͰは 20
ΛදۉͷॵͦͷͷͰはͳ͘ɺʮࠩʯͷҬฏلͱ21ੈلੈ
ࣔͯ͠ いま͢ɻ

άϥϑはҬผʹੵ߱ؒ࣌1ͨ͠ࢉਫྔ 50ϛϦҎ্ͷؒ
ͷൃੜճΛ1͋ͨΓʹͨ͠ࢉͷͰɺփ৭͕ 20 لੈ
ͷ気ީݧ࣮ݱ࠶ɺ৭͕ ͷ݁ݧͷ気ީ༧ଌ࣮ࠒل21ੈ
Ռɺࠇいॎはʑͷมಈ෯ͷ҆Λࣔͯ͠ いま͢ɻ

� ਫྔ߱ؒ࣌ �� ϛϦҎ্の
ൃੜճのมԽ༧ଌ

59



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

（̐）ฏ ��  � ݄に͓けΔຊの気Թɾւ໘ਫԹに͍ͭて
　平成 24 年（2012 年）は、8 月後半から9 月にかけて・東日本を中心に気温の高い状ଶが続き、ݫ

しいॵとなりました。特に日本では、9 月の月平ۉ気温が 1946 年以降のこれまでのهを大幅に

上回るه的な高温となりました（平年ࠩ �3.7ˆ、これまでのهは 1961 年の �1.8ˆ）。このݫしい

ॵは、日本の東ւ上でଠ平༸高気ѹの勢力がඇ常に強かったことが原Ҽと考えられます。

　ւ道पลւ域のւ面水温も、9 月に、昭和 60 年（1985 年）以降の統計で過去最高をهしま

した。平年ではւ道पลւ域のւ面水温は 8 月に最も高くなり、これまでの最高هも平成 11

年（1999 年）の 8 月でした。平成 24 年は、ւ面水温が平年では下がり始める 9 月になっても上ঢ

を続けました。

　この高いւ面水温にもଠ平༸高気ѹが影ڹしま

した。ւ面水温の上ঢの原Ҽとしては、日本の東

ւ上でଠ平༸高気ѹの勢力がඇ常に強くなり、平

年よりւ上で風がऑく下層のྫྷたいւ水とのࠞ合

がগなくなり、日照によるがւ面からਂさे数

メートル近までのւ水に蓄積されたことが考え

られます。

ւಓपลւҬʹ͓͚Δ�݄த०ͷւਫԹͷԖߏͰ͢ɻઢはฏ
24 （2012 ）ɺࠇઢはظฏۉ（ত 60 ʙฏ 22 （1��5 ʙ
2010 ）ͷฏۉ）ͷԖߏΛͦΕͧΕࣔͯ͠ いま͢ɻւਫԹ͕ฏۉ
ΑΓಛʹߴいൣғ（ਤதͷ˱）はւ໘͔ΒेϝʔτϧʹݶΒΕ͓ͯΓɺ
ਂ͞50ϝʔτϧͰはฏۉͱͷҧいはখ͞ ͳͬͯ͘いま͢ɻ͜ͷൣғʹ͕
ੵ͞Εͯいͨ͜ͱΛࣔͯ͠ いま͢ɻ

ւಓपลւҬ（ന）Ͱはɺ΄΅શҬͰւ໘ਫԹ͕ฏΑΓ
�ˆҎ্ߴ ͳͬͯ͘いまͨ͠ɻ

ত 60 ͔Βฏ 24 ͷຖͷྻܥ࣌ɻઢ͕ฏ 24 ɺ੨ઢ͕ฏ
11ɺփ͕ͦΕҎ֎ͷɺࠇઢ͕ฏͷΛͦΕͧΕࣔͯ͠ いま͢ɻ

ฏ ��  � ݄のւ໘ਫԹฏࠩの ւಓपลւҬの � ݄͔Β �� ݄のւ໘ਫԹのਪҠ

ւಓपลւҬに͓けΔւਫԹのԖߏ造
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ス　֟Ԭにおいて地࣓気観測が開始されてから平成 25 年（2013 年）1月でちょうど 100 प年をܴえました。

地࣓気観測所は࣓気ཛྷ（地࣓気のཚれ）の観測情報を公式に発表する機関です。

　第１回国際ۃ年観測をܖ機に明治 16 年（1883 年）日本における地࣓気の定常観測が東京市ࡔ（当時）

で始められ、その後、気象庁の前身である中ԝ気象台（چ本ؙڮ٥）に引き継がれました。明治末

期になると東京で市内電ंの拡ுが次第に進み、地࣓気の観測に影ڹを受けるようになりました。その

ため移స計ըが持ち上がり、いくつかのީิ地の中から現在のҵݝੴԬ市֟Ԭが移స地として選ばれ

ました。大正元年（1912 年）12 月に観測施設が完成し、大正 2 年（1913 年）1月に観測が始められまし

た。このころは東京から係官が֟Ԭに出ுして観測し、結果を東京に持ちؼっていました。

　֟Ԭが地࣓気観測の本ڌ地となったのは、大正 12 年（1923 年）の関東大震災での被災をܖ機に、大

正 13 年ʙ14 年（1924 年ʙ1925 年）に庁舎・観測室などを新設・拡充してからです。その後、国際地

観測年（昭和ٿ 32 年ʙ 33 年（1957 年ʙ1958 年））などの国際ڠ力事業にも参加、観測内容も地࣓気

の他に、地電流、空中電気、地震・火山火予知研究のための観測を加えて拡充してきました。昭和 38

年（1963 年）に国際科学会ٞの活動として、࣓ 気ཛྷの強さを表す国際的な指ඪであるDst 指数（Storm-time 

DisturCance）の発表が始まりました。֟Ԭは、Dst 指数の算出に必要な観測を行う世界４か所の観測点

の一つとして、重要な役割を担うようになりました。その後も観測測ثや処理装置の進展に伴いデータの

デジタル化、高精度・高分解能化が進められ、平成 4 年（1992 年）には४リアルタイムで国際的な地࣓

気データ交換をおこなうインターマグネットの認定観測所となりました。

　地࣓気の観測は社会生活にਵする電࣓ノイズにऑく、世界の多くの観測所が中断や移సしてきた中で、

100 年間にわたり高精度で安定した観測を継続してきたことは国際的に高いධ価を得ています。また、得

られた観測データはଠཅ星空間から地ٿ内෦まで様々な分野において数秒から数े万年に及Ϳ地࣓気

変動に関わるॾ現象の研究に役立てられてきました。今後も地࣓気観測所は地ٿ電࣓気学的手法により

地ٿ環境の変動監視を継続し防災情報として࣓気ཛྷ速報を発信するとともに、高精度で安定した地࣓気

観測データにより地࣓気変動の解明に寄与していきます。

τϐοΫε

େਖ਼14 （1�25 ）ʹͯݐΒΕͨຊ （ؗୈҰிࣷ）Ͱࡏݱ༻ͯ͠い
ま͢ɻ

ΞʔεΠϯμΫλϯεܕ気ّɺӈɿΞεΧχϠɾγϡϛοτ࣓ܕɿγϡϛοτࠨ

େਖ਼ �� （���� ）にݐてΒΕたຊؗ ���� に༻͞Εて͍たઈର؍ଌ༻ଌث

τϐοΫε̕ɹ࣓気؍ଌॴ1��प
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�ୈ 1 ষɹࠃຽの҆શɾ҆৺Λ͑ࢧる気象情報

1 気象のࢹɾ༧ଌ

（１）気象のܯ報ɺ༧報なͲのൃද
ΞɽܯใɾҙใͳͲͷࡂ気象ใ
　気象庁は、大雨や風、高波などによって発生する災害の防止・軽ݮを目指し、警報や注意報などの

防災気象情報を発表しています。さらに、情報の内容や発表タイミングのվળにむけ常に防災関係機関

や報道機関との間で調整を行い、効果的な防災活動の支援を行っています。

̋ࡂ気象ใͷछྨͱൃදͷྲྀΕ

　都道府ݝや市町村等の自治体や国の防災関係機関が適切な防災対応を取れるよう、また、住民の自

主避難等の判断に資するよう、発生するおそれがある気象災害の種類や程度に応じて警報・注意報を発

表します。また、ݦஶな現象の発生する1日ないし数日前から気象情報を発表し、現象の予想や観測デ

ータについてもਵ時、気象情報を発表して、気象状況を解આします。警報・注意報及びそれらをิ完す

る気象情報には、以下のようなものがあります。

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

防災気象情報のछྨ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ใɾҙใܯ˓

ɾܯใɾҙใͷछྨ

　現在、警報は 7 種類、注意報は 16 種類あり、発表されることの多い時期で分けると、֓ね次のよう

になります。

େӍに͏防災気象情報とͦのྲྀΕ

の

まとわりつく。気温
0℃付近で起こりやすい。

着雪の発生が予想される

着氷の発生が予想される

報ɾҙ報のछྨܯ
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ɾܯใɾҙใͷؒΛ௨ͨ͡ൃදճͷׂ߹

　それぞれの警報・注意報について、年間の発表回数に占める季節ごとの割合でみると次のようになり

ます。

˞ฏ 17 ʙฏ 2� ͷ̓ؒͷશࠃͷ気象ॺ͕ൃද֤ͨ͠ܯใɾҙใʹͭいͯɺͦΕͧΕͷൃදճΛ݄͝ͱʹ
Ͱׂͬͨͷɻܭ߹ɺؒͷ͠ܭ߹

 

૭の気ૂݻ

Ű

ƍり♲雪やůťれが⫶ƅと予想される

⮑∌ЕᏑܡŴኃೂៈ気ઓŰוい発生。

Űוい発生。温ຊץ気ૂの発⬘Ŵݻୋが⻬ⓦ。
⬘気ૂの発ץ

⬘Űוい発生。
気ૂの発ץ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾܯใɾҙใͷൃද۠Ҭͱൃදج४

　警報や注意報は、市町村長が行う避難ק告等の防災対応の判断や住民の自主的な避難行動をよりき

め細かく支援するため、市町村ごとに発表しています。また、災害の特性は地域によって異なるため、警

報・注意報のそれぞれの種類や対象区域ごとに災害と雨量などの関係に基ͮき発表基४を定めています。

大نな地震の発生により地൫が੬ऑとなっている可能性の高い地域や、火山火により火山փがଯ積

した地域、大雨等により大نな土砂災害が発生した地域のपลでは、降雨に伴う災害が通常よりも起

きやすくなりますので、都道府ݝなどと調整の上、大雨警報などの発表基४を定的に引き下げて運用

することがあります。「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」により、東地方から関東ߕ信地

方にかけての多くの市町村で大雨警報・注意報の基४を引き下げて運用しました。

 

 

 

 

千葉県千葉市の警報・注意報発表基準（平成 25 年 1 月現在）

४のجとൃදگ報ɾҙ報ൃදঢ়ܯ （ྫઍ༿ݝ）

ઢͰࣔ͠ɺͰணࡉքઢΛڥொଜͷࢢքઢΛଠઢɺڥͷݝͷྫɻگใɾҙใൃදঢ়ܯͰͷݝਤはɺ気象ிϗʔϜϖʔδͰදࣔͯ͠いΔɺઍ༿ࠨ
৭ͨ۠͠ҬはܯใൃදதɺԫͰண৭ͨ۠͠ҬはҙใൃදதͰ͋Δ͜ͱΛࣔͯ͠いΔɻ
ӈදはɺઍ༿ݝઍ༿ࢢͷܯใɾҙใൃදج४ͷྫɻܯใɾҙใͷج४はࢢொଜ͝ͱʹఆΊ͓ͯΓɺͦΕͧΕͷج४ʹͮجいͯܯใɾҙใΛ
ൃදͯ͠いΔɻ
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ɾେӍʹؔ͢Δܯใɾҙใͷಛ

　大雨に伴い警戒が必要な土砂災害や浸水害、ߑ水害に対し、大雨やߑ水の警報・注意報を発表します。

大雨警報は、主に警戒を要する災害がඪ題からわかるよう「大雨警報（土砂災害）」、「大雨警報（浸水害）」

として発表しています。警報や注意報では、発表状況や警戒すき事項、予想される気象状況に関する

量的な予報事項などを簡ܿにهड़しています。特に、予想される気象状況については、現象の開始時刻、

ऴྃ時刻、ピーク時刻、最大値などを箇条書きでهड़しています。注意報から警報に切りସえる可能性

が高いときには、前もって注意報の中で、「˓ （˓いつ）までにʷʷ警報に切りସえる可能性がある」と明

示しています。

　　

˓࠭ܯࡂռใ

　気象庁は、土砂災害から生命、ࡒ産をकるために、土砂災害の危険度が高まっていることを市町村や

住民に知らせる情報として、対象となる市町村を特定して都道府ݝと共同で土砂災害警戒情報を発表し

ています。

　土砂災害警戒情報は大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、さらに危険度が高まった時に発

表する情報で、市町村長が行う避難ק告等の防災対応の判断や、住民の自主的な避難行動の判断など

の参考としていただくことを目的としています。

ฏ��年�݄भ෦߽Ӎにؔするɺ۽ຊݝѨોࢢΛର象としたܯ報のൃදঢ়گ

66



第一部
第一部

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ਫ༧ใߑఆՏࢦ˓

　防災上重要な河川について、河川の増水やはんཞに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考

となるように、国が理する河川は国土交通省水理・国土保全局と気象庁が、都道府ݝが理する河

川は都道府ݝと気象庁が、共同して指定河川ߑ水予報を発表しています。気象庁は気象（降雨、融ઇなど）

の予測、水理・国土保全局や都道府ݝは水文状況（河川の水位または流量）の予測を担当して、緊

密な連携のもとでߑ水予報を行っています。ߑ水予報のඪ題は、ߑ水の危険度の高いॱからそれぞれ「は

んཞ発生情報」「はんཞ危険情報」「はんཞ警戒情報」「はんཞ注意情報」を河川໊の後に加したも

のです。また、ߑ水の危険度と水位を対応させて数値化した水位危険度レベルを情報にࡌهするなど、

わかりやすい情報を目指しています。

　

熊本県土砂災害警戒情報　第2号
平成24年7月12日　2時40分

熊本県　熊本地方気象台　共同発表

【警戒対象地域】
　　　菊池市　阿蘇市*　大津町*　南小国町*　南阿蘇村*

　　　*印は、新たに警戒対象となった市町村を示します。

【警戒文】
　　　＜概況＞
　　　降り続く雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっています。
　　　＜とるべき措置＞
　　　崖の近くや渓流などの土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早めの避難を心が
　　　けるとともに、市町村から発表される避難勧告などの情報に注意してください。

警戒対象地域

地震影響域

問い合わせ先
096-333-2553（熊本県土木部河川港湾局砂防課）
096-352-0345（熊本地方気象台技術課）

ฏ��年� �݄�日に۽ຊٴݝͼ۽ຊ地ํ気象͕共ಉͰൃදした「࠭災ܯռ情報」

കӍલઢʹΑΔͳӍʹい࠭ࡂͷݥة͕ߴまͬͨͨΊɺฏ 24 7݄ 12  ࣌2 40 ʹൃදͨ࠭͠ܯࡂռใɻ
ͳ͓ɺਤதͷʮӨڹҬʯͱはɺ࠭ܯࡂռใͷൃදج४Λ௨ৗج४͔ΒҾ͖Լ͛ͨఆج४Λઃఆ͠ӡ༻ͯ͠いΔҬͰ͢ɻฏ
 2� 10 ݄ 5 2� ࣌ �� ࠒͷ۽ຊ۽ݝຊํͷʹΑΓ ொଜΛର象ͱͯ͠ઃఆͯ͠いま͢ɻࢢଌͨ͠؍Ҏ্ͷΛڧ5
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˓෩ใ

　台風がいつࠒどこに接近するかをお知らせするのが「台風情報」です。この情報は、様々な防災対策

に利用できるよう、台風が我が国に近ͮくにつれてきめ細かくසൟに発表します。

　気象庁は台風を常時監視しており、通常は 3 時間ごとに台風の中心位置、進行方向と速度、大きさ、

強さの実況と最大 3 日先までの予報を、観測時刻の約 50 分後に発表します。予報では、台風の中心が

70% の確率で進むൣғ（予報ԁ）と、台風の中心が予報ԁ内に進んだ場合に風域（平ۉ風速が毎秒

25 メートル以上のྖ域）に入るおそれのあるൣғ（風警戒域）を示します。更に、3 日先以降も台風で

あると予想される場合には 5 日先までの進࿏予報を 6 時間ごとに行い、観測時刻から約 90 分後に発表

します。

　台風の勢力を示す目安として、風速をもとにして台風の「大きさ」と「強さ」を表現します。「大きさ」は

平ۉ風速が毎秒 15 メートル以上の強風のൣғ（強風域）、「強さ」は最大風速を基४にして表現を使い

分けています。

　台風が我が国に近ͮき、被害のおそれが出てきた場合には、上هの情報に加えて、台風の実況と 1

時間後の推定値を1 時間ごとに、24 時間先までの 3 時間刻みの予報を 3 時間ごとに発表します。また、

72 時間先までの「風域に入る確率」を各地域の時間変化のグラフ（3 時間刻み）と日本पลの分布図

で示して 6 時間ごとに発表します。

情報ൃදのྲྀΕ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

「෩予報」のൃද （ྫ （ɿ3日ઌ·Ͱの予報ɺӈɿ�日ઌ·Ͱのਐ࿏予報ࠨ

෩のେ͖͞と͞ڧのදݱ

「෩Ҭに入る֬」のൃදྫɹ（ （間ม化άϥϑɺӈɿਤ࣌ɿࠨ

ɾ֬ͷ͕૿Ճ͢Δؒ࣌ଳʹ෩Ҭʹ入ΔՄੑ͕͘ߴɺ͕
ɹݮগ͢Δؒ࣌ଳʹ෩Ҭ͔Βൈ͚ΔՄੑ͕͘ߴͳΓま͢ɻ
ɾ֬ͷͷେখΑΓɺΉ͠ΖมԽϐʔΫͷؒ࣌ଳʹ
ɹ͠ ͯ͝ར༻ͩ͘͞いɻ
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（˓શൠɾํɾݝ）気象ใ

　低気ѹや前線などの災害をもたらす原Ҽとなる気象の状況と今後の推移、雨・風などの観測の実況と

今後の見通し、防災活動上のཹ意事項などを「気象情報」（「大雨に関する気象情報」など）として発表

します。これらの情報では、図表を用いて最も注意すき点をわかりやすく示す図形式での発表も行っ

ています。また、গ雨、高温、低温や日照不など、長期間にわたり社会的に大きな影ڹを及ぼす天ީ

の状況についても気象情報（「高温に関する気象情報」など）を発表します。

　˙対象となる地域による種類

　「全般気象情報」：全国を対象に発表

　「地方気象情報」：11 地方 (ˎ) ごとに発表

　「府ݝ気象情報」：都道府ݝ（ւ道やԭೄݝではさらに細かい単位）ごとに発表

ର象となる地Ҭによる気象情報のछྨ

ਤࣜܗݝ気象情報のൃදྫ

ฏ 24 7݄ 12 ʹ࣮۽ʹࡍຊํ気象͕ൃදͨ͠ਤࣜܗͷʮେӍͱམཕٴͼಥ෩ʹؔ͢Δ۽ຊݝ気象ใɹୈ 7߸ʯͰ͢ɻ

ɹ	�
ʮ11 ํʯʹͭいͯはຊষʮ˓قઅ༧ใʯͷ߲ͷਤʮํقઅ༧ใͰ༻いΔ༧ใ۠ʯࢀর
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

େӍใؒ࣌తه˓

　現在の降雨がその地域にとってまれなܹしい現象であることをप知するため、数年に一度のな雨

を観測・解析した場合に「ه的短時間大雨情報」を府ݝ気象情報として発表します。

質  問  箱
˙�ʮهతؒ࣌େӍใʯとʮهతͳେӍʹؔすΔؾใʯのҧ͍
　この̎ͭのใは、いͣれもهతな大ӍにͭいてえるใͰす。
　いͬͨいԿがҧ͏のͰしΐ͏͔。
にू中తに߱るӍにযをてて、ͦの地Ҭにؒ࣌とい͏いؒ࣌は̍「大Ӎใؒ࣌తه」　
とͬてまれなܹしい現象Ͱ͋ることを周しޙࠓのܯռをݺͼ͔͚るͨΊにൃ表するใͰす。Ұ地
Ͱもൃ表ج४をえれҟৗͰはないことを֬ೝし্ͨͰ͔にൃ表します。
　ҰํͰ「هతな大Ӎにؔする気象ใ」は、ؒ࣌Ҏ্߱りଓ͘大ӍにΑͬてॏ大なࡂがࠩし
ഭͬている߹にҰのܯռをݺͼ͔͚るͨΊにൃ表します。
　このใは、などをྗۃ༻いͣにײػةをૌえるいจষ͚ͩͰ࡞します。このใがൃ表
͞れる߹も౷ܭతにݟてඇৗにまれな現象とݴえますが、ਙ大なࡂをもͨΒす現象は͋るఔ
Ͱൃ表することは͋りまͤΜ。まͨ、この༷なگていることを౿まえ、Ұ地͚ͩのঢ়ͬ࣋がりを
̍、は࣌ తه」、は࣌ଓすることもଟ͘、ฏ���݄भ෦߽Ӎのܧにू中తに߱るӍがؒ࣌
ؒ࣌大Ӎใ」が࿈ଓしてൃ表͞れͨޙに「هతな大Ӎにؔする気象ใ」をൃ表しましͨ。

のྫ「తなେӍにؔする気象情報ه」と「間େӍ情報࣌తه」

ͷ࣌େӍใ͕ൃද͞Εͨؒ࣌తه ͱ（ࠨ）ਫྔͷਤ߱ؒ࣌1
ͷ࣌తͳେӍʹؔ͢Δ気象ใ͕ൃද͞Εͨه ਫྔͷਤ（ӈ）߱ؒ࣌6
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˓Ӎͷ࣮گͱ༧ଌใ（ղੳӍྔɺ߱ਫؒ࣌༧ใɺ߱ਫφΩϟετ）

　「解析雨量」は、雨量分布を把握できるように、気

象レーダー観測で得られた雨の分布を、アメダスなど

の雨量計で観測された実際の雨量でิ正し、1 時間

雨量の分布を1キロメートル四方の細かさで解析し、

30 分間隔で発表します。

　「降水短時間予報」は、目先数時間に予想される

雨量分布を把握できるように解析雨量をもとに、雨域

の移動、地形による雨雲の発達・ਰऑや数値予報の

予測雨量などを考ྀして、6 時間先までの各 1 時間雨

量を1キロメートル四方の細かさで予測し、30 分間隔

で発表します。

　さらに、ۃめて短時間に変化する雨にも対応するた

め、より即時的にきめ細かな予測情報を提供するのが

「降水ナウキャスト」です。気象レーダー観測と同じ 5

分間隔で、1 時間先までの 5 分ごとの降水強度を、1

キロメートル四方の細かさで予測し、発表します。

˓ੵཚӢʹ͏ܹ͠い気象ݱ象ʹؔ͢Δใ

ɾཽൃרੜ֬φΩϟετͱཽרҙใ

　積ཚ雲に伴うཽרなどのܹしいಥ風から身の安全

を確保していただくための気象情報として、「ཽר発

生確度ナウキャスト」及び「ཽר注意情報」を発表し

ています。「ཽר発生確度ナウキャスト」は、気象ドッ

プラーレーダーの観測などを基に、ཽרなどのܹしい

ಥ風が発生する可能性の程度を10 キロメートル格子

単位で解析し、その 1 時間後（10 ʙ 60 分先）まで

の予測を行うもので、10 分ごとに発表します。「ཽר

発生確度ナウキャスト」を利用することにより、ཽר

が発生する可能性の高い地域や刻 と々変わる状況の

変化を詳細に把握することができます。ཽר発生確

度ナウキャストで発生確度 2 が現れたݝなどには「ཽ

ר注意情報」を発表します。この段階では既にཽר

が発生しやすい状況ですので、情報の発表から1 時

間程度はཽרなどのܹしいಥ風に対する注意が必要

です。

ղੳӍ量のྫࣄ

ฏ24 7݄ 17 ࣌16 20ͷྫࣄɻൃੜ֬̎ͱͳͬ
ͯいΔൣғͰ̍ؒ࣌ҎʹཽרͳͲͷܹ͠いಥ෩͕ൃੜ
͢ΔՄੑはɺ5ʙ10ˋͰ͢ɻൃ ੜ֬̍Ͱはɺ1ʙ5ˋͰ͢ɻ

2012  7݄ 14  10 ࣌ 00 

ੜ֬φΩϟストのྫൃרཽ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾཕφΩϟετ

　མཕによる被害を防ぐための気象情報と

して、「ཕナウキャスト」を発表しています。「ཕ

ナウキャスト」は、ཕ監視システムによるཕ

放電の検知及びレーダー観測などを基に、

ཕのܹしさやཕの可能性を1キロメートル格

子単位で解析し、その 1 時間後（10 分ʙ 

60 分先）までの予測を行うもので、10 分

ごとに発表します。ཕのܹしさやཕの発生

可能性は、活動度 1 ʙ 4 で表します。この

うち活動度 2 ʙ 4 となったときには、既に

積ཚ雲が発達しており、いつམཕがあって

もおかしくない状況です。直ちに建物の中

など安全な場所への避難が必要です。

ཕφΩϟストのྫ

ҙ情報のྫרཽ

ฏ 24  7 ݄ 17  16 ࣌ 20 ͷྫࣄɻ׆ಈ͕େ͖い΄Ͳམཕͷߴ͕ݥة
い͜ͱΛࣔ͢ɻ

○○県竜巻注意情報　第１号

平成××年○月６日１２時２７分　○○地方気象台発表

○○県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑

丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。落雷、ひょう、急な強い雨にも注意

してください。

この情報は、６日１３時３０分まで有効です。
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Πɽఱ気༧ใɺिؒఱ気༧ใɺقઅ༧ใ
　天気は、日々の生活と密接にかかわっています。例えば、今日はࡿを持って行った方がよいかとか、ि

末に予定しているཱྀ行はどんな装をすればよいかといった時に、天気予報が役に立ちます。

˓ఱ気༧ใ

　今日から明後日までの天気予報には、「府ݝ天気予報」、「地方天気分布予報」、「地域時ྻܥ予報」の

。つの種類がありますࡾ

　「府ݝ天気予報」は、一日の天気をおおまかに把握するのに適しています。

　「地方天気分布予報」は、天気などの面的な分布が一目でわかるので、例えば府ݝ天気予報で「ಶり時々

雨」となっていた場合、雨がどの地域でいつごろ降るのかといったことを把握するのに適しています。

　「地域時ྻܥ予報」は、ある地域の天気や気温、風の時間ごとの移り変わりを知るのに便利な予報です。

天気予報のछྨと༰

地Ҭྻܥ࣌予報（̑ൃ࣌ද）のྫ
天気予報のྫ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓िؒఱ気༧ใ

　ि間天気予報は、発表日のཌ日から1 ि間先までの毎日の天気、最高・最低気温、降水確率を、1

日 2 回、11 時と 17 時に発表しています。ि間天気予報のような先の予報になると、今日や明日の予報

に比て予報を適中させることが難しくなります。このためि間天気予報では、天気については信པ度を、

気温については予測ൣғをあわせて示しています。信པ度は、3 日目以降の降水の༗無について、「予報

が適中しやすい」ことと「予報が変わりにくい」ことを表し、予報の確度が高いほうからॱに A、#、C

の 3 段階で表現します。気温の予測ൣғは、「24ˆʙ 27 」̂のように予想される気温のൣғを示しており、

実際の気温がこの気温のൣғに入る確率はおよそ80%です。これらの情報によって、例えば同じれ時々

ಶりという予報でも、どれくらいの確度の予報かを知ることができます。

ि間天気予報のྫ
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અ༧ใق˓

　季節予報には、予報期間別に、2 ि間

程度先までを予測する異常天ީૣ期警戒

情報、1 か月先まで予測する1 か月予報、

3 か月先までを予測する 3 か月予報、6 か

月先までを予報するஆ・ީפ期予報があ

り、それぞれの期間について、平ۉ的な

気温や降水量などを、予報区単位で予報

しています。平ۉ的な気温や降水量など

は、3 つの階ڃ（「低い（গない）」、「平年

ฒ」、「高い（多い）」）に分け、それぞれ

の階ڃが出現する可能性を確率で表現し

ています。なお、「異常天ީૣ期警戒情報」

は、2 ि間程度先までの 7 日間平ۉ気温

が平年から大きく隔たる可能性が高いと

予測した場合に発表されます。それぞれ

の予報の内容と発表日時は表のとおりで

す。また地方季節予報で用いる予報区分は図の通りです。

અ予報のछྨと༰ق

छྨ

ҟৗఱީ

ռใܯظૣ

1͔݄༧ใ

༧ใظީפ �݄ 25 ࠒ �
14 ࣌ 00 

ౙ（12 ʙ 2݄）ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺ
߱ઇྔ（ຊւଆͷํͷΈ）ɻ

Ն（6ʙ �݄）ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺകӍ6）ظ࣌ʙ
7݄ɺԭೄɾԄඒは 5ʙ 6݄）ͷ߱ਫྔɻ

�͔݄ฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺ߱ઇྔ（ౙقɺຊւଆ
ͷํͷΈ）ɺ֤݄ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɻ

͏͜ 1͔݄ؒͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺরؒ࣌ɺ߱
ઇྔ（ౙقɺຊւଆͷํͷΈ）ɺ1िɺ2िɺ
�ʙ 4िͷฏۉ気Թɻ

ใൃදͷ 5͔ޙΒ 14 ޙまͰΛର象ͱͯ͠ɺ
7ؒฏۉ気Թ͕ʮ͔ͳΓߴいʯまͨはʮ͔ͳΓ
いʯͱͳΔՄੑɻඞཁʹԠͯ͡ɺத͔ͳΓ
ଟい߱ઇʹର͢ΔҙىשΛใจʹՃɻ

2݄ 25 ࠒ �
14 ࣌ 00 

ຖ݄ 25 ࠒ
14 ࣌ 00 

ຖि༵ۚ
14 ࣌ �0 

ଇɹՐɾ༵ۚݪ
࣌14 �0 

େि࠷） 2ճ）

ൃද࣌ ༰（֬Ͱදͯ͠ݱいΔ༧ใཁૉ）

ஆީظ༧ใ

�͔݄༧ใ

ˎ͔݄̏༧ใͱಉൃ࣌ද

અ予報Ͱ用いる予報۠ق
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɽધഫͷ҆શͳͲͷͨΊͷใ
　ધഫの運ߤには、台風や発達中の低気ѹなどによるߥ天時の安全性のほか、ւ上༌送における経済

性や定時性などの確保が求められます。

　このため、日本近ւや外༸をߤ行するધഫ向けに、ւ上における風向・風速、波の高さ、ւ面水温、

ւ流などの予報や強風・ೱໄ・着ණなどの警報を、通信衛星（インマルサット）による衛星放送、ナϒテ

ックス無線放送、N),ラジオ（ړ業気象通報）などにより提供しています。

　

˓ຊۙւʹؔ͢Δใ

　日本のԊ؛から 300 ւཬ（およそ 560

キロメートル）以内を12 に分けたւ域

ごとに、低気ѹなどに関する情報ととも

に、天気や風向・風速、波の高さなど

の予報、強風・ೱໄ・着ණなどの警報

を発表しています。これらの予報や警

報などは、地方ւ上予報や地方ւ上警

報として、ナϒテックス無線放送（ӳ文・

和文放送）によって日本近ւをߤ行す

るધഫに提供しています。ナϒテックス

無線放送では、これらの予報や警報に

加えて、津波や火山現象に関する予報

や警報も提供しています。

　主に日本近ւでૢ業するړધ向けに

は、台風、高・低気ѹ、前線などの実

況と予想、上やւ上における気象の

実況情報を、ړ業気象通報として N),

ラジオを通じて提供しています。また、

天気֓況や気象の実況情報、ւ上予報・

警報などを、ړ業無線気象通報として

。局を通じて提供しています؛業用ւړ

　さらに、ւ上の警報の内容もهड़さ

れた実況天気図や、ւ上のѱ天（強風・

ೱໄ・ւණ・着ණ）の予想もهड़され

た予想天気図（ւ上ѱ天 24 時間予想

図、同 48 時間予想図）、台風（120 時

間先までの進࿏予報及び 72 時間先までの強度予報）、波࿘、ւ面水温、ւ流、ւණなどの実況や予想

などの図情報を、短波放送による気象庁気象無線ࣸ通報（JM)）により提供しています。

ւ্ѱ天̎̐࣌間予ਤ

地ํւ্予報ɾܯ報のൃදւҬ۠
（日ຊۙւの１̎ ւҬਤ）
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˓֎༸ʹؔ͢Δใ

　「1974 年のւ上における人命の安全のための国際条約」（SOLAS 条約）に基ͮき、気象庁の分

担ւ域である西ଠ平༸（֓ね道からҢ 60 度、東経 100 度から180 度にғまれるւ域）を対象に、

Ң度・経度で地域を明示して、低気ѹや台風に関する情報とともにւ上の強風・風やೱໄの警報を、

通信衛星（インマルサット）を介して、セーフティネット気象予報警報（無線ӳ文放送）としてધഫ関係者

向けに提供しています。

Τɽͦͷଞͷใ
˓ޫԽֶεϞοάͳͲͷඃدʹݮܰ༩͢ΔͨΊͷใఏڙ

　れて日ࣹが強く、風がऑい等、光化学スモッグなどの大気Ԛછに関係する気象状況を、都道府ݝに

通報します。また、光化学スモッグが発生しやすい気象状況が予想される場合には、「スモッグ気象情報」

やཌ日を対象とした「全般スモッグ気象情報」を、広く一般に発表します。また、環境省と共同で光化学

スモッグに関連する情報をホームページで提供しています。

˓தʹͭいͯͷҙىש

　一般的な注意事項として中もؚめた高温時における݈߁理への注意を呼びかけることを目的とし

て、高温注意情報、異常天ީૣ期警戒情報や日々の天気֓況、気象情報の中でも、中への注意の

呼びかけをりࠐんで発表しています。

ધഫ͚気象情報のछྨとఏํڙ๏
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

（２）気象の؍ଌɾࢹと情報のൃද
ΞɽΞϝμε（Ҭ気象؍ଌ）
　気象台や測ީ所では気ѹ、気温、࣪度、風向・風速、降水量、日照時間などの地上気象観測を行っ

ています。これらの気象官署をؚめた全国各地の約 1300 か所で、自動観測を行うアメダス（地域気象

観測システム）として、降水量を観測しています。このうち約 840 か所では、降水量に加えて、気温、風

向・風速、日照時間の観測を、また、߽ઇ地帯などの約 320 か所では積ઇのਂさの観測を行っています。

ΠɽϨʔμʔ気象؍ଌ
　全国 20 か所の気象レーダーによって降水の観測を行

い、大雨警報などの気象情報の発表に利用しています。

気象レーダーは、パラϘラアンテナから電波を発ࣹし、

雨ణなどによってࣹされた電波を受信することにより、

どの位置にどの程度の強さの降水があるかを把握するこ

とができます。各地のレーダーの観測結果を組み合わせ

ることにより、日本の域とその近ւにおいて東西ೆ

1キロメートル四方ごとの降水の分布と強さを観測してい

ます。平成 21 年 7月1 日から局地的大雨をૣ期に把握

できるよう、気象レーダーの観測間隔を従来の 10 分毎

から 5 分毎に変更し監視機能を強化しました。また、降水の分布と強さに加え、電波のドップラー効果

を利用して風で流される雨ཻやઇの動きを観測できるドップラー機能も備えており、集中߽雨やཽרなど

のಥ風をもたらす積ཚ雲内෦の高度 15 キロメートルまでの詳細な風の分布の把握を行っています。

気象Ϩーμーの配ஔ

ฏ 25 4݄ 1ࡏݱ

地Ҭ気象؍ଌシステム（アメμス）؍ଌ
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コラム

˙ϝογϡฏ����Λެද͠まͨ͠ɻ
　ϝッγϡฏは、気象Ξϝμε؍ଌॴのないॴのฏを、地ܗのӨڹをྀߟにೖれ
て、̍ キロϝーτϧํ࢛のʢϝッγϡʣঢ়にਪఆしͨものͰす。気象ிͰは、ฏ��にฏ
を౷ؒظܭ����ʙ����にΑるものにߋ৽しͨこと͔Β、この৽ฏを༻いて、৽ͨに
「ϝッγϡฏ����」を࡞し、気象ிϗーϜϖーδͰެ表しましͨ。
　63-ɿIUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�PCE�TUBUT�FUSO�WJFX�BUMBT�IUNM
全ఱ、ؒ࣌ઇ、রੵਂ࠷、気Թ、߱ਫྔ࠷気Թ、ߴ࠷気Թ、ۉしͨ気象ཁૉは、ฏ࡞　
ࣹྔの݄ผٴͼのฏۉ߹ܭͰす。
　ϝッγϡฏ����のσーλは、ࠃใμϯローυαーϏεなどにΑりఏڙして
͓り、自然ΤωϧΪー։ൃ、֤छۀ࢈Ͱのద地બఆ、ڥอ全ܭը、ࢢ։ൃܭըなどଟํ
面Ͱར༻がظ͞れます。とりΘ͚、ۀͰは、気ީのมԽにԠͨ͡ରࡦをとるͨΊに、面తにॆ
࣮しͨきΊ͔ࡉい気象σーλがඞཁになり、ϝッγϡฏのར༻がਐΜͰいます。
　ྫえ、ʢಠʣۀɾ৯ٕۀ࢈ज़૯߹ߏػڀݚͰは、気ީのมԽにରԠしͨ׆ۀಈをࢧԉす
るͨΊに、全ࠃ൛ૣܯظռɾഓࢧԉγεςϜʢ"."5&3"4�� "HSJDVMUVSF� .FUFPSPMPHJDBM�
"MFSU�5SBOTNJTTJPO�BOE�&YQFSU�3FHJPOBM�"TTJTUBOU�4ZTUFNʣの։ൃをਐΊて͓り、ͦ のγ
εςϜのج൫となるۀ༻の̍キロϝーτϧϝッγϡσーλのඋに、ϝッγϡฏが׆༻͞れ
ています。

メッシュฏ年ਤのྫ

ۙͷ֦େਤݝਤɺӈɿ੩Ԭࠃɿؒ߱ਫྔ（୯ҐɿϛϦϝʔτϧ）ͷશࠨ
ޮܗՌʹΑͬͯ੩Ԭݝɺلҏౡɺࠃ࢛ɺभͷࢁͷೆ౦ࣼ໘Ͱɺまͨౙظʹ߱ઇͷଟいຊւଆͷࢁԊいͰɺؒ߱ਫྔ͕
ଟ͘ͳͬͯいま͢ɻ੩Ԭݝۙͷ֦େਤதͷ˔ҹはɺ気象ॺΞϝμε؍ଌͷҐஔͰ͢ɻؙࠇͰғΜͩҬ	ޚ఼ࢢɺ੩Ԭࢢ	ਅ
ࢁ࢜ۙ））ʹはपลͷΞϝμε؍ଌΑΓؒ߱ਫྔ͕ଟいͱਪఆ͞ΕΔҬ͕͋Δ͜ͱ͕Θ͔Γま͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɽߴ気象؍ଌ
　低気ѹなどの大気のॾ現象は、主に、地上からे数キロメ

ートル上空までの対流ݍにおいて発生しています。また、その

上にある成層ݍにおいて発生する現象も、気象現象に大きく

関連しています。気象庁では、これら上空の気象現象をଊえ

るため、全国 16 地点で毎日ܾまった時刻（日本ඪ४時 09 時、

21 時）に「ラジオκンデ」という観測機ثを気ٿにるして

ඈ༲させ、地上から約 30 キロメートル上空までの気ѹ（高度）、

気温、࣪度及び風について観測しています。

　高層気象観測資料は、天気予報のほかにߤ空機の運ߤ理などにも利用されています。また、近年は、

地ٿ温ஆ化をはじめとした気ީ問題への関心が高まり、高層気象観測の観測資料は対流ݍや成層ݍの

気温変化の監視など気ީ分野においても重要な役割を果たしています。

ϥジΦκンデによるߴ気象؍ଌ

ϥジΦκンデඈ༲͏ߦցͰࣗಈతにػ

ਓの手Ͱ͏ߦϥジΦκンデඈ༲
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ΤɽΟϯυϓϩϑΝΠϥ؍ଌ
　ウィンドプロファイラは地上から上空に向けて電波を発ࣹし、気流のཚれや雨ཻによってࢄཚしてはね

返ってきた電波を受信し、ドップラー効果を利用して上空の風向・風速を10 分毎に 300 メートルの高度

間隔で連続して観測します。気象条件によっ

て観測データが得られる高度は変動します

が、天時には 3 ʙ 6 キロメートル、ಶ天時

や降雨時には 7 ʙ 9 キロメートル程度までの

上空の風向・風速が観測できます。全国 33

か所のウィンドプロファイラで上空の風を連

続的に観測し、߽雨や߽ઇなどの局地的な

気象災害の要Ҽである「࣪った空気（࣪度が

高い空気）」の流れを観測することにより、

数時間先の大雨の予測の精度向上に大きく

寄与しています。

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌ

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌྫ�

ィンυϓϩϑΝイϥの外؍

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌྫ�

気象ிͰはશࠃ ��͔ॴʹΟϯυϓϩϑΝΠϥΛઃஔͯ͠いま͢ɻ
（ฏ 25 （ࡏݱ4݄

ฏ 24 （2012�）෩ୈ 4߸௨ա࣌ͷ؍ଌྫ

੩Ԭ؍ଌہͷશܠɻനい࢛֯ͷϑΣϯεͷ໘ʹΞϯςφ͕ઃஔ͞
Εͯいま͢ɻ

10 ຖͷ؍ଌσʔλͷɺߴ 1000 ϑΟʔτ（ �00N）ຖͷ෩ɾ
෩ͷӋࠜදࣔͱɺ1000 ϑΟʔτ（ �00N）ຖͷԖγΞʔΛ৭
͚දࣔͨ͠ͷͰ͢ɻͰはԖγΞʔ͕େ͖͘ͳ͓ͬͯΓཚ
気ྲྀ͕ൃੜ͢ΔՄੑ͕͋Γま͢ɻ

ఱͱఱ͔Β౦ೆʹ 10�্ۭ͚ͨͷ Λൃࣹ͠ま͢ɻ֤ిʹ5�ํ
ɾΒはͶฦ͖ͬͯͨిͷपͷͣΕ（υοϓϥʔޮՌ）͔Β্ۭͷ෩͔ํ
෩Λ؍ଌ͠ま͢ɻ

ィンυϓϩϑΝイϥによる্ۭの෩の؍ଌの֓ཁਤ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

　また、台風や前線に伴う強風などの監視にも役立てられています。観測データからԖ直方向の風の変化

（Ԗ直シアー）を知ることもできます。Ԗ直方向に風が大きく変化している所ではཚ気流が発生する可能

性があるため、この情報をߤ空関係者に提供し、ߤ空機の安全な運ߤに役立てています。

Φɽ੩ࢭ気象Ӵ؍ଌ
　わが国は現在まで約 35 年にわたって静止気象衛星「ひまわり」による気象観測を行ってきました。静

止気象衛星の最大の利点は、同じ地域を常時観測できるという点です。東経 140 度近の道上空約

35800 キロメートルの静止ي道にあって地ٿの自సप期に合わせてप回することにより、日本をؚむ東ア

ジア・西ଠ平༸地域の広いൣғを 24 時間常時観測することができます。特に観測地点がগない༸上の

台風の発生・発達の監視に不可欠の観測手段です。

　気象庁では、次期衛星として「ひまわり 8 ߸・9 ߸」をそれぞれ平成 26 年度（2014 年度）、平成 28

年度（2016 年度）に打ち上げることを計ըしています。次期衛星は、現在の 30 分毎の観測を10 分毎

に行い、観測ը像の種類も 5 種類から16 種類に増やすなど観測機能を大幅に向上させることにより、

台風、局地的߽雨やཕ、ಥ風をもたらす積ཚ雲の状況をより詳細にૣ期にଊえることができると期待さ

れています。気象庁では、次期衛星で得られる観測データの利活用技術についても開発を進めていると

ころです（第 1 ෦第 2 章第 2 節 (3）「次期静止衛星のための技術開発」参照）。

˓෯いͰͷར༻

　「ひまわり」が観測するデータは、台風の監視以外にも、集中߽雨等の監視、数値予報の初期値への

利用、ߤ空機やધഫの安全運ߤに資する情報の作成、気ީ・地ٿ環境の監視、火山փやԫ砂の監視な

どに幅広く利用されています。また、アジア・ଠ平༸を中心とした世界各国の気象機関でも利用されてい
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打ち上げ予定�
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打ち上げ予定�

次期衛星（����年製造開始）�

˞੨はʮͻまΘΓʯͷ؍ଌൣғ

「ͻ·わり」による෩のࢹ ଌΧメϥ؍Ӵのظ࣍

੩ࢭ気象Ӵのมભ

੩ࢭ気象Ӵのมભ
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ます。また、「ひまわり」にはデータを中継する通信機能もあり、国内外のધഫやౡなどに設置された

観測装置の気象観測データ、国内主要地点の震度データ・ை位（津波）データなどの収集に活用されて

います。

Ӵ؍ଌデータの様々な利用ྫ

ຊҬͷܹٸʹൃୡ͢ΔੵཚӢͷࢹ
ఆͨ͠ݶʹଌ（ຊۙ؍සӴӢߴ খྖҬΛ5ִؒͰ؍ଌ）ͰಘΒΕͨฏ
24�݄610��5ʙ11��5（15ຖ）ͷը૾ɻ11�0࣌ࠒ Β͔12࣌ա͗ʹ͔͚
ͯ৽ׁݝͰはಥ෩͕ൃੜͨ͠ ɻ

Ր׆ಈͷࢹ
ฏ2�1݄2702࣌ʙ06࣌ɹ৽೩ַͷՐʹΑΔԎͷ֦͕ΓΛ
ଊ͑ͨ ը૾ɻ

ઇණҬͷࢹ
ฏ242݄1212࣌ɹΦϗʔπΫւ্ͷւණΛଊ͑ͨ ը૾ɻ

େ Β͔ͷԫ࠭Τʔϩκϧͷࢹ
ฏ244݄2200࣌ɹԫ࠭Λଊ͑ͨ ը૾ɻ
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ΧɽைҐɾ࿘؍ଌ
　気象庁では、高ை・෭振動・異常ை位及び高波等によるԊ؛の施設等への被害の防止・軽ݮのため、

全国各地でை位（ைࣚ）と波࿘の観測を行っています。ை位の観測は検ை所や津波観測点の観測装置、

波࿘の観測はԊ؛波࿘計、ϒイ、観測ધを使用して行っています。また、他機関の観測データも活用し

てきめ細かい実況の監視に努めています。

　一方、スーパーコンピュータを用いた高ைモデルや波࿘モデルにより、それぞれை位や波࿘の予測値を

計算しています。これらの資料と実況監視データを用いて、各地の気象台では、高ை警報・高ை注意報、

波࿘警報・波࿘注意報、気象情報やை位情報を発表し、Ԋ؛域での浸水等の被害やધഫのւ難事ނ

に対する注意・警戒を呼びかけています。

ைҐと࿘の情報（情報のྲྀΕ）
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（３）ҟৗ気象なͲのࢹɾ༧ଌ
ɹΞɽҟৗ気象ͷࢹ

　異常気象とは、一般に過去に経験した現象から大きく外れた現象で、人が一生の間にまれにしか経験

しないような現象をいいます。大雨や強風などのܹしい数時間の気象から数か月も続くׯばつ、ྫྷՆなど

の気ީの異常もؚまれます。気象庁では、原則として「ある場所（地域）・ある時期（ि、月、季節）に

おいて 30 年間に 1 回以下のස度で発生する現象」を異常気象としています。

　気象庁では、世界中から収集した観測データ等をもとに、我が国や世界各地で発生する異常気象を監

視して、ۃ端な高温 ŋ 低温や大雨・গ雨などが観測された地域や気象災害について、िごとや月ごと、

季節ごとにとりまとめて発表しています。また、社会的に大きな影ڹをもたらした異常気象が発生した場

合は、特と要Ҽをまとめた情報をਵ時発表しています。

 

　さらに、我が国への影ڹが大きな異常気象が発生

した場合は、異常気象分析検討会（ࣸਅ）を開催し、

大学・研究機関等の第一線の研究者のڠ力を得て最

新の科学的知見に基ͮいた分析を行い、異常気象の

発生要Ҽ等に関する見解を迅速に発表します。

ฏ��年（�0��年）�݄�0日ʙ�݄��日に͓͚るҟৗ気象気象災

ҟৗ気象͕؍ଌ͞Ε͕ͨ͋ΔఔまͱまͬͯݱΕͨ߹ʹͦͷҬΛۂઢͰғΈɺ൪߸Λͯ͠いま͢ɻ
まͨɺඃࣾձతͳӨڹͷେ͖ͳ気象ࡂʹͭいͯه߸Ͱࣔ͠ɺಉ͘͡൪߸Λͯ͠いま͢ɻ

ҟৗ気象ੳݕ౼ձ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ΠɽΤϧχʔχϣɾϥχʔχϟݱ象ͷࢹͱ༧ଌ
　エルニーニョ現象とは、ଠ平༸道域の中ԝ෦からೆถペルーԊ؛にかけての広いւ域で、ւ面水温

が平年より高い状ଶが、数年おきに半年から一年半程度続く現象です。一方、同じւ域でւ面水温が

平年より低い状ଶが続く現象をラニーニャ現象と呼びます。エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生す

ると、日本をؚむ世界の様々な地域で多雨・গ雨・高温・低温など、通常とは異なる天ީが現れやすくな

ります。また、西ଠ平༸帯域やインド༸帯域のւ面水温の状ଶも日本や世界の天ީに影ڹを与えて

いることが、近年明らかになってきました。

　気象庁では、エルニーニョ・ラニーニャ現象や、西ଠ平༸帯域・インド༸帯域のւ༸変動に関す

る最新の状況と 6 か月先までの見通しを、「エルニーニョ監視速報」として毎月10 日ࠒに発表しています。

Τϧχーχϣݱ象ࢹւҬ͓よͼΤϧχーχϣݱ象࣌のւ໘ਫԹฏ年ࠩ

Τϧχーχϣݱ象ൃੜ࣌のੈքの天ީのಛ（3か݄ฏۉ）

ϥχーχϟݱ象ൃੜ࣌のੈքの天ީのಛ（3か݄ฏۉ）

ӄӨɿฏ �（1��7 ）11 ݄ͷւ໘ਫԹฏࠩ

6݄ʙ �݄

6݄ʙ �݄

12 ݄ʙ 2݄

12 ݄ʙ 2݄
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（̐）気象ிのج൫情報γスςϜとΠϯλーωοτΛ௨͡た情報ൃ৴
　気象庁では、国内外の関係機関から気象などの観測データを収集し、これを解析、予測することで、

警報・注意報などの防災気象情報を作成し、防災関係機関や報道機関を通して広く国民に伝達しています。

観測データの収集や情報伝達、解析や予測には気象資料総合処理システム（COSMETS）を使用してい

ます。気象資料総合処理システムは解析や予測を担うスーパーコンピュータシステムと通信機能を担う気

象情報伝送処理システムの 2 つのシステムで構成されています。スーパーコンピュータシステムは、世界各

地の観測データ、気象衛星（ひまわり）の観測データなどを使って気ѹや気温など大気の状ଶを詳しく解

析し、さらに解析結果から物理法則に基ͮくモデル計算により大気の今後の変化を予測します。気象情

報伝送処理システムは、最新の地上・高層気象観測や気象レーダー観測のデータ、Ԋ؛波࿘計やை位計、

ધഫなどによるւ༸観測のデータ、震度観測データなどのほか、都道府ݝなどが行う雨量観測や震度観

測などのデータを収集しています。また、世界の気象機関がڠ力して運用する全ٿ通信システム（GTS）

の通信中枢として関係国と観測データの交換を行っています。これらの観測データ、解析・予測の情報、

地震・津波や火山に関する情報を、国内の気象官署や防災関係機関、外国の気象機関などに提供する

とともに、民間気象業務支援センターを通じて民間の気象事業者や報道機関などに提供しています。各

気象台との情報伝達経࿏となる国内の基൫通信網を 2 重化していることに加え、東日本と西日本にそれ

ぞれ中枢を持つ気象情報伝送処理システムは૬ޓバックアップ機能を༗しており、大ن災害時にも安定

して各種観測データの収集や予報、防災情報などの伝達を継続できるように信པ性の向上を図っていま

す。

気象؍ଌデータのऩ ɾू処理と気象情報の伝達ɾൃ ද
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓気象ிϗʔϜϖʔδɹ
　気象庁ホームページ * では、気象庁の組織や制

度の֓要、広報誌などの行政情報をはじめ、気象

の知識などの情報を提供するとともに、天気予報

や気象警報・注意報、地震、津波などの防災情報

を掲ࡌしています。平成 24 年は、1 日当たり約

1400 万ページビュー、多い時には 5200 万ページ

ビュー（平成 23 年 9 月 21日台風第 15 ߸が接近し

た時）のアクセスがありました。あわせて過去の気

象データを検ࡧできるページや、過去の地震データ

を検ࡧできる「震度データベース検ࡧ」ページなど

も公開しており、過去データの検ࡧサイトとしても充

実してきております。

* http://XXX.jma.go.jp/jma/index.html

気象庁ϗームϖージのトッϓϖージ

コラム

͍ͯͭʹใのਤදࣔの৭߹͍の౷ҰؾிϗʔϜϖʔδʹ͓͚Δؾ˙
　ฏ��͔Β、ϗーϜϖーδͰ気象
ใをਤ表ࣔするࡍの৭߹いにͭいて、
ใをࡍͨݟにड͚るҙɾܯռϨϕϧのҹ
象を֤छใؒͰՄなݶりҰகͤ͞るΑ
͏な৭͔ͮいにมߋしてఏڙしています。
　ྫえ、気象ܯใ、大波ܯใ、Րܯ
ใなどに、ܯใの͏ͪಛにܯռをཁする۠
をࣔすࢵ৭をઃఆしましͨ。
　まͨ、Ϩーμーの߱ਫཕ׆ಈなどの
をࣔすใにͭいては、ҙをཁする͞ڧ
Ϩϕϧはԫ৭、ܯռをཁするϨϕϧは
৭、͞ΒにܯռをཁするϨϕϧはࢵ৭、ٯ
にҙܯռをཁしない߹は੨৭ܥのೱ
୶৭と、͞ڧにԠͨ͡৭͔ͮいに౷Ұし、
これにΑりҙɾܯռをΑりҰىשする
ことにしています。

気象情報の配৭ྫ

େܯใ（ࢵ）ɾܯใ（）ɾҙใ（ԫ）ͷ৭߹い
ɹେܯใʹɺಛʹܯռ͕ඞཁͳ۠Λࣔ͢ࢵ৭Λ༻いΔɻ͜ͷ͜
ͱʹΑΓɺࢵઢͰࣔ͢Ԋ؛෦ԊいʹいΔਓはɺͨͩͪʹΑΓߴい
ॴʹආ͢ΔߦಈΛͱΔͱい͏࠷େڃͷܯռ͕ඞཁͰ͋Δ͜ͱΛೝ
ࣝ͢ΔޮՌΛ͢ࢦɻ
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˓8.0ใγεςϜ（8*4）
　8MO 情報システム（8IS：8MO Information System）は、気象に関するデータやプロダクトなどの

情報を国際的に効率よく交換・提供するために、8MO が新たに構築中の基൫情報網です。従来の

GTS に各種気象情報を統合し、統一された情報カタログを整備することで検ࡧやアクセスが容易になり、

気象情報の༗効活用が図られます。

　8IS は、中֩となる全ٿ情報システムセ

ンター（GISC：GloCal Information System 

Centre）、各種気象情報を提供するデータ

収集作成センター（DCPC：Data Collection 

or Production Centre）、各国気象局など

（NC：National Centre）から構成され、気

象庁は 8MO から GISC と 8 つの DCPC

に指໊されています。

　気象庁は、世界中のデータやカタログの

理・交換を行う最も重要な存在である

GISC の運用を、世界に先ۦけて平成 23（2011）年 8 月から開始しました。その後平成 24（2012）年 12

月までに中、ಠ、ӳ、の GISC が運用を開始し、将来的には 15 ϲ所の GISC で 8MO 各地区をカバ

ーする計ըとなっています。

　気象庁は第ᶘ地区のカンϘジア、タイ、ベトナム、ミャンマー、ラオスおよび第ᶛ地区ながら台風などで

連携の強いフィリピンを GISC 東京の域国とし、8IS に関する技術支援を積ۃ的に行い、国際ݙߩ

と我が国の国際的プレθンスの向上を更に図っていきます。

̢̬̤情報システムの֓೦

̜̞ ̨̘配ஔとӡ用ঢ়گ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓ࡂใఏڙηϯλʔ
　国土交通省では、気象庁をؚむ省内各෦局等が保༗する様々な防災情報を集約し、インターネットを

通じてワンストップで国民の皆様へ提供するため「防災情報提供センター」（http://XXX.mlit.go.jp/

saigai/Cosaijoho/）を開設しており、気象庁が運営を担当しています。

　気象庁、国土交通省等が観測した雨量情報が一覧できる「リアルタイム雨量」、気象庁、国土交通省の

レーダーを統合した「リアルタイムレーダー」をはじめ、災害対応の情報や河川、道࿏、気象、地震、火

山、ւ༸などの各種の防災に関する情報を容易に入手することができます。

　また、外などパソコンが使えない状況でも防災情報を入手できるよう、携帯端末向けホームページ

(http://XXX.mlit.go.jp/saigai/Cosaijoho/i-index.html）も開設しており、気象警報、ཽרや降水のナウ

キャスト情報などの気象情報のほか、津波警報やை位情報等を提供しています。

ϦアϧタイムϨーμーのදࣔྫ

�気象ிͱࠃަ௨ল（ਫཧ ŋࠃอશہɺಓ࿏ہ）ͷϨʔμʔΛ౷߹ͨ͠Ϩʔμʔใ
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（１）ɾにؔ͢Δ情報のൃදとୡ
　地震による災害には、主に、地震時の揺れ（地震動）によるものと、地震に伴って発生する津波によ

るものとがあります。これらの災害を軽ݮするため、気象庁は、地震と津波を24 時間体制で監視し、そ

の発生時には、予測や観測結果の情報を迅速に発表します。地震発生直後の地震及び津波の情報は、

防災関係機関の初動対応などに活用されています。

Ξɽʹؔ͢Δใ
ɾͷࢹ
　気象庁は、全国約 280 か所に設置した地震計や、（ಠ）防災科学技術研究所等の関係機関の地震計

のデータを集約して、地震の発生を24 時間体制で監視しています。また、地面の揺れの強さを測る震度

計を全国約 660 か所に設置し、地震発生時には、これらの震度計及び地方公共ஂ体や（ಠ）防災科学

技術研究所が設置した震度計のデータを集約（全国で合計約 4400 か所）しています。気象庁は、これ

らのデータを基に、地震発生時には次の情報を発表します。

� ɾͱՐࢁʹؔ͢る情報

地震情報࡞ɾ伝達のྲྀΕ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾٸۓใ（ಈܯใɾಈ༧ใ）
　緊急地震速報は、地震の発生直後に、震ݯに近い地震計でとらえた観測データを解析して震ݯや地

震のن（マグニチュード）を直ちに推定し、これに基ͮいて各地での主要動の到達時刻や震度を予測し、

可能な限りૉૣく知らせる地震動の予報及び警報のことです。強い揺れの前に、自らの身をकったり、

ྻंのスピードをམとしたり、あるいは工場等で機ց制御を行ったりして、被害の軽ݮを図ります。震度 5 

ऑ以上の揺れを予測した際には、震度 4 以上の揺れが予想される地域に対し、緊急地震速報（警報）

を発表し、テレビ・ラジオ・携帯電話等を通じてお知らせします。また、民間の予報業務ڐ可事業者は

ઐ用端末等を開発しԻや文字等で緊急地震速報（予報）を知らせるサービスを行っています。

ɾ؍ଌͨ݁͠ՌΛཧͨ͠ใ
　気象庁は、観測した地震波形などのデータから推定した震ݯの位置、マグニチュードや観測した震度（揺

れの強さ）などの情報を迅速に発表しています。地震発生の約 1 分半後には、震度 3 以上が観測されて

いる地域を示す「震度速報」を、その後、震ݯの位置や震度 3 以上を観測した市町村໊など、観測デー

タの収集にあわせて詳細な情報を発表します。震度の情報はテレビやラジオなどで報道される他、防災

関係機関の初動対応の基४や災害応急対策の基४として活用されています。

ɹɹ

地震؍ଌ 地震情報に׆用している震؍ଌ

93



第一部
第一部

Πɽʹؔ͢Δใ
ɾͷࢹ
　気象庁では、津波を伴う可能性のあるنの大きな地震が発生した場合には、Ԋ؛及びԭ合に設置
した津波観測施設を用いて津波の状況を監視しています。監視には、気象庁が設置した全国約 80 か所
の津波観測施設に、関係機関が設置した施設も加えた、全国約 220 か所からのデータを活用しています。
このうちԭ合については、ケーϒル式ւఈ津波計や、国土交通省ߓ局が整備した GPS 波࿘計に加え、

「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」の後は、ϒイ式ւఈ津波計も新たに整備し、津波の監
視に活用しています。気象庁では、地震計のデータやこれらの津波の監視に用いているデータを基に、
地震により日本Ԋ؛に津波が到達するおそれがある場合や、津波を観測した場合には、次の情報を発表
します。

 

䝯䞊䝖䝹
䜻䝻

地震情報
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾܯใɾҙใɺใɺ༧ใ
　地震と同時に発生する地֪変動によってւఈ面が大きく持ち上がったり下がったりすると、津波
が発生します。気象庁は、ւ域でنの大きな地震が発生し、域へ浸水するなど重大な災害が起
こるおそれのある津波が予想される場合には津波警報（高さ 1 メートル超）を、よりਙ大な災害と
なるおそれがある場合は大津波警報（高さ 3 メートル超）を、ւの中やւ؛、河ޱ近で災害の起
こるおそれのある津波が予想される場合には津波注意報（高さ 0.2 メートル以上）を発表します。
津波警報・注意報を発表した場合には、津波の到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報
なども発表し、また、Ԋ؛で津波を観測した場合は、第一波の到着時刻、最大の高さなど、観測状
況を発表します。さらに、ԭ合で津波を観測した場合には、ԭ合における第一波の到達時刻、最大
の高さなどに加え、ԭ合の観測値から推定されるԊ؛での津波の到達時刻や高さも発表します。ま
た、地震発生後、津波が予想されても災害が起こるおそれがない 0.2 メートル未ຬの高さの場合には、
津波予報（एׯのւ面変動）を発表します。

؍ଌ
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情報

予報
津波予報 

予想される海面の状況 内容 

津波が予想されないとき 
津波の心配なしの旨を地震情報に含めて

発表します。 

0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき 

高いところでも 0.2ｍ未満の海面変動のた

め被害の心配はなく、特段の防災対応の

必要がない旨を発表します。 

津波注意報解除後も海面変動が継続するとき 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入

っての作業や釣り、海水浴などに際しては

十分に留意する必要がある旨を発表しま

す。 

 

ሗ䛾✀㢮 ෆᐜ

ὠἼ฿㐩ண้䞉ண䛥䜜䜛ὠἼ䛾㧗䛥
䛻㛵䛩䜛ሗ

ྛᆅ䛾‶₻้䞉ὠἼ฿㐩ண้䛻㛵䛩
䜛ሗ

Ἀྜ䛾ὠἼほ 䛻㛵䛩䜛ሗ

ὠἼほ 䛻㛵䛩䜛ሗ

ྛὠἼணሗ༊䛾ὠἼ䛾฿㐩ண้䜔ண䛥䜜
䜛ὠἼ䛾㧗䛥䜢Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

䛺ᆅⅬ䛾‶₻้䞉ὠἼ䛾฿㐩ண้䜢Ⓨ
⾲䛧䜎䛩䚹

Ἀྜ䛷ほ 䛧䛯ὠἼ䛾้䜔㧗䛥䚸ཬ䜃Ἀྜ䛾ほ
 ್䛛䜙᥎ᐃ䛥䜜䜛ἢᓊ䛷䛾ὠἼ䛾฿㐩้䜔㧗
䛥䜢ὠἼணሗ༊༢䛷Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

ἢᓊ䛷ほ 䛧䛯ὠἼ䛾้䜔㧗䛥䜢Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

 

ܯ報ɾҙ報

ὠἼ㆙ሗ䞉ὀពሗ
䛾✀㢮

ゎㄝ 䛸䜛䜉䛝⾜ື

㧗䛔䛸䛣䜝䛷䠏䡉䜢㉸䛘䜛ὠἼ䛜ண䛥䜜䜎䛩䚹

㧗䛔䛸䛣䜝䛷䠍䡉䜢㉸䛘䚸䠏䡉௨ୗ䛾ὠἼ䛜ண
䛥䜜䜎䛩䚹

㧗䛔䛸䛣䜝䛷㻜㻚㻞䡉௨ୖ䚸䠍䡉௨ୗ䛾ὠἼ䛜ண
䛥䜜䚸ὠἼ䛻䜘䜛⅏ᐖ䛾䛚䛭䜜䛜䛒䜚䜎䛩䚹

ὠἼ㆙ሗ

ὠἼ㆙ሗ

ὠἼὀពሗ

䛯䛰䛱䛻㧗ྎ䜔㑊㞴䝡䝹
䛺䛹Ᏻ䛺ሙᡤ䜈㑊㞴䛩
䜛䚹

䛯䛰䛱䛻ᾏ䛛䜙ୖ䛜䜚䚸ᾏ
ᓊ䛛䜙㞳䜜䜛䚹
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɽௐࠪڀݚͷਪਐͱͦͷՌͷ気象業務ͷ׆༻
　「平成 7 年（1995 年）ฌݝݿೆ෦地震」（阪ਆ・୶࿏大震災）をܖ機に制定された地震防災対策
特別ા置法（平成 7 年法第 111 ߸）により、政府の特別の機関として地震調査研究推進本෦が設
置されました。気象庁では、この地震調査研究推進本෦が策定した「地震に関する基൫的調査観測
計ը」に基ͮいて、平成 9 年より大学や（ಠ） 防災科学技術研究所などの関係機関の地震観測デー
タの提供を受けています。これらのデータをもとに、気象庁では文෦科学省とڠ力して、我が国や
そのपลで発生する地震活動の把握に努めています。気象庁に関係機関のデータを集めて処理した
ことにより、খさい地震の震ݯも求まるようになり、詳細な地震活動の把握が可能となりました。
気象庁では、これらの結果を地震情報に活用するとともに、地震調査研究を推進するため、地震活
動のධ価を行っている地震調査研究推進本෦地震調査ҕ員会や、大学など関係機関へ提供していま
す。

コラム

　気象ிにؔؔػのσーλをूΊてॲཧする
ことͰ、Ͱはマάχチϡーυ���Αりখ͞い
地のݯまͰࢉܭすることがͰきます。この
ͨΊ、ݯをܾఆしͨ地のは�Ҏ্を
。ଌしͨ地のΑりもͣͬとଟ͘なります؍
ฏ��ʢ����ʣ͔Βฏ��ʢ����
ʣまͰの��ؒは、�͋ͨりの地は��
ສ回લޙͰ、これはಉؒظに�Ҏ্を؍ଌ
しͨ地のの��ഒにͨります。
　ฏ��ʢ����ʣには、౦地ํଠฏ༸
ԭ地のൃੜに͏༨༨Ҭ周ลの地׆
ಈのൃ׆ԽにΑり、ݯをܾఆしͨ地のは
��ສ回をえඇৗにଟ͘なりましͨ。ಉ�݄
͔Β�݄のؒظにͭいてはまܾͩݯఆۀ࡞が
ऴΘͬていないͨΊ、ͦޙࠓのはߋに૿える
ことになります。ฏ��ʢ����ʣは��
ສ回とલΑりもݮりましͨが、な͓ҎલΑり
はଟいঢ়ଶͰす。

˙�ؒの地のճ

マάχνューυ3�0Ҏ্の地震の震ԝ
（ฏ��年）

 

 

地震の 
規模(Ｍ)

深さ 
(km) 
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Τɽ౦ւҬͷɾ֪มಈͷࢹͱใఏڙ
　東ւ地震は、ॣ河から静Ԭݝの内෦を震ݯ域とし、いつ発生してもおかしくないと考えられ
ている大نな地震で、現在、科学的な直前予知の可能性がある地震と考えられています。東ւ地
震はプレート（地ٿ表面を෴うްさ数ेʙ百キロメートル程度のؠੴの層）同士の境界で起こる地
震です。プレート境界の一෦は普段は強くくっついています。東ւ地震の前にはこのྖ域の一෦が
গしずつすり始め、最ऴ的に急ܹに大きくずれて強い揺れを発生させ東ւ地震になると考えられ
ています。このগしずつすり始める現象を「前兆すり（プレスリップ）」といいます。東ւ地
震の予知は、この前兆すりに伴う地൫の৳びॖみ（地֪変動）をଊえることで行います。気象庁は、
東ւ地震の発生を予知し、国民の防災・ݮ災行動に役立てるため、関係機関のڠ力を得て、東ւ地
域とそのपลに展開された地震計やひずみ計などのデータを収集し、この地域の地震と地֪変動を
24 時間体制で監視しています。

　気象庁は、観測データに異常が現れた場合、地震等のઐ家から構成される地震防災対策強化地
域判定会（判定会）を開催し、東ւ地震に結びつくかどうかを「東ւ地震に関連する情報」で発表
します。防災機関等はこの情報内容に応じた段階的な防災対応をとります。
　ただし、前兆すりがখさい場合など、必ずしも前兆現象をଊえることができず、上هの情報を
発表できないまま東ւ地震が発生することもありえます。

౦ւ地震のఆ震ݯҬと地震ɾ地֪มಈ؍ଌ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

 

౦ւ地震にؔ࿈する情報

౦ւ地震にؔ࿈する情報のྲྀΕ
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　地のൃੜを͋Β͔͡Ί༧することは、ຊͰはҰൠに、地「༧」とݺͼशΘ͞れてきまし
ͨ。し͔し、ۙ࠷、地「༧ଌ」とい͏ݴ༿を͏͓とい͏ಈきをχϡーεࣄهͰ͚͔ݟるΑ͏に
なりましͨ。༧と༧ଌは、いͣれもՊֶతࠜڌにͮ͘ج༧Ͱ͋ることにҧいは͋りまͤΜが、ͦ
の༻๏はこれまͰඞͣしも明֬に۠ผ͞れていまͤΜͰしͨ。いͣれにͤΑ、現ࡏの地ֶͰは地
の༧ɾ༧ଌは࣮༻ஈ֊Ͱはな͘ڀݚஈ֊に͋ります。
　ͦの中Ͱ、౦海地にͭいては、現ࡏຊͰ།Ұ、ظલ༧がͰきるՄੑが͋る地とߟえ
Βれています。ͦのࠜڌとしては、ᶃ༧ݯҬの周ลにਫ਼のߴい؍ଌがඋ͞れていること、
ᶄՊֶతにࠜڌの͋るલஹ現象ʢલஹすりʣを͏Մੑが͋るとߟえΒれること、͞ Βに、ᶅଊ
えΒれͨ現象がલஹ現象ʢલஹすりʣͰ͋る͔൱͔をՊֶతにஅするͨΊのج४が͋ることの�
ͭが͛ڍΒれます。
　ͨͩし、౦海地にͭいてもൃੜ࣌をࢦఆしͨ༧を͏ߦことはͰきまͤΜし、લஹ現象Ͱ͋る
લஹすりがܹٸにਐΜͩ߹খ͞い߹にはظલ༧がͰきない߹が͋ります。
　「˓݄ʷに大地がىこる」とい͏をࣖにすることが͋りますが、ൃੜ࣌をࢦఆしͨใは
。のないͰすのͰ͝ҙͩ͘͞いڌࠜ

˙地の༧と༧ଌ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

（２）Րࢁのࢹと防災情報
ΞɽՐࢁͷࢹ
ᶃ 110 ɾใηϯλʔࢹࢁͱՐࢁՐ׆

　我が国には 110 の活火山があります。気象庁では、気象庁本庁（東京）及びࡳຈ・ઋ台・Ԭの各

区気象台に設置された「火山監視・情報センター」において、これらの活火山の火山活動を監視していま

す。110 の活火山のうち、「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山火

予知連བྷ会によって選定された 47 火山については、火の前兆をଊえて火警報等を適確に発表する

ために、地震計、ࣼ計、空振計、GPS 観測装置、遠カメラ等の観測施設を整備し、関係機関（大

学等研究機関や自治体・防災機関等）からのデータ提供も受け、火山活動を 24 時間体制で常時観測・

監視しています。

　また、47 火山以外の火山もؚめて、各センターの「火山機動観測൝」が現地に出向き計ը的に調査

観測を行っており、火山活動に高まりが見られた場合には、必要に応じて現象をより詳細に把握するため

に機動的に観測体制を強化しています。特に気活動の活発化・拡大がみられているଫϲ原（山ݝ）

については、現地の立山室ಊにྟ時の地震計を設置して平成 24 年（2012 年）11 月から活動を 24 時間

体制で監視しています。

　全国 110 の活火山について、観測・監視の成果を用いて火山活動のධ価を行い、ډ住地域や火ޱप

ลに影ڹを及ぼすような火の発生や火の危険が及Ϳൣғの拡大が予想された場合には「警戒が必要

なൣғ」（このൣғに入った場合には生命に危険が及Ϳ）を明示して火警報を発表しています。

Րࢹࢁ情報センターに͓͚る࣌��間ࢹとՐܯ報のൃද
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　ฏ��ʢ����ʣにՐࢁՐ༧࿈བྷձはň֓Ͷ�ສҎにՐしͨՐٴࢁͼ現ൃ׆ࡏな
気׆ಈの͋るՐࢁŉを׆Րࢁとఆٛししましͨ。׆Րࢁのは現ࡏ���となͬています。
　͞Βに、ՐࢁՐ༧࿈བྷձͰはฏ��ʢ����ʣ�݄、これΒ���Րࢁの͏ͪ、ޙࠓ���
ఔのؒظのՐのՄੑٴͼࣾձతӨڹを౿まえ「ՐࢁࡂのͨΊにࢹɾ؍ଌ体੍のॆ࣮
のඞཁが͋るՐࢁ」として��Րࢁがબఆ͞れましͨ。な͓、ฏ��ʢ����ʣ�݄にൃ表͞れ
ͨ「Ր׆ࢁಈにΑる׆Րࢁのྨʢϥϯク͚ʣ」は、ޙࠓのՐのՄੑࣾձతなӨڹがྀߟ
͞れていないこと͔Β、現ࡏ、気象ிͰは༻していまͤΜ。
　気象ிͰは、ՐࢁՐ༧࿈བྷձにΑͬてબఆ͞れͨ��Րࢁのすてにରして、৽ͨな؍ଌࢪઃ
ʢ地ܭࣼ、ܭ、ۭৼܭ、̜ ଌ؍ͼԕΧϝϥʣをඋしましͨ。৽ͨにඋしͨٴଌஔ؍̨̥
Իをආ͚るͨΊਂ͞���ϝーτϧのࡶଌをআき、地্の؍は、Ұ෦ܭࣼɾܭઃの͏ͪ地ࢪ
、ߴҪのఈにઃஔし 。ଌがՄとなりましͨ؍なײ

˙ՐࢁࡂのͨΊʹࢹɾ؍ଌମ੍のॆ࣮͕ඞཁͳՐࢁ

શ国��0׆ՐࢁとՐࢁՐ予࿈བྷձによͬてબఆ͞Εた��Րࢁ
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ᶄՐ׆ࢁಈΛଊ͑ΔͨΊͷ؍ଌ

　気象庁では、火山पลに配置した地震計、ࣼ計、空振計、̨̜̥観測装置及び遠カメラによ

る観測データ等をリアルタイムに伝送して、関係機関からのデータ提供も受け、火山監視・情報センタ

ーにおいて全国の活火山の活動を24 時間体制で監視しています。

˓ಈ؍ଌ（ܭʹΑΔՐੑࢁඍಈͷ؍ଌ）

˓ۭৼ؍ଌ（ۭৼܭʹΑΔԻ؍ଌ）

　震動観測は、地震計により、火山体内෦で発生するඍখな地震（火山性地震やඍ動）をとらえるも

のです。空振観測は、火山の爆発的火などで生じる空気の振動をとらえるものです。天ީ不良等に

より遠カメラで火山の状況を監視できない場合でも、地震هや空振ه等より、火の発生とن

をいちૣく検知することができます。

˓֪มಈ؍ଌ（ܭࣼɺ(P4ʹΑΔ֪มಈ؍ଌ）

　地֪変動観測は、地下のマグマの活動等に伴って生じる地൫のࣼ変化やு・収ॖを観測するも

のです。ࣼ計では火山पลで発生するごくඍখなࣼ変化をとらえることができ、また、GPS 観測

装置では、他の GPS 観測

装置と組み合わせることで、

火山पลの地֪の変形を検

出することができます。いず

れも地下のマグマཷまりの

ுや収ॖを知り、火山活動

の推移を予想（ධ価）するた

めの重要な手段となります。

˓ԕ؍ଌ（ײߴΧϝϥʹΑΔ؍ଌ）

　遠観測は、定まった地点から火山を遠

し、Ԏの高さ、৭、出物（火山փ、ੴ

など）、火өなどの発光現象等を観測するもの

です。星明かりの下でも観測ができる高ײ度の

遠カメラを設置しています。

ۭৼܭ
ܭ

(P4؍ଌஔ ܭࣼ
（ຒઃʹଌ؍）

�ଌʹΑΓɺ200؍ܭࣼ ͷ
ઙؒࢁՐͰ؍ଌ͞Εͨࣼมಈ

Χϝϥײߴ ଌ؍ʹԕΧϝϥͰؒײߴ
͞ΕͨࡩౡͷՐ�
（200�  2݄ 1）
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　気象庁では、火時等には必要に応じて火山機動観測൝をݣして観測を行い、火山活動の正確な把

握に努めています。また、24時間体制で監視している47火山以外の活火山もؚめ、火山機動観測൝が平常

時から計ը的に現地にෝき、ྟ 時のGPS観測、や火山Ψスなど上からの現地観測やϔリコプター（関

係機関のڠ力による）による上空からの観測等を実施し、継続的な火山活動把握・ධ価に努めています。

˓؍ଌ

　外ө像装置を用いて火ޱपลの地表面温度分布を観測することにより、活動の状ଶを把握します。

ଌ؍্ػ˓

　　関係機関のڠ力により、上空からカメラや外ө像装置を用いて、地上からでは近ͮけない火ޱ内

　の様子（温度分布やԎの状況）や出物分布を詳しく調査・把握し、火山活動のධ価に活用します。

˓ՐࢁΨε؍ଌ

　　火ޱから放出される火山Ψスには、水ৠ気、二ࢎ化ૉ、二ࢎ化ེԫ、ེ化水ૉなど様 な々成分がؚ

　まれています。気象庁では、খ型ࢵ外線スペクトロメータ（COMP6SS）という装置を用いて二ࢎ化ེԫ

　の放出量を観測し、火山活動のධ価に活用します。

˓ग़ௐࠪ

　　火が発生した場合には、火のنや特等を把握するため、大学等研究機関とڠ力して降փや

　出物の調査を行い、火山活動のධ価に活用します。

ઙؒࢁࢁՐޱͷ༷܈）ࢠഅݝͷྗڠʹ
ΑΔ؍্ػଌɺ200�  7݄ 24 ）

ՐޙͷࣁѨַפ
ւಓͷྗڠʹΑΔ
（200�  11 ݄ 2� ）

ग़ͷௐࠪ（ઙؒࢁ）

ޱͱতՐޱՐࢁౡೆַࡩ
ւ্ࣗӴୂͷྗڠʹΑΔ
（2011  11 ݄ 15 ）

߱փௐࠪ（ઙؒࢁ͔Β̐ᶳۙ）

ౡͷΨεΛେྔʹؚΉԎࡾ
（2002  1݄）

ઙؒࢁ 200�  2݄ 2ͷ
Րʹ͏߱փ

ઙؒࢁࢁՐޱपลͷද໘Թ
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ΠɽࡂΛҾ͖͢͜ىओͳՐݱࢁ象
　火山は時として大きな災害を引き起こします。災害の要Ҽとなる主な火山現象には、大きなੴ、火ࡅ流、

融ઇ型火山ట流、༹ؠ流、খさなੴ・火山փ、土ੴ流、火山Ψス等があります。特に、大きなੴ、

火ࡅ流、融ઇ型火山ట流は、火に伴って発生し、避難までの時間的༛予がほとんどなく、生命に対す

る危険性が高いため、防災対策上重要度の高い火山現象として位置けられており、火警報や避難計

ըを活用した事前の避難が必要です。

ɾେ͖ͳੴ　爆発的な火によって火ޱからਧきඈばされる直ܘ約 50cm 以上の大きなؠੴ等は、風

の影ڹを受けずに火ޱから道をඳいてඈࢄして短時間でམ下し、建物のࠜを打ちഁるほどのഁյ力

を持っています。大きなੴによる被害は火ޱपลの֓ね 2 ʙ 4km 以内に限られますが、過去、登山者

等がࢮইする災害が発生しており、火警報等を活用した事前の入山ن制や避難が必要です。

ɾՐྲྀࡅ　高温の火山փやؠմ、空気や水ৠ気が一体となって急速に山体を流下する現象です。نの

大きなԎபや༹ؠドームの่յなどにより発生します。大نな場合は地形の起෬にかかわらず広ൣ

ғに広がり、通過域をমࣦさせるۃめてڪろしい火山現象です。流下速度は時速数े km から百数े

km、温度は数百ˆにも達します。火ࡅ流から身をकることは不可能で、火警報等を活用した事前の避

難が必要です。

ɾ༥ઇܕՐࢁటྲྀ　積ઇ期の火山において火に伴う火ࡅ流等のによってࣼ面のઇが融かされて大量

の水が発生し、पลの土砂やؠੴをרきࠐみながら高速で流下する現象です。流下速度は時速 60km を

超えることもあり、୩ےやԊいをはるか遠方まで一気に流下し、大نな災害を引き起こしやすい火山

現象です。積ઇ期の火時等には融ઇ型火山ట流の発生を確認する前にあらかじめ避難が必要です。

ɾ༹ྲྀؠ　マグマが火ޱから出して高温のӷ体のまま地表を流れ下るものです。地形や༹ؠの温度・組

成にもよりますが、流下速度は比較的く基本的にె歩による避難が可能です。

ɾখ͞ͳੴɾՐࢁփ　火により出したখさなݻ形物で、ཻܘがখさいほど遠くまで風に流されて降

下します。খさなੴは 10km 以上遠方まで運ばれ降下する場合もありますが、出してから地面に降下

するまでに数分ʙे数分かかることから、火山の風下側で爆発的火に気いたら内等にୀ避するこ

とで身をकれます。火山փは、時には数े km から数百 km 以上運ばれて広域に降下・ଯ積し、農作物

の被害、交通障害、家յ、ߤ空機のエンジントラϒルなど広く社会生活にਂ刻な影ڹを及ぼします。

ɾՐࢁΨε　火山地域ではマグマに༹けている水ৠ気や二ࢎ化ૉ、二ࢎ化ེԫ、ེ化水ૉ等の様 な々

成分が気体となって放出されます。Ψスの成分によっては人体にѱ影ڹを及ぼし、過去にࢮ事ނも発生

しています。

防災ର্ࡦ重ཁのߴいՐݱࢁ象

ઙؒࢁͷੴ（ฏ 17 �݄ 4ࡱӨ） ӢઋַͷՐྲྀࡅ（ฏ 6 6݄ 24 ） ेউַͷ༥ઇܕՐࢁటྲྀ（େਖ਼ 15 5݄ 24 ）
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ɽՐܯใɾ༧ใ
ᶃՐܯใɾ༧ใͷର象ൣғ

　気象庁は、火災害軽ݮのため、全国 110 の活火山を対象として、観測・監視・ධ価の結果に基ͮ

き火警報・予報を発表しています。火警報は、火に伴って発生し生命に危険を及ぼす火山現象（大

きなੴ、火ࡅ流、融ઇ型火山ట流等、発生から短時間で火ޱपลやډ住地域に到達し、避難までの

時間的༛予がほとんどない現象）の発生やその危険が及Ϳൣғの拡大が予想される場合に、「警戒が必

要なൣғ」（生命に危険を及ぼすൣғ）を明示して発表します。

ᶄՐܯใɾ༧ใͷ໊শ

　火警報は、「警戒が必要なൣғ」が火ޱपลに限られる場合は「火警報（火ޱपล）」（略শは「火

、として発表し「（住地域ډ）火警報」住地域まで及Ϳ場合はډपล警報」）、「警戒が必要なൣғ」がޱ

ւఈ火山については「火警報（पลւ域）」として発表します。これらの火警報は、報道機関、都

道府ݝ等の関係機関に通知されると直ちに住民等にप知されます。火警報を解আする場合等には「

火予報」を発表します。

　また、火警戒レベルが運用されている火山では、平常時からの地元の火山防災ٞڠ会で合意された

避難計ը等に基ͮき、気象庁は火警戒レベルをして火警報・予報を発表し、地元の市町村等の

防災機関は入山ن制や避難ק告等の防災対応を実施します。

ΤɽՐܯռϨϕϧ
ᶃʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯͱʮͱΔ͖ࡂରԠʯ

　火警戒レベルは、火山活動の状況

に応じた「警戒が必要なൣғ」と防災機

関や住民等の「とるき防災対応」を̑

段階に区分して発表する指ඪです。

　国全体の火山防災の基本方を定め

た防災基本計ը（火山災害対策編）と

「火時等の避難に係る火山防災体制の指」に基ͮき、各火山の地元の都道府ݝ等は、火山防災ٞڠ

会（都道府ݝ、市町村、気象台、砂防෦局、火山ઐ家等で構成）を設置し、平常時から火時の避難に

Րܯ報のछྨと「ܯռ͕ඞཁなൣғ」にͭいて

Րࢁ防災ٞڠձɺՐܯռϨϕϧɺආܭըのؔにͭいて
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ついて共同で検討を行っています。火山防災ٞڠ会での共同検討の結果、火山活動の状況に応じた避

難開始時期・避難対象地域が設定され、火警戒レベルに応じた「警戒が必要なൣғ」と「とるき防

災対応」が市町村・都道府ݝの「地域防災計ը」に定められた火山で、火警戒レベルは運用が開始さ

れます。

　火警戒レベルが運用されている火山では、平常時のうちに火山防災ٞڠ会で合意された避難計ըの

避難開始時期・避難対象地域の設定に基ͮき、気象庁は「警戒が必要なൣғ」を明示し、火警戒レ

ベルをして、地元の避難計ըと一体的に火警報・予報を発表します。市町村等の防災機関では、あ

らかじめ合意されたൣғに対して迅速に入山ن制や避難ק告等の防災対応をとることができ、火災害

の軽ݮにつながることが期待されます。

　火警戒レベルの活用事例として、平成 21 年 2 月のઙ間山火の際には、火の前日に前兆現象を

ଊえた気象庁は火警戒レベル （̏入山ن制）を発表し、あらかじめ火山防災ٞڠ会で合意されていた

ਃし合わせに基ͮいて、地元の関係機関によって入山ن制の対応が迅速にとられました。

ᶄՐܯռϨϕϧͷઃఆͱվળ
　火警戒レベルは、「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山火予知

連བྷ会によって選定された 47 火山のうち、29 火山（平成 25 年 4 月現在）で運用されています。今後、

このほかの火山もؚめ、地元の火山防災ٞڠ会における避難計ը（いつ・どこから誰が・どこへ・どのよ

うに避難するか）の共同検討を通じて、火警戒レベル（いつ・どこから誰が避難するか）の設定やվ

ળを地元の気象台をؚむ関係機関が共同で進めていきます。

Րܯ報とՐܯռϨϕϧ
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ΦɽͦͷଞͷՐݱࢁ象ʹؔ͢Δ༧ใ
　火警報等でѻう火山現象以外にも、火山現象に関する予報として降փ予報と火山Ψス予報を発表し

ています。

ΧɽՐݱࢁ象ʹؔ͢Δใ
　火警報や上هの予報のほか、火山現象に関する情報を発表することにより、火山活動の状況等を

प知しています。

ΩɽՐࢁՐ༧࿈བྷձ
　火山火予知連བྷ会は、「火山火予知計ը」の一環として計ըをԁに推進するため、昭和 49 年

に設けられた組織です。連བྷ会は、火山火予知に関する研究成果や情報の交換や、各火山の観測資

料を検討して火山活動についての総合的判断、火予知に関する研究および観測体制を整備するための

検討も行います。

　連བྷ会は、学識経験者や関係機関のઐ家から構成され、定例会として年̏回開かれます。事務局は

気象庁が担当しています。

ணሗ䛾✀㢮 Ⓨ⾲ᇶ‽ ෆᐜ

㝆⅊ணሗ

ⅆᒣ䜺䝇ணሗ

ⅆᒣ⅊䛜㝆䜛䛸ண䛥䜜䜛ᆅᇦ䜢
Ⓨ⾲

ⅆᒣ䜺䝇䛾⃰ᗘ䛜㧗䜎䜛ྍ⬟ᛶ䛾
䛒䜛ᆅᇦ䜢Ⓨ⾲

୍ᐃつᶍ௨ୖ䛾ᄇⅆ䛜Ⓨ⏕䛧䛯ሙྜ

ᒃఫᆅᇦ䛻㛗ᮇ㛫ᙳ㡪䛩䜛䜘䛖䛺ከ㔞
䛾ⅆᒣ䜺䝇䛾ᨺฟ䛜䛒䜛ሙྜ

 

情報の種類 内容

火山の状況に関する解説情報
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、定期
的または臨時に解説する情報

火山活動解説資料
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期的
または臨時に解説する資料

週間火山概況 過去1週間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

月間火山概況 前月1ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

噴火に関する火山観測報 噴火が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情報

ՐࢁՐ予࿈བྷձのఆྫձ
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　੩Ԭݝҏ౦ࢢԊ͔؛Βԭ߹のྖҬͰは、����Ҏ߱ൃ܈తな地׆ಈが��回ൃੜしています。この地
׆ಈは、マάマがઙいとこΖ্ঢすることにΑͬ てىこͬ ているとߟえΒれます。����̓ ݄には、ҏ౦ࢢ
ԭ̏ LNの海ఈʢखੴ海ٰʣͰ༗࢙ҎདྷॳΊてのՐがൃੜしましͨ。ҏ౾౦෦Ր܈ࢁͰは、Րがॅډ地Ҭ
の周ลԼͰൃੜし͏ るとい͏ಛघੑが͋り、Րに͏大きなੴϕーεαーδʢؠմのࠞͬ͡ ͨԣ
な り͙のԎがਫ面্をঢ়にߴͰがる現象ʣがॅډ地Ҭにٴ
Ϳ͓ͦれが͋るͨΊ、ՐのՄੑがߴまͬͨஈ֊Ͱ、ॅ ຽޫ؍
٬のࣄલආがඞཁとなります。
　ฏ��ʢ����ʣ݄̏、ՐのࡂରࡦをਐΊることを
తに、੩Ԭݝ、ҏ౦ࢢをؚΉ̐ ࢢ̍ ொ、ࠃのػ ʢؔ気象ி、পՏࠃ
ಓࣄॴなどʣ、ઐՈʢ੩Ԭ大ֶ、౦ژ大ֶʣͰߏする「ҏ౾౦෦
Ր܈ࢁٞڠࡂձ」ʢՐࢁٞڠࡂձʣをઃஔし、ආܭըをڞಉͰ
。ఆしていますࡦ
　ฏ��には、ҏ౦ࢢのҰ෦地۠のආܭը、ಓ࿏ٸۓ、੍ن
ࡢ、ఆしましͨ。まͨ、��݄��にはࡦಉͰڞの࿈བྷ体੍を࣌
にଓき、࣌ٸۓのՐࢁٞڠࡂձの ʢׂࢢにରするආର象地
Ҭのॿݴʣを֬ೝするͨΊの߹ಉਤ্܇࿅をߦいましͨ。
、がൃ表͞れ「௨しにؔするใݟಈの׆地」ଌし、気象ி͔Β؍࿅は、マάマの্ঢに͏地֪มಈを܇　
ಈ̑׆地ൃ܈ ऑの地がൃੜしͨͨΊ、ҏ౦ࢢͰは、ࡂରࡦຊ෦をઃஔし、ٸۓにՐࢁٞڠࡂձ
の「コΞάϧーϓձٞ」ʢආର象地Ҭのٕज़తݕ౼を͏ߦձٞʣの։࠵を֤ؔػにݺͼ͔͚るとい͏面͔Β
։࢝しましͨ。
　ՐࢁٞڠࡂձͰは、気象ி͔ΒՐܯռϨϕϧ̐ʢආ४උʣ、Ϩϕϧ̑ʢආʣがൃ表͞れͨ߹には、ҏ౦
ԭ周ลの��ྖҬに۠Βれ 「ͨՐがൃੜするՄੑの͋るൣғ」の͏ͪの地׆ಈがൃੜしているྖҬを
「ఆՐޱҬ」にઃఆし、ͦ の周ล֓Ͷ̎ LNの「ܯռがඞཁなൣғ」
のॅຽにରしてආ४උɾආをݺͼ͔͚るとい͏体੍をとͬ てい
ますʢਤࢀরʣ。
、ޙҬを説明しͨޱఆՐگಈのঢ়׆ࢁ࿅Ͱは、気象ி͔ΒՐ܇　
ҏ౦͔ࢢΒର象地۠のॅຽʢࠓ回は����໊ʣのආํ๏、ආ
ॴ、ަ ௨੍ن、֤ ֤、Θれߦの࿈བྷ体੍の説明がؔػ Βもॅ͔ؔػ
ຽආにରするҏ౦ࢢのࢧԉɾ࿈ܞ体੍のใࠂがߦΘれましͨ。
ܯΊには、Րͨ͏ߦにॅຽආをਝに࣌ٸۓ、࿅Ͱ܇回のࠓ　
ռϨϕϧ̐ ൃ表લのૣいஈ֊͔Βྟ࣌のコΞάϧーϓձٞを։࠵し、
Ր࣌のࡂରԠの֬ೝを͏ߦඞཁが͋ることが͔りましͨ。Ր
してؔࢪ࿅を࣮܇もޙࠓ、Βॅຽのੜ໋を守るͨΊに͔ࡂࢁ
ऀのؒͰ「ࡂରԠのΠϝーδڞ༗」を֬ ɾཱҡ࣋してい こ͘とが、い
Ͱࡦରࡂもॏཁな࠷こる͔͔ΒないՐのඋえとしてىͭ
す。

˙ҏ౾౦෦Ր܈ࢁٞڠࡂձͰ࣮ͨ͠ࢪ
　ՐܯռϨϕϧ̐Λఆͨ͠߹ಉਤ্܇࿅

ਤ্܇࿅ͷ༷ࢠ（ฏ 24 11 ݄ 2� ）

ռ͕ඞཁܯҬʯͱʮޱ࿅Ͱઃఆͨ͠ʮఆՐ܇
ͳൣғʯ（ආ͕ඞཁͳൣғ）
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（１）ٿԹஆԽのରԠ
Ξɽ気Թւ໘ਫҐͷࢹͱٿԹஆԽʹ͏気ީͳͲͷকདྷ༧ଌ
　気象庁では、気温やւ面水位の長期的な変化向を監視して、地ٿ温ஆ化の現状に関する情報を提

供しています。また、将来の気ީを数値モデルによって予測し、地ٿ温ஆ化に伴う気ީの変化に関する

予測情報を提供しています。

　世界の平ۉ気温については、全世界のઍ数百か所の観測所における観測データやւ面水温データを収

集して、長期的な変化向を監視しています。また、日本国内の気象庁の観測点のうち、都市化の影ڹ

がগなく、特定の地域にภらないように選定された 17 か所の観測データをもとに、日本の年平ۉ気温の

長期的な変化向を監視しています。

　さらに、ւ面水位については、ை位や地൫変動の観測から得られたデータに加え、ւ༸気象観測ધで

観測した水温・Ԙ分のデータや、人工衛星から観測されたւ面高度データをもとに、ւ༸の数値モデル

も活用してւ面水位の変動を分析し、地ٿ温ஆ化によるւ面水位の上ঢの実ଶを明らかにすることを目

指しています。

　気ީ変化の予測については、今後の世界の社会・経済の動向に関する想定から算出した温室効果Ψス

ഉ出量の将来変化シナリオに基ͮいて、日本पลの気ީをきめ細かくシミュレーションできる気ީモデル

を用い、21 世ل末ࠒにおける我が国の気温や降水量などの変化を計算しています。得られた予測結果は、

「地ٿ温ஆ化予測情報」として発表しています。

　気象庁は、これらの業務を通じて、国連の気ީ変動に関する政府間パネル（IPCC）が平成 25 ʙ 26

年（2013 ʙ14 年）に公表予定の第 5 次ධ価報告書にもݙߩします。

ͼ地Ҭผの気Թと߱ਫ量のม化予ଌٴ頃のશ国لੈ��

気ԹͷมԽɺ（ӈ）߱ਫྔͷมԽɻいάϥϑはۉฏ（ࠨ） 20 ͱلੈ 21 いॎはʑͷมಈͷେ͖͞ͷࠇͷࠩͰɺلੈ
҆Λදͯ͠いま͢ɻ

� ڥٿʹؔ͢る情報

110



第一部
第一部

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

気象情報のൃදڥ（２）
　気象庁では、オκン層保ޢに資するための情報のほか、ԫ砂やࢵ外線対策に役立つ情報の提供を行

っています。

ΞɽΦκϯɾࢵ֎ઢͷࢹͱ༧ଌ
　気象庁は、自ら実施している国内及びೆۃ昭和基地のオκン層・ࢵ外線の観測結果に加え、収集し

た地ٿ観測衛星のデータ等も利用して、オκン層ഁյの実ଶを調査解析しています。これらの観測・解

析の成果は、オκンやࢵ外線の長期変化向などの調査結果もؚめ気象庁ホームページで公表しており、

オκン層保ޢ対策などの資料として活用されています。

　また、毎日の生活の中でのࢵ外線対策を効果的に行えるように、༗害ࢵ外線の人体への影ڹ度を示

す指ඪである6Vインデックスを用いたࢵ外線のཌ日までの予測情報を気象庁ホームページで毎日発表し

ています。

　　

国のΦκンશ量年ฏۉのܦ年ม化

Φκϯશྔͱはɺ؍ଌͷ্ۭʹଘ͢ࡏΔΦκϯͷ૯ྔͰɺ1��0 Ҏ߱はɺࠃ 4ͱʹ؇͔ͳ૿Ճ
ΈΒΕま͢ɻ͕

શࠃਤΛΫϦοΫ֦ͯ͠େͨ͋͠ͱɺ͞ΒʹͷؙࠇΛΫϦοΫ͢Δͱͦͷͷྻܥ࣌ਤ͕දࣔ͞Εま͢ɻ

気象庁ϗームϖージͰൃදしているࢵ外ઢ情報のྫ
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　ฏ��ʢ����ʣ�݄��、ϑロϯなどΦκϯをഁյする࣭のੜ࢈とফඅの੍نをఆΊ
ͨ「Φκϯをഁյする࣭にؔするϞϯτϦΦーϧٞఆॻ」がত��ʢ����ʣに࠾͞れ
て͔Β、��周をܴえましͨ。
　Φκϯは্ۭ��ʙ��キロϝーτϧのൣғにଟ͘ଘࡏしていること͔Β、このをΦκϯとい
います。Φκϯは、ଠཅ͔Βの༗なࢵ֎ઢをٵऩし地্のੜଶܥをอޢしています。����
にೖり、ϑロϯなどのԽֶ࣭がΦκϯをഁյすることがࢦఠ͞れましͨ。ͦ͏しͨ中、ত��
ʢ����ʣ、ೆۃতج地্ۭに͓͚るय़قのΦκϯ全ྔがͦれまͰとൺֱしてஶし͘গな͘な
ͬていることが、気象ிの؍ଌにΑり明Β͔に͞れましͨ。これはޙΦκϯϗーϧとݺれるΑ͏
になͬͨ現象を؍ଌしͨものͰ͋り、このൃݟにΑり、Φκϯอޢのػӡがߴまり、ϞϯτϦΦー
ϧٞఆॻの࠾にͭながりましͨ。
　ͦのޙ、ϞϯτϦΦーϧٞఆॻのޮՌにΑͬて、Φκϯഁյ࣭の大気中のೱは����Ҏ
がΈΒれなҎ߱、֦大ޙは����نগして͓り、これにରԠして、Φκϯϗーϧのݮ߱
͘なりましͨ。し͔し、Φκϯഁյ࣭はण໋がいͨΊ、ͦのݮগはۃΊて؇͘、このͨΊ、現
ըʢܭڥ࿈ࠃʢ8.0ʣとؔػの大きいΦκϯϗーϧがൃੜしています。ੈք気象نもຖࡏ
6/&1ʣがとりまとΊͨ「ΦκϯഁյのՊֶΞηεϝϯτɿ����」にΑると、ೆۃҬ্ۭのΦκ
ϯのঢ়گが、ΦκϯഁյがݦஶͰはな͔ͬͨত��ʢ����ʣҎલのਫ४にるのはੈࠓ
にڙଌし、త֬なใఏ؍をگҎ߱になると͞れて͓り、気象ிͰはҾきଓきΦκϯのঢ়ل
Ίます。

˙ೆۃΦκϯϗʔϧ　
　ʵϞϯτϦΦʔϧٞఆॻ࠾͔Β��पΛܴ͑ͯʵ

ฏ��年（�0��年）�0݄のΦκンϗーϧ ೆۃ昭和ج地ͰのΦκンκンデ؍ଌ

ฏ 24（2012 ）10 ݄ͷ݄ฏۉΦκϯશྔͷೆٿਤɻ
Φκϯϗʔϧͷ͕Γͷ҆ͱͯ͠ɺΦκϯશྔ͕ 220�ϛϦ
ΞτϜηϯνϝʔτϧҎԼͷྖҬΛփ৭Ͱࣔͯ͠いま͢ɻถࠃ
ہӉۭߤ 	/"4"
 ఏڙͷӴσʔλΛͱʹ気象ி͕࡞ɻ�

ೆۃতجͰͷΦκϯκϯσΛ༻いͨΦκϯ؍ଌͷ༷ࢠɻ্
ۭ �5 ΩϩϝʔτϧまͰͷΦκϯͷৄࡉͳߴΛ؍
ଌͯ͠いま͢（ୈ Ө）ɻࡱଌୂһ؍Ҭۃೆ࣍52
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Πɽԫ࠭ͷࢹͱ༧ଌ
　ԫ砂は、ユーラシア大のԫ土高原やΰビ砂യな

どで風によって上空高くい上がった無数の細かな

砂じんが上空の風にって日本へඈ来する現象で、

春に多く見られます。ԫ砂がඈ来すると、ચ୕物や

ंがԚれるといった一般生活への影ڹがあるほか、

ೱ度が高くなるとまれに交通障害の原Ҽとなる場合

があります。

　気象庁では、ԫ砂が日本の広域にわたって観測さ

れ、その状ଶが継続すると予測される場合には「ԫ

砂に関する気象情報」を発表して注意を呼びかけて

います。また、気象庁ホームページには毎日のԫ砂

の観測・予測結果を掲ࡌしています。なお、環境省

と共同で「ԫ砂情報提供ホームページ」を運用し、

ԫ砂に関する観測から予測まで即時的な情報を簡単

に取得できるようにしています。

ཌ日の様子

ฏ��年（�0�0年）3݄��日のେࢢࡕのԫ࠭の様子

ԫ࠭ ਤگଌ࣮؍ ԫ࠭にؔするશൠ気象情報
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ɽώʔτΞΠϥϯυݱ象ͷࢹɾ࣮ଶѲ
　都市化の進んでいる東京や大阪などの大都市ݍを中心に、都市の中心෦の気温がपลの߫外෦に比

て高くなる「ヒートアイランド現象」が生じています。ヒートアイランド現象による大都市ݍでのՆ季のஶ

しい高温は、中の増加や光化学オキシダント生成のॿ長などを通じて人々の݈߁への被害を増大さ

せるほか、局地的大雨の発生との関連性がݒ೦されています。

　気象庁では、都市気ީモデルを用いたシミュレーションによって、水平ڑ 2 キロメートルごとの気温や

風の分布の解析を行っています。解析の成果は、最高・最低気温や帯日数の観測値の経年変化など

とともに、「ヒートアイランド監視報告」として平成 16 年度（2004 年度）から公表しています。平成 24

年度は、関東、東ւ、近ـ地方のࡾ大都市ݍを対象に、都市化の影ڹによる 8 月の月平ۉ気温の上ঢ

や૬対࣪度のݮগの様子を示しました。

ԫ࠭予ଌਤ（地ද ۙのೱ ） ԫ࠭予ଌਤ（େ気தの総量）

ώートアイϥンυのシϛュϨーシϣン݁Ռ౦ژのଳ日のม化	��3�ʙ�0��年


ฏ 2�（2011 ）�݄ͷؔ౦ํʹ͓͚ΔࢢԽͷӨڹʹΑΔ
気Թͷ্ঢྔ（ࢢ気ީϞσϧΛ༻いͨγϛϡϨʔγϣϯ݁Ռ）ɻ
౦ژͷ৺෦ͰはɺࢢԽͷӨڹʹΑΓ݄ฏۉ気Թ͕ 1ʙ 2ˆఔ
্ঢͯ͠いͨ͜ͱ͕ղੳ͞Εまͨ͠（ʮώʔτΞΠϥϯυࢹใࠂ
（ฏ 2�）ʯΑΓ）ɻ

౦ژͷଳ（࠷気Թ͕ 25ˆҎ্ͷ）は 10͋ͨΓ ���
ͷׂ߹Ͱ૿Ճͯ͠いま͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

（３）ւ༸のࢹとஅ
Ξɽւ༸ͷࢹ
　地ٿ表面の 7 割を占めるւ༸は、人間の社会経済活動に伴いഉ出される二ࢎ化ૉの約 3 分の 1を

化ૉೱ度ࢎ化ૉを蓄えています。そのため、ւ༸は大気中の二ࢎ収するとともに、大量のや二ٵ

の増加や、それにより引き起こされる地ٿ温ஆ化の進行など地ٿ環境や気ީ変動に大きな影ڹを及ぼし

ています。また、ւ༸の二ࢎ化ૉೱ度が増加することでւ༸のࢎ性化が進み、ւ༸の生ଶܥへの影ڹ、

ひいては水産業等の経済活動への大きな影ڹがݒ೦されています。

　気象庁は、世界気象機関（8MO）やユネスコ政府間ւ༸学ҕ員会（IOC）等による国際的なڠ力体

制の下、ւ༸がどれだけの二ࢎ化ૉをٵ収しているか、気ީ変動にどれだけ影ڹを与えているかを調

るため、日本पลւ域及び西ଠ平༸でւ༸気象観測ધや中層フロートなどによってւ༸の観測を実

施しています。

　ւ༸気象観測ધは、西ଠ平༸全体の主要なւ流を横切るように設定された観測線にԊって、ւ面か

らւఈまでのւ流や水温、Ԙ分、二ࢎ化ૉなどの温室効果Ψスや関連する化学物質（ࢎૉ、ӫཆԘ（২

物プランクトンがҭつためのӫཆとなるリンࢎԘ、ࢎԘ、ケイࢎԘなど））の高精度な観測を実施して

います。主な観測成果は、トピックス 8（2）をご参照下さい。

ւ༸気象؍ଌધによる؍ଌ
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　中層フロートは、ւ面からਂさ2000 メートル近までの水温・Ԙ分のԖ直分布を自動的に観測する機

です。8MO、IOCث や各国の関係機関の連携により、中層フロートを全世界のւ༸に常時約 3000 台

Քಇさせ、全世界のւ༸の状況をリアルタイムで監視するとともに、地ٿ温ஆ化をはじめとする気ީ変動

の実況把握とその予測精度向上を目指す「アルΰ計ը」が推進されており、気象庁は、文෦科学省など

の関係省庁と連携して中層フロートによる観測を実施しています。

தϑϩートによる؍ଌ

தϑϩートのঢ় （ਤதのؙզ͕国͕入したϑϩート）گ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

Πɽւ༸ͷ݈߁அද
　気象庁では、ւ༸気象観測ધ等による観測データに加え、地ٿ観測衛星等の観測データを収集し、そ

れらをもとに解析した結果を、「ւ༸の݈߁断表」として定期的に気象庁ホームページで発表しています。

この中では、地ٿ温ஆ化に伴うւ༸の変化や、ւ域ごとのւ水温、ւ面水位、ւ流、ւණ、ւ༸Ԛછ

の状ଶ、変動の要Ҽ、今後の推移の見通しについて、グラフや分布図を用いてわかりやすく解આしています。

平成 24 年度には、ւ༸ࢎ性化に関する情報提供を開始しました（ւ༸のࢎ性化について、詳細はトピッ

クス 8（2）を参照）。

ւ༸の݈߁அදからӾཡͰ͖るਤのྫ

͜ͷւණਤはɺ/4*%$（ΞϝϦΧઇණσʔληϯλʔ）ఏڙͷ؍ଌσʔλ（ใ）
Λ༻いͯ࡞ͯ͠いま͢ɻ
ۃҬͷւණҬ໘ੵʹͭいͯɺৄࡉはτϐοΫε রɻࢀ（̍）�

 ۃ Ҭのւණ Ҭ໘ ੵの؍ ଌ্࢙最খΛهした�0��年�݄�3日のւණਤ
（速報）
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コラム

　地球表面の�ׂの面ੵをΊる海༸は、大気にൺて大ྔのをੵし、このを大気とりऔり
することͰ気ީに大きなӨڹを༩えます。աڈ��༨りにΘͨͬて気ީมಈにΑり૿Ճしͨ地球全
体のྔのҎ্は、海面͔Βਂ͞���ϝーτϧまͰの海༸の表にえΒれているとߟえΒれ
ていますʢ気ީมಈにؔするؒύωϧʢ*1$$ʣୈ࣍�ධՁใࠂॻʣ。こののੵにΑり、ੈք
全体のฏۉͰは、海༸表のਫԹが্ঢしていることが͔ͬていますʢਫԹ্ঢの࣮ଶにͭいて
はτピックε�	�
「地球ԹஆԽのਐߦ」ࢀরʣ。このͨΊ、大気をؚΊ地球全体のԹมԽをѲす
るͨΊには、海༸෦のਫԹมԽをることがݤになります。
　海༸෦のਫԹは、気象ிなどの؍ଌધの؍ଌ、ҰൠધഫにΑるಞ؍ࢤଌ、中ϑローτなどの
自ಈ؍ଌにΑͬてଌΒれています。し͔し、海ҬにΑͬて؍ଌにภりが͋ること、まͨ、
ଌσ؍Βの͔ڈଌख๏がมΘͬてσーλ࣭がվળ͞れてきͨことも͋り、୯にա؍とともに࣌
ーλをฒる͚ͩͰは、ؒظにΘͨるੈքの海༸全体のਫԹのมԽはѲͰきまͤΜ。このͨΊ、
現ࡏまͰの༷ʑな؍ଌσーλをもとにؒ࣌త、ۭ ؒతに࣭ۉなਫԹσーλをࢉܭし、ͦ れをͬてղ
ੳするඞཁが͋ります。気象ிͰは、海面͔Βਂ͞���ϝーτϧまͰの海༸表のਫԹにͭいて、
����Ҏ߱のຖ݄のσーλを࡞してظมԽのࢹに༻いています。τピックε�	�
「地球Թஆ
Խのਐߦ」にࣔしͨと͓り、ੈք全体の海༸表のਫԹは����͔Β����のؒに��͋ͨり
�����ˆのׂ߹Ͱ্ঢして͓り、ಛに����͔Β����ॳΊに͔͚て大きなঢԹがݟ
Βれ、ͦ のޙもਫԹがߴいঢ়ଶがଓいていることが͔りましͨ。
　海༸෦のਫԹ্ঢが地球ڥに༩えるӨڹのҰͭに、海面ਫҐの্ঢが͛ڍΒれます。海ਫは
Թが্がるとுし体ੵが૿えます。地球ԹஆԽにΑͬて海面ਫҐが্がると͞れています
が、ͦ のཁҼとしてණՏණচなどが༥͚ることにΑる海ਫの૿Ճとともに、ுにΑる海ਫの体
ੵの૿Ճが͋ります。άϥϑは、人ӴにΑͬて؍ଌ͞れͨੈքのฏۉ海面ਫҐのมԽྔと、海༸
表のਫԹมԽ͔Βਪఆ͞れͨுにΑるਫҐのมԽྔͰす。人Ӵの؍ଌσーλが͋る
����Ҏ߱、ੈքのฏۉ海面ਫҐは্ঢをଓ͚ています。ͦの͏ͪの�の�は海༸表のਫԹ
্ঢにΑるものͩとい͏ことが͔ります。
　気象ிは、このΑ͏な地球ڥの༷ʑなมಈとີに͔͔Θͬている海༸のղੳ݁Ռを、気象ி
ϗーϜϖーδの「海༸の݈߁அ表」にࡌܝしています。

˙ւ༸෦のਫԹのظมԽとੈքのւ໘ਫҐの্ঢ
ੈքのฏۉւ໘ਫҐのਪҠ

ೆҢ 66͔ΒҢ 66まͰͷฏۉւ໘ਫҐΛ 1��� ͷ͔ΒͷมԽ
ྔͱͯ͠ද͠ま͢ɻࢵઢはӴʹΑΔ؍ଌɺΦϨϯδઢはւ໘͔Β
ਂ͞ 700 ϝʔτϧまͰͷදਫԹ͔Βਪఆͨ͠ுʹΑΔมԽྔΛ
ࣔ͠ま͢ɻมԽͷׂ߹ͷʶは�5�ͷ֬Ͱ৴པͰ͖ΔൣғΛࣔ͠ま͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

、を常に受けているため、その安全性ڹでの着時をؚめて気象の影ߓにおいては、空ߤ空機の運ߤ　

շ適性、定時性及び経済性の確保には、気象情報が重要な役割を担っています。気象庁は、国際民間

空のためのߤ空機関（ICAO）や世界気象機関（8MO）が定める国際的な統一基४に基ͮいて国際ߤ

気象業務を行うとともに、国内ߤ空のためのಠ自の気象業務も実施しています。

の天ީから空中での待機やߓへのඈ行計ըを立てるとき、目的空ߓから目的空ߓ空機は、出発空ߤ　

代ସ空ߓへの着の可能性を判断し、೩料のࡌ量をܾ定します。また、上空の風の予想やѱ天の予

想図から、ඈ行中ཚ気流による揺れのগない高度や場所、೩料が節約できる高度やߤ空࿏、到着予定

時刻などをܾ定します。気象庁が提供する各種情報がこうした判断に使われています。

にؔ͢Δ情報گの気象ঢ়ߓۭ（１）
。しますڹ積ཚ雲（ཕ雲）などの気象状況が大きく影、（ڑ見通せる）空機の着には、風や視程ߤ　

気象庁では、全国 81 空ߓにおいて、1 時間ຢは 30 分ごとに定時観測を行い、また気象状況を監視し、

それらの情報を制ౝにいるߤ空制官やߤ空会社の運ߤ理者・パイロットをはじめとするߤ空関係

者へ迅速に通報しています。東京や成田などの国内の主要な 9 空ߓでは、空ߓ気象ドップラーレーダーに

より、ཕ雨の時などに発生する大気下層の風の急変域（ウィンドシアー） や降水域を観測しています。また、

東京・成田・関西の各国際空ߓにおいては空ߓ気象ドップラーライダーを設置して、降水を伴わない場合

の低層のウィンドシアーや、着時に影ڹする建物・地形による࿏近の風のཚれを観測しています。

これらにより、着するߤ空機の安全に影ڹする低層のウィンドシアーが観測された場合は、ウィンドシ

アー情報として直ちに制官を通じてパイロットへ伝達されます。

の配ஔྫثଌଌ؍にඋする気象ߓۭ ؍ࢹଌΛͬߦている様子

ʹΑΓஔはҟͳΓま͢ɻࣄผݸͷߓ࿏ͷຊɺۭ

ଌ͠ま͢ɻ؍ΑΓʹࢹΛ͞ߴͼӢఈͷٴܗ象ɺӢྔɺӢݱఔɺେ気ࢹ

� の҆શなͲのͨΊの情報ۭߤ
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報にؔ͢Δ情報ܯの༧報ɾߓۭ（２）
そして天ީ不良など何らか、ߓ目的地の空、ߓ空機のඈ行計ըを立てる際、出発前に、出発地の空ߤ　

の理由で目的地の空ߓに着できない場合の代ସ空ߓの気象情報が必要となります。このため気象庁は、

空ߓの風や雲の量・高さ、視程（見通せるڑ）、天気などの詳細な予報（ඈ行場予報）を27 時間先まで、

国際定期便などが運ߤしている 36 空ߓに対して発表しています。ඈ行場予報は、国内外のߤ空会社の

運ߤ理者・パイロットをはじめとするߤ空関係者へ提供し、運ߤ計ըなどに利用されています。また、

ඈ行場予報を発表している空ߓに対しては、強風や大ઇなどにより地上のߤ空機や空ߓ施設及び業務に

ѱ影ڹを及ぼすおそれがある場合、「ඈ行場警報」を適ٓ発表し、ߤ空関係者に対して警戒を促してい

ます。

　このほか、各空ߓでは、ߤ空制官やパイロットなどのߤ空関係者に対して、気象状況や今後の予想に

ついてޱ಄で解આなどを行っています。

気象υッϓϥーϨーμーとϥイμーߓۭ ग़͞Εたィンυシアーݕ気象υッϓϥーϨーμーͰߓۭ

Ϩʔμʔ（Ӎͷ͞ڧͷ߱ਫ࣌ͷ্ۭͷ෩ͷ؍ଌ͕Մ）
ͱϥΠμʔ（ඇ߱ਫ࣌ͷ্ۭͷ෩ͷ؍ଌ͕Մ）ͷ྆ํΛઃஔ
͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺ߱ਫ͕͋Δ࣌ͳい্ۭ࣌ͷ෩Λ؍ଌͰ
͖ま͢ɻ

いପԁ͕ϚΠΫϩόʔετɺଳঢ়ͷઢ͕γΞʔϥΠϯΛ
ද͠ま͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ݱする࡞報Λܯの予報ɾߓۭ ύイϩットにରしてޱ಄ղઆΛߦ てͬいる様子

༧ใɺ気象Ϩʔμʔɺ気象ӴͳͲͷࢿྉΛ༻ͯ͠ඈߦ༧ใ
Λ࡞ͯ͠いま͢ɻશࠃ �6 ใΛൃද͠ܯߦ༧ใඈߦͷඈߓۭ
ͯいま͢ɻ

ޙࠓگύΠϩοτͳͲʹରͯ͠ɺ気象ঢ়੍ۭߤͰはɺߓۭ֤
ͷ༧ʹͭいͯղઆͯ͠いま͢ɻ

の予報のൃදߓۭ ྫ

ΊΒΕͯいま͢ɻٻͳ༧ใ͕ࡉຖͷৄؒ࣌શʹணͰ͖Δ͔Ͳ͏͔Λஅ͢ΔॏཁͳใͰ͋ΔͨΊɺ1͕҆ػۭߤͷ༧ใはɺߓۭ
ਤは౦ߓۭࡍࠃژʹ͓͚Δඈߦ༧ใ（ࣜܗྻܥ࣌）ͷൃදྫͰɺॎͷྻは 1665$ʙ 0065$（ຊޕؒ࣌લ ʙ࣌1 ͷ（࣌� ຖͷ༧ใΛදؒ࣌1
͠ɺԣͷஈは্͔Β෩ɺࢹఔɺӢఈ（Ӣͷఈ）ͷ͞ߴɺఱ気ɺ気Թɺ気ѹΛදͯ͠いま͢ɻ

121



第一部
第一部

（３）্ۭの気象ঢ়گにؔ͢Δ情報
ΞɽۭҬͷ気象ใ
　ඈ行中のཚ気流や火山փとのૺ۰、機体へのམཕや着ණの発生は、ߤ空機の運ߤの安全性とշ適性

に大きく影ڹします。気象庁は、このような大気現象について日本や西ଠ平༸上空の監視を行い、ཕ電、

台風、ཚ気流、着ණ及び火山のԎに関する観測・予測情報を「シグメット情報」としてਵ時発表してい

ます。また、約 6 時間先のジΣット気流の位置やѱ天域を図によって示した「国内ѱ天予想図」や、ѱ天

の実況を解આした「国内ѱ天解析図」を定期的に提供して、運ߤ計ըの支援を行っています。

Πɽۭߤ࿏Րࢁփใ
　火山փは、ߤ空機のエンジンにٵいࠐまれるとエンジンが停止したり、機体前面にিಥするとૢ縦੮の

風防ΨラスがࡲりΨラス状になり視界が利かなくなったり、ඈ行場にଯ積すると着ができなくなるなど、

を確保するうえで、火山փの情報はߤ空機の安全な運ߤにわたります。このためذ空機への被害は多ߤ

大変重要です。

　気象庁は国際民間ߤ空機関（ICAO）からの指定を受けて、東京ߤ空࿏火山փ情報センター（東京

VAAC）を運営しています。同センターでは、東アジア及び西ଠ平༸における火山Ԏの状況を監視し、

火山փの分布に関する観測・予測情報（ߤ空࿏火山փ情報）を国内外のߤ空関係者に提供しています。

国ѱ 天予ਤのൃද ྫ

ཕిཚ気ྲྀҬͷ༧Λਤࣔͯ͠いま͢ɻまͨɺ֤͢΅ٴΛڹॏཁͳӨʹߤͷӡػۭߤѱఱ༧ਤͰはɺࠃ
ѱఱҬʹͭいͯࠨͷ3&."3,4ཝʹʮҠಈํɾʯʮཁҼʯΛهड़ͯ͠いま͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ੈք�かॴのۭߤ࿏Րࢁփ情報センターとྖҬ

˔ �7""$�˛ɿ׆Րࢁɼは౦ژ୲ྖҬ

気象Ӵͻ·わり�߸Ͱ؍ଌしたໄౡࢁ（৽೩ַ）のՐࢁփ（�0��年�݄��日࣌�）

ໄౡࢁ（˚）͔Βനͨ͘ͳͼいͯいΔ෦͕Րࢁփ
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気象情報ۭߤにར༻͞ΕΔऀۭؔߤ （̐）
　気象庁は、空ߓ内などで業務を行っているߤ空関係

者に対して、ඈ行場の気象観測の結果や予報、上空の

風や気温、ѱ天の予想図などの気象情報を提供してい

ます。空ߓの観測値や予報などのߤ空気象情報は、国

内外のߤ空関係者に提供しているほか、主要な空ߓや

空域の気象情報は、ඈ行中のߤ空機に対して、短波放

送や国土交通省ߤ空局の無線通信（対空通信）などを

通じて提供しています。また、日本の空の交通を計ը的

に理する業務を行っているߤ空局ߤ空交通理センタ

ー（Ԭ市）では、制官と同じ運用室で、気象庁の

制官などに対して、空交通気象センターの予報官がߤ

空交通理のために必要な気象情報の提供や解આをߤ

行っています。

（̑）Αりਫ਼の͍ߴ༧ଌΛ͠ࢦて
　東京国際空ߓでは、平成 22 年（2010 年）に新࿏の供用が、また、平成 23 年（2011 年）には

国際定期便の運ߤがそれぞれ開始され、ट都ݍ空域におけるߤ空機の交通量は、ますます増加していま

す。

　ひとたび東京国際空ߓが強風やཕ雨などによって着ができなくなるような気象状ଶとなった場合、多

数のߤ空機が空中で待機することとなり、日本全体のߤ空機の運ߤに影ڹを及ぼすため、ߤ空関係者か

らは、これまで以上に詳細で精度の高い気象情報が必要とされています。このため気象庁は、平成 20 

年度からट都ݍ空域など交通量が過密な空域の気象情報のさらなる高度化を図る目的で、より៛密な数

値予報モデル（第 2 章参照）の開発に取り組んできました。この技術開発の成果を、平成 24 年から運用

を開始したߤ空気象予報用スーパーコンピュータに取りࠐみ、ट都ݍ空域を中心としたྖ域を対象にこれ

までより詳細な気象情報の提供を開始しました。今後は対象ྖ域を日本全体に拡大するなど、更なる高度

化を図ります。

（̒）I40���� ࣭ϚωδϝϯτγスςϜのಋೖ
空機関（ICAO）や世界気象機関（8MO）による国際的な要求事項やߤ空気象業務は、国際民間ߤ　

利用者からの要求事項をຬたした気象観測や予報などを行う必要があります。このため、気象庁では平成

22 年 4 月からߤ空気象෦に ISO9001 に基ͮく質マネジメントシステムを導入して、ߤ空気象情報の

適時適切な提供を継続するとともに、利用者のຬ度向上を目指した活動を行っています。

気象庁の気象情報Λ利用するύイϩット

ըΛܭߦཧऀはɺग़ൃલʹඈߤձࣾͳͲͷύΠϩοτӡۭߤ
ཱͯま͢ɻͦͷࡍɺ気象ிʹΑΔେ気ͷཱମతͳղੳ༧ʹ
ؔ͢Δใはɺ࠷༳ΕΔՄੑ͕গͳ͘ࡁܦతͳඈܦߦ࿏ͷબ
ఆʹཱͯΒΕͯいま͢ɻまͨɺӡߤཧऀはɺ࠷৽ͷ্ۭͷ気
象ใΛඈߦதͷύΠϩοτແઢͳͲΛ௨ͯ͡దٓ͑ͯいま
͢ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

৽たにఏ した៛ີな予報Ϟデϧ࢝Λ։ڙ

ฏ 25 （201� ）1݄ 2� ͷྫࣄͰɺ౦ߓۭࡍࠃژपลͷฏ໘ਤ（্ਤ）"�# ؒͷ༧அ໘ਤ（Լਤ）ɻ͜ͷΑ͏ʹɺ౦ٴߓۭࡍࠃژͼͦ
ͷपลͷ্ۭͷ෩気ԹͳͲΛ͔͘ࡉ༧Ͱ͖ま͢ɻ
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　気象等の現象は、交通、৯、ҥ料等様々な産業に影ڹを与え、国民の生活に密接にかかわってい

ます。一方、インターネット、デジタル放送、携帯端末、高速通信回線等、情報通信技術の目֮ましい

発展と૬まって、多くの国民が、既的な情報を一方的に受けるだけでなく、自らの判断で必要とする

情報を取ࣺ選択できる環境が整ってきました。国民及び産業界のニーズは、今後、より多様化・個別化

することが見ࠐまれることから、民間気象事業者による、最新の情報通信技術を活用した幅広いニーズ

に対応した気象サービスの提供が欠かせません。

　気象庁は、国民が安心して民間気象事業者の予報を利用できるよう予報業務のڐ可制度、気象予報

士制度を設けるとともに、このような民間気象事業者の活動を支えるため、受ӹ者ෛ担の原則の下、民

間気象業務支援センターを通じて、気象庁が保༗する情報の提供及び支援を行っています。

˓༧ใ業務ͷڐՄ੍
　民間気象事業者のサービスは、創意工に

より様々な取り組みがなされていますが、サー

ビスを利用する国民の側からみると、その精

度や提供主体の技術力について判断すること

はࠔ難です。このため、気象庁では、民間気

象事業者が、気象や波࿘、地震・火山等の

現象を予報する場合には、警報等の防災気象

情報との整合性や、国民の期待する「正確な

気象情報の提供」を確保できるよう、あらか

じめ気象庁長官がその者の予報業務に必要な

要員及び施設等が備わっていることを確認す

る「予報業務ڐ可制度」を設けています。

˓気象༧ใ੍࢜
　予報の精度は、現象の予想をどのような方法で行うかに左右されます。気象や波࿘等の現象の予想に

は、数値予報資料の解ऍなど高度な技能を要することから、民間気象事業者が気象などの予報業務のう

ち現象の予想を行う際には気象予報士に行わせることをٛ務けており、これにより予報の精度を担保

しています。気象予報士は国家資格であり、業務に必要な知識及び技能について行う気象予報士試験に

合格し、気象庁長官の登を受ける必要があります。気象予報士には平成 25 年 4 月 1日現在、8753

人が登されています。また、気象予報士は、民間気象事業者が行う予報業務の中֩的となる技術者

だけでなく、報道等を通じた解આや防災関係者・一般住民を対象としたߨ演会等、様々な場面で防災知

識の普及・ܒ発にݙߩしています。なお、地震動と火山現象の予報は、現象の予想を国土交通省令で定

める技術上の基४に適合した手法で行うこととすることにより、予報の精度を担保しています。

�

予報業務ڐՄࣄ業ऀの気象ؔ࿈ࣄ業の年間総ച্と
（ࡏݱ業ऀ֤年ࣄ）業ऀのਪҠࣄ

༧ใ業務ͷڐՄΛऔಘͨ͠ʮ༧ใ業務ڐՄࣄ業ऀʯはɺʑ૿Ճ͖ͯͯ͠いま͢ɻ
ಛʹɺฏ 1�  12 ݄͔ΒಈٴͼՐݱࢁ象ͷڐՄ੍͕։࢝͞Εͨ͜ͱΛड
͚ɺฏ 1�はલʹൺׂ̒Ҏ্૿Ճͯ͠いま͢ɻ
༧ใ業務ڐՄࣄ業ऀ（ࠃɺํެஂڞମΛআ͘ɻ）ʹΑΔ気象ؔ࿈ࣄ業ͷؒച্
ͰਪҠͯ͠いま͢ɻޙはɺ̏̌̌ԯԁલߴ

ຽؒの気象ۀࣄ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓ຽؒࣄ業ऀʹର͢Δࢧԉ
　気象庁は、当庁が保༗する観測・

解析・予報等の成果及びこれらの作

成過程で得られる数値予報資料や

解આ資料等の気象情報を、受ӹ者

ෛ担の原則の下、民間気象業務支

援センターを通じて民間事業者等へ

提供しています。これら、気象庁の

保༗する気象情報は、民間の気象

事業者等により、個別企業のニーズ

に対応した情報に加工されることに

よって、産業界の多様な活動の基൫

として活用されています。また、数

値予報等、気象庁による予測技術の高度化に伴い、予報業務を行う民間気象事業者の技術基൫の確保

と高度化がӹ々必要となっていることから、気象庁では、予報業務を行う民間気象事業者を対象とした

すݣをࢣߨश会等にߨश会を開催する他、民間気象業務支援センターや日本気象予報士会が行うߨ

るなど必要なڠ力と支援を行っています。

気象庁からの؍ଌデータɺ予報資料のྲྀΕとɺ民間気象ࣄ業ऀによる気象αーϏスのྫ

気象ɾ地震の情報Λѻ͏ࣄ業ऀΛର象としたߨशձ

HP

!
!

気象ி͔Βఏ͞ڙΕͨ؍ଌɾղੳɾ༧ใͷՌٴͼ༧ใࢿྉΛج൫ͱͯ͠ɺຽؒ気象ࣄ業ऀは༷ʑͳ気象αʔϏεΛͯͬߦいま͢ɻ

ߨʹ業ऀΛର象ࣄΔͨΊɺ気象ிは気象ͷใΛѻ͏͢ࢿʹຽͷ҆શɾ҆৺ࠃ
शձΛ։͠࠵ɺ࠷৽ͷٕज़ใΛڞ༗ͯ͠いま͢ɻ
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（１）気象にΑΔ࣏ࣗମࢧԉのऔりΈ
　気象庁では、全国の都道府ݝにある気象台で、気象や地震などの観測・監視、予報・警報や情報の

発表・提供、解આなどを行っています。

　大雨、津波などにより災害の発生が予想される場合、気象台が発表する警報などの防災情報が自治体

などの防災関係機関に迅速かつ確実に伝わることはもとより、情報の受け手がその意ຯを正しく理解して、

避難ק告等の発令を適時・的確に判断するなどの適切な防災対応につなげることが、被害の軽ݮのため

にඇ常に重要です。

　各地の気象台では、自治体が防災に関する計ըや避難ק告等の発令基४を定める際に、気象台が発

表する防災情報の活用方法について個別にアドバイスを行ったり、自治体などの防災担当者に対するઆ明

会や研मなどでも、情報の活用について積ۃ的にઆ明を行っています。また、大雨等により災害の発生

が危ዧされる場合には、気象台から自治体などの防災関係機関に対して気象状況の事前આ明や、事ଶ

の推移によっては気象台から自治体に直接連བྷして気象状況や今後の見通しを積ۃ的に伝えるなど、気

象台が持つ危機ײを共༗していただけるよう取り組んでいます。

　気象庁では今後とも関係機関と連携しながら、より分かりやすい防災情報の提供と、気象や地震など

の自然現象や防災情報に関する普及ܒ発に引き続き取り組んでいきます。

（２）ॅຽの҆શࣝのීܒٴ ɾൃ気象情報のར׆༻ਪ進にؔ͢ΔऔりΈ
ΞɽʮҬྗࡂΞοϓࢧԉϓϩδΣΫτʯ
　気象庁では、これまでも住民等を対象とした出前࠲ߨやߨ演会など、様々な普及ܒ発活動に取り組ん

できました。平成 23 年 3 月の東日本大震災をきっかけとして、住民等への自ॿ・共ॿ意識のܒ発や防災

教ҭの重要性が政府の༗識者会ٞなどで報告されています。このことを踏まえ気象庁では、関係機関と

連携・ڠ力しながら、安全知識の理解や気象情報の利活用をより効果的に推進するための様々な取り組

みを「地域防災力アップ支援プロジΣクト」として進めており、住民自らの判断で的確な防災行動がとれ

るような風土・文化がৢ成されることを目指しています。

̒

地Ҭ防災ྗアッϓ支援ϓϩジΣΫトの֓೦ਤ

༷ʑͳؔػͱ࿈͠ܞɺଟ͘ͷํʑ҆શࣝͷීൃܒٴใͷར׆༻͕ਐΉΑ͏औΜͰいま͢ɻ

Ҭの্ྗࡂのऔΓΈ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

औΓΈɹʮֶ校Ͱͨ͠ܞͱ࿈ؔػҭڭ Δ͑ٸۓใͷत業։ൃͱݚमձʯ

་ɹ҆ୡɹਖ਼തڭຈখֶ校ɹཱࢢຈࡳ

　私達は、自然災害を無くすことはできない。し

かし、防災教ҭを推進することで被害をগしでも

らすことはできる。この考えのもと、平成ݮ 21 年

から、ࡳຈ区気象台とࡳຈ市の社会科をઐ

とする教員がڠಇでখ学校における防災教ҭを

推進する方策を考えてきました。そして、「どこの

学校でも実ફできる」防災教ҭをめ͟して、খ

学校 5 年社会科の情報単元で「緊急地震速報」を教ࡐとして取り上げ、

授業ͮくりを行いました。授業に必要な情報は、ࡳຈ区気象台の )P に

掲ࡌしました。平成 22 年には、この資料を活用しࡳຈ市立資生館খ学校

で授業実ફを行い、緊急地震速報を取り上げた授業の効果を確認しました。

　平成 23 年からࡳຈ区気象台と一ॹに、Ն・ౙの年 2 回、教員を対象と

した「授業で使える緊急地震速報の研म会」を行い、খ学校社会科で緊急

地震速報を取り上げる意ຯと意ٛを伝えるとともに、この授業をきっかけとし

てগしでも教ҭ現場で防災教ҭが進められるよう普及・ܒ発を行っています。

ؔػࡂͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮ࢜ࡂཆݚमʯ

େݝੜڥ׆෦ػةࡂཧ՝

ओࠪɹޙ౻ɹݡҰ

　大分ݝでは地域防災力向上のため、自主防

災組織のҭ成・強化に力を入れています。平成

24 年度は活動の要となる人ࡐをཆ成するため、

下でݝ 3000 ໊の防災士をཆ成する取り組みを

行いました。ݝ下各市町で 2日間 12 コマの研म

会をԆ 31 会場で開催、受ߨ者は気象台職員

をࢣߨにܴえた気象特性や地震ŋ津波のメカニズムのߨ話から防災士によ

る災害図上܇࿅など多ذにわたり学शしました。また研ममྃ後は NPO

法人日本防災士機構の実施する防災士試験を受験、合格者には認定ূが

交されています。認定された各地の防災士には今後、自主防災組織内で

の防災ߨ話や防災܇࿅の企ը運営、また災害Ϙランティア活動への参加、

さらにはډ住市町村の防災士同士が連携し、自主防災組織のをӽえた

活動などɼ様 な々取り組みで地域の防災力を高めていただくことを期待して

います。

ʮҬྗࡂΞοϓࢧԉϓϩδΣΫτʯऔΓΈྫ

ҭڭಇͰਐΊる防災ڠ

मձの様子ݚ

（্）気象ͱֶ校͕ڠಇͰਐΊΔڭࡂҭ
ਪਐͷߏਤ
（Լ）ฏ 25  1 ݄ 15 ʹͨͬߦʮत業Ͱ
ࢠमձʯͷ༷ݚใͷٸۓΔ͑

ࢠͷ༷ߨ（্）
（Լ）ࡂਤ্܇࿅࣮ફͷ༷ࢠ
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ใಓؔػͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮίϛϡχςΟ์ૹʹΑΔࡂࣝͷීٴɾൃܒʯ

౦ίϛϡχςΟ์ૹٞڠձ

ձɹۄҪɹ߃

　東コミュニティ放送ٞڠ会には東 6 のݝ

24 局が加ໍしています。

　これまでઋ台区気象台と連携し、防災ि間

や緊急地震速報のキャンペーン番組を放送し、

現在はٶؠ、ݝ手ݝ、山形ݝ、ౡݝの加

ໍコミュニティ放送局が地元気象台職員出演によ

る気象知識の普及ܒ発番組を放送しています。

　2011 年 3月11日の震災では、当ٞڠ会加ໍ 8 局がྟ時災害放送局（24

自治体 29 局）に移行し、ٹ援情報や気象台から提供された防災気象情報

を放送しました。また、今回の震災の経験を;まえ、当ٞڠ会を中心とした

NPO 法人東日本地域放送支援機構により「ྟ時災害放送局の開設等の

手引き」を作成しました。

　今後はより地域に密着した放送局として加ໍ全 24 局による定期的な番

組をઋ台区気象台と連携し放送するなど、地域住民への防災情報の普及・

。的に取り組むこととしておりますۃ発について積ܒ

ຽؒஂମͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮҬ্ྗࡂʯ

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹฌݝݿ࢜ࡂձ

ཧࣄɹେੴɹ৳༤

　当会は、日本防災士機構によって認ূされた

防災士により平成 16 年 10月に設立された日本

防災士会のฌݝݿ支෦として平成 21 年 3月に

設立、平成 24 年 3月に法人認可された新しい

ஂ体ですが、地域防災力の担い手として意識の

高い会員 205 ໊がฌݝݿ下全域で活動しており

ます。当会は、官民の境界をӽえた「新しい公共」の担い手としての役割や

公共との連携を重視し公ӹ性が求められるஂ体を目指しております。活動と

しては、ฌݝݿやݝ下地方自治体等との連携による防災܇࿅参加ڠ力や自

主防災組織への出前࠲ߨ等を実施し、ฌݝݿからは「ひょうご防災特別推

進員」のশ߸をいただき防災ܒ発活動を行っており、組織内では研मҕ員

会を設けて会員の研ᮏも強化しています。最近ではਆށւ༸気象台とも連

携し࠙ஊ会・ߨ演会・ษ強会等の૬ޓり入れをさせていただいており、気

象台の情報提供は住民サイドで活動する当会にとって大変༗ӹなものです。

ऩ์ૹの様子

࠙ஊձߨԋձの様

（্）ίϛϡχςΟ์ૹہͰͷऩ
（Լ）ྟ์ࡂ࣌ૹہͰͷ์ૹ

（্）࢜ࡂձཧࣄͱ気象ͱͷ࠙ஊձ
（Լ）ࡂ気象ߨԋձͰŰƅŮžţŪͱͯ͠ࢀՃ
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ΠɽΑΓޮՌతͳऔΓΈͷൃలʹ͚ͯ
　気象庁では、「地域防災力アップ支援プロジΣクト」として全国の気象台で進めている数ある取り組み

の中から、多くの官署で参考となるものを選考して、その取り組みについて発表し、防災・教ҭ・報道・

広報の各ઐ家からॿ言やߨධなどをいただくための「ミーティング」を平成 25 年 2 月に開催しました。

　ミーティングにご参加いただいたઐ家（ܟশ略）

　̡ 防災分野ʳ静Ԭݝ危機理෦　危機報道監　ؠ田 ਔ 

　̡ 教ҭ分野ʳ全国学校安全教ҭ研究会　会長　࡚ 良明 

　̡ 報道分野ʳ時事通信社　山形支局長　中川 和೭ 

　̡ 広報分野 （rג）電通 P3 コミュニケーションデザイン局長　Ֆ上 ࢘ݑ 

　気象台が進める普及ܒ発の取り組みについて、ઐ家の方々のご意見を伺う場を設けるのは初めての

試みです。当日は、「学校における緊急地震速報を活用した避難܇࿅の支援」、「地元のテレビ局やラジオ

局と連携した防災知識等の普及」などの取り組みを実施している気象台から、取り組み֓要、工した

点などのアピールポイント、成果や課題、今後の取り組み展開について、プレθンテーションを行いました。

　各分野のઐ家からは、「関係機関との連携のきっかけを見つけて、うまく連携して取り組みが行われ

ている」、「多くの関係者・機関が関わって地域ぐるみで取り組んでいる」といったධ価のほか、「学校の

先生が創意工しながら防災意識を子供たちに教えることができる組みͮくりが༗効」、「地域にࠜࠩ

した普及ܒ発を進めていくことが重要」、「気象庁の取り組みをより多くの方々に知っていただくための工

」など、今後の気象台に対する期待もؚめ、多くのॿ言をいただきました。この「ミーティング」でいた

だいたॿ言を踏まえ、より効果的な取り組みへの発展や新たな展開に繋げていきます。

地Ҭ防災ྗアッϓ支援ϓϩジΣΫト「ϛーティンά」の様なͲ

ʮϛʔςΟϯάʯͰ気象ͷऔΓΈΛઆ໌͢Δ৬һ（ࠨ） （ӈ）気象ͷऔΓΈΛհͨ͠ϓϨθϯࢿྉ
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ୈ �ষɹ気象ۀΛߴԽ͢るͨΊのڀݚɾٕज़։ൃ

1 େ気ɾւ༸ʹؔ͢る༧報ٕज़

（１）༧報と 
ɹ警報・注意報や各種の天気予報では、明日・明後日やさらに先の大気の状ଶを予測する必要があります。

大気やւ༸の現象は物理や化学の法則に基ͮいて起きていますので、この法則を用いて「今」の大気な

どの状ଶから「将来」を予測することが原理的には可能です。この手法は「数値予報」と呼ばれ、気象

庁の予報業務のࠜװをなす技術となっています。数値予報は、大気やւ༸の様々な振るいを物理や化

学の法則で表現したコンピュータのプログラムを必要とします。このプログラムを「数値予報モデル」といい、

予測の精度を向上させるため開発やվ良が進められてきました。また、数値予報モデルを予報業務に使

うには、大な計算を短時間に処理する必要があり、このため気象庁では昭和 34 年（1959 年）に我が

国の官公庁として初めて科学計算用のコンピュータを導入し、以来、常に世界最高レベルのコンピュータ

に更新しています。数値予報モデルは、予測する期間の長さや対象ྖ域などに応じて様々な種類があり

ますが、いずれも、大気やւ༸を水平方向・Ԗ直方向に格子状に区切り、それぞれの格子での気温や風、

࣪度などの将来の状況を予測します。

༧ใϞσϧͰはɺେ気ɺւ༸ɺͱͷؒͰൃੜ͢Δ༷ʑͳݱ象Λࢧ͢ΔཧԽֶ๏ଇ
ΛίϯϐϡʔλϓϩάϥϜͰද͠ݱま͢ɻ（ਤத༻ޠɹද໘աఔɿද໘ʹ͓͚Δਫͷग़
入ΓͳͲɻେ気ڥքɿද໘ւ໘͔ΒຎࡲͳͲͷӨڹΛड͚Δେ気ͷ）

େ気தͷݱ象Λࢧ͢Δओͳաఔ
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（２）༧報Ϟσϧのݱঢ়
˓શٿϞσϧɺϝιϞσϧɺہϞσϧ

　気象庁で運用している数値予報モデルにはいくつかありますが、このうち主なものとしてまず「全ٿモ

デル」があります。「全ٿモデル」は、地ٿ全体を対象ྖ域として大気の状ଶを予測する数値予報モデル

です。気象庁では、全ٿモデルを、短期予報（明日・明後日の予報）、ि間天気予報や 1 か月予報、ߤ

空࿏やւ上予報など地ٿ上の広いྖ域を対象とする予報に利用しています。ि間天気予報や 1 か月予報

では、予測時間が長くなるとともにࠩޡが大きくなります。このため、「アンサンϒル予報」という手法を

使用し、確率による予報などを行っています。「メソモデル」は、日本पลを対象として大雨や風などの

災害をもたらす積雲・積ཚ雲の集ஂなどの現象（高低気ѹやക雨前線など、天気図上で解析される数ઍ

キロメートルنの現象よりখさく、ཽרなど局所現象（数キロメートル以下）より大きいスケールが「メソ

スケール」と呼ばれています。）の予測を行う数値予報モデルで、警報・注意報など防災気象情報の作成

や降水短時間予報、ඈ行場予報などに利用しています。メソモデルでは、計算を行う格子を細かくし、

積ཚ雲に伴う上ঢ気流や、水ৠ気のڽ結、雨やઇ・あられなど降水ཻ子の発生・མ下など雲の中で発生

する現象を精密に取りѻっています。そして「局地モデル」では、メソモデルよりも格子をさらに細かくす

ることで地形をよりきめ細かく取りѻい、降水過程においても計算の精密さを高める手法を取り入れ、風

や気温、ཕや短時間の強い雨をもたらすような積ཚ雲などの予測精度を向上させています。局地モデルは、

。のための気象情報や防災気象情報の作成に利用していますߤ空機の安全運ߤ

ղੳ࠶ظઅ༧ใϞσϧͱق˓

　1 か月を超える時間スケールでは、大気の変動はエルニーニョ・ラニーニャ現象のようなւ༸の変動の

影ڹを強く受け、ٯにւ༸の変動は大気の影ڹを受けます。このため、3 か月予報、ஆ・ީפ期予報や

エルニーニョ予報には、大気とւ༸を一体として予測する大気ւ༸結合モデルを使用しています。

　異常気象の分析をؚめた気ީの監視や季節予報を的確に行うためには、過去の気ީを出来るだけ正確

に把握しておく必要があります。この目的で、過去数े年にわたって蓄積した観測データを、最新の数値

予報技術を用いて解析し直す「長期࠶解析」により、過去の気ީを࠶現する高精度の気ީデータを作成し、

気ީの監視や季節予報に活用しています。平成18年に完ྃした長期࠶解析J3A-25（1979年以降の解析）

にସわるものとして、その後の新たな技術を取りࠐみ、1958 年にまでさかのぼって計算を行う長期࠶解

析 J3A-55 を新たに作成しています。

˓ւʹؔ͢ΔϞσϧ

　気象庁ではւ༸の様々な現象を予測するために、「波࿘モデル」、「高ைモデル」、「ւ況モデル」及び「ւ

ණモデル」を運用しています。

　「波࿘モデル」は、ւ上の風の予測値を用いて、ւ上の様々な場所での波の発達・ݮਰやうねりの伝

などを予測し、高波時に発表される波࿘警報・注意報や、波࿘予報などに利用しています。「高ைモデ

ル」は、台風などによるւ面気ѹとւ上の風の予測値からւ面水位の上ঢ量を予測し、この結果をもと

に浸水災害がおこるڪれのある場合に、高ை警報・注意報を発表しています。「ւ況モデル」は、ࠇை

やைに代表される日本पลのւ流やւ水温の状ଶを予測し、ւ面水温・ւ流 1 か月予報に使用してい
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ます。「ւණモデル」は、オホーツクւೆ෦の１ि間先までのւණ密接度の分布を予測し、ւණ予報や

ધഫ向けのւණ予想図に利用しています。

˓࣭༌ૹϞσϧ

　気象庁では、大気中の物質のڍ動を数式化した物質༌送モデルを用いて地ٿ環境や気ީに影ڹする二

化ૉ、ԫ砂、オκンなどの監視と予測を行っています。「ԫ砂予測モデル」では、ԫ砂発生域でのԫ砂のࢎ

い上がり、風による༌送・拡ࢄ、雨などによる地上への降下を考ྀしています。また、「化学༌送モデル」で

は、オκンやその生成・消໓にかかわる物質の風による༌送・拡ࢄ、雨などによる地上への降下、化学応や

光化学応による生成・変質・消໓などの過程を考ྀしています。予測結果は、ԫ砂情報やࢵ外線情報及び

全般スモッグ気象情報に利用しています。

気象ிͰӡ༻ͯ͠いΔ༧ใϞσϧ（ฏ 25 （ࡏݱ݄�
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（３）༧報のٕज़։ൃとਫ਼向্
　高い精度の防災気象情報や天気予報をきめ細かく作成するためには、その基ૅとなる数値予報の精度

向上が不可欠です。

　スーパーコンピュータの性能向上や数値予報モデルの開発վ良が進み、数値予報は目֮ましい進歩を

げてきました。過去 18 年間の全ٿモデルの予報ޡ （ࠩ半ٿ 5 日予報の精度）の変化を図に示します。

この間、モデルの分解能の向上や物理過程のվ良、4 次元変分法の導入などデータ同化技術のվળ、

気象衛星などによる新たな観測データの利用開始など、多くの技術の進展がありました。その結果、数

値予報のࠩޡが 3 分の 2 にݮগするなど、予報の精度は大きく向上しました。

　気象庁では数値予報のさらなる精度向上のために、次のような開発課題に取り組んでいます。

　細かい現象の予測には、計算を行う格子の間隔を細かくすること（高解像度化）が必要ですが、格子

の間隔を細かくすると、計算量が増えるため、計算に要する時間が長くなります。タイムリーに予報を行う

ためには所定の時間内に計算をऴわらせる必要があり、このため、大な数の格子での計算を高速化す

る方法や、大気中の雨や雲の状ଶを精度よく効率的に計算する方法の開発に取り組んでいます。

　また、数か月以上先の予測には、大気だけでなくւ༸の影ڹが大きくなることから、大気とւ༸を同

時に取りѻう数値予報モデルの開発・վ良を進めています。

　さらに、世界中から様々な観測データを集めて「今」の大気の状ଶを精度よく࠶現するための技術（こ

れを「データ同化技術」と言います。用ޠ集参照）の開発もซせて行っています。特に、人工衛星、ߤ

空機、ウィンドプロファイラ、ドップラーレーダーなどから刻 と々送られてくるデータをより༗効に利用する「4

次元変分法」という手法（用ޠ集参照）の開発・վ良に重点的に取り組んでいます。

༧ใͷਫ਼ͷมભ

શٿϞσϧʹ͓͚Δ৽ͨͳٕज़ͷಋ入ͱ༧ใਫ਼ͷมભɻॎ࣠はɺશٿϞσϧͷ༧ใਫ਼ͷࢦඪͱͳΔٿͷ 500 ϔΫ
τύεΧϧߴͷ 5༧ใͷฏํࠜฏۉೋޡ （ࠩ୯Ґɿϝʔτϧ）Ͱɺ͕খ͞い΄Ͳ༧ใਫ਼͕ߴい͜ͱΛҙຯ͠ま͢ɻ
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の༧報ٕज़ޙࠓ（̐）
　数値予報は、気象の警報・注意報や天気予報を発表するうえで、今や欠かせない存在となっています。

数値予報がこのような気象業務のࠜװをなす技術となったのは、気象学の進歩により現象のメカニズム

解明が進んだことや、スーパーコンピュータの性能が大幅に向上したことに加え、気象庁が、計算技術や

モデルのվ良といった数値予報技術の開発に精力的に取組んできた成果です。この我が国が༗する༏れ

た技術を今後も発展させ、数値予報の精度を向上させ、情報のվળに役立てていく必要があります。

　現在、気象庁では、目的に応じた様々な数値予報モデルを運用していますが、それぞれのモデルに用

いられる技術がਂ化・高度化する中、モデルの運用・վ良を効率的・効果的に行うために、モデル間で

共通する課題はできるだけまとめて解ܾする必要があります。モデルの技術基൫を共通化することができ

れば、最新の開発成果をそこへ集中させることによって、様々な目的の数値予報モデルに効果的にөさ

せる、またモデルを共通化することが可能となります。このような「基൫モデル」の構築、そして、明日、

明後日の予報から季節予報まで、様々な時間スケールの現象をひとつのモデルで予測する、いわゆる「シ

ームレス」なモデル開発に向けた取り組みを始めています。

　スーパーコンピュータの性能は日進月歩で向上しています。そのため、将来はさらに解像度の高い数値

予報モデルを業務的に使うことができると見ࠐまれています。モデルの高解像度化により実現できる数値

予報技術のひとつに、積雲・積ཚ雲の࠶現があります。積雲・積ཚ雲の集ஂは台風をはじめとする帯

域の気象ཚの発生・発達、アジアモンスーンに伴うക雨前線の活動に重要な役割を果たしており、

帯域やアジアモンスーンྖ域をؚむ全ٿモデルを、積雲・積ཚ雲を࠶現できるよう高解像度化することに

より、例えば二ि間以上先の台風の発生や強度、帯域やアジアモンスーンの変動、及びその影ڹとし

ての日本近の大気の状ଶがより的確に予測出来るようになることが期待されます。積雲・積ཚ雲を࠶現

できる全ٿ高解像度モデルについては、研究段階のものとしてすでにいくつかのタイプが作られています。

気象庁では、計算コストや業務的に使用する場合の安定性、大気現象の表現の的確さなど様々な観点か

ら、その導入に関する調査を進めています。

（̑）ٿԹஆԽ༧ଌのڀݚ
　平成 25 ʙ 26 年（2013 ʙ 14 年）に公表予定の IPCC 第 5 次ධ価報告書に向けて、地ٿ温ஆ化予

測実験や、予測の不確実性の低ݮ、その要Ҽの理解をめ͟した研究が世界中で行われてきました。

　気象研究所でも、最新の大気モデルとւ༸モデルを結合して新たに開発した気ީモデルに、これまで

の気ީモデルでѻってこなかったエーロκル、オκン、域生ଶܥ及びւ༸生物の効果を表現するモデ

ルを組み合わせた地ٿシステムモデルを開発しました。このモデルを用いた温ஆ化予測実験の結果や、

ւ༸観測データを同化した 10 ʙ 30 年先の近未来予測の結果は、IPCC 第 5 次ධ価報告書にݙߩしま

す。アジアをはじめとした地域的な気ީ表現をさらに高精度にするモデル開発をおこなっており、温ஆ化

への中期的な適応策に資することが期待されます。

　さらに、日本の詳細な温ஆ化予測を可能とする高解像度の地域気ީモデルを開発し、温ஆ化予測を通

じて我が国の温ஆ化対策へのݙߩが期待されています。
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（１）(14ଌҐӴΛ༻͍たࢹઢํ向のԆྔのར༻に向けたڀݚ։ൃ
　GPS（全ٿ測位システム）に代表される測位衛星܈は、地上約 2 万キロメートルの高度をप回しながら

電波を送信しています。その電波の速度は大気中の水ৠ気や気温、気ѹによりれが生じることから、

測位衛星の電波を地上の受信機で受信し、さらに衛星ي道の情報を用いて計算することにより、上空の

大気にؚまれる水ৠ気量を算出できます。

　気象庁では、国土地理院が地֪変動の監視のための電子基४点として全国約 1200 地点に設置した

受信機のデータを用いて、高分解能な水ৠ気量の観測を行っています。また、その水ৠ気量を数値予報

モデルで利用して、警報などの各種気象情報や日々の天気予報の精度向上にも役立てています。

　現在気象庁で利用しているのは、上空をप回しているෳ数の GPS 衛星を用いて算出した受信機の上

空のやや広いൣғの水ৠ気の総量（可降水量）ですが、気象研究所では、個々の衛星から受信した測

位衛星の方向（視線方向）の電波のれ（視線Ԇ量）の算出と利用に向けた研究開発を行っています。

　視線Ԇ量を用いると、̏次元の水ৠ気、気温、気ѹの情報が得られるため、可降水量のみを用い

た場合に比て、短時間の局地的な大雨などのܹしい大気現象の予報精度の向上が期待されます。平

成 21 年 8 月 19 日のԭೄݝでの局地的大雨の事例では、視線Ԇ量を用いたほうが、より実際の現象

に近い降水分布を࠶現することができました。

ఱํͷੵࢉਫৠ気ྔ（Մ߱ਫྔ） ਫৠ気ྔࢉͷੵઢํࢹ

ਫྔ߱ؒ࣌ਫྔɺ（த）Մ߱ਫྔΛ༻いͨγϛϡϨʔγϣϯͰͷ1߱ؒ࣌ͷ1ࡍଌͰͷ࣮؍Ϩʔμʔ気象（ࠨ）
（ӈ）ࢹઢํͷੵࢉਫৠ気ྔΛ༻いͨγϛϡϨʔγϣϯͰͷ1߱ؒ࣌ਫྔ

ԭೄݝͷہతେӍ（ฏ 21 �݄ 1� ）ͷγϛϡϨʔγϣϯ

� ৽͍͠؍ଌɾ༧ଌٕज़
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（２）߱ਫؒ࣌༧報のվྑɹʙہϞσϧの݁ՌΛ׆༻͠たվྑに͍ͭてʙ
　降水短時間予報は、解析雨量（1 ෦ 1 章 1 節˓雨の実況と予測情報　参照）をもとに雨域の移動、

地形による雨雲の発達・ਰऑなどを考ྀして、6 時間先までの各 1 時間雨量を1キロメートル四方の細か

さで予測しています。気象台では大雨警報・注意報やߑ水警報・注意報の発表に利用しており、降水短

時間予報は適確な防災気象情報を提供する上で基൫となる予測資料となっています。

　降水短時間予報は、その時点までの雨域の移動をそのまま持続させ、地形による雨雲の発達・ਰऑを

考ྀした雨量予測（実況ิ外型予測）と、数値予報モデルによる雨量予測を結合する手法で行っています。

これは、目先の 2 ʙ 3 時間までは実況ิ外型予測の精度が良く、それを過͗ると数値予報による雨量予

測の精度の方が良くなるためで、྆方の予測精度をその都度比較し、精度に応じた重みをつけて結合し

ています。

　平成 25 年出水期から数値予報の局地モデル

（2km 格子）が日本全土を෴うྖ域を対象に、１

時間ごとに起動され、9 時間先までの雨量予想が

利用できるようになります。これまで降水短時間

予報では、3 時間ごとに起動されるメソモデル

（5km 格子）の雨量予測を利用していましたが、

より解像度が高く、高ස度で計算結果が得られ

る局地モデルの雨量予測も利用する計ըです。局

地モデルでは今まで以上に細かな地形やそれに伴

う降水域の表現がվળされ、また、起動時間の

間隔が短くなることによって新しい予測が次 と々使

えるため、実況ิ外型予測と結合して利用するこ

とで降水短時間予報の雨量予測の精度も向上す

るものと期待されています。

߱ਫؒ࣌༧ใͷख๏

Ӎྔͷ༧ଌͷਫ਼はɺઌͷ̎ʙ̏ؒ࣌ఔは࣮ܕ֎ิگͷ༧ଌ
͕ྑ͘ɺͦͷޙは༧ใͷํ͕ྑ͘ͳΓま͢ɻ߱ਫؒ࣌༧ใ
Ͱはɺ྆ํͷ༧ଌਫ਼Λͦͷൺֱͯ͠ɺͦͷਫ਼ʹԠͯ྆͡
ํΛ݁߹ͯ͠いま͢（݁߹ܕ༧ଌ）ɻ

ฏ 24  �݄10ͷւಓํͷӍͷྫࣄͰ࣮݁ͨ͠ݧՌɺ຺ࢁߴʹ͔͔ΔڧいӍҬ͕ैདྷͷ༧ΑΓਫ਼ྑ ༧͘Ͱ͖まͨ͠ɻ

߱ਫؒ࣌༧ใʹہϞσϧΛར༻࣮ͨ͠ྫݧ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ӴのたΊのٕज़։ൃࢭ੩ظ࣍（３）
　気象庁は、現行の静止気象衛星「ひまわり7 ߸」の後継機として、静止地ٿ環境観測衛星「ひまわり

8 ߸」を平成 26 年に打ち上げ、平成 27 年から運用を開始する予定です。「ひまわり 8 ߸」にࡌする高

機能のカメラは、大気や地表面から放出される様々な波長の光をଊえることができ、観測で得られるը

像の種類が大幅に増えます。また、地ٿը像を10 分ごと、日本पลը像を 2.5 分ごとの高ස度で撮影

することができ、ը像の解像度も向上します。気象庁では、この新しいը像を、気象の実況監視、数値

予報、気ީ・環境監視等で利用するための技術開発を進めています。

　例えば、高ස度に撮影されたը像を利用することで雲や水ৠ気の移動をして上空の風の分布をよ

りきめ細かく算出するための技術開発を行っています。下図の左は、試験的に気象衛星「ひまわり 6 ߸」

が日本近を 5 分間隔の高ස度で撮影したը像から算出した風の分布図です。通常の 15 分間隔のը像

から算出した風の分布図（右）と比較すると、得られる風のデータが大幅に増えることがわかります。さ

らに観測のස度だけではなくը像の解像度が向上すると、より多くかつ正確な風のデータを算出すること

ができます。

　このように高ස度かつ高解像度で取得したը像を利用することにより、台風や低気ѹ・前線等の気象

現象をより詳細に把握することができるようになります。特に、急ܹに発達して局地的߽雨やཕ、ಥ風を

もたらす積ཚ雲を発達段階でଊえることについては期待が大きく、技術開発の重要課題となっています。

　また、様々な波長の光を観測することで得られるը像を利用することで、雲の種類を詳細に分類すること

や、正確に大気中の水ৠ気量を推定するといった技術開発を進め、台風の解析精度の向上や、数値予報モ

デルでの利用を通じた予報精度の向上を目指します。さらに、ԫ砂や火山փなどの分布や高度をより正確に

算出するための技術開発も進めています。

Ӵը૾͔Βࢉग़ͨ͠෩ͷਤ

ʮ5ʯִؒͰࡱӨͨ͠Ӵը૾͔Βࢉग़্ۭͨ͠ͷ෩ͷ（ࠨਤ）ͱɺʮ15ʯִؒͰࡱӨͨ͠Ӵը૾͔Βࢉग़ͨ͠෩ͷ
（ӈਤ）Ͱ͢ɻਫৠ気ը૾͔Βࢉग़ͨ͠ରྲ্ྀݍͷ෩Λ੨৭ɺ֎ը૾͔Βࢉग़ͨ͠ରྲ্ྀݍɾதͷ෩Λԫ৭ɺԼ෩Λ
ΦϨϯδ৭Ͱඳըͯ͠いま͢ɻ
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（１）災ݮܰのたΊのٕज़։ൃ
　東地方ଠ平༸ԭ地震のようにنの大きな地震が

発生した場合には、そのنや震ݯ域の広がりを地震

発生直後に把握することが重要です。右図は東地方

ଠ平༸ԭ地震の震度分布を表していますが、震度 5 ऑ

以上の強震動域の長さは 700 キロメートルに及んでいま

す。気象研究所では、大きな地震のنなどを地震発

生直後に把握するため、このような発生直後に得られる

震度分布などからも地震のنや震ݯの広がりを推定

する手法の開発を行っています。更に、高層ビルなどに

影ڹを及ぼす長प期の地震動をؚめた地震動災害把握

手法の開発も進めています。

　また、地震の発生をいちૣく検知し、強い揺れが到

達する前にお知らせする緊急地震速報を、よりૣく、よ

り正確にするための技術開発を行っています。東地方

ଠ平༸ԭ地震後の余震活動では、実際よりも大きな震度を予測することがありましたが、この様な過大

な速報をগなくするよう開発を行っています。

（２）ܯ報ɾҙ報のൃදɾղআにؔ͢Δٕज़։ൃ
　津波警報・注意報の発表や解

আの精度を向上させるためには、

津波の発生ݯをより精度よく推定

するとともに、津波が時間ととも

に広がり、やがてݮਰする様子を

詳細に把握することが必要です。

また、東地方ଠ平༸ԭ地震によ

る津波の観測では、GPS 波࿘計

や、更にԭ合に設置しているւఈ

津波計のデータは、Ԋ؛での津波

の到来を予測する上でۃめて重要

であることが確認されました。

　これらを踏まえ気象研究所で

は、津波が発生するメカニズムの調査や津波の伝・ݮਰに関する研究に加え、ԭ合の津波観測波形

� ɾɺՐࢁʹؔ͢るٕज़։ൃ

ൃੜޙʹಘΒΕΔ͔Βن
いま͢ɻͯͬߦΓΛਪఆ͢Δख๏ͷ։ൃΛ͕ͷݯ

౦ํଠฏ༸ԭͷ

ԭ߹ͷւఈܭ(P4�࿘ܭͰଊ͑ͨ؍ଌσʔλΛ༻いΔ͜ͱͰɺԊ؛Ͱ
ͷͷߴͷ༧ଌਫ਼্͕͠ま͢ɻ

ԭ߹Ͱͷ؍ଌσʔλΛ׆༻ͯ͠Ԋ؛ͰͷΛ༧ଌ͢Δ֓೦ਤ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

データに基ͮき地震発生直後の津波の波高分布を推定し、それをもとにԊ؛における津波の波高分布を

即࠲に予測するシステムの開発も重点的に行っています。

（３）Րࢁփのࢹɾ༧ଌのたΊのٕज़։ൃ
の大きな火山火では、火山փをؚむԎが数キロメートルをӽえるような高さにまで上ঢし、火ن　

に支ߤ空機の運ߤ、の風下側の地域に大量の火山փを降らせることがあります。このような火山փはޱ

障を与えるほか、݈߁や農業、交通など私たちの生活に影ڹを及ぼすことがあります。また、火山（れ

き）と呼ばれるখさなੴも風に流されて火ޱから10 キロメートル以上れたところまでམ下することが

あり、直ܸによるケΨやΨラスが割れるなどの被害の原Ҽとなります。

　火山փや火山による災害を軽ݮするために、気象研究所では、Ԏの高さや広がりを正確にଊえる

技術や、火山փ・火山の拡ࢄを精度よく予測する技術の開発を行っています。

　2011 年 1 月の新೩ַの火では、き上げられたԎの様子が気象衛星ひまわりで観測されたほか、

種子ౡ及びԬの気象レーダーやࣛࣇౡ空ߓの気象レーダーでもଊえられました。レーダーのデータをも

とに詳細な解析を行ったところ、Ԏの広がりやԎの高さが時々刻 と々変化していく状況が把握できる

ということがわかり、レーダーによるԎの検知力をධ価する上でとてもو重な観測となりました。

　また、数値予報を応用した火山փ・火山の拡ࢄモデルのվ良も進めています。新೩ַ火の際は、

西からの強い季節風によって風向・風速が時間や高さで変化していたため、拡ࢄ予測をする上では難し

い気象条件でした。しかし、このような条件下でも、現在開発中の最新の拡ࢄモデルと、気象レーダー

観測によるその時々のԎの高さを用いることで、各地の降փ量などをうまく推定できることが分かりま

した。

　今後も引き続き、気象衛星やレーダーを活用したԎ監視方法や火山փ・火山の拡ࢄモデルのվ良

を進めることで、降փのൣғのみを予報している現在の降փ予報に、降փ量についての予報を加えること

を目指しています。火山のམ下予測についても現在検討を進めています。

気象ϨʔμʔʹΑͬͯଊ͑ΒΕͨ৽೩ַͷԎ（2011  1݄ 26  17 ࣌ 10 ）

ߴ）ͷਫฏਤڧϨʔμʔࣹ（ࠨ） �Ωϩϝʔτϧ）
（ӈ）"�# ؒͷԖஅ໘ਤ
ஆ৭ܥ΄Ͳࣹڧ͕େ͖い͜ͱΛࣔ͢ɻ
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　数値予報モデルをはじめとした気象やւ༸、地震・火山・津波の監視・予測の技術を向上させるため

には、各分野の最先端の知見や研究成果を活用することが必要です。このため気象庁は、国内の大学

や研究機関はもとより、ॾ外国の気象機関などと情報交換や意見交換を行い、研究・技術開発を進めて

います。

　国内の大学や研究機関とは、気象やւ༸、地震・火山・津波のそれぞれの分野で合計 100 余りの共

同研究を実施しています。いくつかの共同研究の成果は気象庁で活用されており、例えば、緊急地震速

報の実用化も共同研究の成果のひとつです。

　気象の分野については、日本気象学会との間で「気象研究コンソーシアム」という研究の組みを設け

ています。「気象研究コンソーシアム」は、気象庁の予測データや気象衛星データを研究者に提供するこ

とにより、大学や研究機関における気象研究を促進し、それにより、わが国における気象研究の発展、

気象研究分野の人ࡐҭ成及び気象予測技術のվળを図ろうとするものです。この組みのもとで、30 余

りの研究課題が取り組まれており、気象・気ީの予測技術の開発や、現象の解明のための研究が行われ

ています。

　数値予報モデル開発に関しては、気象予測や数値シミュレーションのための数値予報モデルを利用する

研究者に、気象庁が実際の予報に用いているモデルをି与し、数値予報技術を用いた研究を促進してい

ます。また、「数値モデル研究会」を開催し、大学や研究機関の研究者との交流を図っています。平成

25 年 3 月に開催した第 6 回数値モデル研究会は、数値モデルによる台風予報の課題と展をテーマとし、

約 100 人の参加により、台風予報のվળ方策についてٞを行いました。

　気ީの分野では、ॵや߽ઇ等の社会・経済に大きな影ڹを与える異常気象が発生した場合に、そ

の発生要Ҽについて最新の科学的知見に基ͮく分析結果を発表するため、大学や研究機関のઐ家と

連携して分析を行う「異常気象分析検討会」を設置しています。最近では、平成 24 年 8 月下०ʙ 9 月

中०の日本と東日本の高温について、検討会で分析を行い発表しました。また、長期࠶解析の実施に

あたっては、解析結果のධ価を大学や研究機関のઐ家で構成する外෦ධ価グループが実施するなど、

気象庁と研究者が連携して長期࠶解析データの質向上を目指しています。

� ։͔Εͨڀݚɾٕज़։ൃମ੍

ୈ 6ճϞσϧڀݚձ（ฏ 25 �݄ 6）
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ୈ̏ষɹ気象ۀのྗڠࡍࠃͱੈքのݙߩ

　日々の天気予報や警報・注意報の的確な発表のためには、全世界の気象観測データや技術情報の

૬ޓ交換など国際的なڠ力が不可欠です。気象庁をؚむ世界各国の気象機関は、世界気象機関

（8MO）等の国際機関を中心とした連携体制や、近ྡॾ国とのڠ力関係を構築しています。

　8MO は、世界中の気象等の観測とデータの収集、

配布を促進し、また気象や気ީの情報をվળさせる

ことなどを務として活動している国際連合のઐ機

関です。気象庁は、8MO の構成員として、国際会

ٞ開催や 8MO 事務局へのઐ家のݣ、国際的

なセンター業務を担当するなど、活発に活動していま

す。

1 ੈք気象ؔػʢ8.0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのݙߩ
8.0ͷձٞͷ༷ࢠ

8.0ͷ৫

8.0ͷࣥߦཧࣄձͰൃݴΛ͏ߦ気象ி（εΠεɾδϡ
ωʔϒ）ɻ

気象ிはɺΞδΞ۠ʹ͓͚Δ気象ؔػͷཁͱͯ͠ͷׂΛՌ͖͓ͨͯͯ͠Γɺྺ気象ிはࣥߦཧࣄͱͯ͠8.0
ͷӡӦʹࢀըͯ͠いま͢ɻまͨɺ気象ிͷଟ͘ͷ৬һ͕ɺઐՈͱͯ͠ઐҕһձ۠ڠձͷ׆ಈʹͯ͠ݙߩいま͢ɻ
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　6NESCO 政府間ւ༸学ҕ員会（IOC）は、世界気象機関（8MO）ともڠ力し、各国のւ༸に関す

る科学計ըの調整を行っています。気象庁は、ւ༸・津波分野での技術的ݙߩをしています。

（１）౦ΞδΞҬւ༸؍ଌγスςϜҬϦΞϧλΠϜσーλϕース
　日・中・ؖ・࿐がڠ力し、東アジア域のւ༸、ւ上気象データの収集、解析、提供を行っています。

（２）のܯ報にؔ͢Δྗڠࡍࠃ
　西ଠ平༸で発生した地震によって起きた津波情報を各国に提供する（左図）とともに、各国からの

情報を収集して国内の津波防災情報に役立てています（右図）。

�

ຊपลւҬͷւྲྀ

ൃੜ࣌ʹใΛ֤ࠃʹఏ͢ڙΔ
ຊͷ୲ւҬ

ຊपลւҬͷւ໘ਫԹ

ऩूͨ͠σʔλΛࢉʹجग़ͨ͠ւྲྀͷɻ
い৭΄Ͳྲྀ͕い͜ͱΛࣔ͢ɻ

ऩूͨ͠σʔλ͔Βղੳͨ͠ւ໘ਫԹͷɻ
ஆ৭ܥ΄ͲਫԹ͕ߴい͜ͱΛࣔ͢ɻ

νϦͰൃੜͨ͠ͷ
γϛϡϨʔγϣϯΠϝʔδ

ఏͨ͠ڙใはɺडྖ֤͕ͨ͠ࠃɺࠃͷܯใൃද
ॅຽͷආࠂקͳͲͷٸۓࡂાஔΛͨ͏ߦΊʹ׆༻
͞ΕͯいΔɻ

ϋϫΠʹ͋Δถࠃւ༸େ気ிͷଠฏ༸ܯใηϯλʔͱ
いΔɻͯ͠ڙɺ͔ʹใΛఏ͠ྗڠ

ݙߩʢ6/&4C0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのؔػҭՊֶจԽڭ࿈ࠃ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

� ݙߩʢIC"0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのؔػۭߤຽؒࡍࠃ
　ICAO は国連のઐ機関の一つであり、国際民間ߤ空の݈全な発達のために設立されました。気象庁

は、ICAO が主催するߤ空気象に関する会合に積ۃ的に参加し、ߤ空気象業務の国際的な統一基४の

策定や高度化に向けた検討に参ըしています。また、ICAO の指定を受けて、東京ߤ空࿏火山փ情報セ

ンター及び帯低気ѹ情報センター等の国際的なセンター業務を担当し、世界のߤ空機の安全運ߤにߩ

。していますݙ

　気象業務の充実・վળのためには、数値予報モデルの開発・վ良に代表される技術開発が不可欠です。

我が国は、各国とڠ力して様々な国際的な研究計ըを進めています。

　とりわけ地ٿ温ஆ化問題については、「気ީ変動に関する政府間パネル（IPCC）」の活動に対し、昭

和 63 年（1988 年）の設立以来、気象研究所の研究者がධ価報告書のࣥච者として参ըしているほか、

気ީモデルによる地ٿ温ஆ化予測をはじめとする研究成果がධ価報告書にりࠐまれる等、積ۃ的にߩ

。していますݙ

　開発్上国の気象機関の技術向上への支援は、その国の防災活動の強化につながる重要な活動であ

るだけでなく、精度ある観測データが地ٿ全体で充実することを通じて、日本国内の予報精度の向上に

もつながります。

　気象庁は、్上国の国家気象機関の職員を対象に、気象業務のվળのための集ஂ研मを国際ڠ力機

構（JICA）とともに 30 年以上にわたり実施してきました。研म生の多くは現在、世界各国の気象機関

において指導的な立場で活躍しています。また、8MO や各国個別の要に応じて、気象等の観測、解

析、予報に関する分野で気象庁職員をઐ家としてݣし、また、各国気象機関等から研म生を受け入

れています。

ͷઆ໌Λ͢Δ৬һ（ӈ͔Βೋਓ）ɻثमੜʹର͠気象ଌݚ ಋΛ͢Δ৬һ（खલࢦผݸʹमੜݚ 2໊）ɻ

� ݙߩըのܭڀݚతなٕज़։ൃɾࡍࠃ

� ਓࡐҭࢧԉɾٕज़ྗڠʹ͍ͭͯ

気象ி͕ߏػྗڠࡍࠃ（+*$"）ͱͱʹ
मݚΔूஂ͢ࢪ࣮

気象ிΞδΞଠฏ༸気ީηϯλʔ（5$$）
मηϛφʔݚઅ༧ใʹؔ͢ΔقΔ͢ࢪ࣮͕
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ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ

˓ฏ 24 （2012 ）ͷまͱΊ

　平成 24 年（2012 年）は、7月中०には、停滞前線の影ڹで「平成 24 年 7 月भ෦߽雨」が発生

しました。また、8 月中०には、前線により近ـ地方を中心に大雨となったほか、9 月中०には、台風第

16 ߸の影ڹで、ԭೄ地方から近ـ地方のଠ平༸側にかけて大雨・風・高波・高ைとなりました。

ฏ��年（�0��年）にൃੜしたओな気象災（地すりɺ地震Λআ͘）

気象ࡂɺ෩なͲ1

	  
ɾֳ࡞ࢿྉ͔ΒҰ෦Ҿ༻ɻ

ɹɹɾܹਙٴࡂͼہܹਙࡂはʮܹਙࡂʹରॲ͢ΔͨΊͷಛผͷࡒԉॿʹؔ͢Δ๏ʯʹࢦ͖ͮجఆ͞ΕͨྩʹΑΓެ͞ΕΔɻ

ɹɹɾہܹਙࡂはɺඃࡂҬͱͯ͠ はࢢொଜΛ୯Ґͱͯ͠ Λࣔͨ͠ɻ໊ݝொଜ͕ॴଐ͢ΔಓࢢྉͰはͦͷࢿఆ͞ΕΔ͕ɺຊࢦ
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˓ฏ 24 ͷओͳ気象ࡂ

ɾ気ѹʹΑΔ෩

　4 月 3 日から 4 日にかけて、低気ѹが急速に発達しながら日本ւを東東に進みました。この低気ѹ

の中心気ѹは、2 日 21 時には 1006 ϔクトパスカルでしたが、その後の 24 時間で 42 ϔクトパスカル降下

し、3 日 21 時には日本ւ中෦で 964 ϔクトパスカルまで発達しました。

　この低気ѹの影ڹで、山形ݝञ田市ඈౡ ( ŪűƄŢŵ ) では 4 日に最大風速 39.7メートル、最大瞬間風速

が 51.1 メートルを観測するなど、西日本から日本の広いൣғで風となりました。さらに、最大風速

が 20 メートルを超えた観測地点数は 927 地点のうち79 地点に達し、統計期間が 10 年以上の観測地点

889 地点中 76 地点で観測࢙上１位を更新するなどه的な風となりました。この風により、歩行

中のసやの下ෑきになるなどによりࢮই者が出たほか、鉄道など交通機関も運ٳが૬次͗、ट都

。が広がりましたڹ宅時間帯と重なり影ؼでは風のピークがݍ

ฏ��年�݄3日ʙ�日のظ間最େ෩速のঢ়گ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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ɾฏ 24� 7�݄भ෦߽Ӎ

　7 月11 日から14 日にかけて、本भ近に停滞したക雨前線にԊってೆからඇ常に࣪った空気が流れ

Ѩો市ѨોԵඣݝ本۽。भ෦を中心に大雨となりました、みࠐ ( ŗťśŪűŸ ) では、7 月11 日 0 時か

ら14 日 24 時までに観測された最大 1 時間降水量が 108.0 ミリ、最大 24 時間降水量が 507.5 ミリとな

り、それぞれ観測࢙上１位の値を更新しました。これらをؚめ、統計期間が 10 年以上の観測地点のうち、

最大１時間降水量で計 7 地点、最大 24 時間降水量で計 8 地点が観測࢙上１位の値を更新しました。

　この大雨により、河川のはんཞや土ੴ流が発生し、۽本ݝ、大分ݝ、Ԭݝでࢮ者 30 ໊、行方不

明者 2 ໊となったほか、भ෦を中心に住家ଛյ、土砂災害、浸水害等が発生しました。また、停電

被害、交通障害等が発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月16 日19 時 00 分現在の内ֳ府の情

報による）

　この 7月11日から14 日にかけて災害をもたらした大雨について、気象庁は「平成 24 年 7月भ෦

߽雨」と命໊しました。

ฏ��年� �݄�日ʙ��日のظ間߱ਫ量ਤ

Ԭݝീঁࢢ

ɹ64��0NNࠇ

ࢢѨોݝຊ۽

ѨોԵඣɹ�16�5NN

େݝాࢢ

ాɹ402�0NN

NN

େݝాࢢ

ాɹ462�0NN
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ɾલઢʹΑΔେӍ

　8 月13 日から14 日にかけて、朝半ౡから日本ւ中෦へのびる前線がゆっくりとೆ下し、本भ近に

達しました。前線に向かってೆからஆかく࣪った空気が流れࠐんだため、大気の状ଶがඇ常に不安定と

なり、近ـ中෦を中心に大雨となり、局地的にな雨が降りました。

　8 月13 日 0 時から14 日 24 時までに観測された最大 1 時間降水量が、大阪府ຕ方市ຕ方 ( űŽŜŦ ) で

は 91.0ミリ、京都府京田ล市京田ล ( ŝŔřŦūųƄ ) では 78.0ミリとなり、それぞれ観測࢙上 1 位の値を更

新しました。これらをؚめ、統計期間が 10 年以上の観測地点のうち、最大 1 時間降水量で計 3 地点、

最大 3 時間降水量で計 2 地点が観測࢙上 1 位の値を更新しました。また、解析雨量 * によると、大阪

府高௬市で１時間に約 110ミリのな雨を解析し、京都府Ӊ治市では 3 時間に約 190ミリの雨を解析

しました。

　この大雨により、河川の増水や住宅の浸水が発生し、京都府、大阪府でࢮ者 2 ໊、京都府で行方不

明者 1 ໊となったほか、がけ่れ、交通障害などが発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月 17 日

19 時 30 分現在の内ֳ府の情報による）

ฏ��年� �݄3日ʙ��日のظ間߱ਫ量ਤ （ղੳӍ量による）

� 気象ϨʔμʔͱɺΞϝμεͷӍྔܭΛΈ߹ΘͤͯɺӍྔΛ1LNํ࢛ͷ͔͞ࡉͰղੳͨ͠ͷɻ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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ɾ෩ୈ16 ߸͓Αͼେ気ෆ҆ఆʹΑΔେӍɾ෩ɾߴɾߴை

　9 月11日 9 時にカロリンॾౡ近ւで発生した台風第 16 ߸は、発達しながら西へ進み、14 日には中

心気ѹが 900 ϔクトパスカル、最大風速が 55 メートルとなって、フィリピンの東ւ上をへ進みました。

台風は 14 日 21 時には中心気ѹが 915 ϔクトパスカル、最大風速が 50 メートルの大型でඇ常に強い勢

力でԭೄのೆւ上をさらにへ進み、16 日 7 時半ࠒに勢力を保ったままԭೄ本ౡ近を通過しました。

その後台風はभの西ւ上をへ進み、朝半ౡから日本ւ西෦へ進んで進࿏を東に変え、18 日 9

時にԊւभで温帯低気ѹに変わりました。

　台風により、ԭೄ地方から近ـ地方のଠ平༸側にかけて大雨、風となり、ԭೄ地方からभ地方を

中心に高波、高ைとなりました。また、台風から変わった温帯低気ѹにむかって࣪った空気が流れࠐん

だため、大気の状ଶが不安定となり、東ւ地方でも大雨となりました。

　9 月 15 日 0 時から19 日 24 時までに観測された日最大風速は、ࣛࣇౡݝ大ౡ܊与町与ౡ (ヨロ

ンジマ ) で 42.1 メートルとなり観測࢙上 1 位の値を更新したのをؚめ、日最大風速は 4 地点で観測࢙上

1 位の値を更新しました。また、台風の接近・通過に伴って、ԭೄ地方から近ـ地方にかけてのԊ؛で、

50センチメートルから1メートル程度の最大ை位ภ （ࠩ実測のை位と平常のை位とのࠩ）が観測されました。

台風の接近・通過が年間で最もை位が高いळの大ைのຬை時間帯と重なったため、ಹ市や長࡚市な

どभ・ԭೄ地方を中心に過去にهした最高ை位を上回る高いை位を観測しました。

　この台風により、ԭೄ地方から関東地方にかけての広いൣғで住家ଛյ、土砂災害、浸水害、停電、

等による交通障害が発生しました。（被害状況は、平成ߤ空機・フΣリーの欠ߤ 24 年 9 月 26 日 20 時

00 分現在の内ֳ府の情報による）。

ฏ��年� �݄�日ʙ��日の総߱ਫ量ਤ
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˓ฏ 24 （2012 ）ͷ෩

　平成 24 年（2012 年）の台風の発生数は 25 個（平年 25.6 個）で平年ฒでしたが、日本への接近数

は昭和 26 年（1951 年）以降では 4 番目に多い 17 個でした。接近した台風のうち第 15 ߸、第 16 ߸、

第 17 ߸は、3 個連続してඇ常に強い勢力を保ったままԭೄ本ౡपลを通過しました。

ฏ��年（�0��年）にൃੜした෩のܦ࿏

࿏ͷ྆ͷ˔ͱ˙は෩（ୈ1߸ʙୈܦ 25 ߸）ͷൃੜҐஔͱফ໓Ґஔɺࣈは෩൪߸Λࣔ͢ɻݟ͢

͞Λྀ͠ߟ෩ͷܦ࿏Λෳͷ৭ʹ৭͚ͯ͠ いΔɻ

ฏ��年（�0��年）にൃੜした෩のҰཡ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ຊͷఱީ

　平成 24 年（2012 年）は、日本から西日本にかけては、春の前半まで低温向、春の後半からळの

前半まで高温向、ळの後半から初ౙまで低温向と季節のメリハリがはっきりとした気温変化となり、

ԭೄ・Ԅඒでは年の前半が高温向、年の後半が低温向となりました。このため、年平ۉ気温は全

国的に平年ฒでした。西日本やԭೄ・ԄඒではՆに降水量が多く、日本や東日本では春やळに降水量

が多かったことから、年降水量は全国的に平年を上回った所が多くなりました。ԭೄ・Ԅඒでは、一時

期をআいて平年よりれの日がগなく、年間日照時間はかなりগなくなりました。

　平成 24 年 (2012 年 ) の各季節、ക雨、台風の特は以下のとおりです。

ᶃౙ（平成 23 年（2011 年）12 月ʙ平成 24 年（2012 年）2 月）は、ౙ型の気ѹ配置が強くפ気の影

を受けやすかったため、日本から西日本にかけてڹ 3 か月連続して月平ۉ気温が低く、פౙとなりま

した。日本ւ側ではたびたび大ઇとなり、ここ10 年間では平成 17 年（2005 年）/ 平成 18 年（2006 年）

ౙの「平成 18 年߽ઇ」に次ぐ積ઇとなりました。また、全国のアメダスをؚむ 17 地点では、年最ਂ

積ઇの大きい方からの 1 位を更新しました。 ԭೄ・Ԅඒでは、פ気や気ѹの୩の影ڹによりಶりの日

が多く、ౙの日照時間が昭和 21 年（1946 年）以降で最もগなくなりました。

ᶄ春は、日本から西日本にかけては、֓ね天気は数日のप期で変わりましたが、たびたびภ西風のऄ

行が大きくなって上空にפ気が流れࠐみました。このため、4 月上०には、急速に発達しながら日本ւ

を進んだ低気ѹの影ڹにより各地で大ߥれの天気となり、広いൣғでه的な風が観測されたほ

か、5 月上०には、動きのい低気ѹの影ڹで・東日本ଠ平༸側でه的な大雨となりました。また、

東日本を中心に大気の状ଶが不安定となる日があり、5 月 6 日には関東地方などでཽרが発生し、大

きな被害をもたらしました。

ᶅՆは、ଠ平༸高気ѹが日本の東ւ上で強く、

本भ近にுり出したため、日本から西日本

にかけてのՆ平ۉ気温は高く、ॵՆとなりまし

た。一方で、6 ʙ 7 月にかけてはオホーツクւ

高気ѹがしばしば現れたため、・東日本ଠ平

༸側では、気温が平年を大幅に下回った日もあ

りました。ക雨前線が西日本近に停滞したこ

とや台風およびଠ平༸高気ѹのԑを回ってೆか

らஆかく࣪った空気が流入した影ڹで、西日本

とԭೄ・Ԅඒでは降水量が多く日照時間がগな

くなりました。台風の接近数が多かったԭೄ・

Ԅඒでは、Նの降水量が昭和 21 年（1946 年）

以降最も多い値を更新しました。また、ക雨前

�

地Ҭฏۉ気Թฏ年ࠩのܦա

ฏ 24�（2012�）ͷฏۉ気ԹฏࠩΛ5�ҠಈฏۉͰදͯ͠ いま͢ɻ

ฏはত 56 （1��1）�ʙฏ 22 （2010�）ͷฏۉɻ

ఱީɺҟৗ気象なͲ
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線の活動も活発で、西日本ではたびたび大雨に見われ、7月11日ʙ 14 日にかけてभ෦地方で

的な大雨となりਙ大な災害が発生しました（「平成ه 24 年 7月भ෦߽雨」）。

④ळの始まりは、勢力の強いଠ平༸高気ѹの影ڹで・東日本ではݫしいॵに見われ、日本の 9

月の月平ۉ気温は昭和 21 年（1946 年）以降のこれまでのهを大幅に上回るه的な高温となりま

した。10 月後半以降は、日本と東日本日本ւ側では低気ѹの影ڹを受けやすく、ಶりや雨または

ઇの日が多くなりました。また、東日本以西では 10 日程度のप期でפ気が流れࠐんで気温の低い時

期が現れ、ԭೄ・Ԅඒでは気温の低い状ଶが続きました。

˓ੈքͷओͳҟৗ気象

　東アジア෦ʙアフリカ西෦の広いൣғでภ西風のऄ行に伴って高気ѹの勢力が強まり、異常低温（1

ʙ 2 月、12 月）となりました（図中ᶅ）。1 ʙ 2 月のפ波の影ڹにより、ウクライナで 130 人以上、ポー

ランドやルーマニアでそれぞれ 80 人以上がࢮするなど、多くの国で気象災害が発生しました。

　ถ国では、異常高温（3 ʙ 7月）・異常গ雨（5 ʙ 9 月、11 月）となりました（図中ᶉ）。このため、ト

ウモロコシなどの農産物の生ҭがѱ化し、世界的なࠄ物価格の上ঢを引き起こしました。ถ国ւ༸大気

庁によると、ถ国本土の 3 月及び 7月の月平ۉ気温が 1895 年以降で最も高くなりました。

　パキスタンでは 9 月に異常多雨（図中ᶄ）となり 8 月下०以降の大雨の影ڹで 570 人以上、ถ国東෦・

カリϒւॾ国では 10 月のハリケーン「サンディ」の影ڹにより合わせて 200 人以上（図中ᶊ）、フィリピン

では 12 月の台風第 24 ߸の影ڹで 1000 人以上（図中ᶃ）がࢮするなどの気象災害が発生しました（災

害のهड़は、ถ国国際開発庁ւ外災害援ॿ局とルーベンカトリック大学災害Ӹ学研究所（ベルΪー）の

災害データベース（EM-DAT) や各国の政府機関の発表等に基ͮいています）。

ฏ��年（�0��年）のੈքのҟৗ気象と気象災

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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質  問  箱

　球とೆ球の中ҢߴҢの্ۭͰは、Ұを௨͡て͔Β౦に͔ͬて෩が吹いています。
この෩のことをภ෩といいます。ภ෩の͞ڧは、球Ͱ͋れפいۃଆとஆ͔いಓଆのԹ
ࠩがؔして͓り、ೆ のԹࠩが大きい΄どภ෩は͘ڧ、Թࠩがখ͞いとऑ͘なります。ͦ のͨ
Ί、ౙはೆのԹࠩが大きいのͰภ෩はٯ、͘ڧにԹࠩのখ͞いՆにはऑ͘なります。ౙのຊ
の্ۭはภ෩が߹流ɾू中し、ੈ քͰ࠷もภ෩のڧいとこΖとなり、্ ۭ͓Αͦ��キロϝーτϧͰ
は、͞がຖඵ���ϝーτϧをえる߹も͋ります。このڧいภ෩の流れを、δΣッτ気流とݺΜ
Ͱいます。
　ภ෩は、ͦ の͞ڧも流れるҐஔもʑมಈしています。ೆ に波ଧͭΑ͏にऄߦすることが͋り、
ときには͋るいはೆに大き͘ऄߦしͨঢ়ଶが͔Βिؒఔଓ͘ことも͋ります。ภ෩が大き
͘ऄߦしͨঢ়ଶがଓ͘と、ϒロッキϯάߴ気ѹのఀ্ۭのڧいפ気の流ೖがىき、ҟৗ気象がൃੜ
する߹が͋ります。
　ฏ��ʢ����ʣのౙʢલ��݄ʙ�݄ʣは、ຊ、౦ຊٴͼຊはפౙとなりましͨ。
ಛに、ຊ海ଆの地Ҭを中心にੵઇがଟ͘、ଟ͘のΞϝμε地Ͱౙのੵਂ࠷ઇのهをߋ৽しまし
ͨ。このԹ大ઇにはภ෩のऄߦがؔ࿈して͓り、ฏ��ʢ����ʣ̍ ݄Լ०͔Β�݄は͡Ίに
͔͚てはຊの্ۭͰภ෩が大き͘ೆにऄߦしͨঢ়ଶがଓき、ڧいפ気がஅଓతに流れࠐΜͩͨΊ、
֤地Ͱ大ઇとなりましͨ。

ภ෩ͷऄߦͱはʁ

ภ෩のऄߦ

ฏ 24 （2012 ）̍ ݄Լ०͔Β݄̎は͡Ίʹ͔͚ͯɺຊͷ্ۭʹஅଓతʹڧいפ気͕ྲྀ入ͨ͠ͱ͖ͷେ気ʹྲྀΕ

ͷಛΛࣔͨࣜ͠ਤͰ͢ɻภ෩ͷڧいͱ͜ΖΛδΣοτ気ྲྀͱいいɺ্ۭ͓Αͦ10 Ωϩϝʔτϧͷͱ͜Ζʹڧ෩࣠

͕͋Γま͢ɻδΣοτ気ྲྀʹはɺߴҢଆΛྲྀΕΔפଳલઢδΣοτ気ྲྀͱҢଆΛྲྀΕΔѥଳδΣοτ気ྲྀ͕͋Γ

ま͢ɻ͜ͷؒظɺຊͷ্ۭͰ߹ྲྀͨ͠δΣοτ気ྲྀはେ͖͘ೆʹऄ͠ߦɺ্ۭʹڧいפ気͕ྲྀ入͠まͨ͠ɻ
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˓ฏۉ気Թ

　平成 24 年（2012 年）の世界の年平ۉ気温（域における地表近の気温とւ面水温の平ۉ）の昭

和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）の 30 年平ۉを基४としたภ （ࠩ図の注参照）は �0.14 （̂20 

世ل平ۉを基४としたภࠩは �0.51ˆ）で、明治 24 年（1891 年）以降、8 番目に高い値となりました。

世界の年平ۉ気温は、長期的には 100 年当たり約 0.68ˆの割合で上ঢしており、特に 1990 年代半ば

以降、高温となる年がස出しています。

　平成 24 年の日本の年平ۉ気温の昭和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）の 30 年平ۉを基४

としたภࠩは �0.06 （̂20 世ل平ۉを基४としたภࠩは �0.66ˆ）で、明治 31 年（1898 年）以降、20

番目に高い値となりました。日本の年平ۉ気温は、長期的には 100 年当たり約 1.15ˆの割合で上ঢして

おり、特に 1990 年代以降、高温となる年がස出しています。

֤ͷภࠩΛࠇͷંઢɺ5 ҠಈฏۉΛ੨ͷંઢɺظมԽ（τϨϯυ）ΛͷઢͰࣔ͠ま͢ɻ

（）ੈքɾຊͷฏۉ気Թͷࢉग़ํ๏

ੈքͷฏۉ気Թはɺੈք֤Ͱ؍ଌ͞ΕͨҬͷ気Թͱւ໘ਫԹͷσʔλΛͱʹͯ͠ ͓ΓɺҢ 5ʷܦ 5ͷ֨͝ࢠͱʹฏۉΛࢉग़͠ɺ͜Ε

ΒΛҢ͝ͱͷ໘ੵͷҧいΛੈྀͯ͠ߟքશମͰฏͨ͠ۉͰ͢ɻຊͷฏۉ気ԹはɺظʹΘͨͬͯ؍ଌΛܧଓ͠ɺࢢԽͷӨ͕ڹগͳいࠃͷ

17ͷ気象؍ଌॴʹ͓͚Δ気ԹͷฏۉͰ͢ɻ͜ΕΒͷฏۉ気ԹはɺいͣΕত 56 （1��1）ʙฏ 22 （2010 ）ͷ �0 ฏۉ͔Βͷࠩ

Ͱදͯ͠ いま͢ɻ

ੈքと日ຊの年ฏۉ気Թภࠩ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ւ໘ਫԹ

　平成 24 年（2012 年）の世界の年平ۉւ面水温の平年 （ࠩ昭和 56 年（1981 年）ʙ平成 22 年（2010 年）

までの 30 年平ۉ値からのࠩ）は �0.09ˆで、統計を開始した明治 24 年（1891 年）以降では、9 番目

に高い値となりました。世界の年平ۉւ面水温は、数年から数े年に及Ϳ時間スケールのւ༸・大気の

変動や地ٿ温ஆ化等の影ڹが重なりながら変化していますが、長期的には 100 年あたり 0.51ˆの割合

で上ঢしており、特に 1990 年代後半からは高温となる年がස出しています。

　平成 23 年（2011 年）春にラニーニャ現象がऴଉした後、エルニーニョ現象もラニーニャ現象も発生し

ない状ଶが続いています。平成 24 年（2012 年）のଠ平༸道域の中෦から東෦にかけてのエルニーニ

ョ監視ւ域のւ面水温は、ౙは基४値より低い値となり、その後Նにかけて基४値より高い値まで上が

りましたが、ळ以降は低下し基४値に近い値で推移しました。

　日本近ւのւ面水温は、6 月に日本ւとԫ

ւで平年より高くなりましたが、その期間をআ

くと、1 月から7 月にかけてのւ面水温は平年

ฒか平年より低い状ଶが続いていました。8 月

から10 月にかけては、ւ道पลւ域と日本

ւで平年より高い状ଶになりました。特にւ

道पลւ域では、9 月のւ面水温が 1985 年

以降で最も高くなりました（トピックス 8（4）参

照）。11 月には、日本近ւは全般に平年ฒの

ւ域が広がり、12 月は平年より低い状ଶとなり

ました。

ੈքの年ฏۉւ໘ਫԹ

ΤϧχーχϣࢹւҬのւ໘ਫԹのม化

֤ͷฏࠩΛࠇͷંઢɺ5 ҠಈฏۉΛ੨ͷંઢɺظมԽ（τϨ

ϯυ）ΛͷઢͰࣔ͠ま͢ɻ

ΤϧχʔχϣࢹւҬ（Ң 5ʙೆҢ 5ɺܦ 150 ʙܦ �0 ɿΦϨϯδ৭ͷൣғ）ʹ͓͚Δ݄ฏۉւ໘ਫԹͷج४ͱͷ （ࠩˆ）ͷܦม

ԽΛࣔͯ͠ いま͢ɻج४はͦͷͷલまͰͷ�0ؒͷ݄ຖͷฏۉͰ͢ɻࡉઢは݄ฏۉɺΒ͔ͳଠઢは5͔݄ҠಈฏۉΛࣔͯ͠ ͓ΓɺΤϧχʔ

χϣݱ象ͷൃੜؒظは౧৭ɺϥχʔχϟݱ象ͷൃੜؒظはਫ৭ͷӄӨ͕ͯ͠ࢪ ͋Γま͢ɻ
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ᶇΦϗʔπΫւͷւණ

　オホーツクւのւණ域面積

は、 平 成 24 年（2012 年 ）12

月から平成 25 年（2013 年）3

月まで平年ฒか平年よりখさく

推移しました。シーズンの最大

ւණ域面積は 107.13 万平方キ

ロメートルで平年の 92ˋでした。

  一方、オホーツクւೆ෦では

ւණ域のೆ下が平年よりૣく、

網の流ණ初日（ւ؛から流ණ

が観測された最初の日）は平年

より 9 日ૣい 1 月 12 日、網

の流ණ接؛初日は平年より16

日ૣい 1 月 17 日でした。また、

ஓ内では昨年に引き続き流ණ

が観測され、流ණ初日は平年よ

り1 日ૣい 2 月 12 日、流ණऴ

日（ւ؛から流ණが観測された

最後の日）は平年より 5 日ૣい

3月7日でした。網のւ明け（ւ

ණの占める割合が5 割以下にな

りધഫのߤ行が可能になった

最初の日）は平年より 7 日ૣい

3 月 13 日、流ණऴ日は平年よ

り 9 日ૣい 4 月 2 日でした。な

お、۴࿏では流ණが観測され

ませんでした。

　オホーツクւのւණ域面積は

年ごとに大きく変動しています

が、最大ւණ域面積は昭和 46

年（1971 年）の統計開始以来、

10 年当たり 5.8 万平方キロメー

トル（オホーツクւの全面積の 3.7ˋに૬当）の割合で؇やかにݮগしています。

ઢはฏ（1��1ʙ 2010 ͷฏۉ）ͷ �݄15ͷւණɻ

気象ிͰはɺΦϗʔπΫւͷւණͷѲʹɺӴɺધഫɺԊ͔؛Βͷ؍ࢹଌͷଞɺࣗӴୂ

ւ্อ҆ிͷྗڠͷͱಘΒΕͨ؍ଌࢿྉΛ׆༻ͯ͠ いま͢ɻ

ฏ��年3݄��日（最も֦େした日）のւණҬ໘ੵ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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˓ຊ͓Αͼͦͷपลͷ׆ಈ

　平成 24 年（2012 年）に震度̑ऑ以上を観測した地震は 16 回（平成 23 年は 71 回）、震度１以上を観

測した地震は 3139 回（平成 23 年は 10487 回˞）でした。国内で被害を伴った地震は 10 回（ւ外で

発生した地震による津波の被害もؚむ、平成 23 年は 28 回）でした。また、日本及びそのपลで発生し

た地震でマグニチュード 6.0 以上の地震は 21 回（平成 23 年は 116 回）でした。

　主な地震活動は下図及び次ページの表のとおりです。

� 活ಈ

マグニチュード

深さ

「マάχνューυ��0Ҏ্」ɺ「ඃΛͬた」ɺ「震̐Ҏ্Λ؍ଌした」ɺ
「Λ؍ଌした」のいͣΕかに֘する地震の震ԝ（ฏ��年）

˞�ʮฏ 2� （2011）౦ํଠฏ༸ԭʯͷൃ׆ͳ༨׆ಈʹΑΓඇৗʹଟ ͷ͕͘ൃੜ͠ɺ2011݄̏ʙ݄̑ʹൃੜͨ͠؍ଌσʔ

ɹλͷղੳॲཧ͕ऴྃͯ͠ いͳいͨΊɺ201� ݄̍ ͯ͠ࡌܝΜͩͷճΛࡁͰղੳॲཧ͕࣌ いま͢ɻ
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「マάχνューυ��0Ҏ্」ɺ「ඃΛͬた」ɺ「震̐Ҏ্Λ؍ଌした」ɺ「Λ؍ଌした」
のいͣΕかに֘する地震（ฏ��年）

番 

号
震源時 緯度

度 分 度 分
経度 深さ

（km）
マグニ
チュード月 日 時 分

震央地名 （ 注 1 ）
震源要素 （ 注 2 ） 最大震度・被害状況など

（注3）

1 01  01  00  28
長野県・新潟県県境付近
 （※ 1 ）

4�ɿ�ҵݝ　ஜࢢसੜ　ͳͲ�ݝ���
4� � �ౡݹ　ݝ఼ொদˎ
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　�ͳͲ2ݝ��
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
�ऑ�ɿ�ౡݝ　ଜ্ૣˎ
4� � ˎ౧ੜொࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ਆಸݝ　ਆಸࢁொࢁˎ　�ͳͲݝ��
�ऑ� � ˎொބޱՏ࢜ଜˎɺ　ݝསࢁ�
ඃ � � �ෛইऀ�ਓʢਆಸݝʹΑΔʣ
4� � ˎ۠ڷೆࢢށീ　ݝଜಔˎɺ੨ී　ݝखؠ�
4� � �ҵߴ　ݝഡྑ҆ࢢˎ
4� � ˎଠޚࢢେ݄　ݝསࢁ�
4� � �ݝொ໊白ੴˎ　�ͳͲ2ࢢԆԬ　ݝ࡚ٶ�
4� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍˎ
ɺࠤொࡾ૬ࢢࠤ　ݝ�ɿ�৽ׁڧ� ࢢՏాݪຊொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ඃ � � �ॅՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ

4� � �ݝ　େொࢢॴ
4� � �ઍ༿ݝ　ઍ༿ࢢதԝ۠ொˎ
�ऑ� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
�� � �ԭೄݝ　༩ಹࠃொٱ෦ྑ　ͳͲݝ��
̐� � �ҵݝ　ਫࢢށݪொˎ　�ͳͲݝ���
�� � �౦ژ　খּݪଜౡ　ͳͲ��
4� � �ౡݝ　͍Θ͖ࡾࢢொɺೂ༿ொాˎ
4� � �ઍ༿ݝ　͍͢Έິࢢொऀˎ
�ऑ� � �ҵݝ　౦ւଜ౦ւˎ
ඃ � � �ෛইऀ�ਓʢҵݝʹΑΔʣ
�ऑ�ɿ�ҵߴ　ݝഡࢢຊொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � ˎࢤѴࢢ٠　ݝຊ۽�

�� � �੨ݝ　౦通ଜখాˎ　�ͳͲ2ݝ�
�ڧ� � �ҵݝ　ਆࢢ࡚ˎɺઍ༿ݝ　ࢢࢠएٶொˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ඃ � � �ਓɺෛইऀ�ਓɺॅऀࢮ� ՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ
4� � ˎদ࡚ொࢢԕ　ݝखؠ�
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　�ͳͲ24ݝ
�ऑ� � �ݝ౦ொˎ　�ͳͲ2ࢢרՖ　ݝखؠ�
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λւಓଠ平༸Ԋ؛த෦ɺ੨ݝଠ平༸
Ԋ؛ɺؠखݝɺٶݝɺౡݝのԊ؛ʹൃද
ඃ � � �ෛইऀ2ਓͳͲʢؠखٴݝͼٶݝのൃදʹΑΔʣ
�ऑ� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎɺԬொຊԬˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � �ҵݝ　ཱࢢॴˎ　�ͳͲ4ݝ�
4� � �ౡݝ　ழබொೆ　ͳͲ2ݝ�
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ　　ͳͲ2�2ݝ
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ
4� � �ઍ༿ݝ　ଟݹொଟݹɺԣࣳޫொٶˎ
�ऑ�ɿ�ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � ˎࢢໜࢢݹٶϲ࡚ɺ܃ࢢݹٶ　ݝखؠ�
4� � ˎѴொࢢ౧ੜொˎɺԘᜱࢢר成ˎɺੴۚࢢݪ܀　ݝٶ�
4� � ��ݝ�ˎ　　ͳͲٍࢢՃਢ　ݝۄ࡛�
�� � ˎ༅۠ࢁۄࢢԬ　ݝखؠ�
�� � ��ݝ�༚୩ொ৽ொ　�ͳͲ　ݝٶ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）ΛؠखݝのԊ؛ʹൃද
؍ଌ � � ଌ؍ͰΛݝٶͱݝखؠ�
�ڧ� � �੨ݝ　౦ொ্ೆˎ
ඃ � � �จࢪڭઃのҰ෦ഁଛʢΨϥスഁଛʣ��ՕॴͳͲ
2� � �౦ژ　খּݪଜౡ
4� � �౦ژా۠౦ౡˎ　　ͳͲ2ݝ�
4� � �ಢݝ　Լࢢੴڮˎ　�ͳͲݝ���
�

4� � 4ݝଜಔˎ　�ͳͲ�ಓ2ී　ݝखؠ�
ҙใΛւಓଠ平༸Ԋ؛౦෦ɺւಓଠ平༸Ԋ؛෦ɺ੨ݝ
ଠ平༸Ԋ؛ɺؠखݝのԊ؛ʹൃද
؍ଌ � � �ւಓ͔Βؠखݝʹ͔͚ͯのଠ平༸Ԋ؛ͰΛ؍ଌ

鳥島近海
福島県中通り

福島県沖

山梨県東部・富士五湖
日向灘
茨城県沖

佐渡付近

茨城県沖

長野県北部
東京湾 （※ 2 ）

茨城県北部

台湾付近
茨城県沖
小笠原諸島西方沖

茨城県沖

茨城県北部

熊本県熊本地方

三陸沖

三陸沖

千葉県東方沖

岩手県沖
福島県沖

岩手県沖

福島県沖

千葉県北東部

三陸沖

青森県東方沖

小笠原諸島西方沖 （※ 4 ）
千葉県北西部
千葉県北西部 （※ 5 ）

福島県沖
千葉県東方沖

福島県沖
宮城県沖
山梨県東部・富士五湖

山梨県東部・富士五湖

岩手県沖
茨城県沖

2 01  01  14  27
3  01  05  22  13

4  01  12  12  20

5  01  23  20  45
6  01  26  05  42
7  01  28  07  39

8  01  28  07  43

9  01  28  09  22
10  01  28  14  20
11  01  29  16  46
12  01  30  03  18
13  02  08  06  41

14  02  08  21  01

15  02  14  15  21

16  02  14  21  40
17  02  18  14  13

18  02  19  14  54

19  02  26  11  34
20  02  28  14  20

25  03  10  02  25

26  03  12  07  58

27  03  14  18  08

28  03  14  19  49

29  03  14  21  05

30  03  18  09  36
31  03  25  22  22

32  03  27  20  00

33  04  01  23  04

34  04  12  20  19
35  04  12  23  50
36  04  13  19  10
37  04  19  12  33
38  04  25  05  22

39  04  29  19  28

40  04  30  00  02
41  05  16  01  00
42  05  18  17  18
43  05  20  04  05

46  05  27  06  48
47  05  29  01  36
48  06  01  17  48

44  05  20  16  20

45  05  24  00  02

21  02  29  00  07
22  02  29  18  00
23  02  29  23  32

24  03  01  07  32

茨城県沖
福島県沖
福島県沖
福島県沖
千葉県北東部 （※ 3 ）

岩手県沖
宮城県沖
茨城県南部
三陸沖

36

37
31

36

37
38
35

32
36

37

36

36
35

36

22
36
28

35
37

36

36

32

40

40

35

39
37

39

37

35

39

41

27
35
36

35

40
36
35

36
37
36
36
35

39
38
36
39

57 .7

4 .1
25 .6

58 .0

3 .5
10 .5
29 .5

36 .8
33 .6

51 .9

13 .0

30 .0
35 .0

45 .0

38 .9
32 .1
10 .5

20 .1
17 .3

26 .3

43 .0

55 .2

46 .5

40 .8

44 .8

6 .2
40 .5

48 .3

4 .6

42 .9

32 .2

20 .6

0 .1
48 .3
1 .6

29 .3

9 .1
46 .2
32 .2

49 .7
27 .1
56 .8
56 .6
43 .3

44 .5
16 .4
8 .1
41 .9

138

140
138

141

141
141
138

132
140

138

141

137
140

140

120
140
139

141
141

140

140

130

145

144

140

142
141

142

141

140

143

142

140
140
139

138

142
141
138

141
141
141
141
140

142
141
139
143

36 .0

33 .4
33 .9

18 .2

11 .4
41 .5
58 .7

0 .2
40 .7

10 .2

35 .8

55 .2
5 .2

35 .3

46 .0
58 .0
44 .5

16 .7
40 .6

37 .5

36 .7

51 .3

13 .6

58 .0

55 .9

19 .8
46 .1

20 .0

7 .9

36 .0

37 .2

7 .4

38 .9
5 .2
52 .5

58 .6

25 .6
15 .1
59 .0

20 .5
44 .0
25 .3
23 .4
40 .7

15 .3
53 .3
50 .4
40 .8

7

6
397

33

52
51
18

39
12

14

54

9
2

7

31
23
521

39
44

56

7

8

64

69

15

45
49

21

53

48

7

60

499
64
44

18

36
37
21

29
27
32
34
43

23
64
51
33

4 .2

4 .2
7 .0

5 .9

5 .1
5 .2
4 .9

4 .9
4 .0

5 .7

6 .0

3 .6
4 .2

5 .2

6 .2
5 .1
6 .0

5 .9
5 .4

5 .3

5 .4

3 .9

6 .9

6 .0

6 .1

5 .0
5 .2

6 .6

5 .9

5 .8

6 .5

6 .1

6 .3
5 .2
5 .1

5 .4

5 .7
4 .7
4 .7

5 .6
5 .9
6 .0
5 .1
5 .5

5 .6
4 .8
4 .8
6 .0

4�ɿ�ݝ　ӫଜ信ˎ

�� � �ҵݝ　ৗଠాۚࢢҪொˎ　�ͳͲ22ݝ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）ΛؠखݝɺٶݝɺҵݝのԊ؛ʹൃද

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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番 

号
震源時 緯度

度 分 度 分
経度 深さ

（km）
マグニ
チュード月 日 時 分

震央地名 （ 注 1 ）
震源要素 （ 注 2 ） 最大震度・被害状況など

（注3）

49 06  03  13  07 岩手県沖 4�ɿ�੨ݝ　֊্ொಓˎ
4� � �ਅํɺࢢখྛ　ݝ࡚ٶ� �͑ ͼのࢢՃٱ౻ˎ
ඃ � � �ॅՈҰ෦ഁଛ�౩�ʢݝ࡚ٶʹΑΔʣ

�� � �ԭೄݝ　༩ಹࠃொٱ෦ྑɺ༩ಹࠃொˎ
4� � 2�ݝொՎˎ　　ͳͲ2ࡾೆ　ݝٶ�
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　　ͳͲ2ݝ��
4� � ˎଜಔී　ݝखؠ�
4� � �੩Ԭݝ　౦ҏ౾ொಸྑຊˎ　　ͳͲݝ���
�� � �ւಓ　ผւொৗ൬
�ऑ�ɿ�ݝ　தࢢ๛ˎɺౡ平ଜԟڷˎ
ඃ � � �ෛইऀ�ਓɺॅ ՈҰ෦ഁଛ�౩ͳͲ
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ಢݝ　ಢࢢ౻Ԭொ౻Ԭˎ　　ͳͲݝ���
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ւಓ　தொதˎ
4� � �ւಓ　Ӝຈொࡩொˎ
̐� � ࢤொࡾೆ　ݝٶ౦ொˎɺࢢרՖ　ݝखؠ�
̐� � �ҵࡔ　ݝ౦ࢢഅཱˎɺಢݝ　ਅԬࢢੴౡˎ
4� � �ౡݹ　ݝ఼ொদԣɺݹ఼ொদˎ
4� � 4ݝౡொҏౡˎ　　ͳͲ2　ݝౡࣇࣛ�
4� � �ւಓ　ӜՏொைݟ　　ͳͲ�ಓ�
�ऑ� � �ւಓ　ඌொ4ˎ　　ͳͲ�ಓ�
4� � �ౡݝ　ాଜࢢ࿏ொˎ　　ͳͲݝ���
�ڧ� � ۠ۤˎɺೆٶࢢઋ　ݝٶ� ˎொՎࡾ
ඃ �ɿ�ෛইऀ4ਓʢ平成24年�݄��ࡏݱʣ
4� � �ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ　　ͳͲ22ݝ�
�� � 4�ݝᤵ　ͳͲ�ಓ4۠ࢁۄࢢԬ　ݝखؠ�
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λւಓଠ平༸Ԋ؛த෦ɺ੨ݝଠ平༸
Ԋ؛ɺؠखݝのԊ؛ʹൃද
4� � ˎ౧ੜொࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ઍ༿ݝ　Ѵࢢೆງ೭ˎ　ͳͲ2ݝ��
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ
4� � �৽ׁݝ　ेொࢁ্ࢢˎ
4� � �ҵݝ　ཱࢢॿখֶߍ　ͳͲ4ݝ�
�ऑ� � খᔹࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　ఱӫଜԼদຊˎ
4� � �ҵߴ　ݝഡࢢԼखߝˎ　ͳͲݝ��
4� � ࢤொࡾೆ　ݝٶ�
4� � 2�ݝ�ͳͲ　ˎઋઘ۠ক　ݝٶ�
4� � খᔹࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �౦ژ　౦ژौ୩۠ຊொˎ　ͳͲ�2ݝ��
4� � ˎொখউాؗ֯ࢢொ౦উָஸɺઋؗ֯ࢢઋ　ݝٶ�
�ऑ�ɿؠ�खݝ　ୌଜӏࣂˎ　ͳͲݝ���
Λൃද（ใܯ）ใٸۓ
ܯใ（）ΛٶݝのԊ؛ʹɺҙใΛ੨ݝଠ平༸Ԋ؛ɺ
දൃʹ؛のԊݝɺҵݝɺౡݝखؠ
؍ଌ � � �౦ํのଠ平༸Ԋ؛ͰΛ؍ଌ
ඃ � � �ਓɺෛইऀ��ਓɺॅऀࢮ� ՈҰ෦ഁଛ�౩
�� � 4ݝ౧ੜொˎ　ͳͲ2ࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　白Տࢢେ信ˎ　ͳͲ2ݝ��
4� � �ҵݝ　ཱࢢॴˎɺཱࢢॿখֶߍˎ
4� � ��ݝখᔹ　ͳͲ2ࢢרੴ　ݝٶ�
4� � �ౡݝ　ೂ༿ொాˎ　ͳͲݝ��
4� � ˎொ࠺தࢢੴז　ݝखؠ�
�

宮崎県南部山沿い

千葉県東方沖

長野県北部

宮城県沖

三陸沖

三陸沖

千葉県北東部

台湾付近

宮城県沖

50 06  04  15  51

51  06  06  04  31

52  06  10  06  00

53  06  18  05  32

54  06  28  14  51
55  07  02  11  06
56  07  03  11  31
57  07  08  20  33

58  07  10  12  48

59  07  15  23  08
60  07  16  04  31
61  07  16  06  49
62  07  18  04  39
63  07  22  13  41
64  07  30  07  05
65  08  03  22  19
66  08  12  18  56
67  08  17  08  46
68  08  22  10  33
69  08  25  23  16
70  08  26  03  36

74  10  03  18  39
75  10  12  13  57
76  10  17  09  43
77  10  18  00  01
78  10  24  16  05
79  10  25  19  32
80  11  03  07  34
81  11  09  12  51
82  11  22  02  42
83  11  24  05  21
84  11  24  10  30
85  11  24  17  59
86  12  04  05  31

87  12  07  17  18

88  12  07  17  31
89  12  15  13  27
90  12  15  14  46
91  12  21  17  07
92  12  29  16  19
93  12  29  23  59

71  08  30  04  05

72  09  14  02  22

73  10  02  07  21

40

32

34

24

38

36

38

35

39

38

37
40
35
45

福島県沖
岩手県沖
千葉県南部 （ ※ 6 ）
千島列島

上川地方北部 （※ 7 ）
茨城県南部
上川地方北部 （※ 7 ）
上川地方北部 （※ 7 ）
十勝地方南部
岩手県沖
茨城県南部
福島県中通り
天草灘
十勝地方南部
十勝地方南部
福島県沖

宮城県沖
千葉県北東部
茨城県北部
新潟県中越地方
茨城県沖
宮城県沖
福島県沖
福島県沖
宮城県沖
宮城県沖
宮城県沖
東京湾 （ ※ 2 ）
秋田県内陸南部

三陸沖
福島県沖
茨城県沖
宮城県沖
福島県沖
宮城県沖

44
36
44
44
42
39
36
37
32
42
42
36

38
35
36
37
36
38
37
36
38
38
38
35
39

37
37
36
38
37
38

142

130

141

122

142

138

141

140

143

143

141
141
139
151

142
139
142
142
143
142
139
140
129
143
143
141

141
140
140
138
140
141
141
141
141
141
141
140
140

143
141
141
141
141
142

4 .4

3 .6

59 .5

25 .0

52 .4

49 .8

24 .4

51 .6

49 .9

1 .1

10 .0
1 .5
0 .0
25 .0

49 .8
9 .1
50 .1
49 .9
29 .3
5 .8
1 .5
4 .9
3 .8
20 .8
19 .6
58 .0

3 .1
50 .9
43 .2
1 .6
32 .0
17 .3
37 .0
52 .6
31 .7
12 .5
12 .9
38 .2
33 .9

55 .1
17 .8
49 .3
38 .5
4 .0
43 .0

7 .3

55 .4

22 .2

16 .0

5 .4

23 .3

54 .8

32 .4

31 .2

52 .0

11 .8
57 .4
52 .2
44 .1

9 .4
49 .0
8 .9
8 .8
1 .5
28 .3
53 .9
32 .8
59 .9
3 .1
6 .6
4 .9

54 .7
32 .9
37 .5
42 .5
50 .8
51 .5
44 .9
22 .7
48 .8
47 .3
47 .3
1 .0
29 .4

51 .3
20 .9
12 .5
48 .8
10 .9
11 .7

4 ,2

4 .4

6 .3

6 .0

6 .2

5 .2

5 .6

5 .1

6 .3

7 .3

5 .2
4 .5
5 .2
6 .2

4 .2
4 .8
4 .3
4 .1
5 .1
5 .5
4 .6
3 .8
4 .9
5 .2
6 .1
5 .2

5 .0
5 .1
4 .5
4 .2
4 .5
5 .6
5 .0
5 .5
5 .0
5 .2
4 .8
4 .8
4 .1

6 .6
5 .3
5 .0
5 .2
5 .0
5 .5

48

  9

37

70

47

 9

60

37

22

49

63
 9
88
30

 0
52
 0
 0
61
34
43
 4
10
53
49
90

51
37
 7
 7
51
48
29
33
50
57
56
72
 9

30
59
32
48
51
41

��ɿ�ઍ༿ݝ　�͍͢Έິࢢொऀˎ　　 ͳͲ4ݝ��
༧ใ（एׯのւ໘ม動）Λҵݝɺઍ༿ेݝཬɾ֎ʹൃද

（̍）ԝ໊ʹ˞̍ ʙ̓ ҹΛͨ͠ʹͭいͯはɺใൃදͰҎԼͷԝ໊Λ༻いͨɻ

˞̍ ɹ৽ׁݝதӽํɹɹ

˞̎ɹઍ༿ݝ෦ɹɹ

˞̏ɹઍ༿ݝ౦ํԭɹɹ

˞̐ɹౡۙւɹ

˞̑ɹҵݝೆ෦

˞̒ɹ౦ژɹɹ

˞̓ɹफ୩ํೆ෦

（̎）ݯཁૉは࠶ௐࠪޙɺमਖ਼͢Δ͜ͱ͕͋Δɻ

（̏）࠷େͷ؍ଌ໊ʹ͋Δˎҹはํެஂڞମ͘͠はಠཱߦ๏ਓࡂՊֶٕज़ڀݚॴͷ؍ଌͷใͰ͋Δɻඃͷใࠂは

ɹɹɹɹग़యͷ͕ࡌهͳいͷは૯務লফிʹΑΔɻ
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˓ੈքͷ׆ಈ

　平成 24 年（2012 年）に発生したマグニチュード 7.0 以上またはࢮ者（行方不明者をؚむ）を伴った地

震は 31 回（平成 23 年は 37 回）でした。また、マグニチュード 8.0 以上の地震は２回でした。主な地震

活動は表のとおりです。

マάχνューυ��0Ҏ্·たऀࢮΛͬた地震（ੈք）（ฏ��年）

ɾݯཁૉɺඃঢ়گはɺ̍ ݄̍ ʙ݄̓̕はถࠃ࣭ௐࠪॴ 	64(4
 ൃදͷ P3&-*.*/"3:�%&5&3.*/"5*0/�0'�&P*$&/5&34�	P%&
�ʹɺ

݄̔̕ʙ12 ݄ �1はಉॴൃදͷ26*$,�&P*$&/5&3�%&5&3.*/"5*0/4	2&%
 ʹΑΔ（201� ݄̍ 15ࡏݱ）ɻʹͭいͯはɺถࠃւ

༸େ気ி（/0""）ʹΑΔ（201� ݄̍ 16ࡏݱ）ɻ

ɾNCは࣮ମϚάχνϡʔυͰ͋ΔɻPɺ4ͳͲɺٿͷ෦ΛΘΔͷৼ෯ͳͲ͔Β͢ࢉܭΔɻද໘͕ൃੜ͠ʹ い͘ਂいͰࢉܭͰ͖Δɻ

ɾ.Tはද໘ϚάχνϡʔυͰ͋Δɻٿͷද໘ʹԊͬͯΘΔ（ද໘）ͷৼ෯ͳͲ͔Β͢ࢉܭΔɻද໘はP  4ʹൺͯݮਰ͕গͳ͘ɺ

ͷେ͖ͳʹదͯ͠ن いΔɻ

ɾ.XはϞʔϝϯτϚάχνϡʔυͰ͋ΔɻʹΑΓԼͷؠ൫͕ͣΕಈいͨن͔Β͢ࢉܭΔɻ͔͔͕ؒ࣌ʹࢉܭΔ͕ͷنΛਖ਼֬ʹද͢͜ͱ

͕Ͱ͖Δɻ

ɾຊͦͷपลͰൃੜ্ͨ͠هͷ݅Λຬؚͨ͢Ήɻ.T ͼٴ .XͷཝʹׅހΛͯͨ͠͠ࡌهϚάχνϡʔυは気象ிɺඃঢ়گはग़యͷ

ɻ（ࡌهମʹΑΔσʔλはɺֻ͚Ͱ࣏気象ிɺফி͓Αͼࣗ）ͳいͷは૯務লফிʹΑΔ͕ࡌه

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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　平成２４年（2012 年）の日本の主な火山活動は以下のとおりです。

˓ेউ （ַւಓ）

　６月 30 日から７月̑ 日にかけて、大正火ޱ近が間に

高ײ度カメラで明るく見える現象が観測され、大正火ޱか

ら出した火山Ψスが西ࣼ面を流下して山のַ台

近まで達しました。

　火山性地震は、2010 年ࠒからやや多い状ଶで経過して

います。火ޱ直下ઙ෦のுを示す地֪変動は、４月ࠒか

らಷ化が認められました。

˓ଊমࢁ（ւಓ）

　８月 15 ʙ 26 日に火が発生しました。25 日にւൈ約

4000 ̼の高さのԎが気象衛星で観測されました。その後

の火については、気象衛星ը像でԎは観測されません

でした。

（ݝɺळాݝखؠ）ࢁखؠ˓

　低प波地震が山直下のややਂいところで時々まとまって発生しました。火山性ඍ動も 月̑と 10 月に

２回発生しましたが、気活動は低調で、地֪変動も変化はなく、火山活動は静Ժに経過しました。

（ݝɺౡݝܗࢁ）ࢁ࠺ޗ˓

　大݀火ޱでは、西側下෦気から気が見られるなど、やや活発な状ଶで経過しました。火山性

地震はやや多い月もありましたが、֓ねগない状況で経過しました。

˓നࠜࢁ（܈അݝɺݝ）

　振幅のখさな火山性地震の一時的な増加が܁り返しありましたが、火山活動に特段の変化はありませ

んでした。౬ז火ޱ内のน等では引き続き活動がみられています。

˓നࢁ（ੴݝɺذෞݝɺҪݝ）

　10 月に白山側のઙ෦を震ݯとする地震が多発しました。このほか、 月̏、 月̑、８月、９月に白山

近のઙ෦を震ݯとするඍখな地震がややまとまって発生しましたが、火山性ඍ動の発生など火山活動

に特段の変化はありませんでした。

（ژ౦）ౡࡾ˓

　2012 年は、火の発生はありませんでした。山火ޱからの二ࢎ化ེԫ放出量は、１日当たり 400

ʙ 1200トンと、やや多量ʙ多量の火山Ψス放出が継続しました。

˓੨ϲౡ（౦ژ）

　８月にւ上保安庁が実施した上空からの観測で、ౡのೆ東ԭで変৭水が確認され、ધഫ等が変৭域

に近かないようւ上警報を発表しましたが、９月に実施した上空からの観測では、変৭水は確認されず、

ւ上警報を解আしました。これ以外では、火山活動に特段の変化はなく、静Ժに経過しました。

݄̒�0�͔Β̓ ݄̑ະ໌ʹ͔͚ͯɺେਖ਼Րޱ͕ۙ

ଌ͞Εまͨ͠ɻ͜؍象͕ݱΔ͑ݟΧϝϥͰ໌Δ͘ײߴʹؒ

ͷݱ象はՐޱͰͷߴԹΨεͷग़ེԫͷ೩মʹΑΔ

ͷͱਪఆ͞Εま͢ɻ

ेউַɹՐޱ͕ۙ間に໌る͘ 象ݱる͑ݟ

� Րࢁ活ಈ
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˓ེԫౡ（౦ژ）

　ౡ西෦では、２月上०以降、時ં、ごくখنな水ৠ気爆発が発生しました。４月下०から̑ 月初め

には火山活動が活発化し、ౡ෦では新たな気が、東ԭでは変৭水が確認されました。国土地理

院の地֪変動観測では、急速なོ起の後に降を観測しましたが、その後、降向はಷ化し、ほぼ

停滞しています。火山性地震や火山性ඍ動も増加しましたが、 月̑以降は共に低調に経過しました。

˓ಙԬϊ（౦ژ）

　ւ上保安庁ւ༸情報෦、第ࡾ区ւ上保安本෦、ւ上自衛ୂ及び気象庁による上空からの観測では、

ಙԬノ場近のւ面には火山活動によるとみられる変৭水が時々確認されました。

˓Ѩોࢁ（۽ຊݝ）

　中ַ第一火ޱでは、火は発生しませんでしたが、౬だまりのݮগや火山性地震及びݽ立型ඍ動の増

加など、一時的にやや活発な向が認められました。

˓ໄౡࢁ（ݝ࡚ٶɺࣛࣇౡݝ）

　新೩ַでは、火は発生しませんでした。火山性地震は 月̏ࠒからݮগし、গない状ଶになりました。

　国土地理院の広域的な地֪変動観測結果では、新೩ַの西地下ਂくのマグマだまりへのマグマの

供څに伴う地൫の৳びの向は 2011 年 12 月以降ಷ化・停滞しています。上空からの観測では、新೩

ַ火ޱ内に蓄積された༹ؠの大きさや形状及びपลの気の状況に特段の変化は認められませんでし

た。二ࢎ化ེԫの放出量は、７月以降はݮগし、গない状ଶで経過しました。

੨ϲౡ�ೆ͔Βೆ౦ํͷม৭ਫ（ํ͔ΒࡱӨ）

2012 ݄̔26�ւ্อ҆ிࡱӨ
੨ϲౡ�ೆ౦౦ଆͷւ؛ۙͷม৭ਫ（ೆۙΛೆ౦ํ͔ΒࡱӨ）

2012 ݄̔26�ւ্อ҆ிࡱӨ

੨ϲౡ ্ۭから؍ଌ͞Εたม৭ਫ

気͕ΈΒΕΔ෦Րޱʹੵ͞Ε༹ͨؠͷԑล෦（ಛʹೆଆ）͕

ൺֱతߴԹͰɺಛஈͷมԽは͋ΓまͤΜͰͨ͠ɻ

ՐޱʹͱͲまΔఔͷऑいന৭ͷԎ͕֬ೝ͞Εまͨ͠ɻ

ໄౡࢁ（৽೩ַ）ɹՐޱのঢ়ٴگͼ外ө૾ஔによるՐޱۙの地ද໘Թ

ւ্อ҆ிఏڙ ւ্อ҆ிఏڙ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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（ݝౡࣇࣛ）ౡࡩ˓

　昭和火ޱで活発な火が続きました。爆発的火は 883 回発生し、大きなੴが２合目（昭和火ޱから

1800 ʙ 2700 ̼）まで達する等、活発な火活動が継続しました。Ԏの最高高度は、 月̑と９月の爆

発的火による火ޱԑ上 3500 で̼した。火ࡅ流は６回発生しましたが、火ޱ近にとどまる程度のখن

なものでした。ೆַ山火ޱでは、爆発的火が７月と12 月に発生しました。この爆発的火でࣛࣇ

ౡ市では大量の降փに見われ、電ंの運సを見合わせたほか、ౡ内の国道が通行止めになるなどの影

。が出ましたڹ

　国土地理院の地֪変動観測では、Ѭ
ㆀ ㆂ ㇉

良カルデラ（ࣛࣇౡԞ෦）ਂ෦へのマグマの注入によるものと

考えられるுによる長期的な৳びの向がみられます。

（ݝౡࣇࣛ）ຎེԫౡࡵ˓

　Ԏ活動は、やや低下した状ଶが続いており、火山性地震もগなく、火山活動は静Ժな状ଶで経過

しました。11 月 29 日に火警戒レベルを２から１に引き下げました。

（ݝౡࣇࣛ）Ӭྑ෦ౡޱ˓

　火山性地震は、1 月上०までやや多い状ଶで経過しましたが、それ以降は、その他の観測データにも

特段の変化はなく静Ժに経過しました。火山性ඍ動はগない状ଶで経過しました。

˓ਡ๚೭ౡ（ࣛࣇౡݝ）

　御
ㆈ ㆟ ㆐

ַ火ޱでは、爆発的火をؚむ火が時々発生し、火活動はやや活発な状ଶで経過しました。

گͷঢ়ޱౡ�তՐࡩ

（2012 ݄̐̑）

Րޱఈʹ༹ؠ（ਤதؙ）͕ ্ঢͯ͠ いΔ༷͕ࢠೝΊΒΕまͨ͠ɻまͨɺ

தԝ෦ʹͨ͠෦͕ೝΊΒΕま͢ɻؠ༹

ͷද໘Թޱౡ�֎ө૾ஔʹΑΔতՐࡩ

（2012 ݄̐̑）

Րޱఈͷ༹ؠʹରԠͨ͠ߴԹͷྖҬ͕ೝΊΒΕま͢ɻಛʹɺ༹ؠத

ԝ෦ͷͨ͠෦はඇৗʹߴԹͰͨ͠ɻ

ۙの地ද໘ޱͼ外ө૾ஔによるՐٴگのঢ়ޱౡ Րࡩ
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　気象庁は二ࢎ化ૉをはじめとする様々な温室効果Ψスのೱ度を観測するとともに、世界気象機関

（8MO） 温室効果Ψス世界資料センター（8DCGG）を運営し、世界中で観測された温室効果Ψスのデ

ータを収集・解析しています。地ٿ温ஆ化の進行速度は、大気にؚまれる温室効果Ψスのೱ度によって

左右されます。また、同じೱ度でも温室効果Ψスの種類によってその効果は異なります。このため、地

を進めるとともに、温ݮ温ஆ化への効果的な対策を行うためには、その原Ҽとなる温室効果Ψスのٿ

室効果Ψスのೱ度を継続して監視することが不可欠です。

˓େ気தͷೋࢎԽૉ

　二ࢎ化ૉは、各種の温室効果Ψスの中で

地ٿ温ஆ化に最も大きな影ڹを与えます。大気

中の二ࢎ化ૉのೱ度は、産業革命（18 世ل

後半）以前の過去約 2000 年間は 280ppm 程

度でしたが、その後の産業活動などによる化ੴ

೩料の消අや林ഁյなどの人間活動に伴っ

て、世界的に増加の一్をたどっています。年

ごとの増加量には変動があるものの、世界平ۉ

の二ࢎ化ૉೱ度は平成 13 年（2001 年）から

平成 23 年（2011 年）までの 10 年間では、1

年あたり 2.0ppm 増加しています。平成 23 年

（2011 年）の世界平ۉの二ࢎ化ૉೱ度

は 390.9ppmでした。Ң度帯別の二ࢎ化

ૉ月平ۉೱ度の経年変化を見ると、半ٿ

の中・高Ң度帯の方がೆ半ٿよりも大きな

季節変動をしており、また年平ۉೱ度も高

くなっています。これは、二ࢎ化ૉのٵ

収ݯ（林など）・放出ݯ（化ੴ೩料消අ

など）がどちらも半ٿに多く存在するた

めです。

˓ԹࣨޮՌΨεͱͯ͠ ͷϋϩΧʔϘϯྨ

　ྫྷഔや༹ࡎとして 20 世ل中ごろに大量

に生産・消අされたハロカーϘン類は強い

温室効果を持っています。大気中のೱ度は

とても低いものの、物質によっては同ೱ度

の二ࢎ化ૉの数ઍഒの温室効果をもた

� ԹࣨޮՌΨεɺԫ࠭ɺࢵ֎ઢなͲ

Ңଳผのେ気தのೋࢎ化ૉのܦ年ม化

ԹࣨޮՌΨεੈքࢿྉηϯλʔ 	8%$((
 ͕ऩूͨ͠σʔλΛͱʹҢଳ

ผʹฏͨ͠ۉେ気தͷೋࢎԽૉ݄ฏۉೱͷܦมԽɻQQN	ϐʔϐʔΤ

Ϝ 
 は 100 ສͷ 1Λҙຯ͠ま͢ 	ମੵൺ 
ɻ

ΫϩϩϑϧΦϩΧーϘンྨのੈքฏۉೱのܦ年ม化

ΫϩϩϑϧΦϩΧʔϘϯྨͷ$'$�111211�ʹͭいͯɺԹࣨޮՌΨεੈքࢿྉηϯλʔ

（8%$((）͕ ऩूͨ͠ ੈք֤ͷ؍ଌॴͷ؍ଌ݁ՌΛฏͨ͠ۉ มԽਤɻQQU（ϐʔܦ

ϐʔςΟʔ）は̍ ஹͷ̍ Λҙຯ ま͢͠ （ମੵൺ）ɻ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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らすものも存在します。その中でもクロロフルオロカーϘン類（C'Cs、いわゆるフロン）はオκン層ഁյ

の性質も合わせ持っており、国際条約（「オκン層をഁյする物質に関するモントリオールٞ定書」）によ

りن制されていて現在は生産されていません。ҁཬ（ؠ手ݝ）や世界各地の観測結果からはن制の成果

が見られ、大気中のೱ度は近年ほぼ横ばいかゆるやかにݮগしています。

˓ւ༸தͷೋࢎԽૉ

　ւ༸は、人間活動により放出された二

化ૉの約ࢎ 3 分の 1をٵ収していると見

積もられており、地ٿ温ஆ化の進行を؇和

しています。気象庁のւ༸気象観測ધ「྇

風ؙ」と「ܒ風ؙ」は、昭和 59 年（1984 年）

から28 年間にわたって西ଠ平༸で表面

ւ水中と大気中の二ࢎ化ૉೱ度を観測

しています。東経 137 度線にԊった日本の

ೆから道域までのւ域においては、毎年

ౙ季（1 ʙ 2 月）に表面ւ水中の二ࢎ化

ૉೱ度が大気中のೱ度より低いことが観測

されており、ւ༸が大気中の二ࢎ化ૉを

収しています。また、Ңٵ 7 度から 33

度で平ۉした二ࢎ化ૉೱ度は、昭和 59

年（1984 年） から平成 24 年（2012 年）ま

で の 28 年 間 で は、 大 気 中 で 1 年 に

1.8ppm、表面ւ水中で 1 年に 1.6ppm の

割合で増加しています。

˓ԫ࠭

　気象庁では、国内 61 か所（平成 25 年 3 月 31日現在）の気象台や測ީ所で、職員が目視により大

気現象としてԫ砂を観測しています。統計を開始した昭和 42 年（1967 年）から平成 24 年（2012 年）ま

でにԫ砂観測日数が最も多かったのは、平成 14 年（2002 年）の 47 日です。平成 24 年（2012 年）の

ԫ砂観測日数は 12 日（平年は 24.2 日）でした。ԫ砂観測日数は、昭和 42 年（1967 年）から平成 24 年

（2012 年）の統計期間では増加向が見られます。ただし、年ごとの変動が大きく、それに対してԫ砂

の統計期間は短いことから、長期的な変化向を確実にଊえるには今後の観測データの蓄積が必要です。

ౙقの౦�3ܦ�ઢにԊͬたද໘ւਫதとେ気தの
ೋࢎ化ૉೱ（Ң�ʙ33Ͱのฏۉ）のܦ年ม化

ද໘ւਫதͷೋࢎԽૉೱはେ気ͱൺΔͱʑͷมಈはେ͖いͷͷ

େ気தͷೱಉ༷ʹ૿Ճͯ͠ いま͢ɻ
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　ԫ砂の日本へのඈ来は、例年 3 月ʙ 5 月に集

中しています。この時期は、ᶃԫ砂発生ݯとなっ

ている地域で砂を෴う積ઇがなくなる一方、まだ

২物がժਧいていないためס૩したད地となって

おり、砂じんがい上がりやすい状ଶであること、

ᶄ砂をい上げ、運Ϳ強風の原Ҽとなる低気ѹ

が通ることが多い季節であることから、ԫ砂が多

くඈ来します。この時期以外にも、ԫ砂発生ݯが

૩していて上空の風が日本へ向いてਧいているס

などの条件がଗえば、日本にԫ砂がඈ来します。

　平成 24 年（2012 年）は、初観測が 3 月 24 日

とく、3 月の月別ԫ砂観測日数は平年を大きく

下回りました。

˓Φκϯɾࢵ֎ઢ

　成層ݍのオκン量は 1980 年代を中心にࡳຈ、つくばでݮগが進みましたが、1990 年代半ば以降、

ಹもؚめ؇やかな増加向がみられます。ೆۃ域では、1980 年代初めࠒからオκンホールが観測され

ています。平成 24 年（2012 年）のオκンホールは、8 月に発生した後、9 月 22 日にこの年の最大面積

となる2080 万平方キロメートル（ೆۃ大の面積の約 1.5 ഒ）にまで広がり、11 月中०に消໓しました。

大نなオκンホールの発生は、毎年継続しています。国内のࢵ外線量は、ࡳຈとつくばではࢵ外線観

測を開始した 1990 年代はじめから؇やかな増加向がみられます。一般にオκン量がݮগすると地表

に到達するࢵ外線が増加しますが、この期間、国内ではオκン量のݮগは観測されていません。ࢵ外線

ฏ��年（�0��年）の݄ผԫ࠭؍ଌ日

日ຊに͓͚る年ผのԫ࠭؍ଌ日（昭和��年（����年）ʙฏ��年（�0��年））

ԫ࠭؍ଌͱはɺࠃͰ͔̍ ॴͰԫ࠭Λ؍ଌͨ͠߹ʹԫ࠭؍ଌ ̍ͱ͠ま͢ɻ

ԫ࠭؍ଌͱはɺࠃͰ͔̍ॴͰԫ࠭Λ؍ଌͨ͠߹ʹԫ࠭؍ଌ

̍ͱ͠ま͢ɻ

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ
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をࢄཚ・ٵ収する大気中のඍཻ子のݮগや天ީの変化（雲量のݮগ）などがࢵ外線量の増加の原Ҽと考

えられています。

Φκンϗーϧ໘ੵのܦա

日ຊ国のࢵ外ઢ量年ੵࢉのܦ年ม化

ฏ 24 （2012 ）ͷΦκϯϗʔϧ໘ੵͷਪҠ ্ࠨ	 
ͱΦκϯϗʔϧͷ࠷େ໘ੵͷܦมԽ Լࠨ	 
ɻӈ্ͷਤはΦκϯϗʔ

ϧͷ໘ੵ͕2012ͷ࠷େͱͳͬͨ�݄22ͷೆٿΦκϯશྔਤͰɺਤதԝͷೆۃΛத৺ͱ͢Δփ৭෦͕Φκϯϗʔ

ϧͷྖҬɻࠨԼਤͷ৭ͷԣઢはೆۃେͷ໘ੵɻ（ถۭߤࠃӉ（"4"/）ہఏڙͷӴ؍ଌσʔλΛͱʹ気象ிͰղੳ）ɻ

͏͜）ൗߚ はΜ）ࢵ֎ઢྔͱはɺਓମʹٴ΅͢ӨڹΛࣔͨ͢ΊɺʹΑͬͯҟͳΔӨڹΛྀͯ͠ߟ ઢྔͰ͢ɻ֎ࢵग़ͨ͠ࢉ
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˓ࣹͱ֎์ࣹ

　気象庁では、日ࣹと外放ࣹについて地ٿ環

境や気ީへの影ڹを把握するため国内 5 地点（ࡳ

ຈ、つくば、Ԭ、ೆௗౡ、ੴ֞ౡ）で精密な

日ࣹ放ࣹ観測を行い、全天日ࣹ、直達日ࣹ、ࢄ

ཚ日ࣹおよび下向き外放ࣹの経年変化を監視

しています。

　世界の多くの地域における全天日ࣹ量は、

1960 年ࠒから1980 年代後半までݮগし、1980

年代後半から2000 年ࠒまで急ܹに増加し、その

後は大きな変化が見られないという向が報告さ

れています。

　日本における変化向（国内 5 地点平ۉ）を見

ると、1970 年代後半から1990 年ࠒにかけて急ܹにݮগし、1990 年ࠒから2000 年代初めにかけて急

ܹに増加し、その後は大きな変化は見られません。これは、世界的な変化向とほぼ整合しています。

શ天日ࣹ量のܦ年ม化

ࠃ 5 （ࡳຈɺͭ͘ɺԬɺೆௗౡɺੴ֞ౡ）ʹ͓͚Δશఱࣹྔ

ͷฏۉ（ࠇઢ）͓Αͼ 5 Ҡಈฏۉ（ઢ）

ୈ̎෦　ۙ࠷ͷ気象ɾɾՐࢁɾڥٿͷঢ়گ

169



170

資
料
編

参考資料

気象ॺ໊ ༣ศ൪߸ ॴࡏ ి൪߸ 気象ॺ໊ ༣ศ൪߸ ॴࡏ ి൪߸

気 象 庁

気 象 ݚ ڀ 所

気象衛星ηンター

ߴ  気 象 

地 ࣓ 気 観 測 所

気 象 大 ֶ ߍ

വ ؗ 海 ༸ 気 象 

  海 ༸ 気 象 

ਆ ށ 海 ༸ 気 象 

 ࡚ 海 ༸ 気 象 

ࡳ ຈ  ۠ 気 象 

Ѵ  地 ํ 気 象 

室 འ 地 ํ 気 象 

۴ 路 地 ํ 気 象 

  地 ํ 気 象 

ஓ  地 ํ 気 象 

ઋ   ۠ 気 象 

੨  地 ํ 気 象 

 Ԭ 地 ํ 気 象 

ळ ా 地 ํ 気 象 

山 ܗ 地 ํ 気 象 

 島 地 ํ 気 象 

౦ ژ  ۠ 気 象 
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201���2@ 気象業務はいま 2010@11�2 ˠ ʣߐʢೖߍ�

C  $-*14ʢ$MJNBUF�*OGPSNBUJPO�BOE�1SFEJDUJPO�4FSWJDFTʣ
ɹ気ީ情報ɾ༧測αーϏス計ըɻੈք気象機関（8.0）のੈք気ީ計ը（8$1）のࣄ業計ըのҰつ
でɺաڈの気ީࢿྉ気ީ࣮ࢹگ情報ɺ気ީ༧測情報を社会ɾࡁܦの֤で༗ޮར用しɺ社会ɾ
しているのɻࢦる͜ͱを͢ࢿಈに׆のޢอڥɾࡁܦ

C04.&T4ʢCPNQVUFS�4ZTUFN�GPS�.FUFPSPMPHJDBM�4FSWJDFTʣ
ɹ気象ࢿྉ૯߹ॲཧγスςϜɻࠃ外の気象ͳͲの観測σータをू৴しɺ大気のঢ়ଶをղੳɾ༧測しɺ
ͦの݁Ռをࠃ外に৴͢る૯߹తͳ電子計算機γスςϜɻ気象ࢿྉのฤूɾ中ܧͳͲの௨৴ॲཧɺ
でのσータར用のたΊの業ॲཧを͢るたΊの気象情報送ॲཧγスςϜ（Ξσス）ͱɺղੳɾ
༧測を͢るたΊのスーパーコンピュータγスςϜからߏ͞Εているɻ

%
 

　%$1$ʢ%BUB�$PMMFDUJPO�PS�1SPEVDUJPO�$FOUSFʣ

ɹσータऩू࡞ηンターɻ�8.0情報γスςϜ（8*4）に͓いてɺ気象に関͢る֤छσータのऩू
ࢿྉの࡞を͏ߦɻ

　&104ʢ&BSUIRVBLF�1IFOPNFOB�0CTFSWBUJPO�4ZTUFNʣ

ɹ地震׆ಈ૯߹ࢹγスςϜɻ気象庁ຊ庁ٴͼ大۠ࡕ気象に͓いてຊશࠃに͓͚る地震
の観測σータをϦΞϧタΠϜでࢹしɺٸۓ地震報ɺܯ報ɾҙ報ɺ౦海地震に関࿈͢る情
報地震ɾに関͢る情報をࡂ機関ɺ報ಓ機関にਝに発表͢るγスςϜɻ気象庁ຊ庁でɺ
౦海ɾೆ関౦地Ҭの地֪มಈ観測σータのࢹͬߦているɻ

(
 

ɹ("8ʢ(MPCBM�"UNPTQIFSF�8BUDIʣ
ɹશٿ大気ࢹɻԹ室ޮՌΨスɺΦκンɺΤーϩκϧɺੑࢎӍͳͲ地ڥٿに関Θる大気につ
いてɺ地نٿでߴਫ਼に観測しɺՊֶతͳ情報を提供͢る͜ͱをతにɺੈք気象機関（8.0）
がฏݩ年（���� 年）に։࢝したࡍࠃ観測計ըɻ

(C04ʢ(MPCBM�CMJNBUF�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
ɹશٿ気ީ観測γスςϜɻ気ީܥのࢹɺ気ީมಈのݕग़ӨڹධՁの࣮ࢪにඞཁͳ気ީ関࿈σータ
情報をऩूしɺ෯͘ར用で͖るΑ͏に͢るたΊɺ様ʑͳ観測γスςϜωοτϫーΫをࡍࠃతに
ௐ͢るγスςϜͱして ���� 年にઃཱ͞Εたɻੈք気象機関（8.0）ɺࠃ࿈ڭҭՊֶจԽ機関
（6/&4$0）ؒ海༸ֶҕһ会（*0$）ɺࠃ࿈ڥ計ը（6/&1）ɺࡍࠃՊֶ会ٞ（*$46）がڞಉࢧ
ԉ機関で͋るɻ

(%1'4ʢ(MPCBM�%BUB�1SPDFTTJOH�BOE�'PSFDBTUJOH�4ZTUFNʣ
ɹશٿσータॲཧɾ༧報γスςϜɻੈք気象機関（8.0）のੈք気象（888）ࢹ計ըのԼでɺ
8.0Ճໍࠃのར用に供͢るたΊに気象のղੳɺ༧報ࢿྉを࡞͢るମ੍ɻ

(&044ʢ(MPCBM�&BSUI�0CTFSWBUJPO�4ZTUFN�PG�4ZTUFNTʣ
ɹશٿ地ٿ観測γスςϜɻ�0 Ҏ上のࠃฒͼにԤभҕһ会ɾੈք気象機関（8.0）ɾࠃ࿈ڭҭՊֶจ
Խ機関ٴͼࠃ࿈ڥ計ըの �0 Ҏ上のࡍࠃ機関がࢀՃ͢るɺਓ衛星観測ͱ地上気象観測をΈ߹
Θͤたෳの観測γスςϜからͳる地ٿ観測のたΊのγスςϜɻ気象ɾ気ީのΈͳらͣɺੜଟ
様ੑのอޢɺ࣋ଓՄͳ地ར用ཧɺΤωϧΪーݯࢿ։発ͱいͬたՌをతͱしているɻ

&



17�

用語集

資
料
編

用語集

201���2@ 気象業務はいま 2010@11�� ˠ ʣߐʢೖߍ�

(I4Cʢ(MPCBM�IOGPSNBUJPO�4ZTUFN�CFOUSFʣ
ɹશٿ情報γスςϜηンターɻ8.0情報γスςϜ（8*4）に͓いてੈքの気象௨৴の中֩をͳしɺ

気象に関͢る֤छσータのަࢿྉのཧを͏ߦɻ気象庁8.0からの໊ࢦをड͚ɺੈքにઌۦ

͚てฏ �3年 �݄からӡ用を։࢝したɻ

�(004ʢ(MPCBM�0DFBO�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
ɹશٿ海༸観測γスςϜɻશੈքの海༸のڥมಈをࢹしてͦの༧測をՄに͢るたΊの期త
でܥ౷తͳ海༸観測γスςϜをߏங͢るࡍࠃతͳ計ըɻࠃ࿈ڭҭՊֶจԽ機関（Ϣωスコ）ؒ海
༸ֶҕһ会（*0$）ɺੈք気象機関（8.0）ͳͲがڞಉでਪਐしているɻ

(04ʢ(MPCBM�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
ɹશٿ観測γスςϜɻੈք気象機関（8.0）のੈք気象（888）ࢹ計ըのԼでల։͞Εている
地نٿの観測ɻ地上気象観測所ɺߴ気象観測所ɺધഫɺϒΠɺۭߤ機ɺ気象衛星ͳͲからߏ
͞Εるɻ

(14ʢ(MPCBM�1PTJUJPOJOH�4ZTUFNʣ
ɹશ地ٿ測ҐγスςϜɻਓ衛星を用いてҐஔをܾఆ͢るγスςϜでɺҰൠにカーφϏήーγϣン
γスςϜのར用でͳ͡Έਂいɻߴいਫ਼でのҐஔܾఆがՄͳ(14を用いる͜ͱにΑりɺ地震͋
るい火山現象ͳͲに͏地֪มಈの観測ラδΦκンσにΑるߴ観測にར用͢る͜ͱがՄで͋
るɻ·たɺۙ࠷でɺਫৠ気にΑり電のԆがੜ͡る͜ͱをར用してɺ͜のγスςϜから大気中の
ਫৠ気をਪఆ͢る͜ͱߦΘΕているɻ

(17�ʢ(SJE�1PJOU�7BMVFɿ֨ࢠʣ
ɹ༧報の計算݁Ռをɺ大気中のԾతͳ౦西ɾೆɾ͞ߴで表した࠲ඪ（ཱମతͳ֨子）にׂり
てたɺ気Թɺ気ѹɺ風の大気ঢ়ଶ（ཧྔ）ɻコンピュータで気象ঢ়ଶのը૾表ࣔԠ用ॲཧに
దしたσータのܗଶで͋るɻ༧報の計算͜のΑ͏ͳཱମతͳ֨子上でཧྔの༧測を͏ߦɻ

(T4ʢ(MPCBM�5FMFDPNNVOJDBUJPO�4ZTUFNʣ
ɹશٿ௨৴γスςϜɻੈք気象機関（8.0）のੈք気象（888）ࢹ計ըのԼでɺ気象ࢿྉのࠃ
ங͞Εたશੈքతͳ気象௨৴ωοτϫーΫɻߏたΊに͏ߦɺ৴をతͳަࡍ

I  IC"0ʢ*OUFSOBUJPOBM�$JWJM�"WJBUJPO�0SHBOJ[BUJPOʣ
ɹࡍࠃຽۭؒߤ機関ɻ昭和 ��年（���� 年）のࡍࠃຽۭؒߤ（γカΰ）にͮجいてઃཱ͞Ε
たɺຽۭؒߤに関͢るࡍࠃ࿈߹のઐ機関のҰつɻ

IC(�1T84
ʢ*OUFSHPWFSONFOUBM�$PPSEJOBUJPO�(SPVQ�GPS�UIF�1BDJGJD�5TVOBNJ�8BSOJOH�BOE�

.JUJHBUJPO�4ZTUFNʣ
ɹ太ฏ༸ܯռɾࡂݮγスςϜのたΊのؒௐάϧーϓɻ昭和 3� 年のνϦ地震にΑり発ੜし
たが太ฏ༸શҬにਙ大ͳඃを༩͑た͜ͱをܖ機ͱしてɺ太ฏ༸に͓いて発ੜ͢る地震に
関͢る情報を֤ࠃがަɾڞ༗͢る͜ͱにΑり太ฏ༸ॾࠃのࡂମ੍をڧԽ͢る͜ͱをతͱし
てઃཱ͞Εたɺ*0$（次߲ࢀর）のԼ෦৫のͻͱつɻ昭和 �0年に太ฏ༸ܯ報৫ࡍࠃௐάϧー
ϓ（*$(�*546）ͱしてઃཱ͞Εɺฏ �� 年 �0 ݄に現ࡏの໊শม͞ߋΕたɻ太ฏ༸पลの �� の
Ճしている（ฏࢀຢ地Ҭがࠃ �3年 �0 ݄現ࡏの ྉにΑる）ɻࢿ0$*
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I0Cʢ*OUFSHPWFSONFOUBM�0DFBOPHSBQIJD�$PNNJTTJPOʣ
ɹؒ海༸ֶҕһ会ɻ昭和 3� 年（���0 年）ɺࠃ࿈ڭҭՊֶจԽ機関（Ϣωスコ）にઃཱ͞Εた
機関ɻ海༸ͱԊ؛Ҭのੑ࣭ͱݯࢿに関͢るࣝをਂΊɺͦのࣝをՃໍࠃに͓͚る海༸ڥのཧͱ࣋
ଓՄͳ։発ɺอٴޢͼܾࡦఆϓϩηスにద用͢るたΊにɺڠࡍࠃ力をਪਐしɺ関࿈のڀݚαー
Ϗスٴͼ力։発のϓϩάラϜをௐしているɻ

I1CCʢ*OUFSHPWFSONFOUBM�1BOFM�PO�$MJNBUF�$IBOHFʣ
ɹ気ީมಈに関͢るؒパωϧɻੈք気象機関（8.0）ͱࠃ࿈ڥ計ը（6/&1）にΑりɺ昭和
�3 年（���� 年）にઃཱ͞Εたɻ֤ࠃのՊֶऀઐՈで৫͞Εɺ気ީมಈの（�）ࣗવՊֶతࠜڌɺ
（�）੬ऑੑɾӨڹɾదԠࡦɺ（3）؇和ࡦのධՁをߦいɺ報ࠂॻをͱり·ͱΊているɻͦの報ࠂॻの
༰ɺ地ٿԹஆԽに関͢るަবのࡍͳͲにɺڞ௨ೝࣝの情報ͱしてऔりѻΘΕているɻ

-  -I%&/ʢ-JHIUOJOH�%FUFDUJPO�/FUXPSL�4ZTUFNʣ
ɹཕࢹγスςϜɻཕにΑり発ੜ͢る電をड৴しɺͦのҐஔɺ発ੜ時ࠁの情報を࡞͢るγスςϜɻ

/  /&"3�(004ʢ/PSUI�&BTU�"TJBO�3FHJPOBM�(MPCBM�0DFBO�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
ɹ౦ΞδΞ地Ҭ海༸観測γスςϜɻશٿ海༸観測γスςϜ（(004）の౦ΞδΞ地ҬϓϩδΣΫ
τで͋りɺࢀՃ֤ࠃがͬߦた海༸観測のσータͳͲをଈ時తに͢ަࡍࠃるたΊのσータϕースをӡ
用しているɻຊɺ中ࠃɺؖࠃɺϩγΞがࢀՃしているɻ

8  8I/%"4ʢ8JOE�1SPGJMFS�/FUXPSL�BOE�%BUB�"DRVJTJUJPO�4ZTUFNʣ
ɹہ地త気象ࢹγスςϜɻશࠃ 33 か所にઃஔした無ਓのΟンυϓϩϑΝΠラ観測ہͱ͜Εを੍
͢るγスςϜɻߏでہࢹしσータをࣗಈతにऩू͢る中央ޚ

ɹɹɹɹ8*4�ʢ8.0�*OGPSNBUJPO�4ZTUFNʣ

ɹ8.0情報γスςϜɻैདྷのશٿ௨৴γスςϜ（(54）にΑるଈ時ੑɾ࣮֬ੑがඞཁͳσータަ
のޮԽをਐΊるのにՃ͑ɺ֤ࠃࠃՈηンターにରして֤छࢿྉをޮྑ͘ࡧݕɾऔಘで͖るΑ͏に
͢るたΊに౷Ұした情報カタϩάをඋɾ提供͢る౷߹気象情報௨৴ɻ中֩をͳ͢શٿ情報γスς
Ϝηンター（(*4$）ɺσータऩू࡞ηンター（%$1$）ɺ֤ࠃࠃՈηンター（/$）からߏ͞Εるɻ
��

8.0ʢ8PSME�.FUFPSPMPHJDBM�0SHBOJ[BUJPOʣ
ɹੈք気象機関ɻੈքの気象ࣄ業のௐ和త発లをඪͱしたࡍࠃ計ըのਪਐɾௐを͏ߦたΊɺ昭和
�� 年（���0 年）にੈք気象機関にͮجいてઃཱ͞Εɺཌ昭和 �� 年（���� 年）にࡍࠃ࿈߹のઐ
機関ͱͳͬたɻฏ �3 年（�0�� 年）�݄ 30 現ࡏɺ��3 かࠃͱ �ྖҬがߏһͱしてՃໍして
いる（ຊ昭和 ��年（���3 年）にՃໍ）ɻࣄہຊ෦スΠスのδュωーϒにஔかΕているɻ

888ʢ8PSME�8FBUIFS�8BUDIʢ1SPHSBNNFʣʣ
ɹੈք気象ࢹ計ըɻੈք気象機関（8.0）の中֩をͳ͢計ըで͋りɺੈք֤ࠃに͓いて気象業
のߦのたΊඞཁͱͳる気象σータɾϓϩμΫτをత֬に入手で͖る͜ͱをతͱ͢るɻશੈքతͳ
気象観測（શٿ観測γスςϜɿ(04）ɺ௨৴（શٿ௨৴γスςϜɿ(54）ɺσータॲཧγスςϜ
（શٿσータॲཧɾ༧報γスςϜɿ(%1'4）のඋڧԽが͜の計ըのࠜװͱͳͬているɻ
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Ξ  ΞδΞଠฏ༸気ީηϯλʔ
ɹΞδΞ太ฏ༸地Ҭの֤ࠃ気象機関にରしɺج൫తͳ気ީ情報の提供気ީ༧測に関͢るٕज़Ҡసを
ͱをతͱしてɺฏ͜͏ߦ �� 年（�00� 年）�݄に気象庁にઃஔ͞Εたηンターɻ͜Εらの׆ಈ
を௨͡てɺಉ地Ҭに͓いてҟৗ気象にΑるࡂのܰݮɺ業を͡Ίͱ͢る֤छ࢈業のৼڵにɺ
気ީ情報が༗ޮにར用͞Εる͜ͱをࢦしているɻ

Ξσε
ɹ気象庁ຊ庁ٴͼ大۠ࡕ気象にઃஔ͞Εた気象情報送ॲཧγスςϜɻ気象ࢿྉのฤूɾ中ܧͳ
Ͳの௨৴ॲཧɺでのσータར用のたΊの業ॲཧをͬߦているɻ

Ξϝμεʢ".F%"4ɿ"VUPNBUFE�.FUFPSPMPHJDBM�%BUB�"DRVJTJUJPO�4ZTUFNʣ
ɹશࠃ �300 か所にઃஔした無ਓの観測所でɺ気Թ߱ਫྔͳͲをࣗಈతに観測͢るγスςϜɻΞ
メμス͜のγスςϜ（地Ҭ気象観測γスςϜ）のӳ໊ޠの಄ޠࣈで͋るɻ

Ξϧΰܭը
ɹੈք気象機関（8.0）ٴͼࠃ࿈ڭҭՊֶจԽ機関（Ϣωスコ）ؒ海༸ֶҕһ会（*0$）ͳͲ
のڠ力のԼɺࡍࠃతͳΈにΑりɺੈքの海༸をৗ時観測͢るγスςϜͱして中ϑϩーτ（νの
߲をࢀর）をશੈքの海༸に 3000 入してɺ気ީに大͖͘Ө͢ڹる海༸のঢ়گをϦΞϧタΠϜ
にѲ͢る͜ͱをతͱして࣮͞ࢪΕているɻΞϧΰͱɺΪϦγϟਆにग़て͘るધの໊લ（"SHP）
にͪͳΜͩのɻ

Ξϯαϯϒϧख๏
ɹॳ期にؚ·Εるࠩޡ༧報Ϟσϧがશでͳい͜ͱにΑりੜ͡るɺ༧測݁Ռのෆ࣮֬ੑに
関͢る情報をɺଟの༧測計算からநग़͢るํ๏ɻॳ期のࠩޡをྀ͢ߟる手๏をʮॳ期Ξンαン
ϒϧ手๏ʯɺ༧報Ϟσϧのෆશੑをྀ͢ߟる手๏をʮϞσϧΞンαンϒϧ手๏ʯͱݺͿɻ気象
庁でॳ期Ξンαンϒϧ手๏ͱϞσϧΞンαンϒϧ手๏の྆ํを用いているɻ

Π  ҟৗைҐ
ɹߴைͱҟͳりɺൺֱత期ؒ（�िؒから3か݄ఔ）ܧଓしてɺைҐがฏৗΑりेηン
νメーτϧఔ͘ߴ（し͘͘）ͳる現象ɻݪҼɺ気ѹஔɾ海ਫԹɾ海ྲྀのมಈͳͲଟذに
Θたりɺ͜Εらがෳ߹して発ੜ͢るͱ͑ߟらΕているɻ

  ΟϯυγΞʔʢXJOE�TIFBSʣ
ɹ大気中の �地で風の͞ڧ͖がҟͳるঢ়ଶの͜ͱでɺ風のۭؒతͳٸมҬをい͏ɻۭߤ機のඈ
での観測༧測がॏཁͱ͞Εているɻߓ路ۭۭߤを༩͑る߹が͋りɺڹに大͖ͳӨߦ

ΟϯυϓϩϑΝΠϥʢXJOE�QSPGJMFSʣ
ɹ電を地上から上ۭに͚て発ࣹしɺओにཚྲྀにىҼ͢るۭ気۶ંのෆۉҰにΑͬてํޙにࢄཚ
͞Εた電をड৴しɺॲཧ͢る͜ͱにΑりɺ観測上ۭの風ɾ風を測ఆ͢るϨーμーɻ

Τ  ΤʔϩκϧʢBFSPTPMʣ
ɹ大気中にු༡しているݻମ͋るいӷମのඍཻ子ɻ地表海༸からい上がるのɺ業׆ಈに
Αͬてഉग़͞ΕるഗԎͳͲが͋るɻ太陽光のٵऩɾࢄཚӢのੜͳͲにӨ͢ڹるɻ
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Τϧχʔχϣݱ象ʢ&M�/JOʙPʣ
ɹೆถのϖϧーԭから中෦太ฏ༸ಓҬにか͚てɺ�ʙ �年͓͖に海໘ਫԹがฏ年にൺて �ʙ �ˆɺ
時に �ʙ �ˆ͘ߴͳりɺ年ʙ �年ఔܧଓ͢る現象ɻ͜Εにͬてੈք֤地でҟৗ気象が発
ੜ͢るՄੑがߴいɻ

Φ  ΦκϯϗʔϧʢP[POF�IPMFʣ
ɹϑϩンΨスͳͲのΦκンഁյ࣭のഉग़にΑりɺ���0 年代ॳΊからೆۃҬでय़قに͋たる �ɺ
�0 ݄頃を中৺にݍのΦκンྔのݦஶͳݮগが観測͞ΕるΑ͏にͳりɺ͜の現象ɺೆۃ大を
中৺にΦκンに݀の͋いたΑ͏ͳঢ়ଶͱͳる͜ͱからΦκンϗーϧͱݺΕているɻ

ԹࣨޮՌΨε
ɹ地表໘から放ग़͞Εる外線をٵऩして大気をஆΊるޮՌ（Թ室ޮՌ）をつ気ମ（Ψス）の૯শɻ
ਫৠ気ɺೋࢎԽૉɺメタンɺҰࢎԽೋૉͳͲが͋るɻ͜の͏ͪɺਫৠ気をআ͘Ψスਓؒ׆ಈに
ͬて૿Ճして͓りɺ地ٿԹஆԽのݪҼ࣭ͱしてらΕているɻ

Χ  ւܕߔ
ɹ太ฏ༸ଆのઍ島海ߔຊ海ߔɺೆ海τラϑでɺ海༸のϓϨーτがのϓϨーτのԼにΈࠐ
ΜでいるɻのϓϨーτが海༸ϓϨーτにҾ͖ͣりࠐ·Εる͜ͱにΑりɺϓϨーτڥքにঃʑにͻ
ͣΈがੵしてい͘ɻ͜Εがݶքにୡ͢るͱɺϓϨーτڥքがܹٸにͣΕて地震が発ੜ͢るɻ͜Εら
海ߔにۙいͱ͜Ζで発ੜ͢る地震を海ߔ型地震ͱݺͿɻ

ղੳӍྔ
ɹΞメμス࣏ࣗମのӍྔ計にΑるਖ਼֬ͳӍྔ観測ͱ気象ϨーμーにΑるൣғにΘたる໘తͳӍの
ɾ͞ڧの観測ͱのͦΕͧΕの所をΈ߹ΘͤてɺΑりਫ਼がߴいɺ໘తͳӍྔを�Ωϩメーτϧ
֨子でղੳしたのɻ

ւྲྀ
ɹ海༸の΄΅ܾ·ͬた所を΄΅ఆৗతにྲྀΕる大نͳྲྀΕɻ代表తͳのにຊのೆ؛をྲྀΕる
ை大西༸のメΩγコྲྀが͋るɻࠇ

Րྲྀࡅ
ɹߴԹの火山փؠմ気ମがҰମͱͳͬてٸに山ମをྲྀԼ͢る現象ɻ火ྲྀࡅの時ेΩ
ϩメーτϧからͱ͖にඦΩϩメーτϧҎ上にୡしɺԹඦˆにୡ͢る͜ͱ͋るɻ大نͳ
߹地ܗのى෬に関ΘらͣൣにがりɺຒɾഁյɾমࣦͳͲのඃをҾ͖͢ىɻ火ྲྀࡅが発ੜし
てからのආࠔͳたΊɺࣄલのආがඞཁで͋るɻ

ՐࢁΨε
ɹ火山׆ಈにい火ޱからग़͢る気ମɻ火લにͳるͱɺϚάϚの上ঢにいग़ྔの૿Ճが
観測͞Εる͜ͱが͋るɻ火山Ψスにਓମに༗ͳのが͋るがɺͦΕらۭ気ΑりॏいたΊԜ地に
ཷ·り͘͢ɺ中に無৭無षのの͋りݥةに気͖ͮに͘い͜ͱ͋るのでҙがඞཁで͋るɻ
る͜ͱ͋るɻࢸにࢮΉͱࠐいٵೱの火山Ψスをߴ

Րੑࢁඍಈ
ɹϚάϚの׆ಈにىҼ͢る࿈ଓした地໘の震ಈで͋りɺ火山׆ಈが׆発Խした時火山が火したࡍ
にଟ͘観測͞Εるɻ
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ՐࢁՐ༧࿈བྷձ
ɹ火山火༧計ը（昭和 ��年จ෦ল測地ֶ৹ٞ会（現จ෦ՊֶলՊֶٕज़ɾֶज़৹ٞ会測地ֶ
Պ会）ٞݐ）にΑりɺ関機関のٴڀݚͼ業に関͢るՌٴͼ情報のަɺ火山現象についての૯
߹తஅを͜͏ߦͱをతͱしてɺ昭和 �� 年にઃஔ͞Εたɻ͜の࿈བྷ会ɺֶࣝٴऀݧܦͼ関
機関のઐՈからߏ͞Εて͓りɺ気象庁がࣄہを୲しているɻ

ՐࢁʢΕ͖ʣ
ɹ火にΑͬてग़͞Εるੴ火山փͳͲのܗݻঢ়の࣭大͖͞にΑͬてྨ͞Εて͓りɺͦの
͏ͪのҰつɻܘが �ʙ �� ϛϦメーτϧののを͢ࢦɻͳ͓ɺܘが �� ϛϦメーτϧΑり大͖い
のをʮ火山ؠմʯɺ�ϛϦメーτϧΑりখ͞いのをʮ火山փʯͱݺΜでいるɻ

Ψετϑϩϯτ
ɹੵӢੵཚӢからਧ͖ग़したྫྷ気のઌͱपғのۭ気ͱのڥքをࢦしɺલ線ঢ়のߏを࣋つɻ߱ਫ
Ҭからपғにがる͜ͱがଟ͘ɺ �0 Ωϩメーτϧ͋るいͦΕҎ上Εた地·でਐ͢ߦる߹
が͋るɻ地上でɺಥ風ͱ風のٸมɺ気ԹのٸԼ߱ͱ気ѹのٸ上ঢが観測͞Εるɻ

活Րࢁ
ɹ火山火༧࿈བྷ会でɺฏ �� 年（�003 年）に׆火山をʮ֓Ͷաڈ �ສ年Ҏに火した火
山ٴͼ現׆ࡏ発ͳ気׆ಈの͋る火山ʯͱఆٛしたɻ現ࡏɺຊに ��0 の׆火山が͋るɻ

Ω  気ީϞσϧ
ɹ気ީをܗ͢る大気ɺ海༸ɺ໘ͳͲのॾҼ子をϞσϧԽし（ͦΕͧΕ大気大॥Ϟσϧɺ海
༸大॥Ϟσϧɺ໘Ϟσϧͱい͏ɻ）ɺ͜ΕらをΈ߹Θͤコンピュータで計算して気ީを༧測͢る
༧報Ϟσϧɻ

報ٸۓ
ɹ地震にɺൺֱతૣ͘౸ୡ͢る̥（ॳ期ඍಈ）ͱɺΕて౸ணしओཁͳഁյ現象をҾ͖͢͜ى
4（ओཁಈ）が͋るɻٸۓ地震報ͱɺ震ۙݯの観測の1の観測σータをॲཧ͢る͜ͱに
Αりɺ震ݯから͋るఔΕた地Ҭに͓いて 4が౸ୡ͢るલにɺ地震の発ੜɺ震ݯの報ɺओཁ
ಈの౸ୡ時ࠁɺͦの༧測͞Εる震ͳͲについてඃのܰݮ ŋࢭをతͱしてՄͳݶりଈ時తに
発表͢る情報の͜ͱɻ

Ϋ  ۭৼ
ɹര発にΑり発ੜ͢るۭ気のৼಈ現象ɻ火山の火ɺ火ྲྀࡅのྲྀԼͳͲにい発ੜ͢るɻ

ΫϩϩϑϧΦϩΧʔϘϯྨʢDIMPSPGMVPSPDBSCPOTʣ
ɹԘૉɺϑοૉɺૉからͳるԽ߹でɺΦκンഁյのఔのߴい࣭ɻ代表తͳのͱして$'$���ɺ
$'$��� ͳͲが͋るɻϑϩンͱい͏ɻ

έ ܭࣼ 
ɹ地൫の͖を測ఆ͢る機ثでɺ地震火山׆ಈに͏地֪มಈのࢹに用いるɻ
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ί  ԫ࠭
ɹΞδΞҬの࠭യ地ଳ（ΰϏ࠭യɺタΫラϚカン࠭യ）ԫݪߴͳͲからい上͛らΕた࠭ਖがɺ
上ۭのڧい風にΑͬて౦ํ༌送͞Εɺঃʑに߱Լ͢る現象ɻຊに͓͚るԫ࠭現象ɺय़ઌからॳ
Նにか͚て観測͞Εる͜ͱがଟ͘ɺۭ がԫ৭にԎる͜ͱにΑりɺҰൠにΑ͘らΕた現象で͋るɻ
現象がஶしいͱ͖ɺࢹఔのѱԽにΑりަ௨機関Өڹを༩͑る߹が͋るɻ

γ ܭւఈ্ࣜුݾࣗ 
ɹ海ఈにઃஔ͢る地震計でɺهஔͱͱにધഫͳͲからԼし海ఈにΊてɺҰఆ期ؒの観測ऴ
ଓతͳܧで͖る期ؒか݄ఔでɺهに海໘上にු上ͤ͞回ऩ͢るํ式ののɻσータをޙྃ
かͳいがɺέーϒϧ式海ఈ地震計Αり҆Ձでɺ機ಈతͳௐࠪのたΊの観測のたΊのৗ時観測にࢹ
に用いらΕるɻ

ܭ
ɹ地震ಈを計測͢る機ثɻෳの観測に͓͚るɺ地震が౸ୡした時ࠁ地震のৼ෯ͳͲからɺ
地震の発ੜ所ɺਂ͞ɺن（Ϛάχνューυ）がਪఆで͖るɻ

ಈ
ɹ地震が地表に౸ୡしたͱ͖の地໘の༳Εɻ


ɹ地Լでੜ͡るؠ൫のഁյɺ͋る໘（அ）をڥにޓいがͣΕるΑ͏に͜ىるɻ͜Εをஅӡಈͱ
いいɺͦΕにい地震がੜ͡るɻ地震ɺ地ٿの෦をΘるॎ（̥）ͱԣ（̨）ɺ地
の表໘にԊͬてΘる（表໘）に大ผで͖るɻٿ

ࡂରڧࡦԽҬఆձ
ɹ地震ࡂରڧࡦԽ地Ҭˎにる大نͳ地震ˎˎの発ੜの͓ͦΕの༗無につ͖ఆ͢るたΊに৫͞
Εɺֶࣝऀݧܦ（現ࡏ �໊）からߏ͞Εるɻ気象庁ɺ౦海地Ҭの観測σータにج४Ҏ上のҟৗ
が現Εた߹ɺಉ会を։࠵しɺҕһのҙݟを౿·͑ɺʮ౦海地震ҙ情報ʯを発表͢るɻ͞らにҟৗ
ͳ観測σータがલஹ͢りにΑるのͱఆ͞Εɺ౦海地震の発ੜの͓ͦΕが͋るͱೝΊた߹にɺ
気象庁ͦのࢫをֳ૯ཧ大ਉに報͢ࠂるɻ報ࠂをड͚たֳ૯ཧ大ਉֳٞにͬࢾたޙʮܯռ
એݴʯを発ྩ͢るɻ（౦海地震に関࿈͢る情報発表のྲྀΕについて ��� ϖーδのਤࢀর）

ˎɿ大ن地震ରࡦಛผાஔ๏のنఆに͖ͮجֳ૯ཧ大ਉがࢦఆ͢るɻ
ˎˎɿ現ࡏ౦海地震をର象ͱしているɻ

ݯ
ɹஅӡಈのࡍにɺؠੴのഁյ（ͣΕ）が࢝·り地震を発ੜͤ͞た࠷ॳの地ɻ震ݯҬɺஅӡ
ಈにΑり地震を発ੜͤ͞たྖҬશମをࢦしɺஅӡಈにΑͬてੜ͡たؠੴのഁյ໘ͱ΄΅ಉ͡で͋
るɻ震ݯҬの͞（ࠩしし）ɺϚάχνューυ�の地震でेΩϩメーτϧఔɺϚάχνューυ �
で �00 Ωϩメーτϧを͑る͜ͱが͋るɻ


ɹ地震ಈの͞ڧを表͢ईで͋りɺ地表での༳Εのఔをҙຯ͢るɻ震༳Εのڧいํからʮ�ʯɺ
ʮڧ�ʯɺʮ�ऑʯɺʮڧ�ʯɺʮ�ऑʯɺʮ�ʯɺʮ3ʯɺʮ�ʯɺʮ�ʯɺʮ0ʯの �0 ஈ֊の֊ڃで表現͢るɻҰൠにɺ
地震の震ݯҬにۙい所΄Ͳ震大͖͘ɺ·たϚάχνューυが大͖い地震のͱ͖΄Ͳɺ֤地の震
大͖͘ͳるɻ
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ܭ
ɹ地震ಈを計測しɺ観測地に͓͚る震（計測震）をࣗಈతに算ग़͢る機ثɻ計測震の算ग़にɺ
計測した地震ಈのՃのৼ෯प期を用いるɻ

ε  εʔύʔίϯϐϡʔλγεςϜ
ɹ༧報ϞσϧにΑるղੳɾ༧測͓Αͼ੩ࢭ気象衛星（ͻ·Θり）に代表 Ε͞る衛星σータॲཧに用い
るスーパーコンピュータを中֩ͱしたγスςϜɻ

� ਫৠ気രൃ
ɹϚάϚからΘͬたにΑり火山ମの地ԼਫがՃ Ε͞ੜ た͡ߴѹのਫৠ気にΑͬ てى る͜火で͋るɻ

༧報
ɹཧの๏ଇに͖ͮجɺকདྷの気Թɺ気ѹɺ風ͳͲの大気海༸のঢ়ଶをͱして༧測͢るٕज़ɻ
͜の計算にɺ大ͳԋ算ॲཧがඞཁで͋るたΊɺスーパーコンピュータが使ΘΕるɻ計算に用いら
ΕるϓϩάラϜを༧報ϞσϧͱݺͿɻ

η  ੩ࢭ気象Ӵ
ɹಓ上ۭ 3��00 Ωϩメーτϧの͞ߴに͋ͬてɺ地ٿのࣗసͱಉҰप期で地ٿをप回しͳがらɺ
ৗに地ٿ上のಉ͡所の気象観測を͏ߦ衛星ɻզがࠃのʮͻ·Θりʯの΄かɺถࠃの(0&4ɺԤभ
の.&5&04"5 ͳͲがӡ用͞Εているɻ

੩ࢭ؍ڥٿଌӴʢ)JNBXBSJʣ
ɹͻ·Θり �߸のܧޙͱͳる੩ࢭ気象衛星でɺʮͻ·Θりʯ�߸ٴͼ �߸を͢ࢦɻैདྷのʮͻ·Θりʯ
ͱい͏和໊のѪশをड͚͗ܧɺ� ͼٴ߸ � ߸からӳ໊ʮ)JNBXBSJ��ʯʮ)JNBXBSJ��ʯͱしたɻʮͻ
·Θりʯ�߸ٴͼ �߸の気象観測機ɺʮͻ·Θりʯ�߸ٴͼ �߸ͱൺɺը૾ղが上ɺ観
測ִؒがॖɺը૾のछྨが૿ՃしɺࡂのたΊのࢹ機をڧԽ͢るͱڞにɺ気ީมಈ地ڥٿ
のࢹ機ڧԽ͢るɻ�߸ฏ �� 年（�0�� 年）にɺ�߸ฏ �� 年（�0�� 年）にଧͪ上͛ɺ

�機͋Θͤて �� 年ؒの観測を͏ߦ༧ఆɻ

ݍ
ɹରྲྀݍͱ中ؒݍのؒに͋る大気ݍɻ昭和 3� 年（���� 年）にੈք気象機関（8.0）ɺʮରྲྀݍ
ք໘（͞ߴ �ʙ �� Ωϩメーτϧ）ͱݍք໘（�0 ʙ �� Ωϩメーτϧ）ͱのؒに͋りɺҰൠに気
Թが͞ߴͱͱに͘ߴͳるྖҬʯͱఆٛしたɻ

ੈք気象ؔػ
ɹˠ8.0�（8PSME�.FUFPSPMPHJDBM�0SHBOJ[BUJPO）ࢀর

લஹ͢Γ
ɹ地震ɺ·ͣΏͬ り͘ͱした͢りで࢝·りɺがてܹٸͳஅӡಈͱͳりɺ地震発ੜにࢸるͱ͑ߟら
Εているɻ͜の地震発ੜのલஈ֊に͓͚るஅのΏͬ り͘したಈ͖をલஹ͢り（ϓϨスϦοϓ）ͱݺͿɻ

λ  ෩
ɹ西太ฏ༸·たೆγφ海にଘ͢ࡏるଳ気ѹの͏ͪɺ࠷大風が͓Αͦຖඵ��メーτϧҎ上ののɻ
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μϯόʔετ
ɹੵӢੵཚӢからੜ͡るڧいԼ߱気ྲྀをࢦしɺ地໘にিಥしपғにਧ͖ग़͢ಥ風をੜ͡るɻ地上で
ɺ発ੑࢄのಥ風の΄かڧӍɾᯔͱͱに࿐ԹのԼ߱を͏͜ͱが͋るɻඃҬԁ·たପԁ
ঢ়ͱͳる͜ͱがଟいɻ·たɺڧいΟンυγΞーを͢͜ى現象のҰつで͋りɺۭߤ機のணに
大͖ͳӨڹを༩͑るɻपғのਧ͖ग़しが�ΩϩメーτϧະຬののをϚΠΫϩόースτɺ�Ωϩメー
τϧҎ上ののをϚΫϩόースτͱݺͿɻ

ைߴ
ɹ風発ୡした気ѹͳͲに͏気ѹ߱ԼにΑる海໘のٵい上͛ޮՌͱ風にΑる海ਫのਧ͖ޮͤد
ՌのたΊɺ海໘がҟৗに上ঢ͢る現象ɻ

רཽ
ɹੵӢੵཚӢにͬて発ੜ͢るԖ࣠を࣋つܹしいӔ͖רでɺ࿙ేঢ়·たபঢ়のӢɺ上で
つಥ風気ѹ߱Լ࣋上がる࠭ਖɺ海上でਫபを͏͜ͱが͋るɻ地上でɺऩଋੑ回సੑを͖ר
が観測͞ΕɺඃҬଳঢ়ɾ線ঢ়ͱͳる͜ͱがଟいɻ

ν  தϑϩʔτʢΞϧΰϑϩʔτʣ
ɹ海໘からਂ͞ �000 メーτϧ·でのؒをࣗಈతにු͖ΈしͳがらਫԹɾԘを観測しɺͦのσー
タをਓ衛星ܦ༝にて௨報͢る観測機ثɻΞϧΰ計ը（Ξの߲をࢀর）に͓いてओཁͳ観測機ثͱし
て用いらΕているɻ中ϑϩーτから௨報͞Εたσータɺͪに気象σータަのたΊのશٿ௨৴
γスςϜ（(54）を௨͡てࡍࠃతにަ͞Εɺ海ਫԹ༧測Τϧχーχϣ現象のࢹɾ༧測ͳͲの気
象ɾ海༸業にར用͞Εているɻ

ைҐ
ɹج४໘から測ͬた海໘の͞ߴでɺ࿘ͳͲप期のมಈをআڈしたのɻ

π  
ɹ海ఈԼのઙいͱ͜Ζで大͖ͳ地震が͖ىるͱɺ海ఈがͪ࣋上がͬたりԼがͬたり͢るɻͦの݁Ռɺ
पลのいൣғに͋る海ਫશମが時ؒにܹٸにͪ࣋上がͬたりԼがͬたりしɺͦΕにΑり発ੜした
海໘のมಈがͱしてपғにがͬてい͘現象ɻが地に͖ۙͮਫਂがઙ͘ͳるͱɺ͘
ͳるͱͱにɺの͞ߴٸに͘ߴͳるɻ

ૣݕظ
ɹの発ੜの༗無をଈ࠲にఆ͢るたΊの地震観測ɻ֤観測からの地震ܗσータຊ庁ɺ֤
۠気象͓Αͼԭೄ気象に送͞Εɺ地震のҐஔɾنをਝにਪఆ͢る͜ͱにΑりの༗無
のఆをͬߦているɻ

ς  σʔλಉԽٕज़
ɹ気象ͳͲが͏ߦ地上気象観測ߴ気象観測のΑ͏にɺ͋るܾ·ͬた時ࠁにߦΘΕる観測にՃ͑
てɺ衛星観測のΑ͏にಛに観測時ࠁがఆ·ͬていͳい観測ͳͲɺ様ʑͳ観測σータを༧報のʮॳ
期ʯ（༧測計算を։࢝͢る時ࠁの気Թ風ͳͲの大気のঢ়ଶを表͢ཧతͳ）ͱして׆用͢
るたΊの手๏ɻ
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τ  ౦ւ
ɹաڈの大نͳ地震の発ੜִؒͳͲからɺॣՏから੩Ԭݝの෦のϑΟϦピン海ϓϨーτͱの
ϓϨーτのڥքを震ݯҬͱしてɺいつ発ੜして͓かし͘ͳいͱ͑ߟらΕているϚάχνューυ�Ϋラ
スの海ߔ型地震でɺ現ࡏຊで།Ұɺࡂରࡦに݁ͼつ͚らΕる期લ༧のՄੑが͋る地震ɻ

౦ೆւٴͼೆւ
ɹաڈの大نͳ地震の発ੜִؒͳͲからɺلҏ島ԭからࠃ࢛ԭۙのϑΟϦピン海ϓϨーτͱ
のϓϨーτのڥքを震ݯҬͱしてɺلੈࠓલに発ੜ͢るՄੑがߴいͱ͞ΕるϚάχνューυ �
を͑る海ߔ型地震ɻ

ω  ଳ気ѹ
ɹଳຢѥଳ地ํに発ੜ͢る気ѹの͏ͪɺ࠷大風が͓Αͦຖඵ �� メーτϧະຬで風にຬ
たͳいのɻ風ؚΊてଳɺѥଳ地ํに発ੜ͢る気ѹの૯শͱして用いる͜ͱ͋るɻ

 ϋβʔυϚοϓʢIB[BSE�NBQʣ
ɹ͋るࡂにର͢るݥةͳ地۠がه入͞Εている地ਤɻ火山火ɺ地͢りɺ山่Εɺߑਫɺߴைɺ
ੴྲྀɺͳͩΕͳͲの現象にରしてɺͦΕͧΕ࡞͞Εているɻ

࿘
ɹ海໘のの͏ͪɺ風にΑͬてҾ͖͜͞ىΕるのの૯শɻͦの所でਧいている風にΑͬてͬىた
ʮ風࿘ʯͱɺଞの所で風にΑͬてੜ͡たがͦの所·でΘͬてདྷたʮ͏Ͷりʯが͋るɻ

 

ɹͻͣΈܭ
ɹ地Լのؠ൫の৳ͼɾॖΈをඇৗにײߴで観測͢るஔɻ気象庁でɺ౦海地震の期తͳલஹͱ
のηンαーをܗらΕる地֪มಈをଊ͑る͜ͱをతͱしてɺ地Լඦメーτϧఔのਂ͞にԁ͑ߟ
ຒઃしɺपғのؠ൫からड͚る力にΑͬてม͢ܗる様子をۃΊてߴいਫ਼でݕग़しɺࢹしているɻ
ηンαーにɺมܗにΑるମੵのมԽを測ఆ͢るମੵͻͣΈ計ͱɺਫฏ໘のํҐ͝ͱのมܗのྔ
測ఆで͖るଟͻͣΈ計が͋るɻ

ඇ੩ྗֶϞσϧ
ɹ気ѹલ線ͳͲの気象現象を༧測͢るたΊの༧報Ϟσϧでɺ大気のԖํのӡಈをਫฏ
の気ྲྀのྲྀΕからؒతにٻΊているがɺメιϞσϧ（メの߲をࢀর）がѻ͏気象現象でԖํ
の大気のӡಈが૬ରతに大͖͘ͳͬて͘るɻ͜のたΊɺԖの大気のӡಈ（上ঢ気ྲྀɾԼ߱気ྲྀ）を
計算͢るඞཁが͋りɺ͜の計算をऔり入Εた༧報Ϟσϧをʮඇ੩力ֶϞσϧʯͱい͏ɻ

ώʔτΞΠϥϯυʢIFBU�JTMBOEʣ
ɹਓతͳのഉग़ɺਓతͳ地表໘ٴͼݐஙの૿ՃにΑりɺࢢの気ԹがपғΑりߴいঢ়ଶ
にͳる現象ɻԹ線がࢢをؙ͘औりғΜでɺ気Թが島のΑ͏ͳܗにͳる͜ͱからɺ͜のΑ͏に
Εるɻݺ

ώ

ϋ
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ϑ  ౻ాεέʔϧ
ɹ౻ాスέーϧͱɺཽרμンόースτͳͲの風をɺݐͳͲのඃঢ়گから؆ศにਪఆ͢る
たΊにɺγカΰ大ֶの౻ాにΑり昭和 ��年（���� 年）にߟҊ͞Εた風のईɻཽרμン
όースτͳͲ現象がہ地తͳたΊɺ風計で風を観測で͖る͜ͱが΄ͱΜͲͳい͜ͱからɺ͜の
Α͏ͳ現象に͓͚るڧい風をਪ測͢るईͱしてੈքతに用いらΕているɻ౻ాスέーϧʮ'ス
έーϧʯͱݺΕɺ'0 から '� の � ஈ֊に۠͞Εているɻաڈにຊで発ੜしたཽרの͏ͪで
࠷ 'スέーϧの大͖かͬたの '3ɻ

ϓϨʔτ
ɹ地ٿ表໘を෴͏ް͞ �0 Ωϩメーτϧから �00 Ωϩメーτϧఔのݻいؠੴのɻ地ٿ表໘大
খ߹ΘͤてेຕのϓϨーτで෴ΘΕて͓りɺຊपลɺ太ฏ༸ϓϨーτɺϑΟϦピン海ϓϨーτɺ
ถϓϨーτɺϢーラγΞϓϨーτの �ຕのϓϨーτが͢るڥքにҐஔしているɻ

ϓϨʔτςΫτχΫεʢQMBUF�UFDUPOJDT

ɹ地震׆ಈɺ火山׆ಈɺ地֪มಈͳͲの地ٿ表໘の地ֶ現象をɺ地ٿ表໘を෴ͬているෳのϓϨーτ
の૬ରతͳӡಈからੜ͡るのͱして౷Ұతにઆ໌ɾղ໌͢るֶઆɻ

ՐܯռϨϕϧ
ɹ火山׆ಈのঢ়گにԠ͡たʮܯռがඞཁͳൣғʯ（ੜ໋にݥةをٴ΅͢ൣғ）ͱɺࡂ機関ॅຽ
のʮͱる͖ࡂରԠʯを �ஈ֊に۠したࢦඪでɺ火ܯ報ɺ火༧報で発表͢るɻ֤火山の地ݩ
ಓݝがઃஔ͢る火山ٞڠࡂ会でڞಉݕ౼をߦいɺ火山׆ಈのঢ়گにԠ͡たආ։࢝時期ɾର
象地Ҭがઃఆ͞Εた火山でӡ用を։࢝しているɻฏ �� 年 �� ݄ � からॱ次ӡ用を։࢝しɺฏ
��年 �݄現ࡏɺશࠃの �� 火山でӡ用しているɻ

Րܯ報
火山現象に関͢るܯ報ɻ火にͬてɺੜ໋にݥةをٴ΅͢火山現象（大͖ͳੴɺ火ྲྀࡅɺ༥ઇ
型火山టྲྀのආに時ؒత༛༧が΄ͱΜͲͳい現象）の発ੜͦのݥةがٴͿൣғの֦大が༧

͞Εる߹にɺʮܯռがඞཁͳൣғʯを໌ࣔして発表͢るɻ

ੴ
ɹ火にͬて火ޱからग़͢るੴɺͦの大͖͞ܗঢ়にΑりʮ火山ؠմʯɺʮ火山Ε͖ʯɺʮ火山
ʯに۠͞Εるɻ気象庁でɺࡂ情報でॅຽに͑るࡍにɺ͜Εらを૯শしてʮੴʯͱ
い͏用ޠを用いているɻੴɺ時に火ޱからΩϩメーτϧఔ·でඈ͢ࢄる͜ͱが͋りɺམԼ
のিܸでਓがࢮইしたりɺՈɾंɾಓ路ͳͲがඃをड͚る͜ͱが͋るɻ

Ϛ  ϚάχνϡʔυʢNBHOJUVEFʣ
ɹ地震（அӡಈ）のنのईɻҰൠに.ͱい͏ه߸で表͞Εɺ観測͞Εた地震をͱに算ग़
͞Εるɻ̢のが �大͖͘ͳるͱ地震のΤωϧΪー 30ഒにͳるɻ

ϛ  ຽؒ気象ۀࢧԉηϯλʔ
ɹ気象庁ɺ༧報業ڐՄࣄ業ऀͦのଞຽؒに͓͚る気象業の݈શͳ発ୡをࢧԉしٴͼ࢈業ɺަ௨
ͦのଞの社会׆ಈに͓͚る気象情報のར用ଅਐをਤるたΊɺʮຽؒ気象業ࢧԉηンターʯをࢦఆで
͖る͜ͱにͳͬているɻ
ɹฏ ��年 �݄ �現ࡏɺ（Ұࡒ）気象業ࢧԉηンターが気象庁Αりͦのࢦఆをड͚ているɻ
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ϝ  ϝιϞσϧ
ʢϝι༧ใϞσϧɺNFTP�TDBMF�OVNFSJDBM�XFBUIFS�QSFEJDUJPO�NPEFMʣ

ɹ気ѹകӍલ線ͳͲの大نͳ現象にいɺ大ӍͳͲをたら͢ेΩϩメーτϧఔのۭؒن
の気象現象（メι気象現象）の༧測をతͱしたɺਫฏղがΩϩメーτϧʙ �0 Ωϩメーτ
ϧの༧報Ϟσϧɻ

Ϣ  ༗ࢵ֎ઢ
ɹࢵ外線の中でಛにɺ ��0 ʙ 3�� φϊメーτϧ（）のࢵ外線（#ྖҬࢵ外線ɺ67�#）ɺ
ΦκンにΑるٵऩが大͖い͜ͱからΦκンのഁյのӨڹを࠷͘ڧड͚ɺかつɺੜにͱͬて༗
で͋る͜ͱからɺҰൠに༗ࢵ外線ͱݺΕているɻΦκンഁյにいɺ地上に౸ୡ͢る༗ࢵ外
線ྔの૿ՃにΑるൽෘがΜɺനোͳͲ݈߁ඃの૿Ճがݒ೦͞Εているɻ
ɿ�φϊメーτϧ �ϛϦメーτϧの �00 ສの �（�0 ԯの �メーτϧ）

Ϥ  ༨
ɹൺֱత大͖ͳ地震（ຊ震）が発ੜしたޙɺͦのۙ͘でଓ発͢るΑりখ͞ͳ地震ɻ震ݯがઙい大͖ͳ
地震ɺ΄ͱΜͲの߹ɺ༨震を͏ɻ༨震のຊ震ޙにଟ͘ɺ時ؒͱͱに次ୈにগͳ͘ͳるɻ
大͖ͳ༨震にΑる༳Εɺ所にΑͬてຊ震の༳Εͱಉ͡ఔにͳる͜ͱが͋るɻյΕか͚たՈ
֑ͳͲにҙ͢るඞཁが͋るɻ

� ม๏ݩ࣍
ɹ༧報Ϟσϧが時ؒ（ྫ͑̏時ؒఔ）に༧測͢るɺ風ɺ気Թɺ߱ ਫྔͳͲの様ʑͳཧྔͱɺ
地上の様ʑͳ所時ࠁに࣮ࡍに観測͞Εるཧྔͱのࠩが࠷খにͳるΑ͏に͢るσータಉԽٕज़ɻ
ۭؒ（3次ݩ）の観測のにՃ͑てɺ時ؒతͳྀ͞ߟΕる͜ͱから �次ݩͱশ͞Εるɻ

ϥ  ϥΠμʔ�ʢMJEBS���-JHIU�%FUFDUJPO�BOE�3BOHJOHʣɺυοϓϥʔϥΠμʔ
ɹϨーβー光のいパϧスを大気中に発ࣹしɺӢɺΤーϩκϧɺ大気子からのࢄཚ光をड৴͢る͜
ͱにΑりͦΕらのೱのߴをԕִ測ఆ͢るஔの͜ͱをい͏ɻϨーβーϨーμーͱݺΕるɻ
·たɺυοϓラーޮՌをར用して上ۭの風の情報をಘる機をඋ͑たஔをυοϓラーラΠμーͱい
͏ɻ

ϥδΦκϯσʢSBEJPTPOEFʣ
ɹηンαーͱ無線発৴ثをҰମͱした気象測ثの͜ͱɻਫૉຢϔϦϜを٧Ίた気ٿにして上ۭ
にඈ༲しɺ気ѹɾ気Թɾ࣪ɾ風ͳͲ大気のঢ়ଶの測ఆに使用͢るɻ

ϥχʔχϟݱ象ʢ-B�/JOʙBʣ
ɹΤϧχーχϣ現象（Τの߲をࢀর）ͱٯにɺೆถのϖϧーԭから中෦太ฏ༸ಓҬにか͚て海໘
ਫԹがฏ年Αり͘ͳりɺ年ʙ �年ఔܧଓ͢る現象ɻ͜Εにͬてੈք֤地でҟৗ気象が発ੜ
͢るՄੑがߴいɻ

Ϩ  ϨʔμʔʢSBEBSɿ3BEJP�%FUFDUJPO�BOE�3BOHJOHʣɺυοϓϥʔϨʔμʔ
ɹパϧスঢ়の電を大気中に発ࣹしɺӍཻઇからのࣹをड৴͢る͜ͱにΑり߱ਫのਫฏ
ͳͲの観測にՃ͑ɺ電のυο͞ڧͳͲをԕִ測ఆ͢るஔの͜ͱをい͏ɻ·たɺ߱ਫのߴ
ϓラーޮՌをར用して上ۭの風の情報をಘる機をඋ͑たϨーμーをυοϓラーϨーμーͱい͏ɻ
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